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ま　え　が　き
　本集に収めた各分布地図は，各調査項目に関する地理的な言語差の展望をおもな目的としてい
る。したがって，この説明でも，各分布地図を理解するための作図の基準，凡例の補足的説明，地
図の注目点，その他の参考事項などを簡単に述べた。
　各項目を調査した際に使った質問文（および絵）は，各分布地図の左下の欄に示してあるので，原
則として説明文中では触れない。実際の調査に際して使った調査票には，各質問について，被調査
者に示す質問文のほかに，注意すべき点を補注の形式で加えたものがあった。これは，第1集の別
冊『日本言語地図解説一方法一』103ページ以下に，調査票全文として示してある。
　説明の中で，語形を表わす揚合，とくに音声の詳細を示す必要のあるもののほかば，凡例にかか
げた大文字のローマ字表記を使った。また，それらの語形のいくつかを同類と認めて一括して示す
揚合は，カタカナで表記した。
　資料の整理，地図の編集一般に関する概略的な解説は，第1集の別冊r日本言語地図解説一方
法一』31ページ以下に示した。詳しい解説は，第6集をもってr日本言語地図』が完結する際に，
まとめる予定である。
　既刊の第1集は音声および形容詞，第2集は動詞に関する項目を，そして，第3集からは，名詞
に関する項目をとりあげてきた。この第4集では，家屋・道具・穀物・野菜などに関する項目を
とりあげている。以下第5集では，動物・植物など，第6集では，自然現象・日時などの項目を
とりあげる予定である。
　なお，各分布地図をいっそう深く理解するためには，見出し語形の各地点での具体的な内容や，
調査者・被調査者などが各語形に加えた注記等を記録したr日本言語地図資料』，ないしは原資料
（ともに国立国語研究所に保存してある）を参照することが必要となろう。また，語の歴史を推解す
るに当たっては，各種文献とのつき合わせも必要となろ5が，この点については，今回多く触れる
ことができなかった。いくつかの項目についての徹底的な言語地理学的解釈は，機会を改めて公表
したいものと思う。さらに，全分布地図を展望した上での総合的研究も，今後に期待される。
　この解説を執筆したのは，地方言語研究室の徳川宗賢・本堂寛・佐藤亮一・高田誠である。
1970年3月
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じ　め　に
レこのr日本言語地図』第4集を見るにあたっては，まず
　本地図上巻頭の〈概説〉や，本r解説』のくまえがき〉
　が参考になる。調査の方法などについて，さらに詳し
　く知りたい場合は，第1集付載の別冊r日本言語地図
解説一方法一』を見なければならない。
レ三図凡例の見出しにおいて，〈概説〉に示したもの以
　外で使う特殊な表記については，第3集付載の別冊
　『解翻の〈はじめに〉を見られたい。
レこの『日本言語地図』第4集には，154図，173図，184
　図のように，別のこの集に収められている数枚の言語
　地図の内容（の一部）を，総合的にまとめて一覧できる
　ようにしたく総合図〉が含まれている。また，166図
　や176図のように，165図や175図に盛りこめなかっ
　た見出しを，三図として払出した地図が含まれている。
レある調査地点から2個（以上）の回答が得られた場合
　は，地図に2個（以上）の符号を並べて，（印でくくっ
　て示した。このことはく概説〉で示したとおりであ
　る。ただし，その2個以上の回答のうち一つが標準語
　形と一致し，しかもその語形にく新しい言い方であ
　る・上品な表高・共通語的な言い方・まれにしか使わ
　ない〉などの注記がある揚合は，その語形を地図から
　削った。この手続きを本解説の中で〈併用処理〉と言
　うことがある。これは，〈標準語形も上品な表現とし
　てなら使う〉といった回答は，この種の報告のなかっ
　た地点でも，実はありうる，しかも全国的にありうる
　と考えたためである。そのような回答が現実にどこで
　得られたかは，国立国語研究所に保存されている『日
　本言語地図資料』に記録してある。
レある調査地点から2個（以上）の回答が得られた揚合，
　地図に2個（以上）の符号を並べて，（印でくくって示
　したことについては，前項で説明した。ただし第3集
　149図・150図，本集の165図・166図，174図・175
　図，177図・178図などにおいては，ひとつの調査項
　目に対して，複数の地図が作られている。これらの揚
　合，特定調査地点において2個（以上）の回答が得られ
　たとしても，それが1枚の地図上に並んで印刷される
　とは限らず，あたかも併用ではないかのように，たと
　えば165図と166図とに別々に印刷される揚合があり
1
　うる。このような揚合，ある地図上の答えが他の地図
上の答えと併用の形で回答されたものであることを示
すために，特殊な表示法が採用されているので，注意
　されたい。すなわち，第3集の149図・150図に関し
　ては，当該回答が三図に併用の相棒を持っていること
　を示すために，符号の上に同色の（印をつけた。また
　この第4集においては，当該回答が他聞に併用の相棒
　を持っていることを示すために，符号の下に）印をつ
　けた。このことは，ある地点において2個（以上）の符
号が）印でくくられている場合も同様であって，この
場合も，他出に，同時に得られた併用の回答があるこ
　とを示している。
レ凡例に「その他」と示したものは，その地点での回答が
個別的で，地理的な意味を持たないと考えたものであ
　る。その内容は『日本言語地図資料』に記録してある。
　なお，ある調査地点から2個の回答が得られ，一方が
　「その他」に繰り入れられるべき回答であった丁合は，
　地図には1個の符号しか示さず，「その他」を示す符号
　を省略した。2個（以上）の符号を（印でくくって示
　す場合も，その中に「その他」を示す符号が含まれるこ
　とはない。この二合の地図に示さなかった回答も，も
　ちろん『日本言語地図資料』には記録してある。
》解説の中で具体的な地点番号を示す二合，以下に示す
二戸があった揚合は右欄のように読み替えていただき
　たい。できるだけ正したつもりであるが，カード上の
誤記がそのまま残っている場合がありうる。
　誤
5558．08
6389．32
6389。66
6434．62
6539．50
6613．87
7303。28
1148．57
2068．28
2095．62
　正
5558．09
6389．22
6389．56
6434．52
6539．60
6613．97
7303．38
1148．59
2068．08
2095．60
151，おかね（貨幣）
　各地点からの報告は標準語的表現と方言的表現とがと
もに報告され，しかも紙幣と硬貨とを区別してさす語表
現とまじりあって，かなり複雑な場合が多かった。この
地図では方言的表現であり，しかも紙幣・硬貨をともに
示しうる総称的表現を優先的に採り上げることにした
が，主として硬貨をさすという注記のあるものや古くは
硬貨のみをさしたという注記のあるものは，一般に流通
する貨幣が硬貨を中心とした時代のあったことに鑑み
て，地図に登載することとした。また，総称的表現のな
い揚合は，紙幣・硬貨をあらわすそれぞれの表現をとも
に採用することにした。1地点からの報告が数語あっ
て，それらのうちいずれかに，新しい表現である・上品
な言い方・共通語的場面で使う・希にしか使わないなど
の注記があった揚煮，このr日本言語地図』では〈併用処
理の原則〉を適用することがあるが，この地図でこの原
則を適用した語形は，ZENI・1（ANE・OKANE・
OASIである。しかし，　OASIの場合のみは，たとえ
ばオアシ〈上晶〉・ゼニ〈よく使う表現〉の場合には地
図に載せなかったが。オアシ〈上品〉・サツ〈紙幣〉・
ゼニ〈硬貨〉のよ5な揚合地図に載せた。もしオカネ
〈共通語的場面で使う〉・サツ〈紙幣〉・ゼニ〈硬貨〉
とあった場合は，この地図が方言的表現を採用するとい
う原則をとっていることからオカネを地図に載せなかっ
たのであるが，その点で，ZENI以下OKANEまで
とOASIとの取り扱いが違っている。　OASIに地理的
な分布領域がみられ，多少とも方言的特質を備えている
と考えたからである。
　地図全体を見渡すと，関東から中部・近畿・四国（お
よび奄美諸島）にかけて散在するカネ類，関東を中心と
するオアシ類，近畿西南部のチンチン類を除けば大部分
は漢字音に由来すると考えられるゼニの類であることが
わかる。
　ゼニの類のうち北海道・東北に見られる接尾語一K：0
のつくものには大符号を与え，語根の末尾がNで終わ
るものには赤を与えてみた。北海道・東北のものは接尾
語一KOを伴う揚馬が多いが，このことと語根の末尾が
Nで終わることとは，無関係ではあるまい。赤符号は，
東北地方の日本海岸から東近畿にかけて・山陰・九州西
半から琉球列島にかけて分布している。漢字音を正確に
一　2
保存していることを意味するかどうか不明であるが，第
1集3図，4図，5図，6図に見られるKIWA音・
GWA音め分布と通ずるところがあり，問題は意外に
深いのかもしれない。語根が畳語形をとるものには茶を
与えたが，特に目立った領域は認められない。子どもの
ことばが固定化したものが多かろう。
　ゼニ類がほとんど全国を覆っているところがら，ゼの
子音部分についてかなり詳しく表示してみた。すなわち
ZY。ZY・Z・Dz・D・Rの区別である。　Z・DZ・DZ
の区別も示しうるわけであるが，今回はそれらをまとめ
てZとして示した。ZY以下の音の区別は，『日本言
語地図』第1集7図，8図，9図，10図と関連するので
比較されたい。
　見出しのうち珍しいもの（3地点以下）について，使
用地点を示せば次の通り（表記の詳細，その他の見出し
についての情報はr日本言語地図資料』を見なければなら
な、・）。ZENU　4723．51，　ZEG〔η〕15663．09，5664．51，
5684。26，ZENO　6349．67，　ZIINII　1241．96，1251．04，
1251。27，ZINU　4733．35，　ZINUU　1211．69，　ZINI　I
4689．62，4762．77，ZYENi　4762．56，6421。79，　ZYENE
3746．09，6472．05，6697。59，ZYENO　4609．25，　ZYENU
4715。33，4762．04，6432．22，ZYENO　3699．55，4609．07，
SYENI　3736．03，3774．61，　ZIN　O228．96，0248．00，
DEN　9312．42，　DIN　2072．20，2140．49，　RIN　1271．05，
ZYENIKKO　6697．39，　ZYENEKO　3783．08，　ZYENI－
1（KO　3777．86，　ZYENEKO　3745．98，3763．17，3764．16，
DENEKO　3745。98，　ZYENKO　3791．02，　DzENKO
3741．16，ZEKO　2793．00，　ZYENZYEN　7218．58，
7321．46，0ZENZE　7440．72，　ZYENZYE　4688。45，
DENDE　6395．61，　ZEZE　6516．15，6552．90，0ZE－
ZE　1814。25，　ZYEZYE　4667．33，6523．54，6553．52，
DEDE　6583．45，　6520．50，　ZENZEKO　4723．51，
HANI　O249．17，　0340．00，　1213．76，1（ANEKO
4706．84，0WASI　O716．46，　DAI　6424．20，　CINCIN
6457．18，6458．08，6583．41，GINKA　6541．66，　GINKA
4742。43，DOOKA　6541．66，　DARA　1715．53，　BITA
6460。10，SACI　6422．93，　BERASACU　6511．49。
結局，半分以上が特殊な見出しということになる。
　簡単な歴史的解釈をほどこせば，次の通りとなろう
か。最初ゼニ類が全国を覆い，次いでカネ類が国の中央
でこれにかわる勢力を持ち，それと平行して，多少文体
的に異なる面で，関東を中心としてオアシ類，関西でチ
151
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?
。
?
?，
ンチン類が使われるようになった。奄美と沖縄とが異質
にみえるのは，奄美における貨幣経済が慶長以降に発達
したことを意味するのかもしれない。もっとも，一般民
衆の生活の中で貨幣の占める位置の歴史差。地域差があ
ることが考えられ，その詳細についての知識の不足する
現在，あまり深入りすることは，得策とは言えまい。い
ずれにせよ，貨幣というものが日本語数千年の歴史の中
で，非常に古い時代には，民衆にとってほとんど無縁の
概念であったことには違いない。
　辞書によれば，ゼニは竹取・土佐・催馬楽に見られ，
カネは宇津保以降に見られるという。オアシは狂言や
i『伊勢兵庫助注記』にあるという。チンチン類はちょっと
見当たらない。r近世上方語辞典』には大金をカネ，小額
をゼニと言うとあり（同種の注記が東北南部から近畿に
かけて全体で22地点ほどみられた），また，カネについ
ては大阪で銀貨，江戸で金貨を言うとある。
152．　おつり（釣銭）
　見出し語の多いわりには単純な地図である。東北地方
と沖縄に分布するカエリ・カエシの類，富山・石川，近
畿南部，広島，高知などに見られる諸特殊語形のほか
は，全国がツリ類に覆われている。
　ツリ類の内部は，その音変種，接尾語コがっくかどう
か，接頭語オがつくかどうか，セン・ゼンが接尾するか
どうか，クワが接尾するかどうか（これは奄美にのみ見
出される）に大別されよう。
　R部分には，そり舌音の現われる揚合がいくらかあっ
たが，それらを特に表示することはしなかった。Cの中
には，摩擦のすくないものをも含ませてある。一般に，
CU，　CI，　CIとしたものの内容は，それぞれ〔tsu，
tSu，　ts切，〔tsi，　t∫i〕，〔t∫し，　t§し，　t∫i〕である。　SEN・
ZENとSYEN・ZYENとの区別は，〔seN，　zeN〕は
前者に〔§eN，∫eN，（d）聡N，（d）5eN〕は後者に含めるこ
とによって示した。
　接尾語コのつくものが北海道・東北に現われるほか
は，接頭語オがつくものが関東を中心として多く，セ
ン・（ゼン）が接尾するものが山形・新潟，関東，西九州
に多いようではあるが，．かならずしもはっきりした地理
的領域は現われなかった。オやセンをつけたりつけな
かったりすることは，各地でかなり自由に変換するのか
もしれない。
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　ツリ類72種の見出しのうち3地点以下のものを列記
すれば次の通り。CUURI　5536．99，7391．44，7392．33ダ．
CURE　5612．22，　CUR　7246．45，8300．25，　CUYU
8324．26，CIYU　O247．56，　CU　7274．57，　CII　O265．96，
CII　O238．55，0276．50，　CYURI　7303。29，7351．09，
CYUI　8342．35，8352．40，　TiRI　O246．97，0257．12，
CII　O294．93，　CURIKO　3760．58，3771．29，　CIRI－
KlO　3760．93，　CIROKO　2791．88，　CIRIKO　2782。67，．
2783．73，0CURli　5585．09，0CURE　5612．22，0CUU
7275．84，0ZIRI　4723．14，4773．15，　0ZIRI　4716．20，
OCYURI　7312．11，　CURIZEN　5558．09，6605．37，
CURIHEN　4711。49，　CURIHWEN　4711．49，　CU－
RIZYEN　5566。95，8306。42，　CURESEN　5622．48，
CURUSYEN　7322．21，　CUSSEN　7374．75，　CUI－
SEN　8303．47，8341．12，8361．31，　CUIZEN　8373．43，
CUISYEN　7340．74，8334。25，　CUIZYEN　7341．42，
CUUSEN　4677．65，　TURIZEN　6603。82，　CIRISEN
4763．11，CiRiSEN　2785。74，　CiRSYEN　6412．91，
CIRISEN　5508．19，6411．66，6421．26，　CIISYEN
4659．50，CURISENI　6632。88，　CURIZENI　6358．43，
6616。93，CURISENE　5667．81，5685．37，6626．30，
CURIZENE　5675。87，　TURISENI　6652．06，　CU鰯
RISYENK：03783．08，　CURIKWA　O248．00，　CIRI－
GWA　O275．36。
　カエリ類とカエシ類との区別は結局自動詞・他動詞の
区別にすぎないが，両者の間に，東北地方において地理
的な区別が認められるので，この地図では符号の色をか
えて示した。自動詞形をとるか他動詞形をとるかは，こ
の釣銭を出す側と受け取る側の立揚の相違によってきま
るのかもしれない。東北地方においては両者にそれぞれ
の領域が認められるが，沖縄（本島周辺と入重山）では混
在している。
自動詞形をとるカエリ類の中では，その音変種，接尾
語コがっくかどうか，接頭語オがつくかどうか，セン・
ゼンが接尾するかどうかに大別されよう。
　他動詞形をとるカエシ類の中も，その音変種，接頭語
オがつくかどうか，センが接尾するかどうか，ダイが接
尾するかどうか（代に由来するものと思われる。宮城を
中心．とし，この地方に発生した表現であろう），4ドゥ
シ（他動詞形），ムドゥイ・ムドゥルウ（自動詞形）が接尾
するかどうかにわけられよう。
　カエ部分の音変種のうちおもなものは次のようにまと
めた。
　KAE　〔kae，　ka¢，　kεee，　kaし，　kai〕
KEE〔k肥：，　kε1，　kg＝，　k6＝，　kε：，　kε・，聴εe〕
　K：E　　　〔k記，　kε，ke〕
　山梨の2地点，静岡の1地点には特に珍しい注記は
なかったが（6603．82ではカエシは古くからの表現とい
う，6634．32ではオカエリを普通に使うと、・う），香川
のもの（6486．07）には，「雑貨商である被調査者はく他の
店ではあまり使わないが，私の店では専らオカエシと言
う〉と得意然として答えた」という興味深い注記があっ
た。なお，5711．85でもく隠語エシは上品な新しい言い
方〉とある。
　ムドゥシ・ムドゥイ・ムドゥルウが接尾するものは，
沖縄本島およびその周辺にのみ見出されるが，釣銭のこ
とを単独にモドリ。モドシなどという表現は，佐渡と入
重山の川平（2076．25）に見出される。単独のモドリ・モ
ドシはカエリ・カエシ類と極めて類似した表現である
が，単独では安定しにくいと考えられて，両者が接合
し，この沖縄の表現が発達したのであろう。
　カエリ・カエシ類のうち珍しいもの（琉球だけのもの
を除く）を列記すれば，次の通り。KAERi　3714．27，
2076．96，2076．98，KAEZI　4687．37，0KAERI　6634。32，
KAERIKO　3704．57，　KAERiKO　3716。27，　KERE－
KO　3752．53，　K：YAREKO　3741．16，　KAERIZEN
4666．99，KAERiSEN　O894．61，1（AEISYEN4659．50，
1（EERISEN　4648。42，4675．45，4676．42，　KEERIS－
YEN　4637．68，4659．85，　K：ERISYEN　4720．17，　KA－
ESU　471L49，　KEESi　4689．86，0KAESI　5711。85，
6486．07，0GAESI　4619．63，0GAESU　4701。73，0－
GEESi　4784。41，　KAESUSYEN　4711．82，4721．36，
KAESUHEN・4711．49，　KAESIDAE　4743．95，
4753．76，KEESIDEE　4762．77，　K：EESIDE　4763．11，
KESiDEE　4742．37，　KEESUDEE　4723．58，　KEE－
SUDE　4723．51，4762．04。
　紺で示した特殊語形は，すでに言及したモドリ・モド
シの類，クワ・クワジョオの類のほか，バネの類（富山・
石川），ウワコ・ウワクの類（高知），ウワツリの類（九
回目，コシの類（広島），その他に大別できよう。
　モドリ・モドシの類は，すでに説明したようにカエ
リ・カエシの類と意味的にも地理的にも関係がある。
クワ・クワジョオの類は，クワが紀州，クワジョオが壱岐・
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対馬であって，両者は地理的には関連がなさそうに思わ
れるが，ともに漢語の「過」「過剰」と関係があるように思
われる。地図には示さなかったが，6591．02で（クワアと
い弓人もある。過熱の意で拗音で発音する）との注があっ
た。バネの類（天秤が「はねる」ことと関係があろうか），
ウワコ・ウワクの類は，ともに中心都市付近で盛んに使
われており，山間部では使われない所もあるようであ？
て，それぞれの地域で独自に使われはじめたものと考え
られる。地図には示さなかったが，7404．56で〔前回の支
払いに残りがあったときにウワク　アッタカイ　ノオ？
などと言う〕の注があった。これに対してウワツリの類
はいろいろの変種があり，しかも地理的にもはっきりし
たまとまりがない。
　ここで思い出されるのは「おうつり」ということばであ
る。『全国方言辞典』によれば「おうつり」のことを近畿を
中心として中国・四国方面では（オ）タメ・トメ・（オ）ト
ミ・トビなどと言うようであり，その周辺にオヒキが，
主として東海地方にトシノミ・トシナミなどが使われて
いるようである。そして東北から関東にかけて却よぴ九
州では，どんなことばが使われているかわからない。も
しオウツリ類のことばが使われている．とすれば，「釣銭」
と「おうつり」とは意味が違うにしても，このウワツリの
類と無関係とは言えないように感じられる。さらに想像
するならば，「お弓つり」は一般に「お移り」と考えられて
いるが，もしそうなら，もう一度立ちもどって考えてみ
てもよさそうに思われる。
　コシの類は広島のみであり，ウワコ・ウワクと土佐藩
との関係が考えられるのと同様に，おそらく安芸藩と関
係があることばであろう。
　いったいに「つり」ということばが文献に見られるよう
になるのはそう古いことではなく（r大言海』には『宝永落
書』をひく。天秤の「つりあい」がとれることと関係があ
ろうか），このことは 51図の説明で毛触れたように，
貨幣経済が民衆の間に浸透したのがそう古いことではな
いことと関係があろう。全国にツリ類が伝播したのは，
ある時期以降のことと思われる（奄美と沖縄との間の明
瞭な境界は，それがいくら遡っても慶長以降であること
を思わせる）。そして，それ以前には，この概念が根づ
いていなかったのであるから，単純に関東から九州にか
けてカエリ・カエシ類が分布していたと推論することは
はばかられる。例外を除いてほとんど残存物の見られな
いことも，単純な推論をはばかる根拠となる。
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8　しかしひるがえって考えるに，貨幣経済以前にも，
「釣銭」とは多少ずれているにしても，関係のある概念の
存在したことは想像できる。物々交換の試合にも，それ
が常に同時に交換されるとは限らないことを考慮しつ
つ，等価交換ばかりでないことを考えてみる必要があ
る。貨幣経済以前の概念に対してカエリ・カエシなどの
語が使われており，それが貨幣経済時代にも流用された
と考えることも，あながち無理ではなさそうに思われ
る。言語地理学的根拠としては，もし口口リ・日田シ類
が貨幣経済以後に新たに用意されたものだとすると，そ
れが自然発生的に各地で生まれるものだとしても，東北
地方のかなりの面積にひろがり定着するまでには，その
中心もはっきりしないし，伝播の背景になる推進力も想
定しにくいことを挙げえよう。
　そ弓「だとすれば，バネ類・コシ類・ウワコ・ウワク
類・ウワツリ類の中にも，貨幣経済以前の用語があり，
それが何らかの理由から（主として地方中心都市の文化
的勢力を背景として）残存していると考えられなくもな
い。ツリにしてからが，文献上には現われないけれど
も，古い用語の延長したものとも考えうる（現在のッリ類
の中に新しく中央語を採り入れたと考えられるものが含
まれることは言うまでもあるまい　たとえば下北半
島，高知の山間部，奄美のものなど）。
　なお，この地図で〈併用処理〉した語形はCURIと
OCURIである。また，この項目は後期計画では調査
を打ち切ったので，調査地点がややすくない。
153．いと（糸）
　153図，155図，156図，157図の各図は各種の糸に関
する図である。これらの図に現われる語形には共通のも
のが少なくなかったので，各図の間の符号の色にはでき
るかぎり統一を与えた。
　この「いと」の項目では，縫いものに用いる糸について
質問した。材質についての限定は特にしていない。なお，
九州では後期調査計画で調査を打ち切ったので地点数が
少ない。
　また，155図以下の他の糸の図とちがい，この図では
音声の変種をかなり詳しく示した。
　空で示したもののうち，ITOからHICCYUUまで
をイトの類と認めて線形の符号を与えた。イトはほぼ全
国に分布する。ITOからETOまでは東北南部より西
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の地域におもに分布する。ITUからICYUまでは琉球
に見られるもので，直接イトに対応する語形と考えられ
る。IDOからIDOKOまでは新潟北部。福島・茨城以
北の地域に広く分布する。IDO，　IDOOが鹿児島薩摩
半島南端にも二地点見られることに注意したい。イトの
イにあたる母音にも多種の音がありそれぞれ分布が見ら
れる。ICYUUからHICCYUUまでは琉球に見られ
るものである。音節の長さなどから直接イトに対応する
ものかどうか決めがたいが，一応イトの類と考えた。
『沖縄語辞典』によれば，IICYUは「絹」，　IICYUUは
「糸」を意味するようである。この地方では，「糸」を表わ
す語形と，「絹」を表わす語形とは互に交錯している部分
があるようである。その間の事情についてはさらに詳し
い考察が必要であろう。
　NUIITOからNUIMIまではヌイイト（縫い糸）にあ
たるもの，あるいは，それに類すると考えられるもので
ある。九州を除いてほぼ全国に分布する。NUIZZYUU
からNUZZIまでは宮古に見られる。宮古では，イは
摩擦音化して〔も，Zi〕のようになる傾向がある。したがっ
てこのNuiZZYUUなどはNUIの工が摩擦音化し
て〔ち〕となり＊nuii七∫u：＞nuち16t∫u＝＞nuち聡（聡）u：という
変化をたどった結果と考えることができよう。八重山の
NUIBUU，　NUICIBUUのBUUは「を（緒）」に対応
するものかと考えられる。一与那国のNUIMIのMIはよ
くわからない。
　CUKAIITOからCUKIEITOまではツカイイト（使
い糸）にあたるものと考えた。中部地方南半，関東に散在
する。ヌイイトとも混在し，縫い糸と命名の発想の上で
も共通しているのでここに置いた。SENTAKUITO
は広島北部に1地点見られる。この地方では「裁縫するユ
ことをセンタクスルと言う地方である（『日本言語地図』
第2集59図参照）か5・このセンタタイトは・ヌイイト
そのものであろう。
　赤で示したものはカナイト，カナの類である。このう
ち，べた符号で示したものは，カナイト等イトを含むも
の，ぬき符号ではカナ，カンナ等イトを含まないものを
示した。北海道・東北，北陸，岐阜の各地方に分布し，
カナ，カンナ等イトを含まない形の方が多い。これらカ
ナイト，カナの類は，156丁目もめんいと」，157図「はた
いと」にも現われる。その際，四一の間でその分布領域
に相違が見られることに注目したい。『大言海』によれ
ば，「かな」に「緯」があててあり「イト，イトスヂ」あるい
は「機織ノ語。経蒜ノ四筋一ツナルモノ」となっている。
その語原についてはあまりはっきりしたことは記されて
いない。
　茶で示したITOSOからNUITOSOまでは，語中
にSO（SU）という形態素を含むものである。本州・四
国に点々と見られ，各地で多少のまとまりを持って分布
する。このソを持つものも他の「きぬいと」「もめんいと」
「はたいと」の図に現われる。カナイトと同じく，その分
布地域に相違が見られる点が注目される。このソは古語
の「そ（麻）」との関係を考えることができよう（『時代別国
語大辞典・上代編』参照）。
　緑で示したものはモメンイトにあたると思われるもの
である。156図「もめんいと」に広く現われるもので，こ
の図では，山形・宮城に見られるMOMEDO等を除い
て，まとまった分布のあるものはない。
　紺を与えたYORIITO以下はまとまった分布を示さ
ない各種のものを含む。これらの語形には155図「きぬ
いと」，156図「もめんいと」，157図「はたいと」の各図に
もしばしば現われるものが多い。符号の形をできるだけ
各図に共通するようにしたので参照されたい。
154．「いと」と「いど」との総合図
　この図は153図「いと」，155図「きぬいと」，156図「も
めんいと」，157図「はたいと」の各図に現われるイトとい
う部分の／t／にあたる音声と197図「いど」に現われる
イドという部分の／d／にあたる音声とを各地点対照し
て作図したものである。単独のイト，イドという語形だ
けでなく，複合語の中に現われるものも同じ扱いとし
た。それぞれのもとの図ではこれらの音声を詳しく示し
ていないので，実際は原カードを対照した結果から作図
した。多少関連のあるものとして，『日本言語地図』第3
集1図・2図にGの音声の地図があり，その他の図にも
関連する音声の変種を示したものがあるので参照された
い。
　なお，「糸」の4図を通して，ついにイトという部分の
現われない地域（北陸，東北など），「いど」の図でイドと
いう部分の現われない地域（北陸，中国・四国・九州・
琉球など）があったり，後期調査計画で調査が打ち切ら
れた地域があることなどから／t／，／d／の対照の不
可能な地域も少なくなかった。それらの地点はこの地図
では空白にしてある。
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　見出しで〔d〕としたものは〔d，㌻〕など，〔～d〕とした
ものは〔～d，nd，　nd〕などである。これらの項目は元来，
音声を観察する目的のためのものではなかったため，厳
密な音声の分析にはたえられないものも含まれるかもし
れないが，現在，得られる限りのものを示してみた。
　凡例のうち上の4項は，／t／と／d／について，音
声の上で何らかの区別のあるものである。〔t〕／〔d〕と
なるものは標準語と同じ対を持つものでほぼ全国に分布
する。〔t〕／〔r〕となるものは，佐渡，奈良，福岡に数地
点見られるだけである。〔t〕／〔～d〕となるものは東北，北
海道に点々と見られるほか，紀伊半島山中，淡路，四国
南半，五島に分布する。〔d〕／〔～d〕となるものは，福島
の数地点，新潟北部を南限としてそれより北の地方に分
布する。
　どちらも〔d］となって区別がないものは千葉北部・栃
木・福島・新潟中部より北の地方に分布する。青森・宮
城・秋田・山形の各地では比較的少ない。さらに，鹿児
島薩摩半島南端に1地点見られる。なお，薩i摩半島には
「いど」のほうにイドという部分が現われないために空白
になっているが，153図「いと」にも示したように，標準
語の／t／にあたる音声に〔d〕の見られる地点が数地点
ある。一般的に言えば，〔d〕／〔d〕という衝突がもう少
し広く見られるものと推測される。
　この図はあくまでも報告カードに表記されたある一定
の語に現われた「音声」の対照図であって，それぞれの地
点での「音韻」を抽出したものではないことをことわって
おく。
155．きぬいと（絹糸）
　各種の糸のうち「絹糸」についての図である。この項目
は後期調査計画で調査を打切ったので地点数が少ない。
この図では，音声の変種は詳しく示さなかった。
　ほとんど全国に澄で示したキヌイト類が分布する。な
かでもK：INUITOが大部分を占める。　KIITOから
KINOITOまでは「生糸」にあたる形かと思われる。琉
球を除く各地に分布する。標準語の「きぬいと」と「きい
と」とは別物と思われるが，これらの地域では両者の区
別はあまり厳密ではないらしい。ただし，質問が，　「蚕
のまゆから作るものは…」という文脈だったので，ある
いは被調査者にとって質問の意味が漠然としたもので
あったという事情があったのかもしれない。
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　赤で示したものはカナという形態素を含むものであ
る。道南，東北地方に数地点見られる。
　KINUNOITOSOからKINSOまでは，語中にイ
トソ，ソ等を含むものとして茶で示した。千葉，静岡，
香川・徳島，宮崎に1地点ずつ見られる。
　空で示したものはイトの類と認められるものである。
北陸と琉球とに多少まとまっているほかは，ほとんど地
．同性はない。ITUからIICYUまではイトにあたる語
形と考えられる。琉球では，ITU，あるいはIICYU
が「絹」を表わし，同時に，「糸」を表わす語形にITU，
1工CYUU等があるようである（『沖縄語辞典』，『入重山
語彙』参照）。したがってICYUITU以下ITUNUI一
、MIまでは，　あるいは直接「きぬ一いと」にあたるもの
とも考えられようがITO等との語形の類似から一応
、ここに置いた。
　紺で示したものにはさまざまなものが含まれる。中
、国，九州，琉球に点在する，　K：AIK：ONOITOから
、KAIGONUIICYUまではカイコノイトにあたるもの
と考えられる。入重山に見られる　MANMusiNUI・
『TU，　MANBUUもカィコノィトと同じ発想ρものと
認められる。『入重山語彙』によれば，マンムシイは蚕の
こととある。また，マンは生糸のことで「まゆ」にあたる
ものかとある。また，BUUは153図でも述べたよう
に，「緒」にあたるものと考えられる。SUGAITOから
SIGAまでは，秋田・山形・新潟，三宅・静岡，中国
に点在する。NEBAITO，　MEBAITOは，山口・繋
馬・大分に分布する。ネバ等は，「蜘蛛の巣」を表わす場
令があるようである（r全国方言辞典』参照。第5集でと
りあげる予定）。また，本集159図「まわた」とも関連が
あるようである。
156．もめんいと（木綿糸）
　「わた」からとった糸　　「もめんいと」についての図で
ある。この項目は後期調査計画で調査を打ち切ったもの
で地点数が少ない。この図では音声の変種は詳しくは示
さず，語形はかなり大まかにまとめた。イトにあたる部
・分については153図「いと」を参照されたい。
　北陸，東北，道南以外のほとんどの地域に，緑で示し
たモメンイトの類が分布する。琉球各地に見られる諸語
形も大部分規則的にモメンイトに対応するものである。
．MOMENNOITOSOからMOMENSOまでの茶を
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与えた3語形は，モメンと，イトソ，ヌイソなどソを持
つ部分との組み合わさったもので，茨城・千葉，静岡に
数地点見られる。つぎのMOMENKANAからMO－
MENGANAまでも，モメンとカナとの結合したもの
として赤で示した。いずれも下でふれるカナイト類の分
布領域内に見られる。MOMEITOからMOMETOま
ではモメンのンにあたる嬢音の見られないものを集めて
みた。なかでもMOMETOは山形を中心に分布が見
られる。これらの前部分モメは，モメンのンが脱落し
て生まれたものと一応考えられよう。MEN’ITOか
らMENSIITOまでは前部分がメンとなるものであ
るが，高知などのぽかはまとまった分布領域がない。そ
のうち，MENSOはSOの部分が，イトソ・ヌイソ
のソと関連があると考え茶で示した。茨城に見られる。
　赤で示したKANAITOからKONKANAまでは・
カナという部分を持つ類である。北陸から新潟・東北地
方・北海道に広く分布する。この類は153図「いと」にも
広く見られるものであるが，意図のカナの分布領域の間
に多少の相違が見られ，「いと」の図と比較して，この図
のほうが秋田，宮城・福島南部，新潟中部などで分布領
域が広い。
　「いと」の図とこの「もめんいと」の図とを重ね合わせて
みると，大まかに言って北陸・新潟・東北・北海道南半
の地域では「いと」と「もめんいと」とを語形の上では区別
せず，ともにカナ（イト）と言うのに対して，それ以外の
地域では両者が語形の上でイトとモメンイトとして区別
されて，両方の地域には，語彙構造の上に断層が認めら
れる。
　元来，綿は日本にはなく，16世紀ごろようやくわが国
でも広く栽培されるようになったと言われているにもか
かわらず，日本人の衣生活に広くゆきわたり，「もめん」
は繊維製品の主流をなすようになった。とくに，綿の栽
培の北限とされている新潟・福島以南り諸地域では，綿
は広く栽培されたらしく，モメンイトという語は「いと」
の総称であるイトとは独立した地歩を獲得し，広い地域
に広がっていったものと考えられる。これに対して，北陸
や東北地方では「もめんいと」は「いと」の総称から独立し
た個別称を獲得するには至らずカナ（イト）という語で一
括されているようである。もっとも，以上に関しては，
在来の麻などもめん以外の繊維について資料を得たうえ
で，日本人の繊維・衣料生活の歴史とも対照しつつさら
に詳細な総合的な検討が必要であろ弓。なお，「わた」に
ついての158図があるので，地図・解説とも参照された
い。
157．はたいと（機糸）
　着物を縫うときに使うのでなく，織物を織るときに使
う糸という質問をした。この項目は調査第6年度以後，
調査を打ち切ったため地点数が少ない。この図では音声
の変種は詳しくは示さず，語形はかなり大まかにまとめ
た。
　この図にはこれまでの「糸」の図には見られなかった類
の語が見られるが，それぞれの分布はそれほど著しい地
域性を見せていない。
　草で示したものはハタイトの類である。ほぼ全国に分
布するが，中部，関東周辺，東北地方東南部にやや多く
分布する。西日本には少ない。
　桃を与えたものはオリイトの類である。オリイトは標
準語にも登録されているようであるが，この図の上には
まとまった分布がほとんど見られない。
　オ登を与えたものはカセイト・カセの類である。琉球・
九州・中国西部・四国・和歌山，北陸，秋田に比較的ま
とまった分布が見られ，その周辺の地域にも多少分布す
る。
　赤で示したものはカナを含む類である。岐阜・石川・
佐渡にも数地点見られるが，その分布領域は153図「い
と」156図「もめんいと」でのカナ類の分布とは大いに違
い，沖縄の各地に広がっている。『沖縄語辞典』にはka－
naとして「縢（かな）。かせにかける前の一束にした糸。
kanaを染色したのちかせ（kasi）にかける」とある。ま
た，辞書によれば，「縢」の字にカナという訓が与えられ
「四条を合わせて一条としたる織物のたての糸（『大字
典』）」とされている。いつの時代にこのような訓が定
まったものか，その語原は何かという問題はわが国の機
織の歴史と合わせ考えて興味ある問題であろう。
　空を与えたものはイトの類である。東北地方，関東，
近畿，中国に多少まとまりが見られるほか全国に点在す
る。
　緑で示したものには2種類ある。モメンイトの類とア
サイトの類である。アサイトは青森を中心に分布する。
　紺で示したGASUITO以下にはさまざまなものが含
まれる。そのうちで多少ともまとまった分布を示すもの
について述べよう。ボオセキイトは新しい造語によるも
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のと思われるが，西日本にはかなり広く行なわれてい
る。キカイイトは九州を中心に見られる。ワイトは山形・
新潟北端と九州とに見られる。他の「糸」の図同様，語中
にソという部分を含むものは茶で示した。各地に点々と
見られるが，他の図でイトソ，ヌイソ等茶で示したもの
の分布と領域が異なることは興味深い。これら以外の語
形についてはここでいちいちふれないが，他の図に現わ
れるものも見られるので，他の153図・154図・156図
とも比較されたい。
　この図では無回答となる地域がかなり広く見られるこ
とは注目に価する。とくに北海道，東北地方の日本海
側，関東中南部，新潟，北陸・中部・近畿，中国東部，
四国西半，九州北半に多い。このことは，これらの地方
で，機織が日々の生活のなかではさして重要な地位を占
めていないということを意味するのであろうか。
158．わた（綿）
　この項目は，次の159図「まわた（真綿）」と関連するも
のである。
　この地図では語の種類がきわめて少なく単純な分布で
あることから，紺1色の地図にし，また，音声変種とし
ては〔t〕の有声化した〔d〕を区別して示した。この区別
は次の159図では省略した。
　線符号がワタ類であり全国すべての地域に分布してい
る。そのうち，縦線がTA，横線がその有声化したDA
を示している。このWADAの分布する地域は北海
道西南部の沿岸ぞいから，東北全域・新潟北部・茨城ま
で，それと鹿児島南部に少数地点であるが，これを『日：
本言語地図』第3集101図「あたま（頭）」の地図のうち
ADAMAと有声化する地域と比較すると，ほぼ完全に．
一致している。つまり，これらの地域が〔t〕が〔d〕に有声
化するところと言えるわけである。ただ，この図にみら
れる鹿児島の有声化する地点のうち，甑島（8239・31）は
101図でも有声化しているが，それ以外の2地点（8361．
28，8362．81）は，101図ではアタマ類以外の語なので比
較してみることはできない。136図「おとこ（男）」が，そ
れを補憶味で参考になるであろう。WADAのなかに
鼻音化した〔wanda，　wa～da〕が含まれるが，福島の3地
点（4688．45，469＆15，4780．64）のみであった。WATA－
Aは，奄美に2地点，沖縄本島に6地点あるのみでそ
れ以外の地域には全くみられないし，また，WAATAA．
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も沖縄本島に2地点みられるだけである。ATAは6伊
豆諸島神津島（6686．75），三重（6567．79），岡山（6464・
90），広島（6473．65），山口（6374．68）と、・う主として西
日本の地域に各1地点ずつ点在している。BATAが富
山および先島に小さくまとまって分布し，また，伊豆大
島にも1地点（6657．54）みられる。また，BADAが福島
と入重山に分布しているが，富山・福島のBAは〔βa〕
と表記されているし，入重山ではワ行子音に対応する音
素はノb1であるので，いずれもWATAの音声変種と
みることができよう。特殊な語形として沖縄本島に1地
点（1232．29）GWATAがある。
　WATAの前部分に別の語形のつ、・た～WATAは，ほ
とんどまとまった分布はみられない。まず，K：IWATA
が岡山に1地点（6443．88），熊本に3地点（7393・62，8302・
55，8303．70）みられる。この4地点の弓ち3地点は
WATAとの併用であるしその地域では一般にWATA
が分布しており，また次の159図「まわた（真綿）」におい
てMAWATAという地点であることからみて，それ
に対する語形として「木からとる綿」という意識で出てき
たものではなかろうか（なお，「わた」の原料となる植物
には「木わた」と「草わた」とがあるということであるが，
このKIWATAと「木わた」とは何らかの関係があるか
もしれない）。岩手1地点（3796．06）のMOMENWATA
もまったく同じ理由で，真綿をHIKIWATAまたは
MAWATAと、・うのに対する言い方であろう。群馬2
地点（5636π4，5644．74）のHUTONWATA，群馬1地
点（5636．74）のK：OSODEWATA，長野1地点（5663・64）
のMUCUK：1は，いずれもWATAとの併用である
のでそれぞれの用途によってつけられた名称である。そ
のらち，MUCUKIは，本来赤児に着せる産衣の意味
と考えられるから，「それに入れるふわふわしたもの」と
い5ことであろう。ただ，HUTONWATAは・調査
の質問文が「ふとんの中に入っている白いふわふわした
もの」であることから，それにひかれて出てきた語形で
あるかもしれない。
　パナ類が沖縄本島・入重山に分布している。こまかく
みると，PANAが入重山に，　PANAA・HANA・
HANANKII・HAANANKIIが沖縄本島にみられ
る。「棉花」ということばもあるが，これらのパナ類はど
のような意識からつけられた名称であろうか。r沖縄語
辞典』にはhan＆という見出し語があり，ひとつの意味
として「草木の花。美しいこと」があり，もうひとつの意
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味として「植物名。草綿（くさわた）。植物名としての
綿。なお，沖縄には木の綿はない。」とある。r入重山語
彙』にはパナがあり，「綿」・「麹（こうじ）」・「花」・「徽（か
び）」の意味が並んでいる。琉球方言のpは本土のhに
対応する音声なので，ハナの語形の意味を文献および本
土諸方言などにあたってみると「花」の意味がもっとも一
般的であることは当然であるが，r全国方言辞典』によれ
ば，岩手では「芋や蕨から取った澱粉」をさし，愛知では
「麹（こうじ）」の意味につかわれている。このようにみる
と，「花」が本来的な意味であろうが，そこから「なにか
しらふっくらとしたもの。ふわふわとふくらんでくるも
の」という気持を含んでいる語としても用いられること
があるようである。このような発想から「綿」にも「ハナ」
の意識をあてはめて用いたと考えることはできないであ
ろうか。HANANKII・RAANANKI工の語形も「花
の毛」に対応するものと考えられ（木の綿はないという）
「花からとれる毛が綿だ」というイメージが語形を作る原
因になったと思われる。ただ，本土に広く分布している
語形ワタと共存しつつパナが分布していることは，本来
琉球には本土の木の綿がなくて，草の綿のみが栽培され
ていたことと，あるいは関係があるかもしれない。
　最後に，、次の159図「まわた（真綿）」との関連をみる手
がかりとして，「もめん綿」のわが国への伝来時期を簡単
にのべる。「真綿」つまり蚕からとれる綿がかなり古くか
らつくられていたのに対して，「もめん綿」は，柳田国男
氏のr木綿以前のこと』によれば，9世紀初期に作られた
のが最初らしいがあまり実用化されず，時代が下って
16世紀以後近畿を中心に尾張，三河をはじめ全国に急
速に広がり，一般に実用化されていったとある。この
「木綿」の普及が日本人のそれまでの麻を中心とした衣生
活を大きく変え，また在来の蚕からとった繊維ともとっ
てかわって用いられるようになったのである。
159．まわた（真綿）
　158図の「わた（綿）」が「もめんわた」をさし，植物性で
あるのに対して，本図の「まわた（真綿）」は蚕のまゆから
とったものである。このもののわが国における歴史は，
158図の解説でもふれたように，「もめんわた」にくらべ
てはるかに古く，語としても古い歴史をもっていると考
えられる。分布も，きわめて単純な158図にくらべて，
地域的なまとまり．をもついくつかの語口をみることがで
き，そこから語の歴史もさぐることができそうである。
　全国的にみると，空の符号を与えたマワタ類がほとん
どの地域に分布している。わずかに，岩手南部・宮城，
富山・石川，山口・九州の大部分に分布がきわめてまば
らである。WATAの〔t〕が有声化されて〔d〕となっ
たものとの区別は，158図に示してあるので，ここでは
両方を含めてWATAとしてある。唇音〔w〕が脱落し
たMAATAが主として北陸・関東より以西の地域に
みられるが，これらの多くの地域ではMAWATAと
入りまじって分布しているので，この区別は微妙であり
あいまいであると言えよう。MAABATAが入重山に
1地点（2095．60），MAABAが三重に1地点（7514．21）
みられるが，158図では，入重山がBATAとなる地域
であるのでWATAの音声変種であると考えられる。ま
た三重の揚合も，158図ではWATAなので，前部分の
MAと結びついたWATAのWAがBAに変化したも
のではないかと考えられる。しかし，5555．84，5565．19
の2地点にWATABAがあることや158図「わた（綿）」
で琉球に「花」を意味するパナ類が分布していること，
『全国方言辞典』に沖縄の国頭で「わた」をワタバナーとい
うことが出ていることなどとあるいは関連があるのかも
しれない。広島に1地点（6472．68）みられるK工MAWA－
TAは，その隣接地域にKINUWATAが散在して
いるので，それとMAWATAとの混交によってでき
たものかもしれない。
　赤の符号を与えたネバ類が，青森東南部。岩手中北
部・山形東部の連続した地域，石川北部，岐阜北部のそ
れぞれ小さなひとまとまり，島根西部から九州全域を経
て奄美までのほぼ連続した地域というように，ほぼ国の
東西と辺境に分かれて分布している。このうち，NE－
BASIおよびその音声変種と思われる語形が主として東
北と九州西部南部に，NEBA・NEMA・EBAが主
として中国・九州東部北部にそれぞれまとまって分布し
ているし，NEBARIやMIBASIも小さなまとまり
をもっている。地点数は少ないが後部分にWATAを
もつNEBAWATAは中国・四国・九州北部に，　BE－
BAWATAは福岡に1地点（7324．24），　NEBASIWA－
TAは青森（2795．72），岐阜（5559．51），熊本（7382．97）に
各1地点ずつ，NEBARIWATAは石川に4地点それ
ぞれみられる。
　茶の符号を与えたヒキワタ類が，岩手・宮城・福島と
いう太平洋側にまとまって分布しているし，佐渡，関東，
伊豆諸島の利島，宮崎，鹿児島にもごくわずかずつ点在：
している。このうち，HWIKIWATAは宮城・山形
に，SIK：IWATAは岩手・宮城・福島に，HITWATA．
は鹿児島に主としてみられる。
　緑の符号を与えたツリ類は，北陸にまとまって分布し
ており，滋賀に1地点（6535．73），鳥取に1地点（6417．85＞
という孤立した地点にもみられるが，いずれもMAWA－
TAとの併用である。ネバ類とは逆に，後部分にWATA
をもつCURIWATAなどの語形が多くみられ，単独語
形としてはCURIが滋賀・鳥取に1地点ずつ，　CUUR工
が富山に1地点（5538．90），ICURIが福井に1地点（557
5．93），IZURIが福井に1地点（5595．05）みられるだけh
である。
　それ以外の語形に紺を与えたが，そのなかで比較的広
く分布しているもの，またはまとまって分布しているも
のを取り出してみると，まず，KINUWATA・KINU－
NOWATAがほぼ関東から九州までの広い地域に点在
している。この田中にKIWATA（6537．06）を含めて同
種の符号を与えたが，これは，その近接地点2地点（651
7。70，6526．08）にKIINUWATAがあることに鑑みてそ
の変種ではないかと，考えてみたからである。しかし
ながら167図「きぬいと（絹糸）」と対比してみると，KI－
WATAの地点ではKIINUITOであるが，それに近
い地点，たとえば6518．87，6526．45など数地点ではK：II－
TOであるので，あるいはKIIITO（生糸）一K：IWA－
TA（生綿）の関連で考えるべきものであるかもしれな
い。MAENOKEWATAからMANUまでは「繭（ま
ゆ）」を語の要素としてもつもの，KAIKOWATAから
KAIKUNUITUまでは「蚕（かいこ）」を語の要素とし
てもつものと考えられるもので，これらは沖縄・宮古に
多く，また山形（4750．32），静岡（6631．05）にも1地点ず
つみられる。IITUWATAからKIITUまでは沖縄
に，MIISIWATAからMINCIまでは沖縄本島と入
重山に，それぞれ分布している。また，NURI・MURI
が島根にまとまっているし，KEBA・KEBOが群馬，
石川，岐阜および中国・四国・九州北部に点在してい
る。
　以上，分布の概略をみたが，これをもととし・て主な語
類の歴史にふれてみたい。まず，広い地域にまとまって
分布している語類に注目すると，周圏論的にみて，東西
両端と局地的に分布しているネバ類とヒキワタ類が古
く，その内側に分布しているマワ一類が新しいとみるこ
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とができそうである。そして，北陸においてネバ類・マ
ワタ類を分断した形でまとまって分布しているツリ類
は，もっとも新しいこの地域独特の勢力であると言えそ
うである。古い語類とみられるネバ類とヒキワタ類の分
布の仕方をみると，ヒキワタ類がほぼ東北から関東の太
平洋側および佐渡に分布がみられること，および，九州の
南部に少数地点分布していることから，ヒキワタ類が分
布したあとにネバ類が北は日本海側を北上して分布し，
南はヒキワタ類を孤立させる勢力として沖縄まで分布
していったとみることができよう。158図「わた（綿）」の
解説ですでに述べたように，「かいこわた」のわが国にお
ける歴史がきわめて古いのに対して，「もめんわた」が一
般に実用化されたのは16世紀以後とされている。した
がって，それ以前に「わた」と言えば「かいこわた」であっ
たことは，たとえば『三代実録』に「大宰府年貢綿十万
屯……春夏暁雨，蚕養利あらず，作綿是れ乏し」とあり，
r万葉集』の「しらぬひ筑紫の綿は身に著けていまだは著
ねど暖けく見ゆ」（336）なども一般に「まわた」と解釈する
のが通例らしいので，岩手（3766．97），山形（4609。07），
岐阜（5569．36，6526．08，6526．45），熊本（7381．38），沖縄
（1233。61）のWATAや沖縄（1251。27）のWAATAA，
福井のWATABAは，そのもっとも古い用法の語形を
残しているものと言えようか。それが「もめんわた」の普
及によって，その生産の手間・量・実用性などからしだ
いに「かいこわた」を圧倒していったと思われるし，それ
までの麻などを中心とした衣生活をも大きく変えたこと
はよく知られていることである。蚕からの繊維が生産地
の地元でさえめったに使われるものでなかったことは，
たとえば，『日本民俗学大系6』に，飛騨白川村では蚕か
らとれた生糸は他へ売り出して地元ではほとんど使わ
ず，絹機を織ったことも絹糸の入ったものを着たことが
ない（310ページ）とあることも傍証となろう。このよう
なことから，「もめんわた」がワタの名称の上に座を据
え，いままでワタと呼ばれてきた「かいこわた」はその
座からすべりおちて，「もめんわた」と区別するために
～ワタの名称となり，やがてそれらのいくつかの名称の
うちマを前部分にもつマワタが広い地域で用いられるよ
うになったと思われる。これは，あたかも文字を仮名と
真名にわけて呼ぶようになった経過と似たものがあろ
う。「かいこわた」をマワタと称するようになった時期
はいつごろであろうか。「もめん」の普及したのが16世
紀以後，文献にマワタの語がでるのは西鶴の作品から，
159 一11
などをひとつのめやすにすれば，すくなくとも江戸時代
以前にはなかった語形とみることができそうである。‘
ネバが文献に現われた古い例はほとんどない。r浬言集
覧』などに「ねば綿にて首を締める」が出ているが，．
「まわたで首を締める」’とどういう関係にあるのか全く
不明であるので確かな用例とは言いがたい。むしろ，江
戸時代享保年間に出された『万金産業袋』に，「福嶋綿，越
前に似ていろ白く美しけれ共，これもねばり薄し」とあ
ること，『和漢三才図会』に，「摂州ただの庄よりいつる
を以てよべり，此わた色白くねばりありて，いたって最：
上なりといへり」とあること，などから，見出し語形に
もあるネバシ・ネバリは「引きのばしがよくきくもの」と
いうような「わた」の品質なり特徴なりを示す語ではな
かったろうか。とすれば，かなり古く，「かいこわた」が
単にワタと言われていた時期にすでに，ワタのうちのね
ばりのある綿をネバ類であらわしていたのではないかと
も想像される。そして，それがやがて区別をとり去って
「かいこわた」そのものを指す名称になっていったとも考
えることができそうである。このネバは，『全国方言辞
典』によれば，ネバ・ヘバ・クモノヘバリ・エンバなどの語
形で蜘蛛の巣の意味として西日本にかなり広く用いられ
ており，本図とややずれた分布地域もあるが「ねばりの
ある真綿」と「蜘蛛の巣」との関連ということで興味ある
問題も出てきそうである。なお，『日本言語地図』第5集
で「蜘蛛の巣」の地図を出す予定なので，それとの比較
も可能になるであろう。なお，五島の2地点（7275．07，
7275．24）にNEBAHITがあるが，　NEBASIからの
音変化とは普通考えられないので，あるいはヒキワタと
ネバシとの混交形であるかもしれない。ヒキワタが使わ
れているもっとも古い文献は，r今鏡』である。とすれ
ば，この語はすでに12世紀頃から使われていたことに
なるが，この時期はまだ「もめんわた」が一般に普及して
いなかったのであるから，ある一部の階層の特殊な扇合
の用法であったかもしれない。非常に新しく発生し，し
かもまとまった分布を示しているッリ類は，文献でも見
当たらず，分布からみてもこの地域独特のものであろう。
被調査者の1人が，「ッルとは釣り引き延ばすことだ」と
いうことを述べているので，それを根拠として考える
と，ネバ類・ヒキワタ類と同じ意識でつくられた語形で
あると言えよう。島根のNURI・MURIも同じよう
に，「引き延ばしてぬりつける」意味からきた語形かもし
れない。KAIKUITUからKIITUまで，　ITUを
．要素としてもつ語形が琉球に分布しているが，これは，
153図・155図・156図・157図の「いと（糸）」に関する項
目に共通してあらわれる語形である。琉球のITUは，
「絹」の意味であるから，「かいこわた」をあらわす語形と
して使われているのである。大地域に点在して分布して
いるKEBA・KE80については，被調査者の付言がき
おめて多く，「真綿ではなくたままゆなどを煮て枠にか
けたも’ﾌ」（5635．65），「繭をまぶしから取る粘付いてく
るもの」（5636．74），「下等のもの」（5506．68），「屑のもの」
〈5665。11），「繭のまわりの毛を集めたもの」（5472・91），
「まだ精製していないもの」（7338．48），「繭の外について
、・るのを取って作った綿で下級品」（7326．41）などによっ
て，もともと「真綿」を作る製造過程の一段階を示すもの
か下級品かを示す語であったよ弓に思われる。このこと
から一般的な「ケバ」の意味である「布・紙などがもまれ
てこまかく立つ柔らかい毛」をもととした語であるとす
ることができそうであるが，ただ，その発生・分布にネ
バ類の語形がまったく関係なかったかどうかつまびらか
にする手がかりはないが，ひとつの興味ある問題である
かもしれない。
160．せんたく（洗濯）
　こ・の項目に対しては，第2集59図に「センタクスルを
‘‘ﾙ縫する”の意味で使うか」があるので参照されたい。
なお，この項目は後期計画に属し調査地点がすくない。
　この項目の質問は地図下欄に示したように〈着物を洗
うときに「センタクする」～「センダクする」，そのどちら
を使いますか〉のような選択式であったことにも注意さ
れたい。また，SENTAKUに〈併用処理の原則〉が
適用してある。
　調査票には，さらに〈「センタク」とも「センダク」と
も言わない揚合は，注をして共通語としてどちらを使う
かを聞く。「センタク」，「センダク」を「洗う」意味で使わ
ない場合も注記する〉よう補注があった。
　このことは，（1）この地図に関しては，セの子音や母音
に対する各地の音変種を詳しく示すに適当でない質問が
使われていた（すなわち，もし〔∫entaku，∫intaku〕の
ような発音でもセンタクを使うとする揚合がありうる），
②同様に，クの子音や母音に対する各地の音変種を詳し
く示すに適当でない質問が使われていた（すなわち，も
し〔sentagu，　sentak〕のような発音でもセンタクを使
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うとする場合がありうる），などの事情があり，また，（3）
この地図で「どちらも使わない」という表示があっても，
共通語としてならセンタク・センダクのいずれかを使う
揚合のありうる，ことなどを意味している。
　〔1）・（2）のような事情を考慮して，この地図では，選択
肢にあたるSENTAKUとSENDAKUのみを見出し
語として示した。各地点からの実際の報告がどんな表記
によってなされたかについては『日本言語地図資料』を見
なければならないが，たとえば語頭音について第1集7図
「セナカ（背中）のSE一の音」と比較すると，〔§e，∫e〕
などの出現する地域は，領域としては7図と一致するが，
地点はまばらである，といった事情がある。なお，
〔∫intaku，∫inta，ku〕が次の地点に現われた。0228・96，
0238．55，　0246。48，　0247．31，　0248．00，　0275．36。
　（3）については，この地図で「どちらも使わない」とされ
ているもののうち，まったくの無回答は2791．80，6593．
30，7303．17，7324．47だけであった。これらの地点では
洗うなどと言って「洗濯」という表現をほとんど使わない
のであろう。他は，本土の3753．88，4730．96，4753。36お
よび沖縄の各地において，共通語としてはSENTAKU
〔selltaku〕を使う（1148。59のみは〔∫in七aku〕）と、・う報
告があった。すなわち，共通語としてSENDAKUを
使う地点はなかった。
　また，4588．98，5537．34の2地点ではくセンダクを洗
う意味では使わず，裁縫の意味で使う〉という注があっ
た。これらは，裁縫の意味ではあるが，SENDAKU
に含めて地図上に示した。
　以上の点を考慮しつつこの地図を見ると，SENDA－
KUが近畿地方から西は四国方面へ，東は北陸・東山・
東海地方から東北地方の主として日本海岸，さらに北海
道へといった連続した領域を持っているのに対して，
SENTAK：Uが，東北地方の主として太平洋岸から関
東，および中国。四国西半。九州（・琉球）という，分断され
た二領域を持っていることに注目される。さらにSEN陶
DAK：Uが関東東端および北九州に飛地を持っていてお
もしろい。
　よく「閾東はセンタク，関西はセンダク」などと言うこ
とがあるが，事情はそのような東西両方言的なものでは
ない。
　r日本言語地図資料』を点検すると，SENTAKUの
Tの部分はすべて〔t〕であるが，SENDAKUのDの
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部分は，〔d〕のものもあるがわずかながら〔t〕を含んでい
る（〔～d〕らしいものもあるが，前の音節が鼻音で終わる
ので，． ﾍっきりしな、・揚合が多い）。3619．08，3741．16，
3760．93，3783．08，4725．92，4760．98である。これらは
SENTAK：UとSENDAKUの接触地帯に見られると
も言えよう。青森・岩手・宮城・秋田・山形に点在する
が，これらは，以上の地域のSENDAK：Uの中に，近
畿のSENDAKUにではなく，　SENTAKUに対応す
．るものが含まれている可能性のあることを示している。
いわゆる有声化地域を知るためには，環境は違うが，た
とえば本影158図「わた」などが参考となろう。
　SENTAKUとSENDAKUの対立は，濯の日本漢
字音がタクであるとすれば（カールグレンのGrama七a
　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　　　seri6aには，　d’6k，　d邑k，　d’δ9，　d’auなどとあるが）一
般的には連濁の有無ということになろ弓。そして，この
地図は連濁（特に擬音に接続する習合）の歴史を反映して
いるということになろうか。地理的にみていちおうは
SENTAKUが古くSENDAKUが新しい（関東東端
や九州北端のものは飛火か）ということになろうが，事
情はかならずしも簡単でない。r日葡辞書』には洗濯につ
、・セXendacuという見出し語がある。」方，　Xen捻一
cu．　Melius，　Xendacu．　L、auar，＆enxaguarとあるの
は，シェシタクという発音もあったことを示すのであろ
うか。シェンタクは長崎語なのであろうか。
　次にこの「洗濯」ということばが，各地でどれほど日常
生活にとって親しいことばか，ということがある。現在
は洗濯機の普及などもあってこのことばを使わない地方
はほとんどないが，日常生活語となる歴史に地域差はな
かったのであろうか。もし関東や九州で「洗濯」というこ
とばが，近畿地方にくらべて新しく使われはじめた語だ
ということになれば，その出自を考えなければならない
ことになる。そして，もしそうなら，近畿地方で，古く
は洗濯をセンタクと言っていたとする周圏説は，すくな
くともこの地図における地理的分布を資料とする限り，
根拠を失う。
　もうひとつ，すでにのべた59図におけるセンタクの
存在がある。もし中国や四国でセンタクを裁縫する意味
で使うことが在来の習慣であって，衣服を洗う意味で使
うことが最近の流行であるとするならば，裁縫すること
を意味する揚合のセンタクがどんな発音であったかを知
る必要がある。そして，洗う意味のセンタクが新しく使
われるようになった場合，在来の語と多少とも違う発言
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をしょうとする傾向はなかったか，を考えねばならな
い。59図に関するr日本言語地図資料』を見る限りでは，
このことに関する情報があまりなくて残念であるが（59
図に関する171番の質問は，SENTAKUと言うかSE－
NDAKUと言うかについての情報を求めていない），好
意的に記された注記の中で，たとえば3704．57，3746．76，
3763。17，3787．45，3796。48，6470。59（ことに終わりの3地
点）などのように，この160図では，SENTAKUの．地
域なのに59図ではセンダクと言うという情報を見出せ
ることは，以上の推論があながち架空のものではないこ
とを示すと言えよう。中国・四国におけるこの図のSE－
NTAKUとSENDAK：Uの境界と，59図におけ．る「裁
縫する意味で使う」と「使わない」の境界とが，ずれては
いるものの何か通ずる面を持ってはいないかと考えてみ
た次第である。
　かりにこの図における連濁現象が新しいもξ）で，地理
的に分断されている非連濁地帯が古い状態の残存である
としても，連濁一般についてゴすべてが本図のような地
理的分布を示すものとは限らないことは，いうま．でもな
、・。
161．せともの（陶磁器）
　この項目は，「せともの」のうち飲食に関係ある器に限
定しているので（絵図をみよ），地図に示されたものもそ
れらを示す語形と考えられる。
　見出し語形のうち，音声変種としての無声音とその有
声化音〔t〕と〔d〕・〔k〕と〔g〕は区別せずひとつにまとめ
たが，〔s〕と〔∫〕は区別して示すことにした。〈併用処理
の原則〉を適用した語形はSETOMONOおよびSE－
TOMUNOのみであって，それ以外の語形はすべて載
せてある。これは，セトモノ類のうちSETOMONO
の単なる音声変種を，どこまでと認めるかむずかしいも
のがあったからである。
　全国的にみると，セトモノ類・カラツモノ類・ヤキモ
ノ類の三つの語類が一応まとまった分布領域を占め，そ
れ以外のいくつかの語類が多少まとまった分布を示して
いる。地図そのものは比較的単純である。符号として
は，榿がセトモノ類であり，たとえば，SETOM：ONO
のSEの部分については，べた符号が〔s〕の音を示し，
ぬき符号が〔∫〕を示している』また，すべての語類に共
通することであるが，縦符号は～MONO，～M口NU
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であること，横符号は～MON，～MUNであることを
示している。緑の符号を与えたものがカラツモノ類であ
り，茶の符号を与えたものがヤキモノ類である。それ以
外のものには紺を与えてあるが，そのなかで一応のまと
まりを示しているものは，CYAWANMONOから
CYAWANまでのチャワン類，　NAREMONから
NATDOOGUまでのナレモノ類，　WAREMONO，
WAREMONのワレモノ類，　CUCIYAKIMONO
からDOROYAKIまでのツチヤキ類などである。
　以下，順を追ってそれぞれの語類の分布と内容をみて
みる。
　まず，セトモノ類は，北海道から近畿まで，もっとも
広い分布領域をもつ。中国・四国・九州にも点在してい
るが，わずかに富山・石川と琉球に分布がみられない。
このうち，SYETOMONO，　SYETOMONが主とし
て岩手・宮城・山形・福島と新潟の一部，福井・岐阜，
近畿，岡山などに，HYETOMONOが青森・秋田に
それぞれ分布している。この分布をr日本言語地図』第1
集7図の「セナカ（背中）のSE一の音」と比較してみる
と，これらの音の分布はほぼ一致するけれども，福島，
福井でややずれがある。もちろん，これらは，セトモノ
類の分布している地域のみについての比較であるが，ひ
とつの参考になるであろう。SETEMONO，　SETE－
MONが静岡などに小さくまとまっており，　HITO－
MONOが秋田にみられる。　SEKIMONOが山口の
見目（6354．46）にあるが，その近接地域にYAKIMO－
NOが多いことから，何らかの関連があるのではない
かと考えられそうである。また，後部分のないSETO，
SYETO，　HYETO，　HETOが東北に点在している。
　カラツモノ類は，富山・石川のまとまった1地域およ
び中国のほとんど全域・四国全域・九州東部の連続した
地域に分布し，ほかに，新潟・長野，福井・京都のそれ
ぞれに数地点ずつみられ，北海道（0896．22）KARACU，
おなじく北海道（1893．10）KARACUMONO，千葉
（6711．60）KARAYAKI，山梨（6604．98）KARA－
CUが飛地としてそれぞれ1地点ずつみられる。全般
的にみてKARACUMONO，　K：ARACUMONなど
と，その後部分のないKARACUなどとの分布の状
態をみると，画然とした分布領域を示すことはむずかし
いが，大ざっぱにみると中国はほぼ混在しており，北陸
はKARACUMONがきわめて優勢，逆に四国のうち
徳島・高知はKARACUが優勢，九州のうち大分
はKARACUが優勢であるのに対して隣接した宮崎
はKARAKUMONが優勢，というようにみることが
できそうである。このように，セトモノ類では後部分を
もたないSETOなどの語形の分布がきわめて少ないの
に対して，カラツモノ類では，KARACUなどの単独，
語形の分布が多くみられるのは，音節数の違いによるも．
のであろう。また，KARACIMONが島根に小さくま
とまった領域をもっている。そのほか，KANACUが
富山に1地点（5557。85），KAGACUが広島に2地点
（6431．85，6451．79），山口に1地点（7309・61）みられ
る。このKAGACUについては，162図「すりばち（播
鉢）」において，同地点を含む地域がやはりK：AGACU
である。
　ヤキモノ類は，中国西部。九州中西部および琉球の連．
労した地域に優勢であるが，それ以外の園東以西の地域
にも広く散在している。関東以東では，新潟（4678・71），
佐渡（4653．47），山形（4750．32），岩手（3733．88）に1地点
ずつみられるが，きわめて少ない。YAKIMUNU，
YACIMUNUが主として先島に，　YAKIMUN，
YACIMUNが主として奄美・沖縄に分布しているし，．
YAK：UMONが九州中南部に，　YATMONが九州南
部にまとまっている。
　チャワン類は，九州中西部のヤキモノ類の分布地域よ
りせまいがよく似た地域に分布しており，そのほか，奄
美に1地点（0237。84）CYAWANSARAA，岐阜に2地
点（5597．26，6620．20）CYAWANがみられる。この
チャワン類は，その後部分にSARAをもつ語形が多
くジこれは，三宅島（6698．61）のSARAK：OBACI，
新潟（4666．42）のSARABACI，岩手（3724。36）のSA－
RASAHAZU，奄美（0247．56）のMAHARISARAな
どSARAを含む語形と関連がありそうである。ナレ．
モノ類は，九州に6地点，奄美に5地点，沖縄に1地．
点，宮古に2地点，入重山に1地点分布しており，ワレ
モノ類が，九州に12地点とほかに山口（6393・26）・岐阜．
（6516．10）の1地点ずつ，ほぼナレモノ類に接した地域，
に分布している。ツチヤキ類は，茨城・群馬・埼玉・千
葉の関東にまとまって分布しているが，香川に1地点
（6494．21）DOROYAKIがみられる。
　以上，まとまりをもつ語類の分布の概略を述べたが，
この地図に示した諸語形のうち，後部分のMONO（群
符号）またはMON（横符号）についての分布をみると，
まずもっとも明瞭な地域として東北・関東・中部はほぼ
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MONOであり，北陸・近畿・中国東部および九州はほ　　とか用途・特性の違いとかを示し，しかも，セトモノ・カ
ぼMONの地域である。また，琉球も奄美・沖縄が　　ラツモノのように生産地名による商品の品質の違いを示
MUN，先島がMUNUとわけることができそうであ　　す名称が多かったと考えられる。もちろん，そのような
る。さらに，混在地域のうち，千葉南部・静岡南部は　　区別のない総称的な名称もあっただろう。それが次第に
MONがやや優勢であり，逆に中国西部・四国はMO一　　いずれかひとつの名称で陶磁器すべてをふくめて言う揚
NOが優勢であるし，北海道もMONOの地域である　　合が多くなってきたのではないかと思われる。したがつ
がMONの分布もみられる。第6集の「お月さま」と「お　　て，歴史的にも，また，地図からも，簡単にそれぞれの
月さん」との地理的分布などと比較すべきであろう。　　　語の新旧をきめることはむずかしいように思われる。た
　さて，地図そのものの単純さとは逆に，平語類の分布　　だ言えることは，語としてのセトモノ類の分布は，かつ
の歴史をさぐることはきわめて困難であるように思われ　　ての瀬戸産出の陶器の主たる供給範囲を示し，おなじく
る。それは，わが国における「せともの（瀬戸物）」の歴史　　カラツモノ類は，唐津産出の陶器の主たる供給範囲を示
がかなりの古さをもち，また複雑であるからである。も　　していると考えられることである。また，唐津を含む西激
しそれを正確に把握しようとすればかなりの専門知識の　　州は当然，唐津産出の陶器の供給範囲であったはずであ
助けを借りなければならないし，また，それができたとし　　るが，商品流通の世界では，地元の地名を商品名に冠す
てもそのことがそのまま地図の分布と直接結びつくかど　　ることが少ないことと関連して，一般的なヤキモノ類を
うかむずかしい問題だからである。したがって，ここで　　用い，ヤキモノが漠然としている（魚など他の意味にも使
は陶磁器としての「せともの（瀬戸物）」の一応の歴史につ　　用される）ために，その地域にはツチヤキ類など他の語の
いて三上次男氏のr日本の美術・別巻・陶器』をもとにし　　分布もみられるのではないだろうか。
てふれながら，それが語の分布の歴史とつながる部分に　　　以下，紺の符号で示した諸語形のうち，いくつかをぬ
ついてだけ関連させてのべてみたいと思う。わが国に　　き出して，その意味内容にふれてみよう。
は，縄文式時代以後，うわぐすりをほどこさない無傷土　　　チャワン類は，最初にも述べたように，「飲食に関係
器とも言うべきものが長い時期作られつづけていた。　　ある器」という質問の限定があったので出てきた語形で
それは技術的に進歩しながら弥生式土器・須恵器などの　　あるとも考えられるし，事実，そのように考えるべき地
時期を経ている。ところが，8世紀頃，中国からうわぐす　　点もあるが，それだけではなく，かなりのまとまった分布
りをほどこした施粕陶器が輸入され貴族の間で使用され　　領域をもっているということからみれば，r今昔物語』・
たが，実際に生産され広められたのは13世紀末期ごろ，　　r古今著聞集』などに「ちゃわん」についてはすでに施粕陶
尾張の瀬戸を中心にしてであったようである。そして，　　器としての用例があるので（r大日本国語辞典』），もともと
16世紀中期になると，美濃の東部（志野・織部）でも作ら　　画壇土器と区別した語ではなかったかと考えられるがど
れるようになる。このようにして次第に施粕陶器の生産　　　うであろ5か。このチャワン類は，その後部分にSA一
量を増していったが一般の人々には依然として素朴な古　　RAをもつ語形が多く，これは食物を盛る浅く平たい
来の伝統をもつ無紬土器が使われ生活面に定着していた　　食器の意味の「皿」であると思われ，見出しとして次に並
ようである。しかも瀬戸を中心にして作られた陶器は，　　べてあるSARAKOBACI，　SARABACI，　SARA一
鎌倉時代から室町時…代を通じてほとんどひろがらず，せ　　SAHAZUなどと関連をもつものであろう。この後部
いぜい美濃あたりまでであり，使用する階層も限られて　　分のBACI，　RAZUは「鉢」であろう。ワレモノ類と
いたらしい。一方，16世紀末から朝鮮の製陶法を移して　　MEGEMONは，いずれも「割れるもの・こわれやす
すぐれた技術で作られるようになった九州，なかんずく　　いもの」であり，ワレモノ類に近接した地域に分布して
唐津の陶器が大量に作られるようになった。さらに，　　いるナレモノ類は，その忌みことばと考えられそうであ
17世紀初めから肥前の有田で磁器が作られ始めるよう　　るし，島根のMARUMONOも古く用いられた水・
になり，ここに，わが国の陶磁器は，無恥土器と多野陶　　酒などを入れる器の意味「まり」であるかもしれないが，
器と磁器との併存という大きな特色を示す姿がみられる　　あるいはナレモノと同じように忌みことばからできたも
ようになったようである。このようにみると，地図に示　　のと考えることもできそうである。香川のHOOROK：一
されたそれぞれの語は，もともと，無目陶器・磁器の別　　UMON，　H：00ROKUは・被調査者の注にく土をかため
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てそのまま焼いたものでカラツやセトモノとは違う〉と
あり，しかも併用であるので使い分けのある語であろう
し，入丈島のK：AWARAKIEも同じように無粕土器
であったらしい。
　ARITAMON，　SOOMAYAKI，　EMADOYAK：1
は，いずれも生産地名からきた語形であろう。
　長い日本人の歴史に密着しながら受け継がれてきた
「せともの（瀬戸物）」に関する語の分布について，今後，
いろいろな面からの検討考察が必要であろうと思うし，
それが日本人の心としてのすぐれた文化財を子孫に伝え
ていくひとつの手がかりにもなるのではなかろうか。
162・すりばち（播鉢）
　この項目は調査を第6年度以後打ち切ったもので，調
査地点数が多少少ない。なお本暦163図に「すりこぎ」が
ある。
　はじめに，この項目での音声の変種のまとめかたに多
少他と異なる点があるので説明しておく。まず，高い母
音を少し詳しく示した。すなわち，〔i，し〕を1に含め，
〔U，UI，苗〕をUとし，さらにiとして中舌の〔i〕を区
別した。なお，Eには〔e，　e，　e，ε〕を含めた。つぎに，
スリバチのチの子音など東北地方で有声化するものはと
くに区別して示さなかった。また，スリバチなどのバの
子音〔b〕の前に入りわたり鼻音を持つものも東北地方に
多く見られたがとくに示さなかった。それに対して，カ
ガツ・カワラゲ等に現われるガ行子音は〔g〕と〔1〕〕との
別を示した。
　「すりばち」にあたる方言形には，大．きく分けて，空で
示したスリバチの類，赤で示したカナバチ・イセバチの
類ダ茶のカガツ類，草のカワラケ類のほか，紺で示した
もののうちにも，アタリバチ，シラジ，ダィパア・ナイ
パア等いくつかの類が認められる。
　空を与えたSURIBACIからMISOSURIBACI
までは，スリバチあるいはそれに類するものを集めた。
これらスリバチ類の語形は，大部分スリとバチとの二つ
の部分から成り立っていると考えられる。この図では，
バチの部分より，スリ部分を重視した符号の与えかたが
してある。全国ほとんどの地域に分布し，スリバチ類の
語が広くゆきわたっていることがわかる。以下，スリの
部分に注目した凡例に従って，あらまし分布の説明をし
よう。なお，後部分のバチについては，とくに説明を加え
ないが，それについてもしかるべき紛布が見られるの
で，地図を参照されたい。SURIBACIからSURI－
HAclまでの前部分にSURIを持つものは，ほぼ全
国に分布する。SURIBACIは，東北地方，：九州西南
部，琉球には少ないが，他の地域には広く分布する。
SURiBACIからSURi且ACiまでの前部分にSU－
Riを持つものは関東北部から東北地方にかけて見られ
る。SURUBACI以下SURUBACUまでSURU
を前部分に持つものは，山形・福島・新潟，北陸，中
国・四国・九州西部に認められ，その他関東東部，奄
美・沖縄にも点在する。このSURUの第2音節母音U
については，いくつかのものが考えられよう。ひとつは
SURIの〔i〕が後舌化して，東北地方に見られるよう
なSURIの〔i〕に近付き，さらに後舌の〔田〕あるいは
〔孤〕と混同をおこしてしまったとする考えかたである。
東北地方や北陸などのSURUについてはこのような
ことも考えられよう（この地域に関しては，．一部にRの
子音がそり舌音化して，SURUとして実現したものが
含まれるかもしれない）。西日本などのSURUについ
ては，とれらの地方では，イ段とウ段とは明瞭に区別さ
れていると考えられるので，以上のような説明は適用で
きない。SURUは動詞スル（播る，摺る）の連体形と考
えられるが，これらの地方で動詞の連体形と名詞とが結
合してひとつの複合語を形成することが一般的であると
も考えられない。何か個別的な事情があったのであろう
か。九州西部では，ラ行子音（特に語末，高母音を伴う
場合）はそり舌音になる傾向があるため，スリとスルと
は似た音になり混同をおこしたとも考えられる。siRI－
BACIから　SiRUHACiまでは前部分の第1音節
母音に〔均を持つものである。東北地方に多く，奄美
にも見られる。いずれも，イとウの両高母音に多少の
混乱が認められるが，その混乱が母音体系内部の問題か
ら来るものか，この語形のみの個別的なものか検討の
必要があろう。S RIBACIからSIRUBACIまでは，
前部分の第1音節母音が〔i〕となっているものである。
奄美・沖縄に多く見られ，本土にも多少認められる。こ
れも，母音体系内部の問題としてSURIの〔田〕が前に
寄って〔i〕となったものか，個別的にSIRI，　SIRUと
変化したものかは，各地点によって事情が異なろう。
SUIBACIからSIPPACIまでは，スリバチのりにあ
たる音節に変化が生じてできた語形と考えられるもので
ある。山形・新潟に3地点見られるほかは全部九州と琉
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球に分布する。SURBACIからSIRBACIまではス
リのりにあたる部分，すなわち，これらの見出しでRだ
けで示した部分が〔τ，Lr，　rU，　rUI〕のようになって母
音が弱まるか消失しているものである。島根，九州西
部，奄美に見られる。SURIKOBACIからSURIK：一
〇NBACIまでは，近畿周辺と広島とに見られるもの
で，スリとバチとの間にコがはいっている。このコは，ハ
チに付いてコバチ（小鉢）を表わすのか，スリに付く縮小
辞か（151図など参照），あるいは，「粉」を表わすものかよ
くわからない。スリコギ（163図参照）という語形との関
連もあろう。いずれにしてもスリバチの類と考えること
には問題はないと思われる。SURIKOG〔η〕IBACIと
SURIKOG〔1〕〕EBACUとは，つぎの163図「すりこぎ」
に広く現われるスリコギとの関係によって生まれた語形
であろう。福井，神奈川，岩手に1地点ずつ見られる。MI－
SOSURIBACI，　MISOSIRIBACIは特にミソ（味噌）
をするということに着目した命名であろう。茨城，新潟，
島根に1地点ずつある。
　赤で示したものは，カナバチの類とイセバチの類であ
る。カナバチは新潟にまとまった分布があり，北海道に
も1地点見られる。このカナの語原については，はっき
りとしないが，たとえば，「金」と通じるとも考えられよ
う。金属のように堅いという意味を表わすものであろう
か。また，勲臣161図「せともの」にカナツ（5557．85）が
見られる。このカナとつながりがあるものかもしれな
い。
　同じく赤で示したものに，イセバチの類がある。IS－
EBAciからISOBAciまでで，語形の類似と分布地域
から見て一類と認めた。秋田に広く分布するほか，新潟
北端，能登にも数地点見られる。この類の語の前部分に
ついて，語原的にイシとすべきか，イセとすべきかは決
めがたい。イシと考えれば「石」とあるいは発想としてつ
ながりがあろうか。『物類称呼』の「摺鉢」の項には，イセ
バチという語形が登録されているので，ここでは，イセ
バチを代表と考えておく。また，『古事類苑』の器用部に
は，r萬代狂歌集』の「くだけても伊勢摺鉢のくちもせずの
こるは武士のかめる片岡」という狂歌が挙げられて，イ
セスリバチという語形が見える。「伊勢」とのつながり
が熟せられる。なお，『物類称呼』にはイセバチは上総及
出羽にあると記録されているが，この図によると上総に
は見られない。最近になって消滅したものであろうか。
SUNA且ACIも赤で示した。スナを「砂」と考え，カ
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ナバチやイシバチと発想の上で通ずるところがあるかど
思い，ここに置いた。
　茶を与えたものは，中国・四国・九州北部にまとまっ
た領域を持つ，カガツ・カガチ・カガス等の類である。
カガツが最：も広く分布し，カガチは山陰，山口に見られ
る。カガスは愛媛と隠岐とに認められる。本集161図「せ
ともの」にカラツという語形があり，分布地域はこのカ
ガツと重なる。語形の上で類似が認められるが，それが
歴史的にどのようなつながりを持つものかはっきりしな
い。「せともの」の図には，広島と山口に3地点，カガツ
がある。この図でもカガツとなっていて，語形の上で両
者の区別はない。「せともの」と「すりばち」とを区別し
ない言いかたは古い時代の残存であろうか。
　草で示したカワラケの類は，岩手・宮城・山形に分布
する。実際にある語形はK：AWARAG〔g〕E，　KAA－
RAG〔g〕E，　KARAG〔g〕Eが多い。　KAARAG〔り〕E
はG〔η〕の部分が変則的であるがカワラケに対応するも
のと考える。K：AWARABACI以下は前部分が単にカ
ワラに対応するものと考えられるが，カワラケの類と同
色を与えた。
　紺で示したものにはさまざまなものが含まれている。
ATARIBACIからATARIBACUまでは関東を中
心に領域を持ち，他には，北海道のほか見られない。ア
タリバチのアタリは，一般に言われるように，スリとい
う語を忌んで生じた形であろう。ただ，国語辞典などに
よれば，「商家の忌詞」として登録され，ある社会的な層
で全国的に普通に用いられるような印象を受けるが，こ
の図では地域性が見られる。これらの地方では，元来，
忌詞であったものが普通の表現へと変化したものであろ
うか。それとも，国語辞典が関東方言を採録しているの
であろうか。SIRAZI，　ZYURAZIは群馬に多く，茨
城・埼玉にも見られる。『藻類称呼』によれば，シラジは
「東国の女陰」とあるがその語原は不明である。
　REEPAA以下NAIPAまではみな沖縄に見られ
るものである。第1音節は「播」にあたる音であろうか。
161図「せともの」にナリ～という形態素が見られるが，
関係があろ5か。後半のPAA，　HWAA，　BAAにつ
いては「盆，盤，碗」などをあてる説がある。
　全体を通しての「すりばち」を表わす語の歴史について
はあまりはっきりしたことは言えない。ここでは，物の
伝播の歴史もあわせて考えなくてはなるまい。カナバチ
やイセバチ，カガツ等の語が，はたして中央で発生し四
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周に伝播したものかどうかもわからない。ただ，スリバ
チという語が広くゆきわたり，かなり古くからこの語が
安定して使われていたということは言えよう。
163．すりこぎ（四々木）
　この項目は調査を第6年度以後打ち切ったもので，調
査地点が多少少ない。なお本集162図に「すりばち」が
ある。
　この項目に現われる語形は162図「すりばち」の図に現
われるものと共通点が少なくない。したがって，音声の
変種のまとめかたはほぼ162図と同じ扱いをした。
　「すりこぎ」にあたる方言形はいろいろな観点からいく
つかちがった類別の仕方が可能だが，この図では大きく
わけて，スリコギおよびその変種と考えられる類，スリ
バチボオ，スリボオ等の類，スリギ，スルキ等の類，レ
イギ，レンゲの類，メグリ類，マワシギ・マシゲなど
マワシという部分を含む類に分け，そのほか，メンボ
オ，アタリボオ，ダイパアスリ等の類などに，類別し
た。
　空で示したものはスリコギの類である。道南・青森西
半・秋田を除く東北地方，関東西南部から北陸。中部地方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ九州西南，奄美・沖縄本島などの地域にそれぞれまとまっ
た分布を示している。この類の語はスリにあたる前部分
とコギにあたる後部分の二つの部分に分解できる。コギ
はさらにコとギ（「粉」あるいは「小」と「木」あるいは「杵」
か）に分割することができようか。その点については後に
ふれる。この図では前部分の違いは符号の形や向きで示
し，後部分はコギのギにあたる部分の子音〔り，9，k〕の
割についてそれぞれ，中ぬき符号，べた符号，半ぬき
符号を以って示した。それぞれの部分の詳しい分布につ
いては図を参照されたい。あらましを述べれば，前部分
にSURI，　SURIを持…つものは，空の領域のほぼ全域
に見られる。SURUとなるものは，北陸，九州に多く，
東北地方にも点在する。siRI，　SIRI，　siRiとなるも
のは，東北地方に多く，北陸，奄美・沖縄にも見られ
る。SIIとなってしまったものは，主として琉球に見
られる。siRU，SIRUは青森・岩手に3地点見ら
れるほか，みな琉球にある。SUIは新潟に1地点あ
るほか九州に集中する。SUR，　SIR，　SORは，スリの
りにあたる部分が〔τ，1，r，　rU，　r田〕となって母音が弱
まるか消失したもので，北陸，山陰，九州西部，対馬，
奄美に見られる。これらスリにあたる部分については，
162図「すりばち」の図に現われる前部分スリの変種，分
布を参照されたい。後部分については，まずコギのギに
あたる部分の子音は分布に注目したい（この子音の分布
については第1集1図・2図を参照）。中ぬきの符号を
与えたものは，〔η〕，〔～g〕を持つもので，近畿以東のし
かるべき地域に分布する。〔g〕を持つものは，西日本，
愛知，関東北部，千葉，新潟などに分布するほか，東北
地方に点々と見られる。ふつう青森・宮城・秋田などの
〔g〕は東京などの〔k〕に対応するものと考えられる。
したがって，これらはギではなくキにあたるものといえ．
よう。現に，スリコキという形も福島，新潟，静岡に数
地点あるほか，九州・琉球にも見られる。これらスリコ
キは，分布が東西にわかれスリコギよりも古いものかと
も考えられるが，コギ，コキを辞書等の説明にしたがっ
て「粉」または「小」と「木」または「杵」の結合と考えれば，
単に連濁の有無ということで，単純な歴史的な先後関係
とはまた問題が異なろう。動詞「こく」「こぐ」の連用形
と考えられている地方もあるかもしれない。沖縄など
に見られるKUGI，　KUZIは，本土のコギにKUKI，
K：UCIはコキに対応するものと一応考えられる。
　緑で示したものは，スリコギボオ・スリボオ等，スリ
（コギ）とボオとの結合したものの類である。どちらも東
北南部から関東・新潟にかけて一領域を画して分布し，
そのほかの地方にも多少見られる。スリコギの部分につ
いては上の空々の説明に譲る。スリコギにさらにボオ
（棒）を付加する理由のひとつとしては，コギの部分が
「こぐ」などの動詞に由来するものと考えられていた，と
い5事情があったかもしれない。また，後でも述べるよ弓
にメグリボオとの関係もありそうである。スリボウのス
リの部分についても空類の説明に準ずる。SIRIBACI－
BOOからKANABACIBOまでは，ボオに先立つ部分
が「すりばち」を意味する形である。沖縄のBUIはr沖
縄語辞典』によれば「棒」を表わす語とある。
　SURIG〔η〕1からSURUK：UNIまでは，上に述べたも
の以外でスリにあたる部分を持つものを集めた。まとま
った分布は認められず，各地に点在する。スリの部分の説
明は上述のものに準ずる。SURIG〔η〕1からSURUK：1
までは，スリの後にギ・キを持つものである。このギ・
キは「木」とも考えられるし，「杵」を古くはキと言ったこ
ととの関連も考えられよう。SURIG〔η〕INE，　SURI－
KOG〔η〕iNEのギネは，「杵」にあたるものであろう。
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福井の北部，岐阜の西端に各1地点ずつ認められる。下
に述べるレンギの類（茶）にもレンギネとキネを持つもの
が入丈，千葉に見られる。関連があろう。
　茶で示したものは，レンギ，レンゲの類である。近畿
から中国・四国・九州北東部に広い領域を占めて分布す
る。そのほか，千葉，入丈にもこの類の語が見られる。
この類については，とりわけ，RENG〔1〕〕1からDEN－
KIまではいくつかの音の特徴に注目した符号の与えか
たがしてある。
　ひとつは，語頭子音のRとDの対立を示した。おお
むねRには小符号，Dには大符号を与えた。　Dとなる
ものは岡山，広島，香川を中心に広く見られ，九州，紀
伊半島東南部，近畿北部等にも小領域を持つ。語頭のう
行音がダ行音と混同される現象はr日本方言学』によれ
ば，近畿・四国，入丈，九州の各地方とされているの
で，この語だけの特殊な現象であろう。
　次に注目したのは，レンギ対レンゲの対立である。末
尾の母音が1となるかEとなるかをとりあげ，1とな
るものにはV形の符号，Eとなるものには半円形の符
号を与えた。分布は大まかに言って，近畿を中心にした
地方にEがあり，その周辺や西日本に1があると言え
よう。周辺にあるレンギは近畿などに分布するレンゲよ
りも古い時代に広がったものと考えられよう。
　また，スリコギのギなどと同様，レンギ，レンゲ等の
ガ行子音の〔η〕・〔g〕の別も示した。他と同じく，中
ぬき符号が〔η〕，べた符号が〔g〕を表わす。この場合
の子音は，直前に嬢音があるので，一般のガ行子音の場
合と音の環境が異なる。おそらくそのことが，この図の
分布の上に影響を与えていると考えられる。また，ギ・
ゲの前に形態素の切れ目がある，といった事情もあるか
もしれない。三重南端や，大阪，京都北部などの，ふつ
うの丁合〔η〕が現われると考えられる地域に，〔g〕が
現われ（第1集1図・2図参照），愛媛，山口など，〔9〕
の地域に〔η〕が現われる現象が認められる。
　兵庫・淡路，愛媛に数地点認められるREEG〔g〕1，
：REEG的〕1は，「播木」の字音の転とされている（『古事
類苑』器用部一参照）。
　これらレンギ・レンゲの類は，分布から見て歴史的に
かなり新しい時代に近畿から西へ広がったものと言うこ
とができよう。西日本にはかなりの勢いで広がったと見
られるにもかかわらず，東の方へはあまり広がらなかっ
163
た。わずかに千葉，入丈にレンギネ，デンギレが認めら
れるのみである。
　赤で示したものは，メグリとかマワシという「廻」の意
味をもった形を含む語形を一類としてまとめたものであ
る。北海道・青森・秋田，新潟，静岡東部，岐阜・愛知，
鳥取・島根などを中心にそれぞれ小領域を占めて分布す
る。MEG〔η〕URIからMEG〔η〕URIKOまでは，北海
道，秋田，岐阜・愛知，山陰地方中部に見られるほか，新
潟・長野・静岡などにも点在する。MEG〔1〕〕URIBOQか
らMEBURUBOOまでは，メグリとボオとが結合し
たものを集めた。この方が本来的で，メグリなどは派生
的な表現なのであろう。緑で示したスリコギボオ，スリ
ボ一等のボオと対比されたい。北海道，秋田，新潟，福
島，静岡東部などに内地点ずつ見られる。スリコギボ
オの地域にほぼ重なっているといえよう。これらのう
ち，新潟に見られるMEBURIBO，　MEBURIBO，
MEBURUBOの3語形は第2音節がBUとなってい
る。語頭のMに引かれてMEGUがMEBUとなった
ものであろうか。メグリコギは秋田南部に2地点ある。
なお，『解由称呼』によれば，出羽にメグリコギとある。
MAWASI以下の割判は，メグリに対してマワシにあ
たる形を含むものである。MAWASIは群馬に，　URA－
MAASIは茨城にある。このウラは何を意味するもので
あろうか。「末」であろうか。料理の用語で「うらこし」と
いうのがあるが，　そのウラとつながりはなかろうか。
MAWASIBOO，　MAAS抽00は栃木に見られる。ス
リコギボオ等のボオの分布する地域内である。MAWA－
SIG〔9〕1以下MASIG〔9〕Eまでは，マワシにキ（「木」
か「杵」）の付いたものを集めた。東北地方に多く，
北海道，栃木にも見られる。MAsiG〔η〕1以下は，
マワシにあたる部分が短く’マシとなったものであろ
う。青森のMASIG〔1〕〕Eは最も広い領域を占める。
MA鏡G〔1〕〕1RiからMASUG〔9〕iRiBOまでは青
森・秋田に見られギリという形を持つものである。こ
のギリは「つむじ」を表わすギリ（第3集102図参照）など
のように「ぐるぐる回る」という意味の擬態語のようにも
考えられるし，また，「錐」などに通じるものかとも考え
られる。いずれにしても，これらメグリ・マワシ等の類
は，分布から見て，ある時代に広がった語であると言う
ことはできよう。レンギよりは古いが，スリコギよりは
新しい時代のものと考えられる。
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　紺で示したものにはいくつかの類が含まれる。ME－
NBOOからNENPOまでは，　メンボオ（「麺棒」か）
にあたると考えられる．ものを集めた。岩手に見られるほ
か，長野・岐阜・静岡，隠岐，中国山地，宮崎に点在す
る。分布はかなり辺地にあって古いものの残存のように
もみえるが，． Pに「麺棒」ととりちがえただけの偶発的な
現象とも考えられる。あるいは「麺棒」と「すりこぎ」とを
兼用している地方があるのかもしれない。いまはどちら
と．も決めがたい。
　ATARIBOO，　ATARIG〔g〕1のアタリについては
162図めアタリバチの類のところの説明にゆずる。やは
りスリに対する忌詞であろう。アタリボオは，ボオに注
目して緑にしてみた。スリコギボオ，スリボオの分布領
域内に含まれることがわかる。
　DAIPAASURIからNAIPANUBUTUまでは
沖縄島以西に見られるもので，162図に現われたDA－
IPAA等を前部分に持つ類である。前部分については，
162図の説明にゆずり，ここでは後半部分に注目しよう。
べた符号のものはSURI，　siRI等スリにあたる部分
を持つもので，沖縄島・入重山に見られる。半分中ぬき
のものは，GII，　KII等，キ（「木」，「杵」？）にあたる
と考えられる部分を持つもので，宮古に見られる。口ぬ
きにしたものはBUTUという形を持ち，宮古・入重
山・与那国等に見られる。このBUTUは，『入重山語
彙』によれば，「夫」とある。ヲトに対するものである。
DAIPANUBUTUはつまり，「すりばちの夫」という
ことになる。CYOOTAA，　CYOOTE，　CYUDEは
鹿児島南部，甑島，種子島，屋久島に見られるものである
が，語原をたどるのはむずかしい。CYOO，　CYUは，
「手」と関連があるのではなかろうか。たとえば，チョオ
ナ（「手斧」）のチョオなどとはつながらないだろうか。
164．まないた（姐板：）
　この項目では，野菜用と魚津とのそれぞれの名称，お
よび両方を含めた総称，いずれをも回答として求めてい
るので，地点によりまた被調査者によって，語の内容の
あらわれ方がちがっている。そこで，これらをすべて併
用として1枚にまとめセ示すことにし，それぞれの地点
でひとつひとつの語形が野菜用であるか，魚用であるか
を区別してあらわすために，その語形を示す符号の下に
独特の符号をつけておいた（凡例末尾参照）。したがっ
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て，その独特の符号のない語形は総称であり，そのよ．う．
な語形のみの地点は，総称だけを使用している地点だと
いうことになる。．また，区別称としては，野菜用と魚用
のみをとりあげているのでそれ以外のもの，たとえば，
「養蚕用の桑」とか「たばこの葉」とかを刻む時のものは採
用しなかった。音声変種ではMANAITAなどのTA
に〔ta，　da〕を，　SAK：ANAなどの1（Aには〔ka，　ga，
ηa〕を含めてあるし，語形の変種ではNAMAKUSA
のなかに，ナマクサ・ナマクサイ・ナマクサノを，
SYOOZINに，ショォジン・ショオジンノを含めてあ
る。
　空の符号を与えたのがマナイタ類である。これには，
MANAITAなどの単独語形とその前部分にYASAI，
SAK：ANAなどのついた～MANAI田Aという複合語
形とがある。このことは他の着類についてもほぼ同様で
あり，したがって，これらの複合語形の前部分が同一形
である揚合，他の語源と同じ形の符号を与えてある。マナ
イタ類は全国に広く分布しており，わずかに東北北部，
山梨，岐阜などにのみ，ほとんどみられない。このうち，
MANETA，　MANEETAが山形西部から新潟・佐
渡・長野につながる地域，および鹿児島に比較的まと
まって分布しているし，関東，近畿。中国，宮崎南部に
も散在している。これは，連母音AIの部分の音声変種
とみることができよ5が，この分布についてはr日本言
語地図』第1集28図「あかい（赤い）」などが参考になろ
う。6611．61（長野）のMAITA，9a12．42（屋久島）の
MAGETA〔m朗eta〕はそれぞれMANAITA，　MA－
NETAに近接した地点にあるので，その音声変種と
みてさしつかえなかろうが，あるいはMAITAは「真
板」，MAGETAはその形から「下駄」の連想もあるかも
しれない。また，富山，三重，岡山・広島，徳島に10
地点みられるNAMAITAもMANAITAの音節倒置
とみることができるが，6418．75（岡山）のようにK：IRI－
BANが野菜用，　NAMAITA．が魚用の使い分けをして
いる地点もあるので，「なまのものを料理する板」の意
識が働いている地点が，かなりあるかもしれない。琉球
では，MANAACYA，　MANACYAおよびMARA輔
CYAが奄美と沖縄に，　MARUCYAが沖縄に，　MA－
NACA，　MANUCAが宮古に，腋ANACAA，　MA一．
NACCA，　MANINCAが入重山に分布している。こ
のことは，奄美・沖縄では語末がCYAに，先島では
CAになる傾向があることを示している。ちなみに沖縄
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、では「板」をICYAと言っている。　YASAIMANAI－
TAからK：ABUSIMANE耳TAまでは，ほぼ，野菜
用と魚用の使い分けのある併用地点にあらわれる語形で
あるが，その使い分けを前部分にあたる語形によってみ
ると次のようになり，これはかっこ内に示すその原義と．
一致しているのは当然であるし，これは他の語類の揚合
にもあてはまることである。野菜用　　YASAI〔野
菜〕，NAI（IRI〔菜切り〕，　SYOOZIN・SYOOZI〔精
進〕。魚用一SAKANA〔魚〕，　UO・EO〔魚〕，　NA－
MAKUSA〔生臭〕，　KUSA〔臭〕，　ZOO〔臓〕，　BUEN
〔無塩（なまであること）〕，KABUSI〔下物（魚）〕。な
お，福島の2地点（4678．77，4698．15）のMANABAN
はKIRIBANとの混交によってできたものと思われ
る。
　草の符号を与えたのがサイパン類である。東北北部3
県と宮城の一部および北海道に大きなひとつのまとま
り，茨城・千葉にひと．まとまり，石川東部に小さなひ
とつ．のまとまりがそれぞれみられる。また，4637．20（新
潟），5558．33（富山），さらに九州に飛んで五島に2地点
（7246．45，7274．57）SYABAN，　SYAABANがみられ
る。このうち，SAIBAN’ITAからHEBAITAまで
はサイパンにさらにイタのついた語形と考えられ，東北
にのみ見られるものである。
　赤の符号を与えたのがキリバン類である。マナイタ類
についで広い領域をもち，東は宮城から関東を経て近畿
に至るほぼ連続した地域，西は近畿から中国を経て九州
全域に至る連続した地域に分布しているし，能登半島，
伊豆諸島にもまとまった分布がみられる。このうち，
岡山・広島にKIRIBAが，鹿児島にKIIBANがまと
まった領域をもっている。KIRIITAから1（IRIDEE
までおよびNAK：IRIBANからNAKIRIまでは，
ほぼKIRIBANと連続した地域にみられるので，こ
れらをキリバン類として取り扱っておいたが，KIRIと
後部要素およびNAKIRIと後部要素とにわけて考え
ることも可能であろう。
　紺の符号を与えたのが，以上述べた以外の語形であ
る。こ．のうち，広い地域に散在しているBANは，ほ
ぼキリバン類の分布地域，またはそれに接した地域にみ
られるので，KIRIBANと密接な関連をもっているこ
とは事実であろうが，ただ単にその前部分の脱落した語
形であるとみていいだろうか。これは「板」の字音であっ
て，はじめから単独語形として用いられていたとは考
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えにくく，もともと常に複合語形であったと考えられ
る。
　その点，同じ「板」ではあるがその字訓（和語）であり，
単独語形として用いられることもあるITAとは異なっ
た成立条件を考えるべきであろう。BANをみると，大
分の3地点を除いて，それ以外の地域ではBANを後
部分にもついくつかの複合語形がみられる。5628．23
（栃木），6517．65（岐阜），6527．73（愛知）のRYOORI－
B N，静岡6地点のSAKANABAN，隠岐2地点の・
SYOOZINBAN，　KUSABAN，同じ隠岐1地点の
YASAIBAN，などがそれである（これらの～BAN
が，B Nを基礎に作り上げられたものとも考えられ
ようが今回はその考えを採らないでおく）。これらの前
部分の語形との切り離しの方が，K：IRIBANからの
KIRIの切り離しより，それらが名詞あるいはそれに準
ずるものだけにはるかに容易なはずである。このように
して，単独語形BANができたのではなかろうか。とす
れば，あとに述べる，古い分布と思われる語形サイパン
のバンも，あるいはキリバンの成立に関与していたので
はないかとも思われる。このように見ると，KIRIBAN
は，B Nをもととしてその前部分にKIRIをつけて
できたものと言えそうであるし，そうでなければキリと
バンとの不自然な（湯桶的）結びつきの説明ができなくな
るのではなかろうか。それでは，このキリバン類を含めて
マナイタ類・サイパン類，それぞれの語としての歴史
的な関係はどう把握されるであろうか。まず，周圏論的
に，東北はじめ中央から離れた局地に分布しているサイ
パン類が古いものであると言えよう。ことに，九州にわ
ずか2地点ではあるがみられることがその有力な手がか
りとなりそうである．（サイパンの語原は，あとで述べる
ことと関連して，「菜板」とはしがたい。現在の語原意識
はともかく，「二三」説は採らな㌔．・でおく）。
　マナイタ類とキリバン類の関係をみると，かならずし
も単純ではない。近畿を中心に西日本や東北南部の分布
からすると，キリバン類のあとにマナイタ類が分布した
ようにみえるし，岐阜・愛知のまとまったキリバン類の
分布をみると，むしろ東日本に分布していたマナイタ類
をキリバン類があとから東西に分断したようにもみえ
る。マナイタはすでに『宇津保物語』や『和名抄』にその用
例をみるので，かなり古くから使われていたもののよう
である。ところが，ほとんどすべて「魚獣の肉，なかん
ずく魚を料理する時の道具」として出ており，わずか
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に，江戸時代に書かれたr骨董集・上編・中』に，「寛永
時代の絵に，此魚板見えたり，これ式正のものにはあら
ざるぺけれど………表にて魚類を切り，裏にて菜類を切
る，便利よきもの」と出ているぐらいである。とすれば，
古くは「まないた」というものは魚類を料理するのに用
いるべきもので，野菜類はふつう正式の「まないた」は用
いなかったのではないか，用いるとしてもありあわせの
「いた（板）」などで間に合わせていたのではないだろう
か，したがって野菜用の「まないた」の特定名称はふつう
なかった，と考えられるのであるし，このことは料理法
として当然であったかもしれない。キリバンが文献にあ
らわれるのは，r近世上方語辞典』によれば近松の作品で
あり，この場合は瓜をこまかに刻むためのものとして使
われているので，それをめやすに考えれば，マナイタよ
りかなり新しいものになりそうであり，しかもr上方語
源辞典』によれば，これは上方のうちでも京都のことば
であったらしい。とすれば，京都を中心に魚用のマナイ
タと区別した野菜用のものを使5丁目名称の区別として
もあらわれ，さきにのべたように～BANをもととして
その前部分にNAK：IRIまたはKIRIをつけた形で，東
西に連続して広がっていったと考えられそうである。そ
して，それが地図の上には近畿を中心に西の方は山陰沿
岸沿いに九州中南部まで，東の方は愛知。静岡まで，細
長く連続した地域で野菜用をキリバン，逆用をマナイタ
と区別した併用の分布として示されているのではなかろ
うか。このマナイタ・キリバンが，ものとしては野菜用
と二目とに区別して用いながら，しだいに総称としての
名称にまとめられていき，地域によりマナイタが優勢で
あったりキリバンが優勢であったりしていったのではな
かろうか。しかも，マナイタが標準語という背景をもち
ながら，ますますその領域をひろげているというのがこ
の地図に示されている分布状態であるとみられようか。
　「まないた」は，日常生活の5ち調理ということから主
として女性とつながりをもつものであり，したがって単
なる商品としての流通以外の要素（たとえば繋囚）がその
物の命名および伝播にかかわりあいをもっていると言え
よう。しかも，生活様式や生臭物に対する考えなどの歴
史的・地域的な違いなども考慮に入れなければならない
だろうから，それらとのむすびつきからも考察していく
ことが今後の問題となる。
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165．こめびつ（米櫃）一一般的な名称
166．こめびつ（ク）一特殊な名称
　この項目は167図以下170図までの米に関する諸地
図，ことに170図rはんまい」と関係するところが多いの
で，地図・解説ともに比較されたい。この項目は後期調
査計画では省かれたものであったため，地点数がすくな
い。なおく併用処理の原則〉はコメビツに適用した。
　地点数がすくないにもかかわらず異称が特に多かった
ので，主として複合語形をとるものを165図に，主とし
て単独語形をとるものを166図に，分けて示した。165
図の各語形の前部要素については，170図の内容と関連
するものがあるので，符号の色を共通にしてある部分が
ある。165図と166図の符号の形については，165図の
各語形の後部要素が166図に現われる場合は，白図共通
のものとして，166図においては紺を与えておいた。
　なおこの調査項目は，170図の揚戸と同じように，米
作農民だけに質問するとの補注を伴っていたが，米作農
民以外からの場合でも回答があれば採用することにし
た。166図に示した「無回答」の中には，米作農民でない
ために質問しなかった（したがって「無回答」である）もの
も含まれている。この点で170図の取り扱いと違ってい
る。
　この地図が非常に複雑になった理由のひとつには，
「飯米」の貯蔵法にも地点ごとにいろ、・ろの段階があり，
それに地域差および歴史的変遷がからまりあっているた
めと考えられる。以下実例をあげるが，それは一部にと
どまる。
　たとえば166図にみえるブンコ（長野），ツブシ・ツブ
シコミ（長野），ハメ・オキバメ（利根川河口付近，長野，
奈良など），マス（長野など），セイロ（東北地方，佐渡，
長野南部，広島など）などは，柱を立て（3尺×6尺ある
いは6尺×6尺など），そこに板をおとして籾などを入
れる大規模な貯蔵装置らしく，たとえば165図に秋田付
近を中心として分布するヨノケ（語原は米桶か）が日常の
小出し用の白米を入れる小容器であるのとは，はっきり
対立する別物のようである。
　しかし，次のような例もある。コクダンスは5622．48
や5632．28では以上のプン訟・ツブシなどと同じような
ものらし、・が，5670．47では1斗入りの木箱であるとい
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hう。コクバコは4782。96ではブンコ様のものらしいが，
5697．24では当座用の白米を入れるものという。では
5692．53のものはどうか。地点が近いから5697・24と同
．じかというと，案に相違して4782・96の場合と同じらし
、・。コクビツは5652．22ではブンコ様のものらしいが，
5676．28では1～2斗用のものが多いという。
　名前が同じであっても，地点によって形態や機能が違
うことは，ままあるらしい。どちらかが本来的であっ
て，他が変化したものであるとしても，現在正統的な用
．法が多く残存しているとは限らない。
　次のような例もある。東北地方に多いキツの類は，
3699．55などでは一般に考えられるコメビツと形態艇差
がないようである。3763．17においても，コメギッツは
籾を入れるセイロに対するもので白米の容器とあるが，
3775・83や4704．96のものなどは籾も白米も入れるとい
うし，3737．32では籾や玄米に限る，3746・09では5升ぐ
らい入りのケシネバコに対する5～6石入りの大きなも
・の，4720．17や4730．45では降心（ブンコ様のものか）で
あるという。西日本に多いトビッも，6407．28，6414．17，
・6437・94，6494・08では比較的小さいものらしいが，6415．80
ではどんな大きさでもいいというし，6447．08，8323．59，
8325．03では大きなものであるという。このうち8325・03
では白米を入れるデハビツと併用されているわけである
が（併用の示し方については〈はじめに〉参照），このデ
ノ・ビッが8324．26では白米を入れるコメビツに対して籾
を入れるものとされている。
　165図で圧倒的な勢方を持つコメビツにしてからが，
概して当座用の小容器と考えられはするものの，たとえ
，ば6414．17では納屋などに玄米をたくわえる大きなも
．の，6437．94では白米を入れるトビッに対する玄米用の
大きなもの，7334・44ではケシネビッの大きなもので4斗
入り，7366．14では玄米5俵以上入れる大きなものなどの
注が見られる。また，5558・09では木製ではあるが楕円
．形であるとされ，5603・88では桶，6636・62では四斗樽・
5646ユ2では甕であるという。また，7410・57ではもとは
木箱や桶であったがいまは壺，6394・09では木箱・ブリ
キ罐・桶・甕，5731．67では木箱・ボオル箱・罐のいず
れであっても、・いという。6533・36ではカラトは木箱で
あると言うが，6544。69では箱・桶・罐・壺いろいろの
形態があるという。名前は同じであっても，形態は一定
しているとはいえない。
　したがって6711．60のタンコは桶かと思うと箱である・
165・166
3752・53のヨノケ（米桶に由来するか）は桶かと思うと箱
である，6397．24のコメオケは罐である，7340・24のサク
マイオケは甕の場合がある，というようなことが生じて
くる。語形から形態を推定することの危険がわかるであ
ろう。6456．73のハンドが甕でなく2斗入りの木箱であ
というようなことさえあるのである（『全国方言辞典』に
ハンドが「米麦をいれるための鏡をぬいた樽」という例を
挙げ，使用地点は米沢としてあるが，これはハンゾオと
関係があろうか）。
　タワラやカマスについても次のような例がある。タワ
ラ・カマスは，一般には3754．37のようにセイロは三口，
カマスは玄米用，ケシネバコは白米用とか，6616．79のよ
うにカマスは乱用，タワラは玄米用，コメビッは白米用
とか，6616．93のようにタワラは籾・玄米用，コ’メビツ
は白米用とかのように，いわば白米以前の段階の籾・玄
米の貯蔵用に使われるものと考えられがちであるが，た
とえば2781．34のように米はいっさいタワラに入れて箱
は使わないとか，4698．15のようにカマスだけを使って米
箱や甕を使わないという地点がある。また，7353．51で
も米はタワラに入れて箱には入れないという注記があ
り，粟は木箱に入れその箱はアワビツと言うとの補注が
あって，そういうことがあるのかと驚かされる。さら
に，4714．22や4724．00のように，籾はキツに入れて・
精白した後にはじめてタワラに入れるという地点さえあ
る。つまり，この項目については，いわゆる常識では処
理できないさまざまな事情がある。
　そこにチョマイキ。チョゾオキ・タンクといった新型式
のものの侵入がある。これらはいかにも新しげな名を
持って登場してくるが，実は，この種のものについても，
ちょうどコメオケが実は罐であったように，型式は新し
いながら古い名を踏襲したものが，どこかにかくれてい
る揚合があるのではないか，と考えさせるふしがある。
4731．15では，キッは今は円筒形だが昔は木で四角に
作った，10俵ぐらいはいる，との注記があった。そう
いえぱトタン製やプラスティック製の米橿がデパー「トに
並んでいる。
　以上述べてきたことは，結局，地図上に現われている
各語形も，その形態や機能に立ち入れば，地点ごとに非
・常に多種多様であって，語形から現在の形態や機能を推
定することは危険である（実は，過去についても同じ。
その地点において名にふさわしい実体が存在していたと
いう保証はない。すでにずれた名を持った物が輸入され
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る可能性がある）ことを，示している。
　このことは，最初にブンコ・ツブシ。ツブシコミ……，
ヨノケなどについて，記入された注記によってその形態
や機能を説明したが，厳密にはそれもあやしく，注記の
ない地点にもその説明が無条件に適用できるかどうかは
心もとないことを，示している。
　いったいにこの地図において，注記のないもの，こと
に単用のものの取り扱いは，慎重でなければならないこ
とになる。たとえば，すでに述べたように，デハビツは
8325・03では白米用であったが，8324．26では籾用という
ことであった。8345．24では心用であるが，隣接地点か
らの類推はできない。
　この『日本言語地図』作成のための調査においては，調
査対象をできるだけ限定することに留意し，それをひと
つの特色のように説明してきたわけであるが，以上の抜
葦例からもわかるように，この項目についてはその配慮
が十分ではなかったようである。質問文もあいまいさを
含んでいた。
　集められた情報を，注記を利用しつつ限定して作図す
ることもいま可能かもしれないが，（1）各地点各種の貯蔵
法が網羅的に報告されているわけではない。②分類のた
めには注記もかならずしも十分越なく，各地で対応する
各貯蔵法を見出すことは困難な揚合が多い。（3）したがっ
て，各地各種の貯蔵法（名称）のいずれに限定すれば全国
比較が可能なのか明らかでない。（4）はたして全国一率の
厳密な調査は，最初から慎重に準備したとしても可能か
どうか。などの点から，たがいにきれいに比較すること
はできないかもしれないが，資料としてすべてを地図上
に記載しておくことにも意味があろうと考えて，注記そ
の他を参照しつつ，できるだけ多くの情報を採用するこ
とにした。
　ということは，この地図を理解するためには，各地点
で使われる諸表現が，どのような形態。機能を持つもの
であるかを，せめて注記によってでも知る必要のあるこ
とを示している。すでに例としてその一部を示したわけ
であるが，この地図だけでは不十分であって，詳細は
『日本言語地図資料』によらねばならない。
　このことは，この165図・166図が，言語地図として
十分に完成したものではないことを意味する。これをこ
こで告白せざるをえないのはまことに残念であるが，し
かし，一方このことは，この種の項目を選ぶ以上誰も避
けることのできないことを示すのかもしれず，またこの
項目は全国調査というもの全般に関して，その限界を考
えさせるに適当なものだったと，言えるのかもしれな
い。
　ひるがえって，形態や機能の差をいちおう切り捨てて
地図をみると，いくらかの地理的分布を見出すことがで
きる。以下この点について若干述べることにしよう。
　165図については，すでに述べたように，大体は前部
分に注目して色を与え，後部分に注目して符号の形をき
め，170図，166図との関連をはかった。
　まず前部分に注目すると，榿を一与えたハンマイ類が：
170図と比較して極めてすくなく，赤を与えたコメの類．
がそれにかわって圧倒的な勢力を持っていることが注目
される。草を与えたりョオマイ類は，170図の分布とやや
通じるが，違いがある。空を与えたケシネ類も170図と
は違い，特に東北地方において本図の方が優勢である。
複合語の中に古いことばの残る例とすることができよう．
か。あるいは稗などをいれる容器の名が流用されている
面があるかもしれない。なおこの類については，4713．
45で〈キスネは田の畔ぶちのことで，　ここに生えてい
たくず稲の穂（悪い米）をしまっておいたものだから〉と
いうおもしろい注記があった。
　緑を与えたフチの類は，こんどは170図と比較して極
端にすくない。フチは複合語になりえない何らかの理由
を持っているのであろうか。それとも，もとはあったの
に別の表現に駆逐されて，165図では姿を消してしまつ、
たのであろうか。紺のサクマイの類は170図と比較して
ほぼ一致するが（168図とも関係がある。その項の解説
参照），　どう考えるべきであろうか。デノ・の類も170図
とほぼ一致する地域に現われる。
　コメ類を示す赤以下の見出しは，170図とは関係がな
い。茶でコク類，紺でモミ・イ（飯？）・ヨネ（米？）その
他の類を示した。ヨネということばは167図に現われそ
うで現われなかった表現である。
　これらの5ち茶の類にはやや領域が認められ，紺の中「
では秋田のヨノケ類，大阪を中心としたゲブツ類が目
立っている。『物類称呼』に「東国にてこめびつ，京にて
からとと云。大阪及堺にてげぶつ，奥の仙台にてらうま
いびつ根米，津軽にてけしねびつと云（東国西国ともに
雑穀を「けしね」と云。余国はしらす）」とある。
　165図を符号の形（つまり主として後部分）に注目して
みると，線符号で示したヒツの類がもっとも多く，四角
符号を与えたハコ類がこれに次ぐと言えようか。北陸か
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ら近畿にかけての矢印のカラト類もややまとまっている
が，この点については，すでに166図との比較が必要と
なってくる。
　166図は，ちょうど150図のように，代表見出しをア
ルファベット類に並べ，検出の便をはかってある。すで
に述べたように，符号の形はできるだけ165図との関連
を考えた。この地図は2色であるが，このうち紺は165
図と関連のあるものに，空は166図と関連のないものに
与えた。つまり，符号の形を165図と関係づけたとは
いっても，それは本図の紺の符号に限る，ということに
なる。
　さて，166図における紺符号のカラトと165図のコメ
ガラトとを比較すると，その領域は連続し，r物類称呼』
以来の京都カラト・大阪ゲブッといった対立が，現在も
動かずに残っていることがわかり，さらにカラト類の領
域は，北陸にまで達していることがわかる。
　その他紺で示した表現を地図によってみると，まず東
北地方のキツの類が注目される。例のキツなのであろう
が，この表現は165図にはさほど現われない。長野など
に現われるマスは，あまり多くはないが，165図のモミ
マスと通ずるようである。愛知から中国・四国・九州に
かけて点在するカメ・ハンドオの類も，やや165図と関
係があるようである。しかし，ハンドオの類が165図に
現われるのは，中国に限られる。九州西北部のセコは，
ユ65図でも，わずかながら同じ地域に現われる。165図
と対比すべきもので注目されるものは，大体以上の通り
である。
　165図と関係のない，つまり空の符号を与えたものの
うち特に目立つものは，東北，佐渡，南長野，広島など
に現われるセイロの類，利根川河口付近，長野，奈良な
どのハメの類，長野を中心とするツブシの類，和歌山の
ネズミイラズの類（おしいれ状の場合と箱の調合とがあ
るらしい），中国・四国から九州にかけて広く分布する
トビツめ類ということになろうか。なお，カマゲやメッ
キは「かます」のことであるとのことなので，共通する符
号を与えた。
　この地図については，各見出しがどのような音声変種
を含んでいるかなど，基本的な点で述べるべきことが，
まだ多い。しかし，すでに触れたように，この地図は意
味の限定についてさえ不正確iな面を持っている。そんな
ことから以下すべてr日本言語地図資料』にゆずることに
する。いわゆる解釈についても，地域的には言えること
165。166●167
が多少あるにしても，全国的には何も言えない状態なの
で，すべて省略する。この地図にもりこまれている材料
と『日本言語地図資料』その他を基礎として，地域別に問
題点を限定し，綿密かつ生産性のある調査が企画される
ことを期待する。
167．こめ（米）
　「稲からとれる穀物のことを何と言いますか」という
質問によってえた答えである。こめに関しては，画集に．
168図「うるち」，169図「もちこめ」，　170図「はんまい」
および165・166図「こめびつ」などの関連図があるので
参照されない。なお，この項目は，後期調査で省いたも
のであった。
　本土に関していえば，鹿児島のKOMEE〔komel〕，
山形・群馬・埼玉・神奈川・静岡・滋賀・京都・兵
庫に点在するOK：OME（なお，6447・84，6517・65にも
OKOMEがあったが特に，〈上品な言いかた〉という
注記があったので〈併用処理の原則〉によって地図には
示さなかった），各地に点在するMOMI，熊本のKE一
　　　　SINE（〈籾のついたままの米〉という注記があった）以
外は，全部がK：OMEであった。
　6408．72，7659．53，8310．87の各地点の無回答は，それ
ぞれ調査の不備によって回答が得られなかったものであ
る。
　このうちMOMIについては，　K：OMEとの併用が
多く，473上42や5652・22，5698・30，7249・95の〈穀のつ
、・た状態がモミである〉，4751．42，6562・22の〈脱穀前
がモミ，脱穀後はコメ〉，6652．06，7218．09，7218。58，
7322．21の〈モミの殼を取ったものがコメ〉，7659・31の
く精白米をコメと言う〉，8345・74，8355・23の〈殼のつ
いたものがモミ，製米したものがコメ〉などの注が示す
ように，「もみがら」を伴った状態をさすことが多いよう
である。しかし，5696．68のような〈殼を取り去ったも
のもモミと言う。コメということばは，「何を作ってい
るか」の答えとして「コメを作っている」というような場
合に使う〉，5752．32のような〈コメということばは食
べるときでなければ使わない〉などの注記もあるのであ
るから，したがって，茨城，三宅島，長野，広島にみえ
るMOMIの単用も，いちがいに不適当な答えと断ず
ることはできない。
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　籾に関しては171図に「もみがら」の地図があるので比
較されたい。
　本土部から琉球の島々に目を転ずると，奄美・沖縄に
コメの音声変種，宮古・入重山にマイの諸変種，与那国
にイネに由来する表現が認められ，画然たる地理的分布
を見出すことができる。奄美・沖縄について言えば，こ
の地図は本土諸方言のコおよびメに対して，この地域で
どんな音変種が現われるかを知る上で，便利な地図となっ
た。もっとも，この地図では帯気音の〔k‘u〕（1241．05
に〔k‘umi〕，1241．96に〔k‘umi：〕，0237。79，0247．56，
0265．96，0275．97，0276．50｝こ〔k‘umi〕，0237．84，0246．97，
0257．12，0257．43に〔k‘umi冒〕，なお0275。36は〔kumi”〕）
を分出せず，〔Φu〕に対する〔hu〕や〔hu〕（0249．17，0340．00
の〔humi〕，1231．88の〔humil〕）も分出して示さなかっ
たので，この解説によらず地図だけを見ては，詳細はわ
からないわけである。
　先島のマイの類に関しては，池間を除く宮古諸島の中
舌母音の現われる類と，池間島と入重山諸島の中舌母音
の現われない類に大別できよう。これらは「米」という語
の字音と関係がある独特のものと考えられる。．
　そして，与那国にイネに由来するNNI〔nni〕がみら
れる。
　いったいに米は日本農業の基本的作物であって，この
項目はその点を考慮して，あまり地域差が出ないことを
予想しつつ選んだものであるが，それならば，「稲」とい
う項目をも，加えるべきであったと，いまは思う。
　r全国方言辞典』によると，稲に関する諸異称はそう
多くない。
　キシネ　青森県上北郡
　コメ　　岩手県九戸郡・薩摩
　コメサン（幼児語）　三重県度会郡
　タブ　　入丈島（入丈実記）・入丈島中之郷
　ホンケ（⇔ウラケ　麦）　奈良
　プーマイ　南島黒島
のみであった。『日本言語地図』作成のための調査によっ
て，わずかにこれを補う情報を得ることができる。
稲はシネと言う
稲もコメと言う
稲はマイと言う
秋田県由利郡岩城町亀田（3760．93）
長野県西筑摩郡開田村西野入江
　　　　　　　　　　　（5680．34）
奈良県古野郡大塔村篠原（6583・93）
沖縄（入重山）与那国町祖内
　　　　　　　　　　　（207220）
このうち，特に注目されるのは与那国のマイ〔mai〕で
あって，琉球列島では稲と米との区別について，何か複
雑な事情があったのではなかろうか，ということを想像、
させる。そこで『採訪南島語彙稿』『八重山語彙』『琉球方
言の総合的研究』『琉球先島方言の総合的研究』を利用し
て諸方言の稲と米とについての各地の諸表現を整理して
みると，およそ次のようになる（ここでは，諸表現をそ
のまま示さず，語類ごとにまとめて示した）。
奄美諸島のほとんど
および沖縄島の南部
（首里を含む）
古事屋（採訪）
伊江島（琉球）
与論島（採訪）・沖縄
島北部（琉球）
宮古諸島のほとんど
池間島
八重山諸島各地
入重山諸島各地
黒島（採訪・入重）
与那国島
?
コメ
???????
????
?????????
稲
イネ
???????
マイ｛
フーマイ（琉球〉
マイギー（先島〉
プーマイ
マイ
　　以上を通観すると，「米」に関して言えば，古仁屋（奄美大
　　島南部）を除いて，『日本言語地図』と矛盾するところはな
　　い。「稲」についてはやや複雑であるが，奄美・沖縄がイ
　　ネ，宮古・入重山がマイというのが古い状態であった，
　　つまり先島では「米」と「稲」の区別は本来なかったことを
　推測させる。そして，入重山諸島の各地に「稲」に対する
　　イネが，おそらく沖縄島から輸入され，さらにこの区別
　　しょうとする力が，一方では池間島や黒島で，稲について
　派生語形を生み，他方与那国島で米にイネを与える働き
　　をしたのではないか，ということを考えさせる。すなわ
　　ち，与那国島のNNIは，新しい表現と思われる，とい
　　うことになる。もっとも　このおおまかな推定では，奄
　美の一与論島と沖縄島北部（辺土名）で稲についてマイのあ
　　ることを無視している。あるいは，沖縄島あたりまで，
　　もとは米も稲もマイといっていた時代があり，そこに，
　　まず米に対するコメが侵入し（かくて米コメ，稲マイが
　　できる），ついで稲に対するイネが侵入して（米コメ，稲
　　イネができる）現状を作った，と考えることもできよ
　　う。伊江島の「米」も「稲」もコメとする表現は，この推定
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?
?
?
（もと米と稲の区別がなかったこと）を支持するものと言
えるかもしれない。
　日本に米が伝来した経路については，諸説がある。も
し米の伝来とその名称の伝播とが初期において手をたず
さえたものであったとするならば，沖縄と本土の米と稲
についての名称は異類であるとする以上述べた推定は
（ただしコメという表現と米の字音との関係はないもの
とする），この問題について，何らかの貢献をするのか
もしれない。
　なお，〈当地では米を作らない〉という情報のあった
地点がいくつかあるので付記する。もちろん，それ以外
ではすべて米作が行なわれている，というわけではな
い。
　5569．99，　5617．85，　5644．24，　5685。02，5685．37，568631
（陸稲はわずかにあった，最近は水利が改良されて水田
がある），6583．93，127LO5など。
　なお，この地図には熊本のKESINE，与那国のNNI
を除けばヨネ（シネの忌詞？）の類のことばは現われない
（この表現については165図・166図参照）。
168．5るち（二二）
　167図では米一般の名称を示したが，この168図では
「うるち」また次の169図では「もちこめ」の諸異称に関す
る地図を作った。地図・解説ともに相互に参照されるこ
とを希望する。なお，関連地図としては，170図に，「は
んまい」がある。
　辞書によると，うるちを示す漢字としては，和・杭・
硬・稔・穣・粕・梗・橡などがあり，もちこめを示すも
のとしては，称・枯。絵（うるちをも示す）・梗・儒・糀
などがあるようであるが，米の区別なのか稲の区別なの
かぽっきりしない面がある。今回地図に示すために集め
た資料は，質問文が示すように米の区別に関するもので
あったが，実際には稲の区別に関するものを含み，ある
いは，はじめからその区別のあいまいなものをも含んで
いる七七がありうるから注意されたい。
　全体を見渡すと，かなり明瞭な分布が見られ，赤で示
したウルの類，桃で示したウルシの類，榿で示したウル
チの類（以上は当然相互に関係がある），茶で示したキチ
の類，緑で示したシャク。サクの類，空で示したタダゴ
メ・タダマイの類（この両類にもそれぞれやや明瞭な分
布領域がある）に大別され，その他，紺で示したあまり
167・168
勢力のない各種の表現が全国に点在する，ということに
なろう。
　ウルの類の中では，概略，北海道にウルマイ，北海
道道南から北奥にかけたウルコメ，山形・福島西部・群
馬・新潟・長野および北陸のウルゴメ，長崎および近畿
地方にウル（近畿にはウルウも）が分布している，と言え
よう。そのほか，地域としては狭いが，佐渡のウリゴメ
が目立つ。なお，URUNEMAIは，和歌山に1地点で
ある。
　ウルシの類は，東海地方と九州北半に領域を持ち，ほ
とんどウルシであるが，岐阜南半を中心に（そのほか高＝
知に1地点），古典にあらわれるウルシネがまとまった
領域を持っている。
　ウルチの類は案外と領域が狭く，まとまった領域とし
ては，伊豆諸島を含む関東一円（群馬西端を除く）および
その隣接地域を挙げることができるだけである。大部分
はウルチであるが，この語形が標準語となった歴史的事
情については，さらに考えるべき点が多い。このウルチ
の類は全国的にもわずかに点在し（URUTIは宮崎，　U－
RUTTIは山梨に各1地点），そのほとんどは標準語の
輸入であろうが，関東にないURUCINEが三重・兵庫
に見出されることは，興味深い。なお，この地図では，
URUCIと、・う語形にく併用処理の原則〉を適用した。
地図上に示されないURUCIは計40個ほどであるが，
ほぼ全国に散在している。
　キチの類は四国（香川・徳島・高知）に限られる表現
で，この類には，高知西南端のCICI（7460・39）も含め
た。
　シャクの類は，四国西部，九州南半（種子島を除く）か
ら沖縄にかけて分布するが，SYAといういわゆる拗音
にはじまる表現（主としてたて長の符号で示した）は本土
にしかなく，また本土には直音のSAではじまる表現
（主としてよこ長の符号で示した）もあるのであるから，
この類をシャクの類と称するのは，やや強引かもしれな
い。
　喜界島のSOOは，　SAKU＞SAHU＞SAU＞SOO
とでもいった変化の結果であろう。沖縄島北部のSA－
HAAや，久高島のSAI（AGUMI〔餌kagumi〕は，
SAHUに何らかの接尾語が付いたものであろうか。久
米島のHAKUGUMIはS＞Hの変化の結果であろ
うか。沖縄島中部のSAKOKUMIは誤った回帰によ
るものか，沖縄島北部のSUK：UGUMI，伊平屋島の
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SUK：UMUN，沖縄島中部のSUK：UNIGUUMIIな
どの第1音節母音は，遡行同化によるものか，宮古の
SApAMALIはSAHAMALIからの誤った回帰に
よるものか，と思われる。
　なお，SYAK：U，　SAKUなどというコメなどを接尾
しない形式が鹿児島で希なことは，興味がある。鹿児島
ではSYAKU，　SAKUは当然SYAT，　SATで現わ
れるが，．それでは同音語を作りやすい。この地域にコメ
が接尾する形式が盛んに行なわれていることは，同音衝
突を避けようとするためかもしれない。r全国方言辞典』
にはシャチという語形が鹿児島にあるとするが，SYAT
からの誤った回帰形であろう。
　タダゴメ・タダマイの類は，近畿周辺部から東は北
陸・伊豆諸島，西は中国・四国北岸から九州北部（たと
えば対馬）および九州南部（種子島）方面へかけて，かな
り広く分布する表現である。このうち，TADANOは，
鳥取・岡山県境付近にややかたまった領域を持つもの
で，3地点とも併用であるが，ふたりの調査者による情報
．であるから何かの間違いである（たとえばTADANO－
KOMEのKOME部分を省略表記したもの）とも思
えない。対馬のTADAGOMは，調査者の記入のしそ
こないかもしれない。なお，この種の中には，徳島に1地
点のHUCUUNOK：OM：E，新潟に1地点のH：UCU－
UMAIをも含めた。紺で示すべきだったかもしれな
、・が，タダゴメ・タダマイの類と発想法が共通するこ
と，新潟のものはTADAMAIと隣接していることな
どから，この処置も，あながち誤りとも言えなかろう。
　紺の符号で示したものの中では，新潟・広島・長崎の
M：AGOME（真ゴメであろう），北陸のMAMAGOME
（餅米に対するママ米であろう），宮崎のTOOGO，
TOGO，宮崎・熊本県境のHOROK：0の類，入重山の
KOOMAI（梗米の字音？あるいはコワ米？なお169図
の解説参照）などがややまとまりを持つ表現ということ’
ができる。宮崎・熊本に見られる2類の表現については，
ことに前者がかなり目立ったものであるにもかかわら
ずその由来がよくわからないのは，残念である。地理的
にみるとウルシの類とシャクの類との接触地帯に現われ
る表現である。新しく発生したものであろうか。奄美大
島の北端と徳之島にみえるZIKOGUMiについては
昼綜合日本民俗語彙』に「奄美群島の沖永良部島では稲に
本稲とジゴとの別があった。本稲は糀米（中略）。またジ
コーとも発音され粘気があり，風味もよいから広く一般
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に栽培されている（柏資料）」とあるものと関係があろう。
　また，紺の符号を一与えたもののうちには，まず
　（1）コメ（マイの類も含めて考える）のように167図や
170図などにも現われ，しかも全国に点在するもの。
（2） TABEGOME　徳島（1（UIRYOO）
KUIGOME　宮崎（K：UIGOME）
HANMAI群馬2，奈良1，兵庫2，広島1，
　　　　　　山口1，高知5
HANMEE　愛知
HANME　秋田
HANMAINOKOME　福井
ZIMAI静岡（付近HANMAI）
KESINE　i新潟（BUZIK工）
のように170図に見られそうな表現（所在県名の次の
カッコ内の語形は，同地点における170図での表現）。
　（3）MOCIGOME　高知
のよ5に，169図に見られそうな表現がある。これらの
うち〔1）について，タダゴメ．に準ずるものとすれば∫そう
不自然ではないと考えられるが，②の中には，．．質問の意
味をとり違えた回答が含まれているかもしれない。ただ
し，他と併用のものは，すくなくともその揚における質
問者側に原因のある混同とは考えられない。（3）について
は，もしかすると調査者側の記入の際の誤りであったか
もしれない。
　なお，169図に，URUCI（8316．20一希に使う），　U－
RUSI（7321．46一古い表現），URUCIMEE（6453。31），
URUCINE（6416．09一田にある稲の場合）など，この
168図にあってしかるべきと思われる表現があるが，す
べて併用であり，しかもURUCIMEEの場合を除い．て
注記つきであって，すくなくとも，．調査者側に混乱が
あったため現われたものとは思えない。
　170図に関しては，SAK：UMAI（7422．26），SAKUM－
EE（7350．96），SAKUMEEGOME（7340。24，7350．21），
SOKUMAI（7333．51一併用），　SYAKUNOKOME
（7394．14）などの168図にあってしかるべきと思われる
ものがある。このうちSAI（UMAIおよびSYAKUN－
OKOMEは，168図の同地点の回答と同じだが，他のも
のは168図で別のURUSI，　URISIGOMEの使われてい
る地域であるから，このシャクの類については，168図の
意味だけでは解決できない何か深い原因があるようであ
る。なお，170図のSOK：UMAIは同図のSYOK：UMAI
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（6425．57）などと通ずるものとも思われるが，分布の観
点から，シャクの類の変種と認めておいた。
　168図にもどって，諸表現の流動のあとを推定してみ
よう。キチの類・シャクの類を地域的なものとすれば，
ウル・ウルシ・ウルチの類とタダゴメ・ダダマイの類と
の新古を考えれば，この地図の解決はひとまず完了する
ことになろう。
　近畿地方に限って考えればウルの類が新しいものとな
ろうが，全国的にみれば，かえってタダゴメ・タダマイ
の類が国の中心に近く，ウル・ウルチ・ウルシの類が，
それを取り囲んでいるがゆえに古い表現ということにな
ろう。『大日本国語辞典』によれば，和名抄にウルシネと
ある，という。タダゴメ・タダマイの類は，タダという
要素がありさえずれば，各地で独自に発生しうるとも考
えられるが，分布の姿からは，ある時代に，ある特定地
方で発生し，それが各地に伝播したもののように思われ
る。
　ただ，この考え方の難点となるのは，近畿の中央部に
ウルの類が多く，もしウル・ウルシ・ウルチの類が古い
ものとすれば，この近畿のウルをどこに位置づけていい
かという問題である。ウルは2回発生したの．であろう
か。
　この点について参考となる情報が，キチに関するr綜
合日本民俗語彙』に出ている。「キチマイ　徳島県・高知
県では，今でも梗米をキチまたはキチマイという。戸戸
の字音で，もとはヨキコメといっていたのをb誰かが音
で唱え始めたのである。多産粗質の太米に対して，その
方を吉といったのである。太米はまた大唐米といい，赤
米・トウボシその他多くの別名がある。（r綜合日本民俗
語彙』には，アカダマ・アカトボシ・コボレ・ダイトマ
イ・トウボシ・トキオイ・トコブシ・ナカシマイ・ミズ
クチイネ・ミナクチゴメ。ミナクチモノなどの関連項目
がある）。農民自らはこれを作って常食としていた。長
曾我部氏の判令にも「太吉は地面の立毛に従うべし。但
し太を吉地に作るは堅く停止すべし。もしこの旨に背か
ば貢物は吉を収むべし」と見え，その後も引続いてこの
種をタイキチ（太吉）と併称する風が残った（大日本祖税
．志）。赤米の栽培が減退した近頃でも，なお情性で米を
キチというのである。」
　これによって本図で茶の符号を与えたキチの類の素性
が明らかになったと思われるが，それはとも』あれ，この記
事によって，われわれは，現在，米の種類として常識的
168
に梗と蠕の2種の大別を考えるが，実はそのほかに大唐
米（赤米）の存在していたことを知ることができる。
　すでに述べたようにウルの類が2回発生したという考
えには不自然さがあったが，この記事によって，ウルと
いう表現がある一時期タダゴメ。タダマイと共に用いら
れながら別意を分担し，後に，ふたたび糎の意を表わすも
のとして復活したのだ，ということを想像しうるように
なった。ウルの類の語原がサンスクリット語のvrihiで
あるとすれば，日本語の中で何回も発生したものと考え
るのはなんとしても不自然である。ウルの復活について
はもちろん文献に記載されたものが加担したことをも，
考慮しなければならない。
　ウル・ウルシ・ウルチ相互の関係は，よくわからない
が，ウルは，古語のウルシネからシネが脱落したものと
考えてよろしかろう。分布からみても，ウルだけの表現
は新しそうに思われる。もっとも東北地方にひろがるも
のはそう新しいものとは言いにくく，ウルシネがかりに
古いものとしても，シネの脱落（およびコメの付加）は，
各地で（すくなくとも全国何か所かで）起こったのかもし
れない。ウルシは，領域が二つに分断されているから，
古いものということができよう。サンスクリット語の音
をもっとも忠実に伝えた表現というべきであろうか（日
本にこの語が伝来したときの語形が不明であるから，も
ちろん断定はできない）。ウルチは，このウルシの関東
的表現なのであろう。モチに対してウルチという語形が
発展したとも考えられる。
　シャクの類については，『綜合日本民俗語彙』に次のよ
うな記事がある。「糎米をシャクの米というのは，四国
ばかりではない。鹿児島県十島の悪石島でも，粟に糀と
糎の二種があり，後者をサコアワまたはシャアクともい
う（民族研ニノ三）。シャクは瓢のことで「ひさご」という
語から導かれていて，福井県吉田郡などでも瓢をシャク
といった（福井県方言集）。瓢で量る米粟の義で，器を
もってはかるのは人別に定量があったことを意味する。
それが枡の最初の用途である（民話入ノニ）。農家自用
の米，他地方で飯米などというものを，愛媛県周桑郡で
はシャクノコメと呼んでいる。」
　ここでは語原として瓢を挙げているが，かならずしも
納得できない。『稲の日本史』（筑摩書房）をみると，シャ
クの米のことが何度かでているが，柳田も（瓢説はもと
より）語原説を述べていない。具体的には，農林省の浅井
録郎という人の「ネバルの反対でサクザクとかザクザク，
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バサバサのような意味だと思う」という説が記されてい
る。
　まとめれば，すでに170図に出てくるシャクの類につ
いて触れたように単純には言えまいが，糎を表現する語
としては，古くはシャク類とウル（シ）類の大きな対立
が，四国西部以西とその他との間にあったのではないか
と考えられる。
　この問題を真に解決するためには，日本の稲作文化の
伝播の歴史との照合が当然必要となる。この点がまだ不
十分であることは言うまでもない。また，ウル対モチの
対立はなにも（稲）に限ったものではない，ということ
もある。3791・02にはくキビにもウルがある〉との注記
があった。『和名抄』にすでにアハノウルシネが見える
が，この168図の解釈を行なうためには，今後，当然こ
れら他の穀物についての表現と関連させることが必要と
なる。
169．もちこめ（斗米）
　169図の内容は，167図，168図で示した内容と関連
するところがあるので，併せて見られたい。
　この図ともっとも関連の深い168図（糎米）と比較する
と，この図は，いろいろな符号によってかなりの見出し
が挙げられてはいるものの，比較にならないほど単純で
ある。169図においては，モチを中核とする表現がほと
んどであって，その他は極めて希である。そんなことも
あって，この調査項目は，後期計画では打ち切った。質
問文中にモチということばがあったことは，この地図が
単純であることとは関係がないものと考える。もし影響
をうけてモチが多く現われたのだとしたら，他のものが
もうすこし現われるはずである。
　地図で澄と赤の符号を与えたものは，モチの類（線符
号を与えた）と，モチノコメの類（四角の符号を与えた）
と，モチコメ・モチゴメの類（丸い符号を与えた）とに大
別される。榿と赤との色の区別は，モチゴメ類の内部に
おけるゴの子音が非鼻音であるか鼻音であるかに注目
して立てたものである（鼻音に赤，その他はすべて榿）。
コメかゴメかの区別は，前者にぬき符号を与えることに
よって示した。この図の内容が単純なために，音声的な
区別をかなり詳しい段階まで示したわけであるが，モチ
のチの部分の子音の有声化や，琉球におけるチの子音が
帯気音か無気音かの区別を示すまでには至らなかった。
　緑の符号を与えたものは，モチマイの類モチネ（モ
チネゴメ・モチネマイ）の類，およびMOCIII（能登一
モチ飯？），MUCIMUN（伊平屋・伊是名島一モチ物？）
である。ここでも，・ぬき符号は，モチネゴメ（ゴの子音
はすべて非鼻音）に与えた。
　紺の符号を与えたものは，すべて168図（梗米）の地図
に出てきそうなものである。URUCI（8316．20），URU・
SI（732L46），　URUCIMEE（6453．31），　URUCINE
（6416．09）である。これらについては，すでに168図の
説明でも触れたところがあるが，各地点とも併用であり，
1地点を除いて注記がある。また168図の分布様相から
みても，調査者側に混乱があった結果とは思えない。標
準語形を誤って輸入したものであろう。
　全体を見渡すと，榿および赤の符号を与えられた類の
勢力がもっとも強く，その中でも，モチゴメ・モチコメ
の類が多い。東北地方（ことに北奥）がモチコメなので完
全とは言えないが，ガ行子音が〔g，～g，η〕のいずれか
であるかを，全国的規模のもとに展望できる地図となっ
た。第1集1図，2図などと比較されたい。なお，この
地図では〔Y〕は〔g〕に含めてある。
　榿および赤の符号を与えたものの中で，注目されしか
も地点のさがしにくいものを列挙すれば，次の通り。
　MOTI　4770．62（福島），　MOCYUKOME　4716。20
（宮城），MOSUKOME　3797．32（岩手），　MOTIG一
〔1〕〕OME　1725．35（北海道），4780．64（福島），6603。52
（山梨），MOTIG〔η〕OME　4687．37（新潟）。
　緑の符号を与えたもののうち，モチマイの類は，北海
道，新潟北部，近畿周辺，琉球（主として先島）に，ややま
とまっている。北海道は，168図でもウルマイがかなり
見られる地域であり，新潟北部や近畿周辺部は，168図
ではタダマイの分布する地方である。後部要素としてマ
イの好まれる地域ということができよう。琉球の先島
は，167図からもわかるように，マイの勢力の強い地域
である。むしろ宮古諸島に，この図で5地点（168図で
1地点）コメを後部要素とする語形が現われることに，
興味が持たれる。169図における～コメの類は，沖縄から
の輸入と解釈することができよう（が，168図のものに
ついては，よくわからない。徳之島に同類の表現が認め
られ，漢字をあてれば強米・固米とでもなろうが，あ
るいは別種のものかもしれない。『沖縄語辞典』には，
kuhwaN，　kuhw砺uu§iiなどの見出しがあるが，関
連するものかどうか不明である。168図入重山に現われ
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るKOOMAIも関係があるかどうか）。　この類の中で
ちょっと注目されるものは，MUTTIMAI　2072．20
（与那国島），MusiMEE　2076．99（石垣島白保）ぐら
いであろうか。
　モチネの類は，三重の志摩半島と京都北部から鳥取に
かけてのMUCINE，与論島のMUCINI，宮古の
MUCiNI，奄美大島のMUCIM1，鳥取のMOCINE－
G〔9〕OME，・沖縄島のMUCINIG〔9〕UMI，　MUCI－
N工G〔9〕UUMII，宮古のMUCiNIMALI，　MUCi－
MIMALIである。このうち，6439．01（兵庫）と6577．71
（三重）では，168図に，他に見られないURUCINEが
現われていた。両図の関連の深さを考えさせる例と言え
よう。
　モチということばは，元来が鶴とも関係のある和語な
のであ’ろう。この表現が，ほぼ全国に満遍なく分布して
いることは，168図との対比からいって，興味深いこと
である。
　後部要素としては，緑で示した類が，三重・山陰・宮
古で，すなわちイネのあるところすべてでマイと隣接し
ていることも興味深い。その意味するところは明らかで
ないが，地理的分布からいうとすくなくとも本土部にお
いては，ある時期に，後部要素としてマイ・イネが，近
畿を中心として好まれたことを示すのであろう。しか
し，それは，そんなに古いことではなかったようにも思
われる。北海道のモチマイについては，この地域の農業
が，地生えのものでなく，ある指導の下に発展したこ
と（官僚の漢語好みということが考えられる。小豆を
ショオズと言うなど）を考慮しておく必要があろう。新
潟北部のものは，よくわからないといわざるをえない。
先島のものは，米そのものがマイであることと，関連が
あること，言うまでもあるまい。
　なお，168図の説明でも記したが，ウル（チ）とモチの
対立は，なにも米（稲）に限るわけではないようである。
他の穀物の紺応ずる対立についても，知識を深めねばな
るまい。
170．はんまい（飯米）
　この地図を作るための調査項目では，地図下欄に示し
たように，農家で自分の家の食用にする米のことを何と
言うかを尋ねた。しかし，米作農家にとっては日常語で
あっても，他の人々にとっては親しみの薄いことばであ
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る可能性がある。そこでこの調査項目について「米作農
民だけに質問する」との補注がついていた。もっとも調
査結果カードを繰ってみると，非農家でありながら回答
の寄せられた揚合があり，付近からの報告と比較すると
採用可能なものが多かったので，回答のあったものは，
被調査者が米作農民・それ以外にかかわらず，すべて採
用することにした。
　質問せず回答のなかった地点については，この地図で
は「質問せず」の符号によって表示し，「無回答」と区別し
てみた。しかし「米は作らないこともないが売却するほ
どはない一名前もない，したがって無回答」とか，主食
は稗である一したがって質問に対して無回答」などの何
回はむしろ「質問せず」に準ずべきものと考えられ，「質
問せず」と「無回答」との区別はあいまいである。なお，こ
の点のあつかいについては165図・166図の「こめびつ」
と関係がある。165図・166図では，両者「無回答」に分
類してある。
　元来，この「農家自用の米」という概念は，供出制度以
前にはなかったはずで，この言語地図の調査項目として
あまり適切ではない，という考え方もあろう。しかし一
方，地主などに納める米と自家用の米とを区別すること
は，供出制度と無関係に存在したはずだ，とい5考え方
もある。また，農家で米を食べるようになったのは，そ
う歴史が古くないはずだ，という立楽もありうる。
　それぞれもっともな考え方であるが，おそらく地域差
があり，全国一率に考えることは，かえって混乱を増す
ばかりなのであろう。
　以上の点について，各地点からの情報（注記）のうち参
考になりそうなものを，抜粋してみる。
　3726．25K：ESUNE（主食が稗だったので国漢をさす
　　ようである）
　4654．52RANMAI＜昔から使っている＞
　4740．26HANMAI〈供出制度後のことぼ，以前は
　　名がない＞
　5599．75　且ANMAI，　HOYUUMAI，　ZIKAYO－
　　OMAI（ハンマイは昔からの土地のことばだと思
　　う。他の言い方は戦時中から使われはじめたことば
　　だと思う）
　5619．67無回答く売却する米はなく全部自家用。し
　　たがって特別の名はない＞
　5686．31ZIKAYOO〈陸稲はわずかにあったが，米
　　作は戦後と言える〉
　6416．09　1｛UCIKATA，　HANMAI〈フチカタは小
　　作米の時にのみ用いる＞
　6549．03HANMAI〈昔は別の語があったが，どう
　　しても思い出せない＞
　6583．93HANMAI〈稗でも粟でも自分の家で食べ
　　るものの総称。「米がノオテモ，他のハンマイがヨ
　　ケエあるから」などと言う＞
　6626．46　HANMAI，　ZIK：AYOO（MAI）＜ハンマ
　　イは精白米，ジカヨオ（マイ）は玄米＞
　7344．30　HYOOROO＜米だけを言うのではない＞
　7382．97　KOME〈特別の名はない。ハンマイとは言
　　わぬ＞
　8302．55HOYUUMAI〈終戦後のことば。戦前の
　　ことばはしらない＞
　8303．13CUKAIYOO（ただし米に限らずという）
　2141．71無回答く特別の名称はない。病気のためとか
　　行事のためとかのとっておきの米をユイムヌとい
　　う〉
　以上の例からもわかるように，この地図に反映してい
る諸語形の中には，いろいろのものが含まれていること
になる。全国一率の調査としては，たしかにあまり適切
な項目ではなかったようである。
　なお，この地図に関しては165図・166図の「こめびつ」，
ユ67図以下169図までの米に関する地図があるので，比
．較されたい。また，この調査項目は後期計画で省いたも
のであって，調査地点がややすくない。〈併用処理の原
則〉は，ジカヨオ（マイ）・タベリョオ・ハンマイ・ホユ
ウ（マイ）に適用したが，いうまでもなく併用であってし
かもこれらの語形に〈上・新・共・希〉などの注記の
あった場合に限る。さらにタベリョオの場合は，クイ
リョオとの併用の場合に限ってく併用処理の原則〉を適
用した。
　全国を大観すると，あまり明確な地理的分布が現われ
た地図とは言えない。おそらく，質問が適切でなかった
ととが小くぶん反映しているのであろ弓。
　榿で示．したものはハンマイを中心とする類で，他にハ
ン～ではじまるものを含む。HANMAIはもっとも一
般的な表現であってほぼ全国に分布しているが，一部
の地域（道南・東北東部，甲信越地方，九州・沖縄・宮古）
ですくない。この地図では，「無回答」に分類されている
が，沖縄・宮古では，ハンマイ・ファンマイ・パンマイ
などを「食糧・弁当」などを意味することばとして使って
いるようである。なおこの地図全体に通ずることである
・が，マイ（米）にあたる部分については，〔mai，　mai，　mae，
m記i〕などをMAIにまとめ，〔me（：），h1ε（：），mae（＝），
mj勘，　mja＝〕などをMEEにまとめた。　HANRYOO
（MAI）は，関東や九州にもわずかに認められるが，主
に中国と四国に分布している。
　赤で示したものは食（クイ・タベ・ショク）などを核と
すると認められる諸語形である。この類の中でやや注目
されるものといえばK：UIRYOOぐらいのもので，西
関東，愛知，南近畿，中国・四国，大分などにやや目
立っている。
　緑で示したものは，フチ（扶持）・ブジキ（夫食）を核と
するとみられる類である。KUIBUCI，　KUIBUZIKI
などは赤の類とすることも可能であったが，ここにまと
めた。緑の類は，関東東端，新潟・長野，中国，高知，
長崎にまとまって分布する。このうちブジキの類は新
潟・長野北部にしか見られず，別類とすることも可能な
ようであるが，同地域でわずかながらフチの類と共存す
るので一括して色を与えた。『綜合日本民俗語彙』にはフ
チクイという見出しがあり岩手県東磐井郡で食客のこと
をフチクイと言うそ弓である。またその項に「扶持は衣
食の料を給与することであったが，後々農家で夫食と同
じ意味に使うようになり（以下略）」とある。
　茶で示したものはジカ（自家）およびジ（自？）を持つ類
である。西関東。山梨・長野にややまとまったZIK：A－
YOO（MAI）の領域が認められる。　ZIMAI・ZIMEE
は全国に8地点，岩手，伊豆半島，和歌山のほかは，瀬
戸内海沿岸に見られる。
　草で示したものはヒョオロオ・ロオ（兵糧～糠）などを
核としている表現である。九州に多いが，岩手，． ﾃ岡，
隠岐にもある。
　空で示したものはケシネを核とした表現である。東北
地方から新潟と千葉とを結ぶ線以北に点在するが，その
ほか北九州にもまとまった領域がある。『綜合日本民俗語
彙』にケシネの見出しがあり「語原はケ（褻）の稲であろ
弓から米だけに限ったものであろうが，長野県でも新潟
県でも北九州でも，ともに広く雑食の穀物を含めていう
ことは標準語の飯米も同じである。（中略）岩手県北部の
下郡でそれを稗のことだといい，また米以外の穀物に限
るようにもいう土地が青森県上北郡にあるのは（野辺地
方言集），つまりは常の日にそれを食っていることを意
味するもので，秋田県南秋田郡で，凶事に頭陀袋に入れ
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，るものは米と粟であるというのもそれが常食であったか
らであろう」とある。ちなみに『物類呼称』には「こめび
つ」の項に「東国西国ともに雑穀を「けしね」と云。余国ほ
しらす」とある。
　以下紺で示したものは，その他のあまり目立たないも
のである。UCIZUK：AI以下CUKAIZYUUMAIま
ではツカイ（使い）という要素を持つものである。TE－
MEEGOMEは岩手，福島に各1地点のもので，茶の
ZIMAI・ZIMEEなどに準ずべきものだったかもしれ
ない。HOYUU以下HORYOOMAIまでは，おそ
らく「保有」に関係のあることばであろう。中で，1｛OYU－
UMAI・HOYUUMEEは北海道から九州まで，各
地に分布する。HUYOOMAIは栃木に，　HORYOO－
MAIは茨城に見られる。
　TEMOCIMAI以下MOCIMAIまではテーモチ
（手一持ち）をもととした表現で，全国に11地点。このう
ちMOCIMAIは南紀と高知に計3地点である。169図
「もちこめ」と比較すると，各地点とも「もちこめ」は
MOCIGOMEであって，自家用米と編米との間に混乱
はない。ただし各地点とも付近に編米を意味するMO－
CIMAIが見られ，両地域で類音牽引的な現象があっ
たのかもしれい。
　SAKUMAI以下SYAKUNOKOMEまでは，全
国にわずか6地点である。作米などの字を連想するが，
168図「うるち」で緑を与えたシャク・サクの類と比較す
ると，7394．14（宮崎）で168図にもSYAKUNOKO－
MEが，7422。26（高知）で168図にもSAKUMAIが現
われ，両地点では自家用米と梗米とが区別されていない
ことが明らかになる。この類は，170図ではその他福岡・
佐賀に見られるが（この地域で梗米はウルシの類），意味
はともあれ，四国西部から九州にかけて広くSAKU－
MAI・SYAKUMAIの類が古く分布していたことを
示すのかもしれない。SAKU・SYAKUはもと日常の
食糧を意味していたが，後に糎米の意味に転じたのであ
ろうか（あるいはその逆か）。
　DEHA以下DE且AMEEまでは，宮崎にのみ見ら
れる特殊な表現である。8315．89では（ファの音は滅多
に現われない），8335．11では（Φの唇の狭めはそう著し
くない）とある。『綜合日本民俗語彙』には，デェハを壱
岐で「芋と雑穀を釜で練った代用食」のことに使うとあ
る。
　TESI・TESIGOMEは熊本のみ。7380．74の注記
170
に（テシは自分というような意味。仕事を金をかけて人
にやらせないで自分手前でやるような揚合に「テシガシ
テイッチョク」と言う。大矢野島では，私に読ませない
で自分自身で読んだらよかろうというような揚合に「テ
シガヨメ」などと言う）とある。ジマイ・テメエゴメに準
ずるものとすべきだったかもしれない。
　～KOMEとしたものは，（ウチデ）クウコメ，ウチデ
ツカウコメ，ウチノコメなど一種の文表現的回答がほと
んどである。中に3775．83（岩手）にSUZUGEGOME
というのがあった。
　KOMEとしたものの内容はコメまたはオコメで，北
海道（多い）から九州にかけて点在する。
　「その他」とするものは全国約30地点であるが，
3785．42のエデクウノダ（家で食うのだ）や，7363．85の
ウチイオクト（うちに置く奴）などのように文の形での
回答を含む。別に特殊であり各1地点にしか現われない
〔kako：ri〕（3757．09），〔ko∫ikokuエ〕（5751．89），　〔tesak｛1〕
（6446．43），〔meφ2〕（7275．24），〔gu：moN〕（7380．26），
〔taku∫imae〕（7522．48），〔ju：kε：〕（1271．20），〔juimai〕
（2074．69），〔takubai〕（2076．25），〔a七am3：〕（2095．60）
などが含まれている。
　以上の分類は主として各表現の前部要素に注目したも
のであったが，後部要素に注目して分類したらどうであ
ろうか。
　もっとも後部要素といっても～マイ・～コメ・～リョ
オ’・～ヨオぐらいであろうが，このうち～マイは，ほと
んど全国におよび，特に分布といったものは見られな
い。～コメにも案外目立った分布がなく，まとまったも
のとしては，九州北半を挙げることができる程度であ
る。～リョオにはややまとまった領域があり，関東・山
梨から三宅島まで，名古屋付近から南近畿，中国・四国
から九州東北部にかけての地域である。クイリョオとハ
ンリョオが主力語形と言えようか。～ヨオの類にもやや
まとまった領域があり，西関東から長野あたり，九州
（主として南部）が目立っている。ジカヨオが主力語形で
あるが，ツカイ洗雪などもある。
　結局，後部要素に注目しても，前部要素に注目したも
のほどにも明瞭な分布は現われない。
　最初に述べたように，この地図にはいろいろな事情が
からまりあっている模様なので，いわゆる総合的解釈は
ひかえておくことにする。各地で，それぞれの地域に則
した精査が望まれる。
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171．もみがら（籾殼）
　もみから玄米をとった残りのかすについて質問した。
米以外の穀物の「から」についての語形は，一切採用して
いない。「もみがら」と近い関係にある「ぬか」については
172図に示した。共通する語形もあるので，符号の色や
形をできるだけ共通にして示した。参照されたい。
　空で示したものはカラ（ガラ）という部分を持つ類であ
る。北海道，青森東半，岩手北半にかけての地域，新潟，
関東中部にかけての地域，九州の各地に比較的多く分布
し，その他の地域には点々と見られるのみで，広い領域
は持たない。そのうち，MOMIG〔1〕〕ARAからMOG
〔η〕iKARAまではモミガラの類と考えてまとめた。モ
ミガラは標準語として登録されている語にもかかわら
ず，この図の上では占有地域が少ない。ほとんどの地域
で他の語と併存している。わずかに東京周辺に見られる
ものが標準語となった地理的背景なのであろうか。
　茶で示したものはスクモ，スクボの類である。近畿西
端から中国，愛媛，福岡北端にかけて広い領域を持つほ
か，関東南部，入丈，静岡，三重にも見られる。また，
琉球各地にもこの類と考えられる語が広く分布する。
　NUK：A以下SUKUMOMUKAまでは，ヌカある
いは，語中にヌカという部分を含む類を集めた。榿をヌ
カ類，赤をモミヌカ・スリヌカ等のヌカを含む類にそれぞ
れ与えた。榿で示したヌカは青森東半，岩手の大部分
（南部領か）を除く東北地方に広く分布し，それに連続し
て新潟・長野・北陸・岐阜・滋賀にかけてかなり多く見
られる。その他の東日本の地域にも多少見られるほか，
佐賀・熊本・鹿児島にも分布が認められる。このうち，
NUG〔9〕Aなど第2音節子音が有声音となるものは東
北地方に多い。北陸には，NiKA，　NIKA，　NEK：Aな
ど，第1音節母音に変種のあるものが多い。赤で示した
もののうちにはいくつかの類が含まれ，それぞれに分布
が見られる。MOMINUKAからMOMINONUKA
までは，モミヌカ類として一類にまとめた。東北地方北東
部，新潟・関東西部から中部・近畿東部にかけての地域，四
国西端，九州北半の地域にそれぞれまとまった分布を示
す。SURINUKAからSUG〔1〕〕INUKAまではスリヌ
カの類とした。近畿を中心に四国南半へ向かって連続し
た分布が見られるほか，九州西部，北陸，北海道にも多少
の領域が認められる。このスリは「もみをする」というと
きの動詞「する」に由来するものであ1ろう。その動詞の分
布をいま知ることはできないが，両者を対比してみるこ
とは興味ある問題であろう。ほぼ東海三県にまとまって
分布するSAYANUK：AからSAENUKAはひとつ
の類かどうかはわからないが，語形や分布に共通すると
ころが多いので一応ここにまとめた。このサヤは「鞘」に
あたる形であろう。SANUKAはサヤヌカの分布とは
離れて佐渡に1地点だけ見られる。このサは，サヤの短か
くなったものとも考えられるが，あるいはサクズ（172図
に現われる）・サナエ。サツキ・サオトメ等のサとの関
連も考えられよう。『時代別国語大辞典上代編』は，これ
らの．サを五月目意味する接頭語としているが，稲と関係
を持つ語ではないだろうか。この図では語形の類似から
一応サヤヌカ等の側へ置いたがなお考慮の余地があろ
う。ARANUKAからARANKAまではアラヌカの
類としてまとめられよう。関東およびその周辺地域に一
領域を占めるほか，近畿・九州などにも点在する。この
アラは「粗」などにあたるものであろう。
　紺で示したものにはさまざまなものが含まれる。MU－
MIG〔9〕URUUからMALIG〔9〕URUまでは琉球に
見られる。．これらの後部分GURU（U）・KUU等は・
「ふくろ（袋）」にあたるものかと考えられる。PUKIから
MALipiK：1までは先島に見られるもので，　PUKI等
は，「ふけ」などにあたる形であろうか。しかし，『日本
言語地図』第3集105図「ふけ」の図には現われない。
　以上が分布のあらましである。この図だけから「もみ
がら」を意味する語の変遷の歴史をたどることも可能で
あろうが，ここでは，近い意味分野である「ぬか」の分布
を概観した上で，その両図を対照して得た173図「もみ
がらとぬかの総合図」のところでその歴史を考えること
にしよう。
172．ぬか（糠）
　玄米を精米して白米にしたときに出る粉について質問
した。171図「もみがら」とは近い関係にあり，共通する
語形も多いので符号の色と形とをできるだけ一致させ
た。参照されたい。
　全国には大わけにして三つの類の語が分布する。榿で
示したヌ了解と赤で示したコヌカ・コメヌカなどヌカに
何らかの限定辞が付いたものの類，それに紺で示したサ
クズの類である。
一一 R4一 171・172
?
，
?
o　榿のヌカ類は近畿以西琉球までのほとんどの地域と，
関東東半，北海道に広い領域を持つほか，青森北端，中
部地方太平洋岸にも小領域を占め，その他の東日本にも
点在する。
　赤で示したもののほとんどは，コヌカの類である。関
東と宮城を中心とする一帯を除いて近畿東部より東の地
域をほとんど覆っている。九州にも小領域を持ち，その
他の地域にも点在する。これらコヌカ類の領域中，東北
地方を中心としてKONUG〔g〕A，　KONOG〔g〕A等
第3音節子音に有声化のみられるものが分布する。北陸
を中心としてKONKAが分布し，九州にも多少見ら
れる。
　K：OMENUKAからKOMEMUKAまではコメヌ
カの類として考えた。中部地方太平洋岸に比較的多く，そ
の他の地域にも散在する。TENUK：AからCYONU－
KAまでは，「手」あるいは「手水」にあたる部分とヌカ
の結合したものとして集めた。四国，九州に散在する
TENOKO，　CYOOZUNOKOなどは，「手の粉・手
水の粉」（「ぬかぶくろ」に入れるなど）にあたるものと
してここに置いた。
　紺で示したもののうちの大部分は，サクズの類で，宮
城を中心とする地域と福岡・佐賀・長崎の2地域に分布
する。東の領域内にはいくつかの音の変種を伴ったもの
がある。このサクズの分布領域は，東は仙台を中心とし
た伊達藩の直領に，西は鍋島藩の藩領にそれぞれ一致す
ると見ることができよう。この語の語原については，
「両前（さうとう）」というあらい粉の一種の転誰という説
（r大言海』「さうとう」の項参照）もあるが，よくわからな
い（r古事類苑』器用部十などを見よ）。
　以上が見出しとその分布のあらましの説明である。
「ぬか」を表わす語の歴史についても先の171図「もみが
ら」と同じく，この図1枚からだけ論ずることは控え，
つぎの173図「もみがらとぬかの総合図」にゆずることに
する。
173．「もみがら」と「ぬか」との総合図
　この図は，171図「もみがら」と172図「ぬか」を各地点
ごとに対照して作った図である。
　凡例を説明すると，まず，よこ軸（上方横にならべて
あるもの）に171図「ぬか」に現われる語類をとり，たて
軸（左がわにたてにならべてあるもの）に172図「もみが
172。173
ら」に現われる語類が示してある。例えば，「ぬか」をコ
ヌカと言い「もみがら」をアヲヌカと言う地点は，凡例の
左から2列目上から5番目の二等辺三角形で示すという
ことになる。
　この図においては，「もみがら」，「ぬか」門止に現われ
．る語形をさらに大きな類としてまとめてある（その理由・
については『日本言語地図』第3集135図の「“あざ”と“ほ
くろ”との総合図」解説参照）。そのまとめかたを述べよ
う。まず，たて軸にそって「もみがら」の列のNUK：Aに
は，171図「もみがら」の榿：で示したNUKAからMU－
G〔9〕Aまでを全部含めた。MOMINUKAには，赤
のMOHINUKAからMOMINONUKAまでが含
れる。SURINUK：Aには赤のSURINUKAから
SUG〔1〕〕INUK：Aまで，　SAYANUI（Aには赤のSA－
YANUKAからSANUKAまで，　ARANUK：Aに
は同じく赤のARANUKAからARANKAまでを
それぞれまとめた。そのほかの赤で示したヌカという部
分を含むものは～NUK：Aとしてまとめた。　MOMIG－
ARAとしたながには，空で示したMOMIG〔U〕ARA
からMOG〔η〕iKARAまでを含めた。　SUKUMOに
は茶で示したスクモ類全部を含めた。other　formsと
したものには，空のKOMENOKARAからGARA
までと無回答を除く紺で示したもの全部が含まれる。一
方，よこ軸にそって「ぬか」の列については，172図「ぬ
か」の榿で示したNUKAからMUKAまでをNU－
K：Aとしてまとめ，赤のKONUKAからKOMUG一
〔9〕AまでをKONUKAとして示した。そのほかの
赤で示したもの一ヌカという部分を含むもの一はひ
とまとめにして～NUKAとして示した。紺で示したも
ののうちSAK：UZUからSAG〔9〕USUまでをSA－
KUZUにまとめ，　KUDAKE以下PUKIまでは
other　formsとした。
　色については，たて軸の「もみがら」のほうに主眼を置
いた。「もみがら」の列にNUK：Aが現われ・「ぬか」の
列にもNUKA・KONUKA・～NUKAとヌカとい
う部分を持つものが現われるグループに赤を与えた。
「もみがら」の列でMOMINUK：Aから～NUKIAまで
のヌカに何らかの限定辞の付いたものが現われ，「ぬか」
の列にもヌカを持つものの現われるグループには桃を与
えた。「もみがら」の列がNUK：Aで「ぬか」の列がSA
KUZUであるものには茶を与え，　MOMINUKA，
SAYANUKA対SAKUZUには榿を与えた。「もみ
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がら」の列にMOMIGARA，　SUKUMO等ヌカとい
う部分を持たないものが現われ，「ぬか」の列にヌカを持
つものが現われるグループには緑を一与えた。どちらの列
にもヌカという部分の現われないグループは紺で示し
た。
・符号の形にも意味を持たせた。「ぬか」の列の各回類の
別は符号のぬき・べた等で区別し，「もみがら」の列の語
中には符号の輪郭（形）の上で特徴を持たせた。
　以下の説明・解釈の便のために，「もみがら」，「ぬか」
にあたる語の組を，たとえば，NUKA－KONUKA，
あるいは，ヌカーコヌカのように，間にダッシュを入れ
て書き表わすことにする。また，揚合によっては凡例に
示した語形をさらにまとめて，MOMINUKAから～
NUKAまで，あるいはKONUKA・～NUK：Aをヌ
カにある限定辞の冠されたものとして～ヌカと示し，
MOMIGARA，　SUKUMO，　SAKUZU等ヌカとい
う部分を持たないという意味で単に～として示すこと
も，前もって決めておこう。
　赤で示したものはヌカーヌカ，ヌカー～ヌカという組
である。これらのうち，ヌカーヌカと両者を区別しない
ものは非常に少なく，まとまった領域を占める分布はな
い。わずかに，北海道，岩手・宮城，新潟，栃木，伊豆
に各1地点，近畿北半に数地点，九州西部に2地点見ら
れるのみである。赤の大部分はNUKA－KONUK：A
という組である。東北地方の日本海側・福島・新潟・長野
北半・北陸・岐阜・滋賀と連続した広い領域を占め，伊豆，
九州その他にも数地点ずつではあるが分布が見られる。
NUKA一～NUKAは，上のNUK：A－K：ONUKA
の領域内に散在するが，まとまった分布領域は持たな
い。
　桃で示したものは，ぬき符号を与えた～ヌカーヌカ
と，べた符号を与えた～ヌカーコヌカと，半ぬき符号を
与えた～ヌカー～ヌカとである。
　～ヌカーヌカは，主として近畿以西と関東に広がる。
このうちMOMINUK：A－NUK：Aは関東，東海，近畿・
四国・九州の各地域に散在し，その他の地域にも点々と
見られる。SURINUKA－NUKAは近畿・四国に連
続した広い領域を持ち，九州，北海道にも認められる。
SAYANUKA－NUKAは東海・近畿地方に数地点見
ら．れる。ARANUKA－NUKAは関東地方に領域を持
ち，近畿・四国・九州に散在する。～NUKA－NUKA
　　は近畿に数地点と千葉，宮崎，宮古に1地点ずつ見られ
　　る。
　　　べた符号を与えた～ヌカーコヌカは主として近畿東部
　　から中部・関東西半地方にかけて分布し，東北北東部，
　　九州などにも点在する。このうち，MOMINUKA－K：一
　　〇NUKAが～ヌカーコヌカのほぼ全域に分布する。と
　　くに，群馬・新潟。山梨。長野・岐阜・愛知にかけての
　　一帯に多く見られる。SURINUKA一（K：0）NUKA
　　は北陸・近畿・四国・九州南部に散在する。SAYAN－
　　UK：A－KONUKAは東海地方にまとまった領域をも
　　っ。ARANUKA－KONUKAは関東を中心に福島・
　　新潟・長野に領域を持ち，近畿，九州にも点在する。～
　　NUKA－KONUKAは新潟，山梨，長野，鹿児島に
　　計5地点見られる。
　　　半ぬき符号を与えた～ヌカ　～ヌカの類は，いずれも
　　さほど著しい分布領域は持たず，全国に散在する。この
　　うち～NUKA一～NUK：Aは6520．94（兵庫）と7329．57
　　（愛媛）とに見られる。この凡例の表記では両方同語形の
　　ようにみえるが，実際は，～の部分がそれぞれ異なり，
　　「もみがら」「ぬか」は語形の上で区別されている。
　　　茶で示したものは，ヌカーサクズの組である。宮城を
　　中心にした一領域と，福岡・佐賀の小領域とに分布す
　　る。
　　　榿で示したものは，～ヌカーサクズの組である。MO－
　　MINUKA－SAKUZU，　SURINUKA－SAKUZU
　　の2組があり，いずれもヌカーサクズの領域内に見られ
　　る。
　　　緑で示したものは「もみがら」の方にヌカという要素を
　　含まない～一ヌカ，～一コヌカ，～一～ヌカという組であ
　　る。～一ヌカはぬき符号，～一コヌカはべた符号，～一
　　～ヌカは半ぬき符号をそれぞれ与えた。
　　　～一ヌカのうち，MOMIGARA－NUKAは標準語
　　と同じ組合わせであるにもかかわらず，分布領域に著し
　　いものが見られない。宮崎・鹿児島に占有地域が見られ
　　るほかは，九州北半，四国，近畿，北海道に比較的多
　　く，関東地方にも多少見られる。そのほか，青森，新潟・
　　福島，中国，琉球に点在する。SUKUMO－NUK：A
　　は，京都北端・兵庫北半以西の中国地方・愛媛中部・九
　　州北端に大領域を持ち，関東西南部。静岡，沖縄にそれ
　　ぞれ小領域がある。そのほか，八丈島，三重，種子島・
　　屋久島にも数地点見られる。other　forms－NUKAと
　　したものは，全国に散在するが，なかでも道南，青森，．
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静岡，近畿などに比較的多い。other　forms－KONU－
K：Aも特定の地域を持たない。静岡・東海に多少のまと
まりが見られる。other　forms一～NUK：Aは，静岡，
近畿，九州西部などに点在する。no　response－NU－
KAは利尻島，伊豆，兵庫，沖縄に計5地点，　no　re－
spoRse－KONUKAは福島（5617．85），　no　response
一～NUK：Aは沖縄粟国島に1地点見られるのみであ
る。
　紺で示したものは「もみがら」「ぬか」のどちらにもヌカ
という要素を持たない類である。MOMIGARA－SA－
KUZUは宮城を中心とする茶（ヌカーサクズ）の領域の
広縁に多少のまとまりをみせるほか，牡鹿半島，福島の
．海岸，九州西部にも点在する。MOMIGARA－other
formsは北海道天塩（0747．70）に1地点，　SUKUMO－
other　formsは広島（6470ユ1）に1地点それぞれ見られ
る。other　forms－other　formsは宮古（2150・07）に1
地点あるが，この地点はPUKI－PUKIと両方の意味
を語形の上で区別していないことは注目される。兵庫北
部（6408．72）の1地点はどちらも無回答の地点である。
　以上が見出しおよびその分布の説明である。つぎに，
この図から「もみがら」「ぬか」を表わす語の歴史の流れを
たどってみよう。
　この分布を見て注目すべきことは，赤のヌカーコヌ
カ，桃の～ヌカーヌカ，～ヌカーコヌカの3者がたがい
に領域を接して分布することである。同時にこれらが近
畿を中心として東西に連続した領域を持っている点にも
注目する必要があろう。すなわち，これらは比較的新しい
時代に近畿を中心に広がったものであり，3者は歴史的
にたがいに連続していると言うことができ．よう。これら
のうち，ヌカという要素から観れば～ヌカーコヌカは，
発生的に後のものと考えられるから一応おくと，ヌカー
コヌカ，～ヌカーヌカの2組がまず問題となる。このふ
たつでは，「もみがら」「ぬか」に対して，ヌカという単独
語形の意味分担の仕方が全く逆である。これらが生じた
経過を説明する場合，どちらかの組のヌカがその分担す
る意味を取り替えて逆の組み合わせを造りそれがさらに
広がったとする考え方もあり得るが，やや不自然であっ
て，全体の歴史の流れを説明するには難があろう。それ
よりもヌカーコヌカ，～ヌカーヌカという組が生じる以
前に，この両方が接するあたり，すなわち近畿地方に，
?
ヌカーヌカとして「もみがら」「ぬか」を区別しない表現が
あったと仮定する方が説明がつけ易い。もともと両方の
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意味を区別せずにヌカと言っていたところへ何らかの動
機で区別しようとする動きが生じ，その結果，一方では，
ヌカは「もみがら」の意味を引き受け，「ぬか」の意味を受
け持つためにコヌカという語が生じた，他方では，ヌカ
は「ぬか」の意味をもっぱら受け持ち，「もみがら」にはヌ
カに何らかの限定辞を付加した～ヌカという形を与えて
～ヌカーヌカという組が生じた，そして前者は主として
東方へ伝播し，北陸から東北地方の日本海側に領域を占
め，後者は西方へ延び，近畿，．四国あたりに地歩をかた
めた，ということが考えられる。
　古くは，米を食する際，玄米のまま用いることが多
かったようである。したがって，「もみがら」は日常生活
で大いに関心が持たれたと思われるが，「ぬか」について
は，もちろん用いられはしたであろうが，「もみがら」ほ
どの関心は持たれなかったと想像される。辞書などをた
よりに文献に現われた「もみがら」「ぬか」を表わす語をた
どってみると，両者の区別ははなはだ不鮮明である。ここ
でいちいちの例を挙げることはしないが，たとえば『新
撰字鏡』では「梗」（糠に対する誤用が通用していたらし
い）に「沼賀，二皮也」とある。「米の皮」だけでは「もみが
ら」とも考えられよう。一方，多少不確かな本ではある
がr類従本新撰四鏡』（r大日本国語辞典』による）では，
「檜」に「心皮也。忌日。須二毛」とあり，こちらも「米の
皮」である。パジェスの日仏辞書にもヌカには，‘‘nouca，
庖corce　du　riz　non　nettoy6e”とあり，スクモの項を
見ると，“soucoumo，　Enveloppe　ou　balle　du　riz，
du　b16，　e七c．”とあって一応別物と扱われているにもか
かわらず，スクモの後に‘‘c’es七一a－dire，110uca・”とあっ
て，結局のところ，区別が判然としていない。
　このように考えると，先に分布から「もみがら」と「ぬ
か」とを（重点は「もみがら」にあるにしても）区別しな
かった時代があったと仮定したことは，かなり裏付けら
れると言うことができよう。
　～ヌカーコヌカは，ヌカーコヌカと～ヌカーヌカとの
どちらにも分布が連続していて，歴史的にもどちらかと
連続していると考えられるが，東日本でヌカーコヌカと
広い地域で接していることと，コヌカを共有しているこ
ととから，そちらから変化したものと考えておく。その
際，～ヌカとなったことの背景には～ヌカーヌカの～ヌ
カの影響があったということは考えられることである。
　ヌカーコヌカと～ヌヵーヌカとが全く同時代に発生
し，．東西にその領域を広げていったのかどうかは決めが
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たい。多少の時代的ずれがあったことは考えられる。発
生して当分は，近畿中央部でも，両方の組み合わせが併存
していたのではないだろうか。九州に数地点見られるヌ
二一コヌカ（～ヌカ）は，その併存の時代に一部が西へこ
ぼれて行ったものの残存ではなかろうか（九州のコヌカ
を東日本からの輸入と考えることもできようが，いまは
考えないことにする）。その周辺にある～ヌカーコヌカ
も，東日本で広く生じたと同じようにこのヌカーコヌカ
から生じたものと考えられよう。
　このように考えると，～ヌカーヌカという組が確定す
るのは，近畿でも浮動的に存在していたヌカーコヌカよ
りは後であるというζとになろう。172図「ぬか」にも
どってみると，近畿地方を中心にして広がる語はヌカで
あり，コヌカよりも新しいと考えられる。また，関東に
広がるヌカは，ある時代近畿から飛火して侵入したもの
と考えられ，やはり周辺のコヌカより新しいと考えられ
る。これらのことと上の推定とは矛盾のないものと言え
よう。以上を図で示せばつぎのようになろう。
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　緑の～一ヌカ，～一コヌカについてはどうであろう
か。これらは，一方にはヌカという要素を持たず，他方
にはヌカあるいはコヌカというヌカを持った語があり，
形の上では安定してみえる。これらのうち，まず，スク
モーヌカについて分布を見ると，関東南部から静岡にか
けての地域，中国，琉球と地域がわかれ，中心に分布す
る赤，桃に分布を断たれている。分布からは，ヌカーコ
ヌカ，～ヌカーヌカよりも古いものと考えられるが，そ
のように考えると，古くは「もみがら」と「ぬか」とは語
形の上で区別されていたものがいったん，その区別を失
い，さらに，もう一度区別されるようになったというこ
とになる。このように区別があったりなかったりが交互
に起こるということは，ふつうに考えて受け入れがたい
ことである。
　しかし，171図「もみがら」の図を見ても，茶で示した
スクモは分布が分断されていて，間にあるスリヌカ，モ
ミヌカ，ヌカ等よりは古いものということは確実であろ
う。
　そこで，上で「もみがら」「ぬか」はかって区別なく．，ヌ
カと言われた時代があったと考えたように，スクモもか
つて「もみがら」「ぬか」の両意味を（「もみがら」に重点が
あったにしても）担っていたのではないかと，次のように
考えてみた。つまり，もとは両者を区別しないスクモが
近畿中央部に分布していた。つぎに，やはり両意味を区
別しないヌカが現われ，スクモの分布を分断して近畿周
辺に広がった。その後，中央のヌカには先に考えたよう
な変化がおこり，「もみがら」「ぬか」の両意味を区別しだ
し，ヌカーコヌカ，～ヌカーヌカ等の組が生じた。一
方，周辺へ追いやられたスクモにも，中央で生じた両方
の意味を語形の上で区別しようという変化の影響が及
び，「もみがら」「ぬか」の両方であったスクモの意味を区・
回しようとする力が加わった。そのとき，スクモほ，
「もみがら」の方の意味を分担するようになり，「ぬか」の
方へは，近畿で新しく力を得たヌカが新来の勢力として
侵入した。なお，関東南部のスクモーヌカについては，
多少事情が異なろう。172図からは，この地域のヌカは
新しい侵入と考えられ，もとはコヌカが分布していたと
思われる。したがって，古いスクモがその担う意味を分
化しようとするとき，「ぬか」の方を最初に受け持ったの
はコヌカであり，スクモーコヌカという組がまず生まれ
たと考えられる。スクモーヌカの周辺部に数地点見られ
るスクモーコヌカはその残存であろう。その後，「ぬか」
の意味のヌカぷ近畿から輸入され，コヌカを駆逐してス
クモーヌカという組を作ったと考えられる。この閻の経
過は，同地域に見られるアラヌカー．ヌカ，モミヌカーヌ
カ等についても同様であろう。これらはいちどは，アラ
ヌカーコヌカ，モミヌカーコヌカとなったものが新来の
ヌカによってコヌカが追われて生じた形と考えられる。
　以上が，ヌカという要素を持つ類とスクモとが係わっ
た範囲内での語の変化の歴史の推定である。これらの関
係を図示すれば，おおよそ次頁の図のようになろう（影
響関係は図示しなかったので，本文によって考えられた
い）。
　これまでに述べてきた各類のほかに広い分布を持つも
のとして，モミガラーヌカ（コヌカ），ヌカーサクズがあ
る。モミガラー（～）ヌカについては，171図「もみがら」を
見ても言えるように，モミガラの歴史的位置付けがはっ
きりしないことから，上に推定した歴史のどこに組み
込めるかはよくわからないと言わざるを得ない。モミガ
ラは文献にはあまり確かな用例も見当たらないようであ
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り，あるいは，分布が散発的で密度も低いことから，新
しい標準語的な広がりかとも思われる。モミ（籾）とい
う語は古くから全国にあったと思われるから，モミガラ
という語は各地で独自に生まれるということも考えられ
る。そう考えるとモミガラーヌカ，モミガラー（～）ヌカ
のほとんどは，「もみがら」「ぬか」の両意味が語形の上で
区別されるようになった後に生じたものと言うことがで
きよう。一方，鹿児島，宮崎に広く領域を占めるものは，
あるいは，スクモーヌカと同じまうな経過をたどって生
まれたものかもしれない。その場合は，モミガラはスク
モと同程度に古いものと考えなければならない。
　ヌカーサクズについて考えてみよう。172図の分布か
ら見て，2地域に分布がわかれていることから，古いも
のの残存とも考えられるが，それぞれの分布領域を見る
と宮城を中心とする分布は，旧伊達藩の所領とほぼ一致
し，佐賀のものは肥前鍋島藩の所領とほとんど一致す
る。ある時代に，それぞれの藩でサクズという表現を
「ぬか」の意味で用い出したものであろうか。r醒睡笑』に，
「上繭方ニハ，さくぢト云フヲ，禁中ニハ，まちかねト
カヤ，モテアッカヒタマフ事こぬかト云フ言葉ノ縁ニヤ」
とあると言う（『大言海』による）。女房言葉などでは用い
られていたものが，周囲の地域へ広がることなしに，上
記2地域へ何らかの事情でもたらされたものであろう
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ヌカ
（中国・琉球）
か。このように考えると，サクズはかなり新しい時代に
広がったものと言うことができる。したがって，仙台周
辺では一旦ヌカーコヌカとなった後にヌカーサクズ，～
ヌカーサクズが生まれたものと考えられる。佐賀周辺で
は，福岡南部に見られる赤のヌカーコヌカが古い形で，
そこからヌカーサクズ，～ヌカーサクズが生じたものと
思われる。佐賀北部や長崎に分布する桃の～ヌカーヌカ
がそのもとの形だとは考えにくい5～ヌカーヌカのヌカ
の位置にサクズが入ってヌカーサクズとなるためには，
ヌカがその意味するところを「ぬか」から「もみがら」へ転
じなければならない。この考えかたは先の推定で西日本
ではヌカは「もみがら」ではなく「ぬか」を意味する傾向が
一般的であったとしたことと矛盾することになる。やは
り，もとは，ヌカーコヌカがこのあたりにもつと広く
あったと考えるべきであろう。
　細かい点についてはさらに詳しい説明。検討が必要で
あるが，以上，この図から得られる「もみがら」「ぬか」を
表わす語の変化の歴史をたどってみな。「もみがら」だけ
でなく，籾そのもの，麦や他の穀類の殼等の近隣の意味
分野あるいは，米食，精米等の歴史，いわゆる「操豆」な
どについての詳しい資料が得られれば，さらに一歩真の
姿に近付くことが期待されよう。
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174．じゃがいも（馬鈴薯）一一般的な名?
175．じゃがいも（馬鈴薯）一特殊な名称
　この項目は，方言量が比較的多く，また，併用の地点
が非常に多かった。そのため，1枚の地図にすべての見
出し語形を記載すると，技術的にも，また，地図を利用
する上でも種々の障害が生ずるので，この項目について
は，その内容を174図と175図の2枚にわけて示した。
なお，同一地点における併用の語形を2枚の地図にわげ
て示した揚合，それを表わす特別の印として，それぞれ
の符号の下側にアークを付けてあるが，それについては
本解説の〈はじめに〉を参照されたい。
　本項は，イモに関する項目であるという点で，176図・
177図・178図・179図などとの関係が深いが，そのう
ち，179図を除く各図と相互に共通の語形がいくつか見
られ，それらには，原則として共通の形の符号を与えて
ある。馬鈴薯・甘藷・里芋の各項目のうち，二つ以上の
項目にわたって現われる見出し語形は次のとおり。（括
弧内の数字は，その語形が現われる地図の番号を示す）。
　AKAIMO（175・178），　CINNUK：U（176・178），
CURUIMO（175・176），　ENOIMO（176・177），　GO－
TOOIMO　（175・176），　HACIRIIMO（175・176），
HYUUGAIMO（175・176），　IMO（174・176・177），
K：AIMO（175・176・178），　KARAIMO（175。176。
178），K：OIMO（176。178），K：00K：OIMO（176・178），
KOOSYUUIMO（175・178），　K：YUUSYUUIMO
（175・176），NACUIMO　（175。178），　NAGASA－
KIIMO（176。178），　NANKIMO（175。178），　RO－
OK：YOIMO（175・176），　RYUUKYUIMO（175・
176），RYUUKYUUIMO（175。176），　SATOIMO
（176・177），SIROIMO（175・178），　TOIMO（176・
178），「TOOIMO（175・176・178），　TOOZIN，IMO
（175・176），UMU（176・177），　UN（176・177），　W・
ASEIMO（175・178），　ZUIKIIMO（176・178），　Z－
YUUKYUU（175・176）
　174図～178図を通じて，IMO（～IMOを含む）の王
の内容は，〔1，1，し，e，　e〕などであるが，今，本図に
ついて，仮に魯，e〕の表記のものを1グループとしてそ
の分布を見ると，北海道西南部・岩手・宮城・山形・福
島・茨城・千葉の一部・新潟・長野東北部・富山西部・
石川北部，島根の出雲の各地であり，これに〔し〕の地域
を加えると，秋田・山形北部・新潟，福島のそれぞれ一
部などがはいる。また，巨〕は青森および福井に集中的
に見られる。
　馬鈴薯は品種の数が多く，この項目では，調査票に
「総称を求める」よう指定してあるが，実際に報告された
ものは，併用の地点でも総称を明記していないものが大
部分であった。あるいは総称というべき表現を欠いてい
るのかもしれない。その削合はカードに記載されたすべ
ての語形を原則として採用したが，特定の品種名である
との注記のある語形でも，それが他の地点にある程度分
布している語形である場合には，これを採用して地図上
に記載した。したがって実際に削除された語形は，ベニ
マル・タルマイモなど特定の品種の名称としてのみあら
われ，しかもその分布が孤立的なものだけであって，そ
の例はきわめて少ない。なお，総称と品種名との関係に
ついては，各地域，各地点ごとに種々の問題がありそう
に思われるが，ここでは触れない。
　馬鈴薯は1598年にジャガダラ（Jacatra）から長崎
に入ったのが最初であり，初めの．うちは普及せず，食用
として盛んに栽培されるようになったのは，明治以降で
あると言われている（r全国農作物栽培分布図説』など）。
また，馬鈴薯の主産地は関東以北の東日本各地であっ
て，西日本ではそれほど盛んではないらしい。甘藷と馬
鈴薯とが共に渡来作物でありながら，その名称の分布模
様がいちじるしく異なっているのは，その普及のしかた
に相違があるからでもあろう。
　なお，この項目では，ZYAG〔g〕AIMO・ZYAG〔～g〕
AI瓢0’・ZYAG〔η〕AIMO　およびBAREISYO・
BAREESY の各語形を〈併用処理〉の対象とし
て扱った。これらは，いずれも174図に記載した語形で
ある。
　まず，174図について述べよう。
この図には，紺を与えたジャガイモ・ジャガタライモ
などの類 榿を与えたバレイショ類，赤を与えたイモ類
を記載した。
　紺を与えた類は，ZYAGAのGの音声に注目して，
それが破裂音〔g〕であるものには縦向きの符号，鼻音〔切
であるものには横向きの符号，入りわたりの鼻音を
伴った〔～g〕にはななめの符号を与えた。．ただし，G〔g〕
には〔Y〕を，G〔～9〕には〔§，～9，石9（6495．88）〕などを，
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?G〔η〕には〔～η，セ（9310．27）〕などをそれぞれ含めて麦
る。これらの分布については，1図（カガミの一G一の音）お
よび2図（カゲの一G一の音）などとも比較してみるべき
である。
　紺を与えた類のうち，凡例のZYAG〔9〕AIMOから
ZAG〔1〕〕EEMOまでをジャガイモ類とし，　ZYAG〔9〕
ATARAIMOからZYANG〔η〕ARAまでをジャガ
タライモ類として，両者の関係を見よう。ジャガタライ
モ類は関東・中部・北陸に集中するほか，西日本各地に
点在する。東北から北海道にかけての地域では，3778．00
のZYAG〔η〕ATARA，4762．44のZYANG〔g〕ARAI一
：MO，4762．77のZYANG〔η〕ARAIMO，4771。92と5703．70
のZYANG〔η〕ARAの各語形以外にはジャガタライ
モ類がなく，また，琉球にもそれがまったく見られない
ととが注目される。馬鈴薯が渡来した当時はジャガタラ
イモと呼ばれていたものが後に略されてジャガイモにな
ったのであろうが，ジャガタライモ類の分布の密度が地
域によって違うことは，各地における馬鈴薯：の輸入時期
の違いと関係があろう。なお，長崎の7360．47にZYA一
：KATAROが，佐賀の7350．96にはZYAK：ATARO
とZYAKAIMOとが併用で，また，長崎の7268．87には
ZYAKI（AAが見られるが，このようにジャガ～のか
にあたる部分がKAである語形の存在は，ジャガタラ
がJacatra（輸入時のこの地名の実際の発音については
問題があろうが）にもとつく語形であることと関係があ
るかもしれない。
　紺の類のうち，主な見出し語形について述べると，ま
ず，ZAG〔g〕AIMO・ZATAG〔η〕ARAIMO・ZAIMO
などのように語頭がZAの語形は，青森・岩手，福島，
石川，愛知，鹿児島，入重山の各地の計23地点に見ら
れる。
　ZYAG〔g〕EEMO・ZYAG〔η〕EEMO・ZAG〔η〕E－
EMOのようにジャガイモの～AI～の部分が～EE～で
あるものは，6527．22・6537．06・6618・46の各地点に見られ
るが，それぞれの内容は〔～Y記＝～，～1〕e’～，～Y庚∋：～〕で
あった。28図「赤い」と比較すると～EE～の地点が非常
に少ないことが注目されるが，これは，ジャガイモがジャ
ガとイモとの複合形であると意識されることやジャガイ
モ類の語形が歴史の新しい外来語である「 ｱとなどと関係
があろ5。なお，176図におけるSACUMEEMOな
どの分布と比較しても，本図における～EE～の地点は
かなり少ない。
　174●・175
　凡例のZYAG〔9〕ATAROIMOからZYAI（ATA－
ROまでの，ジャガタラのうにあたる部分がROであ
る語形は，九州各地と関東の茨城・栃木・東京に見られ
る。「太郎」など，何らかの語形への類音牽引による語形
であるかもしれないが，その分布に，ある程度の地域性
が認められることに注目したい。なお，ZYAG〔g〕A－
TAROOIMOは7248．49に，　ZYAG〔9〕ATAROOは
6296．27と7352．14にある。
　ZYAG〔9〕ATAIMOからZAG〔η〕ATAまでの，～
TA（IMO）の語形は，九州南部に集中するほか，本州中
央部の佐渡・富山・福井・群馬・長野・岐阜・静岡・和
歌山の各地に点在する。ジャガタイモは177図に見られ
るタイモと関連してジャガ＋タイモの意識がはたらいて
生まれた可能性も考えられるが，177図におけるタイモ
の分布と比較するとその見方はいちおう否定される。た
だし，福井の5576．96では，里芋がTAIMO，馬鈴薯が
ZYAG〔η〕ATAIMOであるから，地点によってはこ
のような意識がないとは言えない。
　ZYAG〔g〕ARAIMOからZYANG〔η〕ARAまで
の，～RA（IMO）の語形は，富山および新潟西部に集中
するほか，関東北部および福島・宮城の各地にも点在す
る。
　ZYAIMO・ZAIMOは石川に集中するほか，群馬の
5635．65と滋賀の6535．90にも見られる。このうち，石川
および群馬のものは，付近に分布するジャガラ（イモ）を
ジャ＋カラと意識した結果生まれたのかもしれない。こ
の年立，176図で石川にKARAIMOが見られること
も参考になろうか。もっとも，分布から見て，ジャガタ
（イモ）をジャ＋カタと意識した結果生まれた語形である
ことも考えられる。また，滋賀のZYAIMOは，隣接す
るZYATARAなどとの関係を考えるべきであろう。
そのほか，千葉の5790．64にDAMOがあ．るが，これに
も，ZYAIMO・ZAIMOと関連した符号を与えておい
た。このDA～については，付近に分布するZAG〔1〕〕一
AIMOなどのZA～と関連するところがあろう。語頭
がDAのものは，ほかに5507．09のDAG〔0〕OIMO
があるが，この場合も比較的近くにZA～の語形が見ら
れる。
　次に，紺の類の中で，分布が孤立的で地図上にその位
置を見つけにくいもののうち，これまでに触れなかった
語形について，それぞれの地点を記しておく6ZYA－
G〔g〕OIMO（7427．90），　YATARAIMO（6545．64），
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ZYAG〔g〕ATAREIMO（6548．28），　ZYAG〔g〕ATA－
RE（6575。40），　ZYABAIMO（5623．27）。
　これらのうち，YATARAIMOは隣接するZYA－
TARAと関連があることはもちろんであるが，同時に，
「やたらに採れるいも」という語原意識がはたらいている
と考えられ，その意味で，175図のNOTORO（これに
ついては後に述べる）などと発想の通ずるところがある。
ZYABAIMOはJava（ジャワ島）にもとつく語形であ
ろう。なお，注記によれば琉球ではこの芋が戦後になっ
て輸入され，そのため，共通語を用いたり，1156．89・
1271．20のように適当な回答が得られない揚合があった。
「さつまいも」や「さといも」を示す176図・177図を見る
と琉球各地ではUMU・NN・NMUなどの語形が普
通であるのに，この図ではZYAG〔9〕AIMOが多く，
ZYAG〔g〕AIMUやZYAG〔g〕AUMUがそれ毒見ら
れないのは，こうした事情によるものであろう。
　次に，榿を与えたバレイショ類について述べよう。こ
の類は全国に広く分布するが，琉球その他，この類が見
られない地域もある。バレイショは「馬鈴薯」と書かれる
が，それはこのいもを土から掘り起こしたときの形状が
馬に付けた鈴を連想させるからだという。一説によれ
ば，この語は地名malay（馬来）にもとつくものである
といい，このいもの漢名が洋山芋・洋芋・陽芋などであ
るところがら「馬鈴薯」は和製漢語であるとも思われる
が，これに関しては異論もあるようである。
　バレイショ類は各地で併用で用いられており，多分に
文章語的性格をもつものではないかと考えられるが，福
岡から大分にかけての地域や隠岐などでは，この類が単
用としてある程度まとまって見られるから，これらの
地域では，話しことばとして普通に用いられるのであろ
う。
　なおバレイショ類のうち，BAREICYO・BAREE－
CYO・8ARENCYO・BARECYOOのように語末
がCYO・CYOOである語形は九州北部と中国東部に
まとまった分布が見られるほか，愛媛にもBAREI－
CYO・BARENCYOがある。また，　BAREEZYO
が出雲に2地点9隠岐に3地点，8日目EXZYOOが福岡
の7312．11に見られる。このZYOは，連濁によって
生じたものと言えようが，あるいはジネンジョ（自然薯）
などのジョへの類推が働いて生じたものであろうか。
BAREEIMO。BAREI・BAREEは九州各地に点在
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するほか，広島の6358．87にBAREEIMOが，岡山の
6474．50にBAREEがある。
　これらのほか，バレイショ類の中で分布が孤立的なも
のにつ、・て，その地点を記すと次のとおり。BAREN・
SYO（3751。81・4784．41），　BAREESYA（7432．95），
BARAISYOO（7332．46），　BAROISYOO（7323。84），
BARISYOO（7333．51）。
　赤を与えたIMOは北海道から富山・岐阜までの主
として東日本に分布する。これに関しては，それぞれの
地域のイモ類（馬鈴薯・甘藷・里芋など）の栽培の歴史およ
び実態と密接な関係があると考えられるが，176図・177
図におけるイモ類の分布，および179図を参考にすべき
である。
　次に，175図について述べよう。
　この図における語類のわけ方には，他の図で一般的に
行なった分類の方法とはやや異なった観点を加えてお
り，単に語形が類似するものだけでなく，語形が相互に
かけ離れていても，命名の発想に共通性があると認めた
語形はこれをひとつの類としてまとめた揚々がある。具
体的に言えば，茶を与えた類は，NIDOIMO・SAND－
OIMOなど「収穫回数」に関する類，　SANZYOOIMO・
GOSYOOIMOなど「収穫量」の類のほか，「栽培期間」
を示すかと思われるMICUKIIIMO（6474．83）など，要
するに，「一定期間に穫れる度合が大きい」イモとして命
名したと認めた語形をまとめたものである。榿を与えた
類は「収穫時期」に関する類をまとめたものであるが，こ
れらは分布の上で茶の類と関係があるようなので，両者
に互いに近似の色を与えてある。また，空の類は地名ま
たは入事に関係があるとみなされる語形をまとめた。
　まず茶の類についてみると，このうち，NIDOIMOは
新潟中部以北から北海道西南にかけての地域，および近
畿から四国東北にかけての地域とに集中的に分布するほ
か，：本州中央部・中国の一部・九州東北部などにも少し
ずつ見られる。東北のNIDOIMOはニトイモ（二斗
芋）の有声化した屯ので「＝：度」にもとつく語形ではない
だろうといちお弓疑われるが，その音声内容を見ると，
東北のものは大部分が〔ni～doimo，　nindoimo〕などの
ように入りわたりの鼻音を伴った〔～d〕であるので，
西日本などのものと同じく「二度いも」と解していいと考
えられる。なお，NIDOIMOの地点のうち，宮城北部
では，「年 一度しか穫れない」という注記のある地点が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　174・175
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，いくつかあった。また，山形の4629．43では「二度作る
場合にニドイモと言う」とあった。
　SANDOIMOは東日本の群馬・埼玉・新潟の地域と
西日本の中国から四国北部にかけての地域とにわかれて
広がっており，そのほか，京都・福井・滋賀・三重の各
地にも点々と見られる。この語形は各地でNIDOIMO
と分布が隣接しており，「二度いも」をやや誇張した表現
であるとみられる。群馬南部のSANTOKUI皿0・
SANTOKUはSANDOIMOをやや具体的に言いか
えた表現で，TOKUは「徳」あるいは「得」にあたるもの
と理解されているのであろう。
　秋田・山形に分布するGODOIMOは，大部分のも
のはその内容が〔godo～〕であるから，この〔do〕はトが
語中で有声化したものであって，「五斗いも」と解すべき
ものかと思われる。したがって見出しをGOTOIMO
としても良かったが，内容が〔～to〕のものがまったく見
られないうえ，3740．82・3750．75の内容は〔96doしmo〕で
あったので，いちおうGODOIMOとして出しておい
た。この語形はNIDOIMOの領域の中に分布するこ
とから，土地の人の中には，あるいはこれを「五度いも」
と意識している者がいて，〔～d〕の音が現われたりする
のかもしれない。これに対して7417．22のKUDOIHO
については，この地域は語中の有声化がない所であるか
ら，これは「九度いも」であって，何度も穫れることを誇
張した表現であるかもしれない。しかし，この語形につ
いては，隣接する且UDOIMOとの関係も考慮すべき
であろう。なお，GODOIMOはGOSYOIMOとも
分布が隣接しているところがら，NIDOIMOとGO－
SYOIMOとの混交1こよってGODOIMOが生まれた
とする見方がありうるが，これについては，先に述べた
ように，NIDOIMOの内容に〔～～d～〕が多いのに対し
てGODOIMOの方は〔～～d～〕が少ないという点が疑
問である。
　凡例のSANZYOOIMOからHASSYOIMOまで
は「～纏いも」と考えられる語形である。このうち，GO－
SYOIMOは東北から北海道にかけて分布し，とくに
北海道では殆んどこの語形によって覆われていることが
注目される。このほか富山の5538・49と石川の5555・84
にもGOSYOIMOが見られる。　GOSYOIMOは秋田
などでGODOIMOと分布が隣接しており，先に述べ
たようにGODOIMOは「五斗いも」であると考えら
れるが，そうすると，GOSYOIMOは「五斗」では不自
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然なので，これを「五升」と言い換えたものかもしれな
い。なお，GOSYOIMOのSYOの内容は大部分が
〔∫o〕であるが，青森南部・岩手東部などのものの中には
〔so〕のものもあり，4743．44のものは〔βo〕，0873．94のも
のは〔go〕であった。　GOSYOIMO・GOSYOOIMO
（0894。61）以外の「～升いも」の語形としては，SAN・
ZYOOIMOが福島の5608．16に，　ROKUSYOIMOが
香川の6487．66に，HASSYOOIMO・HASSYOIMO
が兵庫。京都・福井の地域と小豆島とに見られる。
　そのほか，榿1の類の中では，4598．74・5508．19に見ら
れるNASIIMOについて，　NACUIMOの変種とみ
なして符号を与えておいたが，これには「梨」への形・色
などの連想もはたらいていよう。
　緑を与えたキンカイモ類は主として中国に集中する。
103図を見るとこの地方では「はげ頭」をキンカと言って
いるから，馬鈴薯がはげ頭に似ているとみなしてキンカ
イモの命名が行なわれたのであろう。もっともキンカイ
モの語形が先にあって，それがはげ頭の名称に転用され
たとも考えられるが，103図におけるキンカ類の領域の
方が本図のキンカイモよりも広いことから，前者の順序
を採る方がより自然であろう。KINKAは6466・41と．
7317．29に見られるが，このうち後者の地点では103図
でもKINKAである。なお，キンカの語原に関しては
103図の解説を参照されたい。
　次に，地名または人名に関係があるとみなされる空の
類の中で，いくつかの主な見出し語形について述べよ
う。まず，凡例のSENDAIIMOからSEEDAYUU
までは，山梨付近と岐阜北部付近とに集中している。こ
のうち，山梨付近に分布するSEEDAIMO・SEEZA－
IMO・SEEDA・SEEDAYUUについては，甲州の代
官中井清太夫が明和年間にこの芋の普及につとめたこと
から付けられた名であるといわれる（橘正一r馬鈴薯の方
言』など）。ただし，この点に関しては，従来からあった何
等かの語形に，このような民間語原が加味されて生まれ
た語形であるかもしれず，中井清太夫の存在のみがこの
語形を生む要因であったとはかならずしも言えないであ
ろう。岐阜のSENDAIIMO・SENDAIMO・SEN－
ZAIMOは「仙台」の地名と関係づけていい語形かとも思
われるが，193図を見ると福井北部などに庭園の意味での
SENZAIの語形が見え，あるいは「庭に植えるイモ」と
してSENZAIMOの語形が生まれ，それがSENDA－
1MOなどに変化したのかもしれない。また，山梨の
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SEEDAIMOなどとの関係についても，両者の語形の
類似や後に述べる「甲州」に関係のある語形の分布状態な
どから，考慮すべき点があろう。
　ECIGOIMO（6505．58）。CURUGAIMO（3777．48・
3777．86）・NOTORO（6603．52）の各語形は，一応地名
の「越後」「敦賀」「能登」との関係をそれぞれ想定して符号
．を与えてお、・たが，NOTOROは『全国方言辞典』によ
：れば，青森・茨城・名古屋・福井・隠岐。愛媛・高知の
各地で「むやみ」「やたら」の意味で，たとえば，「芋ばか
りノトロに植えた」のように用いるという。『大言海』に
は『塩尻』の「のとろに深入スル者カナ」の例がひかれてい
．る。とすれば，これは，174図の6545．64のYATARA－
IMOと発想の面で共通性があり，さらに，後に述べる
AHOIMO・DARAIMOなどとも通ずるものと考え
るべきかもしれない。なお，CURUGAIMOについて
は，CURUIMOとの語形の類似に注目すべきである。
　凡例のKOOSYUUIMOから　K：00SIMO　まで
は，「甲州」に関係があると思われる語形である。これら
は長野南部から岐阜・静岡・愛知・三重・滋賀などにか
けてまとまった分布がある。そのほか，福島・新潟・富
山の各地や，九州の大分にも点々と見られる。また，
これらは岐阜・静岡・三重・滋賀の各地や新潟などで
KOOBOOIMO・K：00BOIMO・K：00BAIMOなど
と分布が隣接しており，語形の類似から見ても両者はそ
の発生・伝播の上で何等かの関係がありそうである。
1（00SIIMOなどは，分布から見てKOOSYUUIMO
などの変種と思われ，またKOOBOOIMOは，後に
述べるように「弘法大師」と関係づけた語形と考えられる
が・静岡と愛知の県境付近ではKQOSYUUIMO・
KOOBOOIMO・KOOSIIMOが互いに隣接しており，
また，岐阜でもKOOBOOIMOとKOOSINMOが
隣合っていることから，KOOSI～については，あるい
は「孔子」の語原意識が働いているのかもしれない。
　SINSYUUIMOからSINAIMO　までは「信州・
信濃」に関係があるとみられる語形である。これらは，
埼玉西部，岐阜北部，近畿から中国北東部にかけて，およ
び大分の各地に分布する。SINANOIMO・SINA－
NAIMO（7325．84）・SINAIMOは，「支那」にもとつ
くものかとも考えられるが，滋賀付近でSINAIMO
とZENK：OZIIMO（「善光寺」か）とが隣接しているこ
とからみて，「信濃」との関係の方をより重視したい。こ
の点に関しては，「甘藷」「里芋」の各項目を通じて，トオ．
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イモ・カライモ・ナンキンイモなどの名称はあってもシ
ナイモの語形は見られないことも参考にすべきであろ
　う。なお，福島に見られる紺を与えたSUNAIMOは
その内容が〔SUIna～，　s拡na～〕であったが，この地域
の発音の特徴を考えると，これも西日本のSINAIMO
と結び付くものかもしれない。ただし，柳田国男によれ
ば，スナイモは「砂いも」であって，「いかなる土質にも
生育するいも」としての名称とされている。分布からみ
　ると，シンシュウイモ・ゼンコジイモ・シナノイモ・シ
ナイモさらにスナイモなどの類は各地で隣接する傾向が
見られ，相互に関係のあることを想像させる。
　四国東部のGOOSYUUIMOからGOZIIMOま
では「江州」に関係があるものと認め，地名類の色を与え
た。しかし，6487．66にROKUSYOIMOがあるとと
を考えると，これは，あるいは「五升いも」と関係させる
べきものだったかもしれない。
　RYUUKYUUIMOから　ROOKYOIMOまでは
「琉球」と関係のある語形である。176図におけるリュウ
キュウイモ類とは分布が重ならないが，176図の場合と
同様に，．RYU～の語形とZYU～の語形とが隣接し
ていることが注目される。5633．96のROOKYOIMO
は九州のものと分布がかけ離れており，不思議である。
176図「さつまいも」で能登に見られるROOKYOIMO
との関連についても良くわからない。
　KARAIMOは宮城北東部から岩手南部にかけて集
中的に分布するほか，新潟・山形・秋田に点在し，その
ほか千葉に3．地点と福岡の7322．79に見られる。この5
ち，福岡の．ものは「甘藷」との混同によって偶発的に現わ
れたものらしい（176図の解説を参照）が，・東北各地に分
布するもめは178図「さといも」における1（ARATORI・
KARADORIなどとその分布地点が各地で隣接してお
り，これらと何らかの関係があるのではないかと考えら
れる。4706．53のK：AIMOはK：ARAIMOのRAが
脱落したものと思われるが，このような現象は176図
「さつまいも」でも九州などに広く見られるものである。
　ORANDAIMOからSEIYOOIMOまでは，九州
西部，兵庫，滋賀，静岡，および岩手の3795．19に見ら
れる。岩手のものは，内容がウランダエモであった。こ
れらは，174図におけるジャガタライモ類と並行して各
．地に伝播したものと思われるが，岩手のZYAG〔η〕一
ATARA（174図）と本図のORANDAIMOは』1いず
れも東北では孤立している語形であり，それぞれの伝播
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　174・175
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経路について興味がもたれる。なお，ORANDAGA－
RAIMO（7289．31）・IZINGARAIMO（8300．11）の～G－
ARA～はあるいはジャガラ～のガラとも思われるが，
174図を見るとこの地域にZYAGARA～は見られず，
176図「さつまいも」を見るとこの地域に広くKARAI－
MOが分布しているところがら，これらはオランダ＋
カライモ，イジン＋カライモとして命名されたことがわ
かる。つまり，この地域では「さつまいも」がすでに流布
した後に「じゃがいも」が伝播してきたことになる。
　KOOBOOIMOからODAISAMAIMOまでは「弘
法大師」と関係のある語形である。橘正一『馬鈴薯の方
言』によれば「弘法食わずの芋」という伝説にもとつく名
であるという。ひとつには，それ以前からあった何等か
の語形にこのような伝説が加味されて生まれたという事
情があるのかもしれない。4695．19・6418．13のSIKO－
KUIMOは，いずれもコオボオイモ類と分布が隣接し
ており，これは弘法大師の出身が讃岐であるところがら
生まれた語形であろう。しかし，一方「蝋石いも」と解し
て「五升いも」や「入謡いも」などとの関連も考慮すべきで
ある。また，6571．15のGYOOZYAIMOが「行者いも」
であるとすれば，これもKOOBOOIMOなどと共通の
発想にもとつく。
　GOROZAIMOからGOROIMOまではいちおう人
名類として分類したが，確かな根拠はない。これらは新
潟西部から長野北部にかけてまとまった分布が見られる
が，そのほか，佐賀の7330．77にGONSUKEIMO，
山形の473（L45にYAGOROIMOがある。ゴロは馬鈴
薯の形状からきた擬態語であるかもしれないが，同時
に，これらは東北の日本海側の地域に分布するGODO－
IMOとその発生に関して関係があるのではないかと
も考えられる。ただし，佐賀のGONSUKEIMOに
ついては分布から見て，東日本のものと別に考えるべき
であろう。また，紺を与えた類であるが，富山のTEN－
KOROIMO・TENKOROも，分布および語形からみ
て，GOROIMOなどとの関連が考えられる。
　紺を与えた類の中では，．福島を中心とする地方と秋田
とに分布するカンプライモ類（KANPURAIMOから
．AHHWAまで）が目立つ。荒川『外来語辞典』などによ
れば，アップラはオランダ語のaard　appel．（土のりん
ごの意）による語で，高野長英『二物考』に「アールド・
アップルの略言なり」とあ．る。．ただし，この図では，
：KANPURAIMOからK：APPURAIMOまでの語頭
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がK～の語形が多く，APPURAIMOからAHHWA
までの語頭がA～の語形は，宮城南部・秋田。山形な
ど，比較的分布が狭い。APPURAなどがもとの語形
であるとすれば，K～の語形は，付近に分布するKA・
RAIMOとの混交によって生まれたのかもしれない。
しかし，K：ARAIMOのすぐ近くにはむしろA～の語
形が分布する点に疑問があり，あるいは別の要因を考え
るべきかもしれない。なお，AHHWA（4745。27）の内
容は〔aΦΦ‘a〕とあったものである。
　そのほか，紺の類の中でややまとまった分布が見られ
るものには，兵庫東南のAHOIMO，東京西部から埼
玉にかけてのCURUIMO，四国と岩手さらに能登の
5506．68に見られるHODOIMO・HODO・RUDOI」
MO，長野北部のKABITAIMO・KABUTAIMO，
兵庫から島根にかけてのKIRIIMO，岩手東南と青森
東南に見られるNARIIMO・NARUIMOなどがあ
る。これらのうち，AHOIMOは「馬鹿のように沢山穫
れるいも」の意かと思われるが，岐阜北部のDARAI－
MO（5567．46）や隠岐のDARAZUIMO（5472・91）もこ
れと共通の発想によるものと考えられる。r全国方言辞
典』によれば，岐阜県吉城郡・島根県八束郡その他の地
方でダラをrばか」の意で用いるといい，5567・46の注記
にも「年に2回も穫れるのはこのイモだけでダうみたい
だから」とあった。
　HODOIMOなどは，ホド（イモ）というマメ科の植
物の名を，ナス科の馬鈴薯の名称に転用したものであろ
う。
　KABITAIMO・KABUTAIMOはポルトガル語の
カピタン（capitao）にもとつく語であると考えられる。
　NARIIMO・NARUIMOは癩病の隠語ナリにもと
つく語形ではないかと思われる。馬鈴薯の表面がこの病
気の外見上の特徴を連想させるのであろう。
　最後に，茸5図に記載した語形のうち，これまでに触
れなかったもので分布が孤立的な語形について，それぞ
れの地点を記しておく。
　茶の類　NIDOMO（5575．00），　NIDOSYU（聞54。
88），NISAK：UIMO（5584．22，5594．02），　GOTOOIMO
（4629．43），　HYAI（UIMO（6552．46）。
　緑の類　KINK：YAAMO（6455．27），　K：INK：AIMU
（6389．56），KIGAN，IMO（6472．05），．SANDOqIN一
．KA（6436．57）。．．、
　空の類．SAPPORAIMO（5585．09），　KANTσIMO
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（6482．75），ISEIMO（6551．20），　ISEMO（6584．90），
HASEIMO（6408．15），　BINGO（6415．78），　TAKE－
SIMA（6496．56），　K：YUUSYUUIMO（4772．48，4782。
04），K：ISUIMO（4760．54），HYUUGAIMO（6563．84，
6583．19），SAGARAIMO（4691．82），　TOOIMO（7279．
93），TOOZIN，IMO（6458．26），　KAREEMO（4725．
68），KARAKANBO（7391．94），　NANK：IMO（6574．
06），HEEROKUIMO（6629．98），　DANSYAI（U
（5628．23）。
　紺の類　ANZUIMO（6485．46），　NMEIMO（6591．
81），ARERO（7374。15），　CUK：UNEIMO（7303．38），
CYOROIMO（7323．17・7335．34），　HACIRIIMO
（4589．83），HOONEMO（5614．62），　HOONENBOO
（5614．24），KACUKIIMO（5565．55），　KACCUKI
（5566．95），MEKURIIMO（6445。11），　OKIADAIMO
（7391．01），SIROIMO（5557．42），　SYODOIMO（7403．
86），SYUDOIMO（3734．42），　WASEIMO（4697．92），
HAYAIMO（5566．35），　ZUZUIMO（7412．71）。
　これらのうち，SAPPORAIMOはHOI（K：AIDO－
OIMOと分布が隣接していることから，これには「札幌
、・も」の意識がはたら、・ていよう。また，KARAKA－
NBOは，176図「さつまいも」を見るとこの地点がKA－
RAIMOとKAIMOの併用であって，そのやや北方に
KANBOが見られるから，これは，　K：ARA＋KIANBO
として命名されたものであろう。ZUZUIMOは「数珠
いも」であって，これを掘り起こしたときの形状を表わ
したものかもしれない。
176．さつまいも（甘藷）
　全国を大観すると，東と西とでは分布の様相を異に
し，東日本から西日本の一部にかけては，榿を与えたサ
ツマイモ類が広く一様に分布しているのに対して，西日
本では，比較的分布が複雑である。このような分布の傾
向は，180図「かぼちゃ」などの乗合にも見られるが，こ
れは，甘藷と南瓜とがともに外来の作物であり，しかも
日本への伝来の時期が近接している上に，当初は西日本
で栽培していたものが次第に東日本にも及んだという点
で，両者が似た歴史をもつため，などに由来するもので
あろう。なお考えるべき問題である。
　全体的に方言量はそれほど多くないので，もっとも広
く分布するサツマイモ類については音声の変種をある
程度まで詳しく示してある。ただし，IMO，～IMOが
（～）イモと（～）エモなどをまとめたものである点につい
ては17 図・175図や177図・178図と同じ扱いをして
ある。また，本図においてく併罵処理〉の対象とした語
形はSACUMAIMO・SACiMAIMO・SACIMAI－
MO・SACUMEEMO・SACUMEMO・SACUMY－
AA ・SAZUMAIMO。SAZiMAIMO・SAZI－
M IMO・SAZUMEEMO・SAZUMEMO・SAZ一
重MEMOおよびK：ANSYOである。なお，本図は，
174図・175図「じゃがいも」，177図・178図「さといも」，
179図「イモの意味」，180図「かぼちゃ」などと，たがい
に関連する部分があるので参照されたい。本図の見出し
語形の中に，馬鈴薯や里芋の項目にも見られるものがあ
り，それらには各図で共通の形の符号を与えてあるが，
内容は174図・175図「じゃがいも」の解説を参照された
い。
　ほかに，本図のOI（AIMOと177図のOGAIMOに
も共通の符号を与えた。
　この項目では，「総称を求める」よう指定してあった
が，地点によっては，各種の品種名を注記として記入し
たものがあった。それらは原則として採録しなかった
が，削除した品種名にはアメリカイモ・シジュウニチイ
モ・ゴコクイモ・ゲンキ（ゲンジ・ゲンチ）イモなどのほ
か，カライモ・トオジンイモなど，他の地点では総称と
して分布しているものもあった。また，島根の5472．34
では，薄赤の芋がSACUMAIMO，白い芋がKYU－
USYUUIMOであるとあったが，この地図に登載され
ている語形の中にも，このように，特定の品種を指すも
のが，ほかにもあるかもしれない。
　サツマイモ類のうち，主な見出しについて，その内
容と分布とを述べる。サツマイモのツにあたる部分が
ZU・ZI・ZI・ZYUのように有声化している語形は
べた符号で示したが，その分布は，北海道西部・東北各
地・関東の茨城から千葉北部にかけてなどであり，これ
を28図「あかい」のカの有声化地域などと比較すると，
その領域がほぼ一致している。
　サツマイモのツにあたる部分についてはCU・ZU・
CI・ZI・CI・ZI・ZYUをそれぞれ分出したが，それ
ぞれの内容は，cuが，〔tsα1，　ts戯，　tsu，　ts，　tsu・
tUI〕など，　ZUが〔dUUI，　dz菰，　z蔵〕など，　CIカミ〔tSi，
tsi，　t∫i〕，　zIが〔dzL　d3i〕など，　CIが〔可i〕・zIが
〔d3i，3i〕，　ZYUが〔d3UI，5m〕などである。　このう
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ち，CUの部分の内容が破裂音〔tUI〕と表記されたもの
は，新潟の5614．68のほか，北海道に6地点みられる。
また，〔tSu〕のように摩擦音が弱いと表記されたものは，
伊豆の利島（6667．81），三重（7513．15），滋賀（6505．60），
奈良（6583．93，6593．30）の各地点のほか，高知にも4地
点みられる。そのほか，青森の2783．73のSACiMAI－
MOのCIの内容は〔tsi〕，山梨の6603．52のSACU－
MAのCUの内容は〔t皿〕であった。また，　ZUには
〔dz菰〕などのように，子音部分に短い鼻音が認められ
るものをも含めた。これは岩手に集中的に分布するが，
山形西部にも2地点見られる。これに対し，青森の
3704．57の〔sant誼maしmo〕はSANCiMAIMOとし
て逸出した。
　サツマイモの～ai～の部分が～EE～，～E～，
～YAA～となっているものについてその内容を述べる
と，～MEE～は〔me：，　mε：，　m劉〕などをまとめたも
のであり，～ME～の内容は〔ε〕，～MYAA～の内容
は〔mla：〕であった。また，　SACUMEEMOの内容の
うち，兵庫のもののその部分はすべて〔mε＝〕であり，愛
知と岡山のものは，〔m紀：〕であった。連母音aiがEE・
E。YAAとなる現象について28図「あかい」と比較す
ると，愛知，．兵庫・岡山における～EE～の分布につい
ては比較的一致するが，東北各地から関東各地にかけて
本図に～E～または～EE～がほとんど見られない点，
また，本図では～YAA～が非常に少なく（兵庫の
6407．28，山梨の6605．84のみ），～AA～がまったく見ら
れない点などで，両図にいちじるしい相違がある。形態
素の切れ目の有無などが関係しているかもしれない。
　凡例のSACUMAから（0）SA（C）CU（U）まではサ
ツマ類として一定の符号を与えたが，これらのうち，
（0）SA（C）CU（U）は〔osatsul〕〔sats田〕〔sattsul＝〕な
どをまとめたものである。
　次に，空を与えたカライモ類・トオイモ類は，奄美以
北の九州各地から，四国・中国のそれぞれ一部にかけて
分布し，さらに，近畿や北陸の石川および入丈に点々と
見られる。カライモ類とトオイモ類とは，あるいは別品
とすべきであったかもしれないが，両者とも「唐」の文字
を介した語形であり，しかも相互に分布が隣接している
ので，いちおう同類として同じ色を与えておいた。
　カライモ類とトオイモ類とはそれぞれの領域をもって
おり，そのうち，トオイモ類は九州北部から山口西部に
かけて集中しているが，そのほか，四国北部から中国南
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部にかけての地域と，屋久島・奄美にも見られる。な
お，カライモ類のうち，いくつかの見出し語形について
は，後に述べるところがある。
　トオイモ類の中では，TOOIMOとTOIMOがそれ
ぞれの領域を有する。6471．99のTOOZIN’IMO，
6463．73のTOZIN，　IMOは「唐人いも」であろうか。ま
た，奄美北部のTONは「唐いも」であると考えて分類
してある。なおこの地点の「いも」の語形については177
図「さといも」を参照されたい。
　緑を与えたりュウキュウイモ類は，凡例のRYUU－
KYUUIMOからRINKIIMOまでの語頭がRの語形
と，ZYUUKYUUIMOからZIK：UMOまでの，語
頭がZの語形とに大別し，後者には大符号を与えた。
R～の語形とZ～の語形とは，それぞれの語形について
分布が隣接しており，ZYUUK：IIMOはRYUUK：1－
IMOの近くに，　ZIKIIMOはRIKIIMOの近くに
見られる。また，佐賀の7249．95では，RYUUK：YUUI－
MOとZYUUK：YUUIMOとが併用されている。
　以上に述べた各類および赤を与えたイモ類以外の語形
には，一括して紺を与えた。それらのうち，KYUU－
SYUUIMOからTENZIK：UIMOまでは，地名に関
係があると認めた語形である。KYUUSYUUIMO
（5472．34）。KYUUSYUIMO（6403．60）・K：YUUSY－
UU（7523．30）は，いずれも九州を離れて分布する。　NA－
GASAKIIMOは福岡の7342．10に，00MURAIMO
は壱岐の7208．97に，また，GOTOOIMO・GOTOIMO
は，それぞれ，島根西端の6356．98と周防大島の7309．61
とに見られる。00MURA～およびGOTOO～・GO－
TO～は，それぞれ，長崎県の「大村」「五島」であると考
えて符号を与えておいたが，あるいは別の語原であるか
もしれない。また，「日向」に由来するとして符号を与え
たHYUUGAIMO，　HYOOGAIMOは，いずれも徳
島に隣合って分布する。そのほか，NAGOYAIMOが
岐阜の5568。92に，TENZIKUIMOが香川の6485・30
に見られる。TENZIKUIMOは別として，国内地名
と関係のある語形は甘藷自体の伝播経路を暗示する揚合
があると思われる。ただし，命名者の意識がかならずし
も事実を反映するとは限らないことに留意しなければな
らない。
　凡例のHACIRIからHACCYANまでは，長崎南
部に集中するが，五島のHACI（NO）IMOはやや孤
立している。焼芋を栗（九里）に近い味であるとして入里
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半と称したり，「栗より（九里四里）うまい十三里」などと
言ったりすることと関連させれば，これらも「八里」に由
来する語形と考えられるが，一説によれば奄美のHA－
N鏡などと関係がある語形であるという（橘正一『方言
読本の。
　：KOOKOOIMOからK：OIK：OIMOまでは対馬に見
られる。冒綜合日本民俗語彙』によれば，姜啓賢の『甘藷
譜』に対島の甘藷の記事がみえ，「土名古古伊江」とある
とい5。
　CURUIMOは四国西南に9地点，またBOKEIMO
は四国北東から和歌山にかけての計5地点に見られる。
なおCURUIMOは175図にも見られるが，そちらで
の分布は，東京西部から埼玉にかけての地域である。
　SATOIMO・ENOIMO・KOIMOは，鳥取・広島
および佐賀・長崎の各地に見られる。これらは，「さとい
も」の項目に関する報告が誤って紛れ込んだのではない
かと疑われもしようが，177図・178図と対照すると，そ
の疑いはいちおう消える。おそらく，これらの地域では，
なんらかの事情で，甘藷と里芋との名称の混同が起きて
いるのであろう。その理由のひとつとして，広島と岡山の
県境付近で，甘藷と里芋との名称が類似の語形であるこ
とがあげられる。すなわち，178図を見ると，この地域は
ズイキイモ類の領域の西端にあたり，本図におけるZY－
UUKIIMO・ZIKIIMOと接近している。こ5した事
情が背景にあって，そこに隣接地域から里芋を意味する
SATOIMO・ENOIMO・KOIMOが新たな語形とし
て進出してきた際，それらを，誤って甘藷を指す語とし
て受け入れたのではなかろ弓か。これを裏付けるもうひ
とつの根拠は，緑を与えたZUII（IIMO（6452．83）の存
在であって，これが甘藷の名称となった時点に，混乱の
発端があると言えようか。なお，6422．77ではく里から
苗蔓が来るからサトイモという〉との注記があった。
　ただし，福岡と佐賀のSATOIMOの存在理由につ
いては，178図で，付近にズイキイモ類が見られないこ
とから，先の推定をあてはめることは困難である。これ
については，178図で福岡北部に見られるKAIMOと
本図におけるKARAIMOとがその領域を接している
ことなどに，混乱の一因がありそうに思われる。178図
によれば，福岡の7312．69，7321．87，7333．51では里芋を
：KARAIMOと言っており，これは，先のSATOIMO
の例とは逆に，本来は甘藷を指していた語形が誤って里
芋の名称として用いられた例ではないかと考えられる。
　CINNUKUは沖縄に2地点（1250．59，1251．73），宮
古に1地点（2151．51）ある。178図でこれらの；地点の語形
を見ると，沖縄の上記2地点がNMU，宮古のものが
NNであり，しかも，その周囲ないし，その近くに分布す
る語形がCINNUKU（沖縄）またはHHUCiNNAKU
（宮古）であるから，これらの地点については，調査後の
整理段階で，甘藷と里芋の名称が誤って逆に記録された
恐れも考えられる。しかし，甘藷と里芋の名称が混同さ
れて使われているとみられる実例が各地にあるわけで
あるから，この場合も，その一例とみて良いのかもしれ
ない。
　KANSYOは，栃木，島根・岡山，愛媛，福岡・熊
本の各地に，いずれも併用として点在し，KANCYO
（0）は熊本西部の3地点に，やはり併用として見られ
る。そのほか，〈併用処理〉の対象として除去したKA－
NSYOが全国（新潟から熊本までの地域）で20地点近
くあった。一般には，KANSYOは文章語的性格をも
ち，特定の場で用いられる傾向があるのではないかと思
われる。なお，見出しをKANCYO（0）としたもの
のうち，7381。38がKANCYOOで，他の2地点は
K：ANCYOであった。
　凡例のHANsiからHANUSUまでは奄美に集
中するが，これらはKANSYOと同じく「甘藷」の字音
にもとつく語形ではないかと考えられるが，宮良当壮
r採訪南島語彙稿』その他によれば，漢名「蕃薯」の中国大
陸南部や台湾などにおける音のハンツーに由るものであ
るといい，いずれとも決めがたい。これらは，いずれも
単用として現われているから，この地域では，木土のカ
ンショとは違って，これらを話しことばの中で普通に用
いるわけである。
　A（K）KONからANGAAまでは入重山に見られ
る。『採訪南島語彙稿』によれば，「赤芋の義」であるとい
う。
　YANは徳之島に，　YAMUNは沖縄北部に見られ
る。これらは「山芋」にもとつく形ではないかと思われる
が，そうであれば，これも，他の芋の名称と混同，ない
し，それを転用した例ということになろ5か。
　次に紺を与えた語形のうち，これまでにとりあげな
かった分布が孤立的なものについてその地点を記
しておく。　AMAIMO（5555．84），　HAMANOIMO
（6423。23），MESIIMO（6471．59），MUSIIMO（7430．80），
TAISYUUIMO（7317．29），　OK：AIMO（7500．43）。な
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お，HAMANOIMOには「この地方では作らず，弓浜
半島の砂地で作るから言う」との注記があったが，そう
すると，これも地名に関係のある語形の一種と言えよう
か。
　最後に，赤を与えたイモ類は，千葉，石川を束限とし
て，主として西日本に分布する。琉球に見られる各種の
語形のうち，2072．20のUNTIのTI以外は，すべ
て本土のIMOにあたるものであろうが，これらのう
ち，UNの内容は〔UN，　u13，？um，？N〕であり，NN
の内容は〔？ml，2mm，　m：，　mm〕である。なお178
図をも参照されたい。
　IMOの領域について，本図と178図「さといも」とを
比較すると，九州北部，奈良，石川などで，両者のIMO
が接触ないし衝突することがわかる。熊本の7363．85で
は，甘藷がIMOまたはK：ARAIMO，里芋がIMO
である（ただし，179図を見ると，この地点では，イモが
「里芋を意味する」となっている）。なお，イモ類に関し
ては，178図および179図の解説で，とくに述べるとこ
ろがある。179図を見ると，当然のことであるが，同図
でイモを「甘藷を意味する」地域が本図におけるIMO
の分布より広く，とくに，奄美や，茨城海岸部，新潟な
どで，「甘藷を意味する」地点が多いことが注目される。
　次に，全国を大観し，大まかにではあるが各類の歴史
について考えられるところを述べておこう。
　本図では，周圏論的分布を示していると確言できる語
類はなく，したがって，分布から各類の歴史を推定する
ことは，きわめて困難であると言わざるをえない。ま
た，甘藷のように，物自体が各地に飛火的に輸入された
可能性があるものについては，地図の解釈に際して，
〈地域連続の原則〉を適用できない埋合がありうること
に留意しなければならない。また，イモ類は，その分布
が各地における「いも」（馬鈴薯・甘藷・里芋など）の栽培
の実態と密接な関係があると考えられるから，その歴史
的位置について他の語類との比較を行なうことは，いち
おう避けるべきであろう。ただし，イモ類の分布は，他
の語類についての歴史を考察する際に，当然参考にすべ
きものではある。
　甘藷は，1605年に中国福建省から琉球に渡来したと
もいわれ，『全国農作物栽培分布図説』によれば，1615
年にフィリッピンから琉球を経て長崎の平戸にもたらさ
れたという。また，『古事類苑』によれば，r大和本草五』
などに，「元隷（注1688～1703）ノ末，琉球ヨリ薩州二丈
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ル」の記事が見える。また，1734年頃，青木昆陽が薩摩
から江戸に甘藷を取り寄せ，幕府の奨励で各地に普及さ
せた事実はよく知られている。r物毎称呼』には，「畿内
にて，りうきういも，東国にて，さつまいも，肥前にて，
からいも」とある。これらの事実と全国の分布とを併せ
考えると，甘藷は本土部については西日本一帯にまず普
及し，その時の語形はカライモ・トオイモ類，リュウ
キュウイモ類などであったが，その後，江戸に取り入れ
られたサツマイモ類の語形が甘藷栽培の波に乗って東日
本各地に普及し，ついに西日本の一部にまで及んだとい
うことになろうか。東日本各地のうち，岩手・宮城・山
形・福島・新潟・栃木・群馬・埼玉・長野のそれぞれ一
部では，甘藷をほとんど作らない，または比較的最：近に
なって作るようになったという地点がいくつかあった。
これに対して，隠岐の5472．91では，「村誌によれば文
化三年（注1806年）に渡来」したとの注記があった。これ
らの情報も東西における甘藷栽培の歴史の違いを反映し
ていると思われる。
　『近世上方語辞典』によれば，文化・文政頃までは，上
方ではリュウキュウイモと呼ぶのが普通であったという
から，近畿一帯にリュウキュウイモ類などがある程度広
がっていた時期があり，それが東日本から逆流したサツ
マイモ類の名称に駆逐されたものと考えてよかろう。能
登や6515．24に見られるりェウキュウイモ類は，往時
の残存のように見える。また，石川，兵庫・大阪の各地
に点々と見られるKARAIMOも，近畿を中心に広
がったものの残存のように見えるが，文献では上方でカ
ライモが用いられた例がいま見あたらない。
　カライモ・トオイモ類とリュウキュウイモ類との先後
関係については，分布からは判然としない。しかし，琉
球に甘藷が渡来した時期には，それをリュウキュウイモ
と呼んだとは思えず，その時には，あるいは，カライ
モ・トオイモなどにあたる何等かの語形であったのかも
しれない。とすれば，甘藷が琉球を経て本土に上陸した
時点では，やはり，カライモまたはトオイモであって，
たとえば長崎などで，それをリュウキュウイモと言いか
えたのではないかとも考えられる。現在，佐賀・長崎な
ど九州北西部で，カライモ・トオイモ類とリュウキュウ
イモ類の両類が，やや混然とした形で分布しているの
は，その間の事情を物語るものであろうか。空の類と緑
の類とは，中国・四国さらに石川や入丈などでもその分
布が隣接しており，このことは，カライモ・トオイモ類
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とリュウキュウイモ類とが互いに密接な関係を保ちつつ
各地に伝播したことを思わせる。なお，サツマイモ・
キュウシュウイモなど，地名に関係のある語形は，当該
地をかなり離れた地域に分布する傾向が見られ，九州南
部にリュウキュウイモ類が見られないのは，そこが琉球
に地理的にもあるいは文化的・社会的にも比較的近いこ
とと関係があるのかもしれない。
　次に，それぞれの類の中の主な語形（またはグループ）
について，その歴史を検討しよう。
　まず，サツマイモ類の中では，凡例のSACUMAか
ら（0）SA（C）CU（U）までのサツマ類が，江戸を中心
として広がった比較的新しい勢力のように見える。ただ
し，これらは富山，三重，和歌山の各地にも点々と見ら
れ，北は岩手南部に及んでいるが，各地で独自にサツマ
イモのイモ部分を省略して呼ぶこともありうることを考
えると，これらのすべてが江戸のサツマ類につながるも
のであるとは言えない。
　空を一与えた類の中で，カライモ類とトオイモ類とはど
ちらが古いであろうか。これについて，それらが分布す
るすべての地域についてあてはまる結論を出すことは困
難である。しかし，九州北部から山口西部などにかけて
分布するTOOIMO・TOIMOは，その地域のどこか
でカライモをトオイモと言いかえたものが広がったよ
うにみえる。175図・178図を見ると，福岡の7322．79
では馬鈴薯をK：ARAIMOと言い，同じく福岡の
7312．69・7321．87。7333．51では里芋をKARAIMOと
言っている。この地域で甘藷をカライモからトオイモに
言いかえたとすれば，それは，甘藷を馬鈴薯や里芋と混
同することを避けようとする現われであるのかもしれな
い。
　カライモ類のうち，KAIMOが鹿児島に18地点みら
れるが，これは，KARAIMOのRが脱落し，8333．03
にみられるKAAIMOの形を経て生じた語形ではない
かと考えられる。
　KANMO・K：ANBO・KANPOは，その語形およ
び分布からみて相互に関連する部分が大きいと思われ
る。K：ANMOは熊本東部の7394．60に，1（ANBO・
KANPOは天草付近に見られるが，そのほか，伊豆の
入丈にもKANMO・KANBOがあるので注目され
る。KANMOは，対馬の6296．27にTOIMOとTO－
NMOとが併用で見られることとも関連して，　K：AIMO
と密接に関係のある形とも考えられるが，あるいは，付
近に分布するKANSYO・KANCYOのKANと関
係があるかもしれない。入丈に分布するものの伝播経路
は明らかでない。甘藷以外の西日本にみられる語で入丈
にも分布するものと関連させつつ検討する必要があろ
う。
　リュウキュウイモ類のうち，語頭がR～の語形とZ～
の語形との関連については，前者が，それぞれの地域で
後者へ変化したものであろうが，それらの地域でR音＞
Z音の現象が他の語についても広く存在するかどうか
は，かならずしも明らかではない。広島に分布するZ～
の語形については，むしろ，178図との関連が考えられ
る。すなわち，178図では，中国東部から北陸にかけて
ズイキイモ類が分布しており，その中には，ZUUKI－
IMO・ZIIKIIMOなど，本図におけるZ～の語形と
類似のものが見られ，しかも，それらが，島根・広島と
鳥取・岡山との県境付近に，相接する形で分布してい
る。この事実から推して，甘藷のリュウキュウイモ類が
里芋のズイキイモ類と接触したときに，とくにその中の
ZUUK：IIIMO・ZIIKIIIMOなどの影響を一部に受
けて，RYUUKIIMO＞ZYUUKIIIMO・RIK：IIMO＞
ZIK：IIMOなどの変化を起こしたのではないかと考え
られる。ただし，九州北西部のZ～の語形については，
178図で付近にズイキイモ類が見られないから，これら
は，地域的なR音：Z音の音声傾向によるものかもし
れない。
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177．さといも（里芋）一その1
178．さといも（里芋）一その2
　この項目は方言量が多く，また分布が錯綜しているの
で，これを2枚の地図に分けた。177図には，最も広い
地域に分布するサトイモ類と，それと発想の面で関係が
あると認めた各語類および赤を与えたイモ類を掲載し，
178図にはそれ以外の語類・語形を掲載した。なお，こ
の項目は174図・175図「じゃがいも」，176図「さつまい
も」および179図「イモの意味」などと相互に関係がある
が，そのうち，174図～176図との間に見られる共通の語
形については，符号の形を統一してある。具体的には174
図・175図の解説を参照されたい。また図に用いたアー
ク印のうち，とくに符号の下側に付けたものの意味につ
いては本解説のくはじめに〉に説明してある。この項目
　　　　　　　　　　　　　　　　　176●　177●178
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ではSATOIMO・SADOIMOを〈併用処理〉の対象
とした。．
　里芋には品種の数が多く，調査票には総称を求めるよ
う指示があるが，それぞれの種類の名称を併記して総称
を指定していない地点も多かった。その場合はそれぞれ
の品種の名として報告されたすべての語形を採用した
が，総称を明記してある地点の非総称語形についても，
それが他の地点で総称もしくは総称指定のない各品種名
として採用されている語形である場合には，それを採用
して地図に掲載した。したがって本図に掲載した語形の
うち併用として現われるものの中には特定の品種名であ
るものが含まれていることに注意されたい。単用の地点
ではそれが当然総称の性格をもつものと考えられるが，
地域あるいは時代によっては，その語形が特定の品種を
指す場合がありうることにも注意すべきである。なお，
本図に掲載しなかった語形は特定の品種名としてのみ現
われる語形ということになるが，それらは全部でおよそ
20語ほどであり，その詳細はr日本言語地図資料』に記
録してある。
　この項目は絵を見せてその名称をたずねたものである
が，被調査者がその絵のどの部分に注目して答えたかに
ついては地点によって差があるように思われる。地点に
よっては，葉や茎を含めた「植物全体はA語形，そのう
ち芋を指すものはB語形」とか，「親芋はC語形，子芋は
D語形」などと答えるものがあり，そのような場合には
それらのいずれをも採用して，A・BもしくはC・Dの
併用として地図に掲載したが，茎や葉だけを指す特別の
名称であると注記のあるものについては，これを採用
しなかった。
　まず，177図について述べよう。
　榿を与えたサトイモ類は全国に広く分布するが，東北，
北陸から近畿にかけて，中国の一部，四国，九州中央部，
沖縄以南などに，このi類が全く見られない地域が目立
つ。里芋は山芋などに対して里で栽培するイモとして命
名した語形であると思われるが，しかし，古くは里芋を
単にイモと呼ぶことも普通であったと考えられる（179
図「イモの意味」参照）から，サトイモの名称が全国に広
がった時期については，とくに，甘藷や馬鈴薯のわが国
への伝来ないし普及した時期と関連するところが大きい
と思われる。また，サトイモが標準語の性格を与えられ
たのは，江戸を含む関東各地にイモ・サトイモのほか他
に有力な語形がないことによるものであろう。
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　空を与えたタイモ類は北陸から近畿および中国・四国
にかけての地域に広がっているほか，岩手にTAHODO
がある。タイモは「田芋」であって，本来は田に植える芋
として命名されたものであり，サトイモと同様に山芋に
対してそれが栽培植物である点に注目しての呼称である
と思われる。この類は多くの地点で単用として現われて
いるから，その大部分は総称的な性格をもつものであろ
う。分布から見て，タイモは近畿を中心に広がった比較
的新し、・勢力のようである。岩手のTOHODOは175図
に見られるHODOIMO・HODOと関連があるが・ホ
ドイモは本来は馬鈴薯ではなくマメ科の一種の芋の名で
あったようであるから，これは田に栽培するホドイモと
いう意味であろう。
　紺を与えたものには種々の類を含めたが，このうち，
凡例のHATAIMOからK：AITOIMOまでは畑などに
関連のある語形である。HATAIMO・H：ADAIMOと
HATAKEIMO・HADAGEIMOとは，宮城南部など
から福島にかけて，新潟中部，岐阜から福井や滋賀など
にかけての3地域に各地で相互に隣接しつつ分布するほ
か，和歌山にも且ATAKIEIMOがある。　HWATE－
EUMUは奄美の喜界島にあるが，これはHATAKE－
IMOに対応する語形と考えられる。なお，四国ケとハ
タの分布については本集188図を参照されたい。また
KAITOIMOは静岡にあるが，　r全国方言辞典』によれ
ば，「かいと」は「畑。居宅に近い畑。」の意味で，長野・
静岡・三重で用いられているという。
　山形のOGAIMOは「岡イモ」であるかもしれないが・
そうであれば，これはTAI皿0や178図MIZUIMOな
どに対する特別の品種の名に由来するものであろう。
　ZIIMO・ZIIIMOは岐阜南部から愛知北西部にかけ
ての地域と四国東部との2地域に見られるが，漢字をあ
てれば「地誌」であろう。CUCIIMOからZOIMOまで
は一類と認めて符号を与えた。このうち，CUCIIMO
は兵庫・大阪・和歌山に，DOROIMOは近畿中央部と
徳島，福岡に見られるが，分布および意味の類似から見
て両者は密接に関係するものであろう。また，CICIIMO
は新潟と千葉に計3地点見られ，DOIMOまたはZOI－
MOが兵庫と大分にある。　CUCIIMO・DOROIMO
はそれぞれ「二三」「山芋」であると思われ，DOIMOも
おそらく「三二」であろう。分布から見て・DOIMOの
語形がまずあって，それをCUCIIMOさらにDORO－
IMOと言い替えたものかもしれない。
一51一
　もっとも，ジイモ・ドイモを「地面や土に作る芋」とす
るのではあたりまえにすぎ，これが里芋の名称にのみ現
われるのはおかしいから，これらは，あるいは「その土
地本来の芋」「土着の芋」などの意味であって，後に述べ
る，赤を与えたマイモ。タダイモ・ホンイモなどに発想
の面で通ずるものかもしれない。この揚合，ZIIMOが
MAIMO，　TADAIMOなどと各地で接していること
も，この推定の根拠となりえよう。「地酒」「土人」などの
語の存在が参考になろうか。
　新潟と千葉のCICIIMOの内．容は〔t∫it∫iしmo，　t∫t∫i－
emo〕であったが，　CUCIIMO「と地域的に関連のないと
ころがら，あるいは「甘雨」であって，親芋を言いかえ
た，あるいは子芋に対して命名したものかもしれない。
ただし，ハハイモなどの語形が見当たらないことに疑問
が残る。
　IEIMOからENAIMOまでは「家芋」「家の芋」に
もとつくと思われる語形である。『時代別国語大辞典上
代編』によれば，『本草和名』に「芋，家面心，以｛鄭以毛」
とあり，『和名抄』に「芋以倍乃伊毛」の例が見られるから，
これらは歴史的にかなり古いものを受け継いでいると
言える。これもサトイモなどと同様に山芋に対して人
家の近くで栽培する点に注目しての呼称であろう。
この類の中ではENOIMOが多いが，　ENUIMO・
ENEIMOが五島に，　ENAIMOが広島北端に見ら
れ，これらはENOIMOなどの変種と考えられる。新
潟のYONOIMOもイエノイモにもとつく形であろう
か。なお，家屋の名称については191図を参照された
い。
　EGUIMOからNEBAIMOまでは，形容詞「えぐ
い」と直接，間接に関係があるとみられる語形である。
『広辞苑』の「えぐいも」の項に「サトイモの一品種。子芋
を多く生ずるが，塊茎・葉柄ともに味はえぐい。」とあ
る。この類のうち，中国から四国，和歌山にかげて分布
するものにはEGUIMo・IGUIMOなど第2音節が
GUのものが大部分であり，北陸から岐阜や新潟などに
かけてのものには，EGOIMO・IGOIMO・EGA亙MO
など，第2音節がGOまたはGAのものが多い。おそ
らく「えぐい」を意味する語形にイグイ・イゴイ・エゴ
イ・エガイなどの変種があって，それが里芋の名称に反
映している面があるのであろうが，形容詞「えぐい」の地
理的分布はいま明らかでない。なお，五島のEGURI－
IMOは動詞「えぐる」による語形であると考えられる
が，「えぐる」は『全国方言辞典』に「あくで喉がいらっ
く。えぐい感じがする。長崎県五島・対馬」とあるから，
これもエグイモ類と認めてよい。香川のNEGUIMO，
福井と滋賀のYOGOIMO，福井のNIGAIMO，富山
のNEBAIMOなどは，それぞれ，近くに分布する
EGUIMO，　EGOIMO，　EGAIMOなどの変種であ
ると思われるが，同時に，NIGAIMO・NEBAIMO
には，それぞれ，「苦い芋」「ねばねばした芋」の語原意識
がはたらいていよう。なお，岩手のNURAIMOは「ぬ
らぬらした芋」の意であろうが，分布からみてこれはエ
グイモ類と無関係であるかもしれない。語形もかなり違
う。兵庫のEBIIMOも語形と分布からエグイモ類と
何らかの関係があるとみなして分類したが，これも，ある
いは「海老」などと関係のある語形であるかもしれない。
　赤を与えたイモ類の領域は，179図において里芋を意
味する地域とかなり一致している。この地域では，甘藷
や馬鈴薯が侵入しても，依然として里芋こそ本来のイモ
であると思っているのであろう。MAIMO。HON’1－
MO。TADAIMoなどは，それぞれ，「真のイモ」「本
来のイモ」「只の（普通の）イモ」といった意味の語形であ
ろうが，このような語形にも，土地の人の里芋についての
意識が反映していて面白い。沖縄のMAAMU，奄美の
ANもMAI麗0にあたる語形であると考え’て符号
を与えておいた。なお，文献によればイモは古くはウモ
であったとされているが，本図および176図で琉球に見
られるUMU・UMUU・UN・UNTIなどの語頭の
Uは，ウモのウを継承しているものと考えてよかろう。
　次に，178図について述べよう。
　茶を与えた類は，北海道・東北と九州北西部・南部な
どに分布するイモノコの類と，その中間の各地に分布す
るコイモ類とをまとめたものである。両者は語形・分布
ともに相互に密接な関係があり，石川・兵庫・岡山・山
口・愛媛などでは両者が隣接ないし混在している。これ
らは本来は親芋に対して子芋を指す名称であるが，現在
は各地で総称の性格をも有するのであろう。特に子芋を
食用にする品種が多く栽培されているのかもしれない。
ただし，山形などには芋はイモノコ，葉や茎を含めた総
体はカラトリであるとする地点がいくつかあった。茶の
類は国の両端を含む広い地域に分布していから歴史的に
かなり古いものであると思われ，おそらく，全射的に里
芋を単にイモと呼んでいた時期に，とくに子芋を指す名
称としてイモと併存していたのであろう。
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?　草を与えたハイモ類は東日本各地にそれぞれの領域を
有しつつ分布する。これは里芋なる植物の葉に注目して
の名称と思われ，紺を与えた岩手のハビロイモ類と相互
に関係する。これは，あるいは，里芋を単にイモと呼ん
でいた時期に馬鈴薯などが伝来し，それと区別するため
に生じた語形かもしれない。
　緑を与えたズイキイモ類は北陸から中国東部にかけて
の地域や山形，長野，徳島などに分布するほか，東北各
地にZUGIIMO・ZIGIIMOなどがある。ズイキは里
芋の茎を指す名称と考えられるが，このように里芋の茎
部分に注目した名称が生まれるのは，この茎を食用とす
る品種があることと関係があろう。なお，中国東部のズ
イキイモ類は176図で中国西部に分布するリュウキュウ
イモ類と語形上相互に関係があるが，これについては
176図の解説を参照されたい。
　紺を与えたものは種々の類を含んでいるが，見出しの
並べ方は，一類と認めたものをまとめた上で，それぞれ
の代表見出しによってアルファベット順に配列した。な
おTOOIMOからHYUUGAIMOまでは地名に関す
る類としてまとめ，TOOIMOを代表見出しとしてアル
ファベットのTの位置に置いてある。
　主な見出し語形について述べると，奄美諸島・徳之島
のAAINは「赤芋の義」と注記があったので，長崎など
のAKAIMOと同種の符号を与えた。これらは里芋の一
品種の名（に由来するもの）であろう。なお，AKAIMO
は175図「じゃがいも」にも見られるので参照されたい。
　ARAIMOは新潟・群馬。長野。愛知，広島，香川，
福岡の各地にかなりの勢力を示しつつ分布する。このう
ち，香川の6485．30では「農家から茶色の毛をとって白
く洗って売りにくるものを言う」と注記しており，その
他の地点にも「洗ったものを言う」とするものがいくつか
見られた。それぞれ，この語形を「洗いイモ」と意識して
いるのであろう。
　富山，福岡・熊本のCUNNOKOIMO・CUNNO－
KOは，長崎のCURUGOと関連づけて言えば，ツル
ノコ（鶴の子？）にもとつく語形であるかもしれない。ま
た，第3集140図「やしゃこ」を見ると，西日本各地に玄
孫の意味のツルノコ・ツルマゴ。ツルノマゴが分布して
おり，これらとの関連についても考慮する必要があろ
う，また，この語形は琉球のチンヌク類（CINNUKU
からKINUKUNMUまで）と形が似ているが，両者の
関係の有無についてはよくわからない。
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　HABIROIMOからHABURAIMOまでは岩手東
部に集中する。これらは「葉広イモ」にもとつく形であっ
て，周囲に分布する草を与えたHAIMOを，より具体
的に言いかえたものと思われる。
　HASIIMO・H：ASUIMOは青森西部から秋田北部
にかけて集中する。RASI～の内容は〔hasi〕，　HASU
の内容は〔haSUI，　has薗〕などで，両者を分けて見出しを
立てたが，これらは語原的には同じものであろ5。おそ
らく「蓮」にもとつく語形であって，両者の葉の形状に共
通性を認めての命名と思われる。そうであるとすれぼ葉
に注目した呼称である点でHAIMOと共通の発想に立
つものであり，分布が隣接していることからも，両者は
相互に関係するものと考えられる。
　HOOKOIMOは愛媛西南に，　KOOKOIMOは徳島
東南に見られ，これらの由来は不明であるが，両者とも
に，付近に分布するKOIMOと関係する部分があろう。
HOOKOは，あるいは「這子」であろうか。
　福岡のKOTORIIMOは「子取りイモ」ではないかと
思われ，これもKOIMOなどと関係がある語形とみら
れる。神奈川北東のKOZOOIMOは「小僧イモ」で，こ
れもKOIMOを言いかえた名称と思われる。三重東端
のKOZIIMOは，あるいは，「子」＋ZIIMOであって，
177図のZIIMOと関係のある語形かもしれない。『全
国方言辞典』には「こじ」は「芋の子。静岡県田方郡」とあ
る。
　鳥取西部のKAIK：AIIMOは，あるいは中国西部の
KAIMOに「痒い」の語原意識がはたら、・て生まれた語
形とも思われるが，どうであろうか。
　K：ARATORIIMOからAOGARAまでは，これを
一類と認めて符号を与えた。これらのカラは「柄」であっ
て，ズイキと同様に里芋の茎を指す名称に由来するもの
と考えられる。これらは，茎を食用とする品種の名称で
あるという注記が多いが，また，これらが併用として用
いられている地点では，これらはとくに葉や茎を含めた
植物総体を指すという注記が多かった。このことは，す
でに述べたように，芋自体は別の名で呼ぶ場合が多いこ
とを意味する。なお，175図「じゃがいも」に見られる
K：ARAIMOが東北各地で本図のカラトリイモ類と領
域を接しており，両者に何らかの関係があるのではない
かとも考えられる。秋田の3720．58では馬鈴薯をKA－
RAIMO，里芋をKARADORIIMO，IMONOGO，
HASIIMOと呼んでいる。青森南部に里芋をK：ARA一
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IMOと呼ぶ地点があるが，馬鈴薯と里芋の名称が類似し
ているためにこのような一種の混同が起こったのかもし
れない。四国西部のKUKIIMOもカラトリイモ類と同
じく茎部分に注目した名称である。本図のK：ARAIMO
についてはあとで述べる。MUZIからHHUMUZ－
iNUNNまでは琉球の与論および宮古・先島に分布す
る。『入重山語彙』に，ムージィは「いもし（敢）の略転か」
とあるが，そうであれば，これも本来は里芋の茎を指す
特称であったものが一般称になったものを含むと言えよ
う。HHUMUZiNUNNは直訳すれば「黒MUZ1の芋」
となる。能登のKASAIMO・KARAKASAIMOの
カサは「笠」または「傘」であって，里芋の葉柄の形状から
の命名と思われるが，176図と比較すると，5516．59では
甘藷をKARAIMO，里芋をKARAKASAIMOと
呼んでいるから，このK：ARAK：ASAIMOはKARA－
IMOとKASAIMOとの混交によって生まれたのかも
しれない。K：ASAIMOのカサは「瘡」とも考えられるか。
　KEIMO・KEBAIMO・HIGEIMOは「毛」に関連
する語形であろう。KEIMOは熊本・宮崎に比較的多
いが，これは，本図のKOIMOや本図および176図「さ
つまいも」のKAIMOなどと何らかの関係があるもの
かもしれない。
　OYAIMOは大部分の地点で併用として現われるか
ら，これは子芋に対して親芋を指す特称なのであろ弓
が，淡路島北端のよ5に単用のものも見られるから，こ
れを総称として用いる地点があるのかもしれない。
　TOOIMOからTOINOMOまでは「唐」にもとつくと
考えられる語形である。176図「さつまいも」を見ると，こ
れらの語形が九州北部から中国・四国にかけて甘藷の意
味で広く用いられており，九州各地では里芋のトイモ・ト
オイモが甘藷の同語形と隣接して分布する。176図の解
説でも述べたように，九州北部や中国の一部などでは，甘
藷と里芋もしくは馬鈴薯の名称が混同されている地点が
見られることから，本図におけるトオイモ類に本来甘藷
の意味であったものが里芋の意味に転用されたものがあ
るかもしれない。古くからわが国にある里芋に「唐イモ」
の名が与えられるのは，よその土地からその土地に無
かった特殊な品種が輸入された場合などに起こるのであ
ろうか。次のKARAIMOについても同じことが言え
る。
　KARAIMOは青森，茨城，福岡に計5地点に見られ
る。このうち福岡のものは176図「さつまいも」に広く見
られるKARAIMOと関係があると考えられ，これにつ
いては，175図「じゃがいも」，176図「さつまいも」の解
説を参照された、・。KARAIMOのカラも「唐」にもとつ
くものであろ5が，あるいは，KARATORIなどのイ
モガラのカラと関係のあるものがあるかもしれない。
　KAIMOは，主として福岡から山口にかけてまとまっ
た分布が見られる。この語形は176図にも見られ，そこ．
ではKARAIMOから変化したものと解釈したので，本
図のKAIMOについてもKARAIMOとの関連を考えて
凡例 見出し位置を決めてある。しかし，本図のKAI－
MOは隣接して分布するKOIMOとも何らかの関連があ
るかもしれない。
　NANKIN’IMOからNAKIMOまでは「南京」と関係
がある語形と認めて一定の符号を与えた。これらほ九
州各地に分布するが，宮綺東南と長崎南部にややまとま
りが見られる。これらも，元来は特定の品種に対して与
えられた名称であったかもしれないが，現在では総称の
性格をもつものが多いのであろう。なお，宮崎における
この類は，180図「かぼちゃ」におけるNANKINと分
布が隣接もしくは，地点が同じであって注目される。
YAWATAIMOからYAATOIMOまでは佐渡に見
られる。注記によれば，これは同地の地名「入幡（佐和田
町）」に由るものであるという。特定の品種名に由来する
のであろう。
　YACUGASIRA以下は特定品種の名とする場合が多
く，調査の際に用いた絵には該当しないとして注記欄に
記入してある地点が多かったが，単用の地点（4695．19）
もあるので，本図作成の原則に従って，それらを全部掲載
した。したがって，調査のしかたによっては，これらの
語形は，もっと広い地域に現われるものであろう。
　なお，全国を通じて1地点ずつしか見られなかっな語
形は「その他」として一括したが，それらは，サイモ（2775．
45）・バカリイモ（4685．10）・ジョンジョロイモ（5506．68）
・ツクリイモ（5620．16）・ツイコロイモ（5690．12）・ヤマ
イモ（6631．05）・チョンボ（9312．42）の各語形である。こ
のほかゴ非総称（品種名）としてのみ現われる20ほどの
語形は，作図にあたって削除してある。このことは本解
説の最初に述べた。
179。イモの意味
一定の語形「イモ」を与えてその意味をたずねたS式質
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問の項目であり，物の絵を見せその名称をたずねた各項
目と比較すると，質問形式の違いによる分布の差が明瞭
に地図に反映している。すなわち，この図における「馬
鈴薯」「甘藷」「里芋」を意味するそれぞれの地域は，174・
176・177の三図におけるイモ類のそれよりも広い。
　質問形式からみて，現在では各種のイモが普及してい
る地域でも，その中で最も勢力の強い，あるいは強かっ
たイモについて答えていると考えられるから，その意味
で，この図はそれぞれの地域におけるイモ類の栽培の実
態およびその普及の過程を反映していると思われる。
　「里芋を意味する」地域はこの図では比較的限られてい
るが，もし一時代前に調査したならば，その領域は現在
よりもずっと広がるであろう。なお，馬鈴薯や甘藷の項
目と比較して，里芋の項目については，177図における
イモ類（マイモ・ホンイモ・タダイモなどを含む）の領域
が本図における「里芋を意味する」地域とかなり一致する
ことが注目される。
　「山芋を意味する」地点は，岩手・秋田に比較的多い
が，そのほか，本州の各地に点在する。ただし，この項
目では，「じゃがいも」「さといも」「さつまいも」の3種の
中から回答を求める形式を採っているから，「山芋」をも
選択肢に加えて質問すれば，その分布がもっと広がるな
いし密度を高めたかもしれない。なお「ながいもを意味
する」と答えたものも「山芋」に含めて分類してある。
　併用の地点および無回答の地点は，それぞれのイモの
領域が接する地域に多く見られる。見出しを「無回答」と
したものは，「イモだけではわからぬ」「それぞれのイモ
の名を言う」「みなイモと言う」などのほか，「馬鈴薯・甘
藷・里芋を指す」などとあったものをも含めてまとめた
ものである。ただし，馬鈴薯・甘藷・里芋の3種を併記
してあっても，そのいずれかに「新」「古」「希」などの注記
のあるものは併用として地図に記載した。なお，3種を
併記した地点の中には，あるいは山芋などと区別する意
味で答えたものが含まれているかもしれない。
　併用のうち，「馬鈴薯を意味する」と「甘藷を意味する」
との併用の地点では，「季節によって区別する」あるい
は，「夏には馬鈴薯，秋には甘藷を指す」と答えた地点が
多かった。
180．かぼちゃ（南瓜）
この項目では，調査に用いた絵図に形の違う3種のも
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のを載せてあり，調査票にも「形によって名が違えばそれ
ぞれ記入する」との補注があったため，それぞれの形に
ついての名称を報告した地点があり，その際に，総称を
特に指定してある地点と，そうではない地点とがあった。
このような揚合の処理については，177図，178図「里芋
その1，里芋その2」における総称と非総称に関する処
理原則を，この項目にも準用したので参照されたい。
　この図は，全国的に見て分布がそれほど複雑でなく，
それぞれの語類が比較的まとまった領域をもっており，
方言量もそれほど多くない。それゆえ，それぞれの見出
しに含める変種の範囲を比較的狭くとり，音声の変種に
ついても，ある程度の分布が認められるものについて
は，これを分出するよう心がけた。なお，この項目で
は，KABOCYAについて〈併用処理の原則〉を適用し
てある。また，101図「頭」・103図「禿げ頭」・174図「馬
鈴薯」・181図「茄子」・182図「玉蜀黍」・183図「蕃椒」な
どに，この図と同一または類似の見出し語形があるので
参照されたい。
　符号の与え方の原則について述べると，それぞれの語
類に一定の色を与えてあるが，二つの類にまたがる複合
語形については，その後部分に注目して色を与え，前部分
に注目して形を与えてある。たとえば，NANKINKA－
BOCYAには，　KABOCYAに注目して空を与え，
NANKINに注目して群符号を与えた。
　全国を大観すると，まず，空を与えたカボチャ類が，
最も広く分布している。ただし，東日本では大部分の地
域がカボチャ類であるのに対し，西日本ではカボチャ類
以外の勢力も強く，石川・富山から福井北部にかけて，
大阪から和歌山北部・奈良西部にかけて，中国の南部な
どから四国中央部にかけて，九州北部および東部，；奄
美・沖縄などでは，カボチャ類が希薄，ないし，まった
く見られない。東日本でも，本州のうち，青森・秋田の
それぞれ一部，および，関東中央部にカボチャ類が希薄
な地域がある。
　このように東日本と西日本とを比較して西日本の方が
分布が複雑である傾向は，176図「甘藷」でも認められ，
それは，わが国におけるこれらの作物の栽培・伝播の歴
史と関係があるのではないかと考えられる。この点につ
いては176図の解説でも触れたので参照されたい。
　赤を与えたボブラ類は，北陸，中国・四国・九州な
ど，主として西日本に分布するが，東日本でも秋田に集
中的に見られる。なお，北海道の1747．04にBOO且URA
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があるが，この地点の被調査者の両親は高知の出身であ
る。そのほか，奈良西部に2地点，伊豆の利島にも1地
点，ボブラ類が見られる。
　榿を．与えたナンキン類は，近畿を中心に北陸・中国・
四国・九州東部に分布するほか，琉球の沖永良部以南に
も，まとまった分布が見られる。
　緑を与えたトオナス類は，青森の津軽地方，関東から
伊豆諸島にかけて，岡山を中心とした地域の三つの地域
に，まとまりのある分布が見られるが，そのほか，奈
良・和歌山，兵庫，島根，宮崎の各地にも点々とした分
布が見られる。
　以上にあげた各半田以外の語形には，一括して紺を与
えた。これらの語形のうち，一定の分布が認められるも
のについては，後に述べるところがある。
　なお，各類を通じて，各地でかなりまとまった分布が
見られるが，これらの分布領域の中には，近世の大名領
地，また，その後の行政区画，あるいは都市圏などと密
接な関連をもつとみられるものが多い。
　次に，それぞれの見出しのうち，主なものについて，
その内容と分布を述べよう。
　カボチャ類・ボブラ類を通じて，語中のbの入りわた
り部分に短い三音があるじb・ち・mb〕のような表記のも
のについては，鼻音部分を無視して，たとえば，〔ka一
～bot∫a，　bo～bura〕は，それぞれ1（ABOCYA，　BOB－
URAの見出しに含めた。このような音声のものは，北
海道・東北・新潟北部に散在するが，そのほか，徳島の
7407・24に〔ka恥t∫a〕が，奈良の6593．30に〔bo～bur幻
が報告されており，注目される。徳島や奈良は，ともに
bの入りわたりの鼻音はないと考えられている地域であ
り，たとえば，『日本言語地図資料』によって調べると，
121図「親指」～125図「小指」のユビ部分については，両
地点とも～bが認められないから，この地点に認められ
る鼻音は，特殊なものと考えられる。
　カボチャ類の中で，KABOZYA・KABUZYAの
ようにチャにあたる部分の子音が有声化しているもの
は，中に点のある符号で示した。東北各地および茨城に
分布するが，この有声化について，28図「赤い」・115図
「口」などと比較すると，この図における有声化の地点の
方がずっと少なく，特に，北海道西部・青森・秋田・山
形・福島などで両者の違いが目立つ。このことは，カボ
チャ類の語形が，各地で外来語的意識で受け入れられて
いることに起因するのかもしれない。
　KANBOCYA・KANBUCYA　は，その内容が，
それぞれ〔kambot∫a，　kamb田t∫a〕とあったもので，．
KABOCYA・K：ABUCYAに含めても良かったが，
同一の調査者が〔kガbot∫a〕と〔kambot∫a〕のよ弓に，
〔～b〕と〔mb〕とを区別して表記している点に注目して，
特に分出しておいた。
　KABUCYA・KANBUCYA・KABUZYAなど，
カボチャのボにあたる部分がBUであるものは，四角
の符号で示した。内容が〔b血〕（6513．51）・〔b甲〕（5624．
85）であるもの，また，roに少し寄ったu夏」という調査
者の注記のあるもの（5792．02）もBUに含めてある。ま
た，〔kabt∫a〕（5690．96）もKABUCYAに含めた。こ
れらはカボチャ類が分布する地域に点々と見られるが，
本州中央部の岐阜・長野西部・山梨西部などには，やや
まとまった分布が見られ，また，三宅島および琉球の先
島が，すべてこの種の語形であるが，このうち，琉球の
BUは，本土のBOとの規則的な音韻対応によるもの
と考えられる。なお，2085．69（黒島）のHABUCCAの
HAも本土のKAに対応するものである（平山輝男『琉
球先島方言の総合的研究』には，黒島で，豆ah況（中）・
hatat∫i（形）の例がある）。
　そのほか，カボチャ類の中のいくつかの見出し語形に
ついて，その内容と分布とを記すと，まず，KABOC・
YAには，カボツァ（3796．48）・〔kabotja〕（利尻島に
2地点，徳嵩に4地点）・カボチャア（3725。77）なども含
めた。また，ニッポンカボチャ。シナカボチャ・ソオメ
ンカボチャなどの複合語形も，原則として，前部分を省
略し，KABOCYAに含めてある（ただし，　NANK－
INKABOCYA・TOONASUK：ABOCYAなどのよ
うに，前部分の形が独立して他の地点に分布するもの
については，これを分出した）。KAPOCYAには，
〔kaやot∫a〕などのように，　POにあたる部分の子音が無
声化された〔切であるものも含めてある。KAOCYAは
〔kab七∫a〕（5527．89）と〔kawot∫a〕（5538．90）とを，また，
KABOCYO　は，　〔kabot∫o〕（5614．62）と　〔kabo七∫⊃〕
（5604・52）とをそれぞれまとめたものである。KABU－
CYOは4639・10・6441．55の2地点：にあり，そのうち，
4639・10の内容は，〔karakabult∫ol〕と〔se＝jokab田t∫一
〇：〕との併用であった。
　さらに，カボチャ類の中で分布が孤立的な見出し語形
について，その地点を記すと，KUBUCYA（1261．70），
KOBOCYA（4721．36），　KOBOKYA（4687．37），　KA闇
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月BACYA（6369．32），　KABOSYA（7302．87），　ABOC－
YA（6430．53），KABOCI（6611．61），KABUCI（2075。22・
2095・60）のほか，OKABOが，岐阜・愛知・滋賀・大
阪・兵庫の各地に計7地点，いずれも併用として見られ
るが，この中には，「上品」「丁寧」「女性語」などの注記が
あるものがあった。いわゆる女房詞であろ5。
　次に，ボブラ類について述べると，この類は，大まか
に，BOBURA・BOBORA・BOOBUNA　などのよ
うに語中にBの音節がくるグループと，BOHURA・
BOOHURA・DOHURAなどのように語中にHの
音節がくるグループとの二つにわけることができ，それ
ぞれに一定の形の符号を与えた。九州および北陸には，
～B～の語形が分布しており，中国・四国には，主と
して，～H～が広がっている。秋田では，北部から中
部にかげて，DOHURAおよびDOHUが見られ，東
南部にはBONBORAが集中している。BOHURA・
BOOHURAについては，高知南部にBOHURAが
多く，高知北部から徳島・香川・中国にかけてのものは
大部分がBOOHURAである。
　また」30BORA・BONBORA・BOO80RAなど，
語中にBOの音節がくるものは，それがBUであるも
のと区別して，ぬき符号で示したが，それらは，秋田東
南部，中国西部に比較的まとまって分布するほか，BO－
BURAなどが分布する地域に点々と見られる。なお，
7371．93のBOBURA，7269．96のBOOBURAの内
容は，それぞれ，〔boわra〕，〔bo＝bra〕である。
　そのほか，BOOBUNAおよびBUNAは，：九州西
部の佐賀・長崎，鹿児島の甑島付近に集中しており，さ
らに，香川の6494．21にもBUNAが見られる。また，
BOGURAは7237．67に，　BOOGURAは8303．13に
あり，いずれも，BOBURAまたはBOOBURAに
隣接している。BOORAおよびBOORANは，瀬戸内
海の大三島付近にBOORANが集中しているほか，中
国西部に点々と見られ，また，香川の6476．93にBOORA
が，愛媛の7400．15にBOORANがある。　BOOCYA
は6339．35に，BOOTAは6377．65にあり，いずれも
KABOCYAと隣接ないし併用であるので，互いに関
連する符号を与えた。そのほか，HOBIRAが8300．80
に，BODDAが7275．84にあるが，このうち，　HOBF
RAはホビラとホビーjやとの併用であったものをまと
めて示したものである。
　次に，ナンキン類については，琉球以外ではNAN〒
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KINが広く分布するが，この中には，〔na1，ki〕（5575．93）
・〔nankiN〕（7338．48）・〔nankin〕（7403．86）のような，鼻
音部分が十分に長くないとみられる表記のものも含めて
ある。NANKIは和歌山から大阪南部にかけて4地点，
いずれもNANK：INの中に分布して、・る。　NANKU
は琉球の宮古および与那国に計7地点見られ，これは，
後に述べるようにNANKWAとの関連が考えられ
る。NANKWANからNARUKIANまでは琉球各
地および富山・岐阜北部に見られるが，これらの語形に
ついては，後に述べるところがある。
　トオナス類については，東北北部のものは大部分が
TONASUであり，関東以西のものは大部分がTOO－
NASUであるが，6582．48にもTONASUが見られ
る。なお，〔to・nas田〕のような半長表記のものはTOO－
NASUに含めた。　TONASUに含めたもののうち，
青森西部のものは〔tonasi〕が多かった。　TOONASU－
BIは，奈良，兵庫に計3地点あ．る。なお，　NASUと
NASUBIについての181図と対照すると，岡山など
に，「南瓜」をTOONASU，「茄子」をNASUBIとよ
ぶ地点があることがわかる。
　紺を与えた類については，後に述べる。
　次に，各類ないしそれぞれの類にまとめた見出し語形
のうち，主な．ものについて，その歴史を検討しよう。
　かぼちゃは天文年間（1532～54）にわが国に渡来したと
も言われ（r全国農作物栽培分布図説』1959），『小石川植
物園草木目録』には「1605南瓜来る」の記事があるとい
う。r古事類苑』によれば，　r長崎夜話草五』（1719）に「長
崎にも天正年中（1573～91）より普ねく農家に造り，唐人
紅毛に売て生計とす，云々」の記事がみえ，また，『本朝
世事南下二』（1727）には，「南瓜，元和年中（1615～23）に
渡る，京都には延宝天和の頃（1673～83）より種をうゆる
也」とあり，その普及の過程がうかがえる。
　また，ボオブラの語は，ポルトガル語のabobora，
abobraに由来するといわれ，カボチャの語は，同じく
ポルトガル語の，Camわodia　aboboraの下略であると
いう（荒川惣兵衛『外来語辞典』1967など）。なお，一説
によれば，ボオブラとカボチャとでは本来品種が異な
り，前者は平べったい朝座型でたてに溝のあるもので，
これがわが国に最初に伝来し，その後，多少胴がくび
れたひょうたん型の品種が，カンボジア産ボオブラ
（Cambodia　abobora）として伝わったのだという（静黙
実『外来語辞典』1966など）。
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　熊本の7382。97ではBOBURA・BOOBURAと
KABOCYAとを，これと同じように区別するとの注
記があるが，他の地点でも同じような区別をするものが
あるかどうかは報告がないのでわからない。ただし，山
形には菊座型のものをカボチャまたはマカボチャ，ひょ
うたん型のものをセエヨオカボチャと呼んで区別する地
点がいくつかあり，また東京西部の5696．54・5696．68で
は昔は丸型（菊七型）のものしがなかったと報告してい
る。これらの事実は，最初に全国に普及した品種はやは
り扁平の菊砂型のものであることを意味するのではない
かとも思われるが，報告が断片的にすぎてよくわからな
い。この点に関しては，わが国における各種の南瓜の栽
培の歴史についての記録を検討する必要があろう。いず
れにせよ，現在では，ボブラ類とカボチャ類とがそれぞ
れ一定の品種を指すとは限らないようである。
　次に，それぞれの語類について，その分布にもとづ
き，また文献をも参考にして，その歴史を考えてみよ
う。
　まずナンキン類についてみると，NANKINが大阪
を中心に広がっており，カボチャ類やボブラ類よりも新
しそうである。r近世上方語辞典』によれば，　r大坂葱花
風土記京大坂言葉違ひ』（1814）に「かぼちゃヲ，なんき
ん」（前者が京，後者が大坂）とあり，この対立は現在で
も認められる。兵庫・岡山・香川，さらに，三重，和歌
山北部などでは，NANKINと，他の語形との併用の
地点がかなりみられるが，この中にはNANK：INに
「新」の注記のあるものが多く，この語形に「古」の注記の
あるものは全くなかった。このことからも，現在，NA－
NK：INが大阪を中心としてその周辺地域に広がりつつ
ある様相がうかがえる。なお，『上方語源辞典』では，
「なんきん」を「南京瓜の下略」としており，r物類称呼』
（1775）にも，「大坂にて，なんきんうり」とあるが，この
語形は，『日本言語地図』には現われていない。
　NANKIは大阪と和歌山の計4地点にみられるが，
これはNANK：INの語尾が脱落したものであろ5。
　NANKWAN・NANKAN・NANKWA・NAN－
KAは，「南瓜」の字音による語形と考えられ，「南京」
に由来するNANK：INとは別類とすべきであったかも
しれないが，語形の類似，および北陸や宮崎南部で分布
が隣接していることから，一応同じ色を与えておいた。
これについて，NANKIWAN・NANK：ANのように
末尾がNである語形が多い理由は明らかでないが，後
述のように，「冬瓜」が語原と考えられる語形に，～N
（TOOGAN・TONGAN）が多いこととも関係がある
かもしれない。あるいは，蜜柑・金柑・ぼんたん（文旦）
などへの類音牽引によるものであろうか。なお，r古事
類苑』によれば『重修本草綱目啓蒙二＋』に「ナングハ仙
台」とあるが，現在仙台周辺にこの種の語形はみられな
い。
　琉球のNANKWAA・NANK：AAも，「南瓜」によ
るものであろ弓。
　なお，～K：WAN・～KWAなどの語形にみられる
KWAの分布について，本図と4図「西瓜」とを対照し
てみると，両図のそれが，おおむね一致することがわか
る（CINKWAN・CINKIWAAなどについても同様で
ある）。
　琉球の宮古および与那国にみられるNANKUは，
分布からみて「南瓜」との関係を考えるべきであろう。末
尾がUであることに，唇音KWAの名残りを認めた
いが，どうであろうか。
　次に，カボチャ類とボブラ類とではどちらが古いであ
ろう．か。この点に関して，全国の分布から判断すること
は困難である。しかし，九州南部や琉球の先島を除く西
日本についてみると，ボブラ類がカボチャ類の外側に分
布している傾向があり，ボブラ類の方が古そうである。
西日本各地では，カボチャ類とボブラ類とが併用である
地点が多いが，これらのうち，鳥取・広島・徳島では，
ボブラ類の語の方を古いとする被調査者の注記のあるも
のがいくつかあった。また，r中国地方五県言語地図』の
110図の「解説」をみると，カボチャがボブラ類の語より
も新しいとする地点がかなりみられる。これらの事実は，
少なくとも中国地方の大部分の地域ではカボチャ類がボ
ブラ類よりも新しい勢力であり，現在ボブラ類を侵略し
つつあることを示すものと考えられる。さらに，『物蔭称
呼』には，「大坂にて，なんきんうり，又ぼうぶら」とあ
り，また『近世上方語辞典』によれば，『東踊子』（1803）に
　　　　か　ぼちや　　　　　　　　　なんきん「京にて東補塞，大坂にて南瓜，畿内ボウブラ」とみえ，
これらの記述から．近世には大阪付近でもBOOBURA
を用いたことがわかる。その後，大阪付近ではNAN－
KINなどがBOOBURAを駆逐したとみるべきであ
ろう。奈良西部に3地点みられるボブラ類は，その残存
であろうか。なお，兵庫にはボブラ類がみえないが，『播
備国境言語地図匪14図をみると，赤穂市とその隣接地域
に，〔bobura，　bo：hura，　bohura，　bo：ra〕など，ボブ
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ラ類の語形が分布している。ともあれ，一時代前には西
日本各地のボブラ類の領域は，現在よりも広かったであ
ろうと考えられる。ただし，『中国地方五部言語地図』の
「解説」によれば，島根の出雲地方では，最近まで南瓜を
栽培しなかったらしいので，この地方では，最初に受け
入れた語形がKABOCYAであったのかもしれない。
　次に，九州南部に分布するカボチャ類については，そ
れがボブラ類の外側に分布していることから，ボブラ類
よりも一見古そうにもみえる。しかしながら，大分東南
部・熊本北部では，ボブラ類の語形が単用として用いら
れている地点のうち，かなり多くの地点で，実はKABO－
CYAとの併用であったが，それに「新」「上」「希」などの
注記があったため，〈併用処理の原則〉に従ってKA－
BOCYAが地図上から削除されている。したがって，
この地域でKABOCYAとボブラ類とが併用となって
いる地点では，そのうちのKABOCYAが「新」の性格
をもつものと推定してよい。さらに，九州北部に点々と
分布するカボチャ類のすべてについても，それがボブラ
類よりも新しいものと推定してよかろう。また，鹿児島西
部の海岸地域の4地点に財用として分布するBOBU－
RAも，実は，「新」の注記のあるKABOCYAと併用で
あったものである。このことは，九州南部においても，
一時事前にはボブラ類の語形を用いていたことを意味し
ているのかもしれないし，あるいは，出雲地方における
揚合のように，この地域では各地にボブラ類が広まった
後に南瓜を栽培ないし食するようになり，その時には当
初からカボチャ類の語形を採用したのかもしれない。い
ずれにぜよ，九州南部のカボチャ類は，鹿児島市付近を
中心にしてその周辺に広ま6たようである。
　以上，西日本に分布するカボチャ類とボブラ類との歴
史について検討した。東日本では，秋田の揚合は別とし
て，大部分の地域では，ナンキン類やボブラ類の侵入を
受けることがなく，初めからカボチャ類の語形を採用し
たのではないかと考えられる。すなわち全国的な規模で
いえば，まずボブラ類が西日本一帯に広がったが，西日
本の一部（九州南部・出雲・近畿東部など？）および東日本
の大部分にはそれが及ばず，それらの地域にはボブラ類
の後に生まれたカボチャ類が広がったということになろ
うか。その取合，カボチャ類の伝播の中心部を京都とみ
るのはどうであろうか。ただし，『物証称呼』には，「江
戸にて先年はぼうふらといひ，今はかぼちゃと云」とあ
るから，ある時期に西日本から輸入されたボブラ類の語
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形が江戸を中心とした，おそらくそれ程広くない地域に
分布して、・た可能性がある。伊豆の利島（6667．81）の
BOOBURAはその残存であろうか。
　秋田のボブラ類は，ある時期に西日本から飛火的に輸
入されて広まったものであろう。北部にみられるDO－
HURA・DOHUは，青森などのTONASUとの混
交によって生まれた語形ではないかと考．えられる。東南
部のBONBORAは，この地域でbの前に鼻音があ
ることとの関係も考えねばならない。なお，ボブラ類の
中で，BOHURA・BOOHURAなど語中が～H～
である語形は，中国と四国とに特に集中しており，これ
らは，この地域のどこかでBOBURA・BOOBURA
などから変化して広がったのではないかと考えられる。
ただし，BOBURA。BOOBURAからBOHURA・
BOOHURAへの変化は各地で独立にも起こり得るかも
しれず，福岡の7332．46と壱岐のBOOHURAや秋田の
BO且URAなどは，中国・四国からの伝播をかなら
ずしも考えなくともいいかもしれない。なお，BOBU－
RA・BOOBURA・BOBORA・BOOBORAなど，
語中が～B～である語形が～且～であるBOHURA・
BOOHURAなどよりも古いとする根拠のひとつには
ボブラ類の語原がポルトガル語の加obora，　abobraで
あることもあげられるが，この点に関しては当時のポル
トガル語の具体的音声について知る必要がある（abobo－
raの語頭のaが脱落したのはアクセントの関係であ
ろう）。これについて，シャボン（sab乱。）。南瓦（gibao）
などポルトガル語が語原と考えられる（異説もあるが）語
に原語のbが引き継がれている例があることも参考に
なろう。
　そのほか，ボブラ類の中では，BOORA・BOORAN
が中国西部および香川・奈良にみられるが，これは付近
に分布するBOOEURAなどからの変愚図で，一種
のハ行転呼現象によりHが脱落したのではないかと考
えられる。ただし，奈良の6583・41のBOORANには
近くに～H～の語形がみられず，また，この語の使用が
「大昔」の注記を伴っているので注目される。
　トオナス類は，関東に分布するものは，ある時期に江
戸を中心にして広がったのであろう。r浮世床二編巻之下』
　　　　　　　　　　　か　ぼちやたうな　ナ（1811）に「蕃南瓜と謎謎塞程違ふのは」とあり，当時，
江戸で，カボチャとトオナスの両方を用いていたことが
わかる。なお，カボチャ類との先後関係については，多
くの地点でトオナスがカボチャより古いと指摘してい
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る。この指摘と，浮世床の記述との関係について考える
と，江戸でカボチャとトオナスの両方が用いられた時代
があったが，その後，トオナスの方が勢力を得て関東各
地に広がり，比較的最近になって，カボチャが標準語と
して，トオナスが分布する地域に侵入しつつあるのでは
なかろうか。ただしこの推定はトオナス類が比較的密に
分布する関東中央部について言えることであって，その
周辺部で1ま，初めからカボチャ類の語形を受け入れた地
域が多いのであろう。たとえば，茨城の5750．31では
KABOCYAをTOONASUより古いとしている。
　東北北部および西日本に分布するトオナス類について
は，それぞれの地域の中心都市に取り入れられて，広
がったものであろうか。東北北部のものは弘前市，岡山
付近のものは岡山市を，それぞれ中心としているように
みえる。兵庫。淡路島・和歌山。奈良の各地に点々と分
布するトオナス類は，あるいは大阪付近を中心に広がっ
たものの残存であるかもしれない。なお，6582．48の
TONASUは「廃語」と注記のあったものを，特に採
用したものである。島根の6348．63（浜田市），宮崎の
7386．56（延岡市）のTOONASUはいずれも城下町の
ものであり，それぞれの地に飛火的に輸入された可能性
が強い。
　次に，紺を．与えた語形のうち，主なものについて述べ
よう。
　まず，CINKWAN・CINKIWAA・CINKWAI，
およびこれらと密接な関係にあるとみられるKINK－
WANが琉球の沖縄本島を中心とする地域に集中して
いる。これらの語原は不明であるが，『沖縄語辞典』に
は，「金柑」の意のCINKANがみえるので，あるい
は，この語と関係があるかもしれない。その場合，後部
分が～KW～である理由は，その語原を「瓜」と意識した
ことによるものかもしれないが，あるいは，付近に分布
するNANK：WAA・NANKIWANなどの～KW～
に引かれて生じたのかもしれない。なお，和歌山の
6591．81にはKINKAがあるが，これと，琉球に分布
するCINKWAN・K：INKIWANなどとの関係はよ
くわからない。ただし，103図によれば，西日本各地
で，「はげ頭」の意でKINKA・KINKANなどを用い
ており，これと，6591．81の「南瓜」の意のK：INKAと
はなんらかの関係があると考えられる。
　NANBAN・NANBU・NANBAIGOは宮崎およ
び熊本に分布する。NANBANは「南蛮」であり，ナン
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キンなどと同じく「南瓜」を外来の植物と意識しての命
名である。NANBU（8325．77）はNANBANからの
変化形であろう。また，NANBAIGO（7361．17）は
NANBANプラスYOOGOであろうが，後に述べる
ように，九州に分布するユウゴ類の一部は，もともと
「南蛮夕顔」と称していたものの略であるかもしれない。
なお，ナンバン類の語形は，ナンキン類の語形と宮崎で
分布が隣接しており，両者の語形がNANを共有して
いることとあいまって注目される。なお，ナンバン類に
つ ては184図（解説とも）をも見られたい。
　BONKANおよびBONTANは，．佐賀に，あわせ
て6地点みられる。これらの名称の由来は不明である
が，あるいは，ボンタン（文旦）などの果実名と関係があ
るかもしれないし，また，前部分のBON～について
は，周囲に分布するボブラ類との関係も考えられる。こ
の点については，佐賀・長崎の北部県境付近の2地点に
耳ONBURAがあることに注目すべきであろう。なお，
三重東端の6577．86にはBONKAがあるが，これに
ついては，「はげ頭」の意の1（INKA（103図参照）およ
びボブラ類の，両者との関係，あるいは南瓜の瓜の字音
との関係をも考えるべきであろうか。
　CiBURUおよびTOOCiBURUは奄美に集中し
ているが，このclの部分は，その内容が，〔七一（大部
分），〔櫨，tu，　tsu，　t∫i〕などであったものをまとめた
ものである。チブルは琉球で「頭」の意でもあり（101図
参照），形態の類似から「南瓜」の名称としても用いるの
であろう。ただし，101図と本図とを対照すると，奄美
では，「頭」をKAMACI，「南瓜」をToociBURU
と言い分ける場合が多く，両者の区別は一応なされてい
るとみられる。なお，『沖縄語辞典』によれば，沖縄で
giburuは「瓢箪」の意味でも用い，また，「冬瓜」をsibui
と言っているので，琉球各地，あるいはそれ以外の地域
でも，「頭」，「南瓜」，「冬瓜」，「瓢箪」などの名称は互い
に関係する部分が大きいと考えられる。
　YUGO・YUUGO・YUUGOO・YUUGAは「夕顔」
が語原であると考えられる。これらは，岡山付近，宮
崎，天草付近の3地域にまとまった分布があるほか，徳
島・愛媛・大分・長崎の各地にも点々とみられる。ま
た，鹿児島北部のTOIGO・KARAIGO　も，「唐夕顔」
であろう。r夕顔」が「南瓜」の名称として用いられるのは
両者の形態の類似からであろうが，おそらく，「南瓜」が
輸入された時に，それを「夕顔」に類するものと．して受け
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入れたからではあるまいか。当初は「唐夕顔」「南蛮夕顔」
（または，次に述べるように「薩摩夕顔」）などと称して本
来の「夕顔」と区別していたが，後に前部分を省略して言
弓よ弓になったのかもしれない。なお見出しをYUGO
として出したもののうち，831026のものは，その内容
がヒュウタンユゴであった。
　SACUMAは岡山から広島東部にかけての計9地点
にみられ，YUUGO・YUUGOOと分布；地域を共有し
ている。この事実と，『物類称呼』に「備前にて，さつま
ゆふがほ」の記事があることから，かつてはサツマユウ
ガオと称していたものが二つにわかれて，それぞれの土
地で，前部分または後部分だけを称するようになったの
ではないかと考えられる。なお，本図と176図「甘藷」と
を比較すると，本図でSACUMAが分布する9地点の
うち，6452．98・6464．23を除く7地点では甘藷をSAC－
UMAIMO（三智あるいは他の語形との併用で）と称し
ていることがわかる。
　TOOGAN・TONGAN・TOOGAは，「冬瓜」が語
原であると考えられる。TOOGANは，東京・埼玉に
計3地点（そのほか，群馬にTOOGANKABOCYAが
ある），岡山・広島に計2地点みられ，また，TONGAN
は高知に，TOOGAは群馬にそれぞれ1地点ずつある
が，これらは「夕顔」の揚合と同様に，形態の類似から，
各地で南瓜の名称としても用いるのであろう。r物類称
呼』には，南瓜について，「東上総にて，とうぐはん」と
あるが，本図にはその地にトオガン類がみえていない。
　なお，調査の際に絵図（地図の下欄参照）を見せて質問
するために，誤って冬瓜の名称を答える可能性がないわ
けではないが，わざわざ「冬瓜の名称ではない」と断わっ
ている地点（5685．02・7446。26）もあり，『物類称呼』の記
事もあることだから，報告されたものについてはその心
配はまずないといってよかろう。
　トオガン類は各地でトオナス類に隣接して分布する傾
向がみられるが，これは両者の語形がi類似しているため
でもあろうか。関東と岡山付近のいずれについても，ト
オガン類がトオナス類の外側に分布する傾向がみられ，
このことは前者が後者よりも古いことを意味するのかも
しれないが，しかし，南瓜を「冬瓜」の一種とみなすこと
は，各地で独立にも起こり得るから，あるいは，トオナス
の語形がまずあって，物の形態および語形の類似から，
各地でトオナスをトオガンと言いかえたのかもしれな
い。なお，「冬瓜（トウグワ）」にもとつくと考えられるト
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オガン類が，～Nで終わっている理由は明らかではない
が，このことは先に述べたように，「南瓜（ナンクワ）」の
字音にもとつくと考えられる語形にNANKIWAN・
NANKANなどが多い事実と合わせて考えるべきで
ある。
　「南瓜」をトオガンとかユウゴなどと言う地点（ないし
地域）では，「冬瓜」や「夕顔」を何と言っているのか知り
たいところであるが，この点に関しても，各地での関連
項目を含めた詳細な調査が望まれる。
　K：ARAURIは大分北西部に2地点，　KAMAURI
は奈良の6583・93にみられる。KAMAURIは「唐瓜」の
転と考えてKARAURIの符号と似せておいたが，あ
るいは別の語原が考えられるかもしれない。．これらも，
「南瓜」を「瓜」の一種とみなしての命名である。
　CYOOSENは，香川東部と愛媛西部付近の2地域に
分かれて分布しており、香川東部のものは高松，愛媛西
部のものは宇和島をそれぞれ中心にしているようにみえ
る。なお，香川・愛媛付近のいずれにも，CYOOSEN
が併用で用、・られている地点では，CYOOSENを古
い，もしくは，CYOOSEN以外の語形を新しいとして
いる被調査者の注のあるものがいくつかあった。このこ
とは，一時代前には，CYOOSENの領域が現在より多
少広かったことを意味するのかもしれない。
　以上，紺を与えた語形の5ち，主なものについて述べ
たがさらに，孤立的な分布を示しているものについて，
その地域もしくは地点を述べると，まず，KINTOが秋
田にまとまった領域をもっており，そのほか，SUNBU
が1251．27に，TUSSOOが0249．17，　TOPPYOOが
0340．00の各地点にみられる。これらの語原は不明であ
るが，KINTOは，たとえば「南京トオナス」の略と考え
るのはどうであろうか。ただし，付近にナンキンがみら
れないので疑問が残る。TOPPYOOは，あるいぼ「唐
朝」であろうか。TUSSOOのTUも「唐」であるかも
しれない。
　最初にふれたように，品種または形による名称の違い
についての指摘がいくつかの地点でみられたが，その，品
種と名称との関係は地点ごとに異なり，かならずしも一
定の傾向はみとめられなかった。ただし，これは，その
点に関しての報告が少なかったせいもあり，各地域で詳
細な調査が行なわれるならば，何等かの有益な結果が出
ることが予想される。先に述べたように，カボチャとボ
オブラとは本来は別の品種として輸入されたといわれて
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おり，そのほかの語形をも含めて，各地における各種の
南瓜の栽培の歴史についてもあわせて検討することが必
要と思われる。
181．なす（茄子）
　茄子の異称に関する全国地図は，あたかも，国語調査
委員会r口語法分布図』27図のく広くなる，大きくない，
広うなる，大きうなる等の分布図〉のように，ナス，ナ
スビの両類によって，ほぼ東西にわかれている。
　なお，この調査項目は後期計画で新しく加えられたも
のであって，調査地点が少ない。
　各見出しについて注目すべき点，地点数の少ないもの
についてその地点を示せば，次の通り。
　NASU　SUの内容には，母音の無声化したもの，母
　　音が〔SU，　SしU〕のように中舌化したものを含む．以
　　下全般に，SUについて同じ。
　HATAKENASU　宮城，山形に見られるが，〔ha－
　　da奪enas薗，h鎚眺enas薗〕のように，子音の有声化
　　したものを含む。
　　　なおこの語形について，使用地域がいわゆる一型
　　アクセント地帯であり，またシとスの混同のある地
　　方であって，同じ農作物の梨との間に同音衝突が起
　　こって発生したものであると言われていることは，
　　著名である。4639．69でほ，この語形をく古い表
　　現〉としている。4732．86と4742．43ではく梨はキ
　　ナス〉と言うとある。4742．95では，この表現は，
　　〈梨と区別するため〉のものとする。なお，4703・18
　　では〈茄子はna「s薗「，梨はna「s菰であって区
　　別がある〉，4733．91ではく茄子はnas薗，梨は
　　na鑓であってアクセントで区別する〉，とある。
　　また，4744．32ではく梨とまったく同音〉とある。
　NAsi　sヱの内容は〔Sl，　箋｝1，　§1〕など。特に記すもの以
　　外，以下同じ。
　NASI岩手（3733．88）
　NASUBI　BIの内容は〔bi，　b雲，　bi，bi，　bし〕であ
　　る。〔n＆subi〕は五島（7266．92），熊本（7354．23），鹿
　　児島（8302．19），〔nasmbし〕は福岡（7324．96）。なお，
　　この見出しには〔nasu・bi〕，熊本（7382．93）を含む。
　NASUBE　能登（5517．57）。
　NACUBI奈良（6584．90）。なお，このC部分の子
　　音はく舌先の上にあがっているs＞というから，
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　　NASUBIの変種とすることも可能であった。
　NASUB　Bの内容は，〔bu，　b，　b？，　P〕。〔11asub？〕
　　は熊本（7392．45），〔nasup〕は奄美（0256．89）。なお，
　　この見出しには〔n錫b，na号や〕の対馬（6267．68，
　　6267．84）を含む。
　NASUT　Tの内容は〔t，　k，？〕。〔nasuk〕は鹿児
　　島（8322．43），ただし〔nasut〕と併用。〔nasu？〕は熊
　　本（7382．01），　鹿児島（8352．92）。
　NASUHU鹿児島（8320・59）のみ。内容は〔nasuh切。
　NAASUBUYAA沖縄（1270．26）のみ。
　NASUBi　Biの内容は〔bi，　bi，　bI〕。〔nasub1〕は
　　寅簑本（8303。84），　〔n翫sub玉〕も貢襲本（7363．59）。
　NASiBI　〔nasibi〕山形（4609．07），島根（6421．82）。
　　〔na§董bi〕石川（5527．94），富山（5549．55）。
　NASIIB〔nasi：P〕奄美（0256．08）。なお，NASUBを
　　みよ。
　NASiBi　〔na∫ibi〕北海道（2734．05），島根（6403．62，
　　6421．79），鳥取（6423．23）。〔nasimbi〕北海道
　　（1761．74），〔nasimbi〕青森（2790．38），〔nasibsi～
　　nas董bzi〕島根（6412．91），入重山（2068。08）。
　NASiBU　富山（5538．63）。
　NASIBI　〔na∫iβi〕沖縄島北部（1232．29），〔ha∫ib・｝
　　沖縄島北部（1232．75）を含む。
　NAASIBI　〔na：∫ibi〕沖縄島付近に計7地点。
　NASIIBI　〔na∫i：bi〕徳之島（0275．36）。
　NASIDI　〔n器idi〕伊江島（1231．72）。
　NAASIN　〔n訊：siN〕沖縄島南部（1270．29）。
　NAN　〔na1〕〕与那国島（2072．20）。
　無回答　伊平屋島（1211．69）。
　この地図ではNASUを標準語形と認めて〈併用処
理の原則〉を適用した。地図からはぶかれたNASU
は18地点であり，能登から九州までのNASUBI地帯
に点在する。このほか，これは地図上からは除かなかっ
たが，ナスの方をよく使う，普通である，とする地
点もあった。5677．60，6417．14，6435．03，6444．62，
6532．93，6548．26，7432．95。これらの地点では，前記
18地点からの情報を参照することによって，その大部
分のものは，近時ナスが勢力を持った結果が現われてい
るものと考えられる。
　ただしナス類をく古〉ナスビ類をく新〉とした地点も
あった。2785。74，4653．84，4743．44，4744．10，5677．60。これ
らは，ナスビ類が常に劣勢ではなく，東方への巻返しの活
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力をいまだ持っていることを示すものと思われる（なお，あ
とで述べる北海道がナスビ類であることとも比較せよ）。
　なお，6542．58（京都市伏見区淀町）では町方の女性語
としてのオナスが報告され，7421．62（愛媛県上浮穴郡小
田町字町村）からも新しい表現としての才ナスが報告さ
れたが，地図からは除かれている。
　さて，茄子を栽培しない地域は，全国的にほとんど
ないようである。ただし，沖縄の伊平屋島（1211．69）で
は〈作らず名もない〉というし，その南の伊是名島
（1221．47）でも，〔nasubi〕と答えはするものの〈最近
作り出した〉という情報を得ている。また，沖縄島北端
の国頭胸奥（1223．91）では同席者が〈いちごのことを11a－
subiといい，なすのことはhi七∫igwat∫inasubiとい
う。お盆に仏前に供える〉と不思議な発言をしている。
このあたりでは，茄子は，日常的な農作物ではないよう
に思われる。
　茄子はr本草和名』r和名抄』にみえ，文献的にはナスビ
が古い表現と思われる。どうせ渡来作物であるが，和語
なのであろうか。
　ナスという表現は『古事類苑』によればr大上繭御名逸
事』にみえ，女房詞と考えられている。コタツに対する
オコタのような下略形かとも思われるが，この地図に
おけるナス（オナスではない）が東日本の広い分布からみ
て、この解がはたして正しいかどうか心もとない。もし，
被調査者として女性を選んだとすれば，あるいはナス
が（もしこれが女房詞由来のものとすれば）もっと多く出
現したかもしれない。もっとも，西日本にもたとえば和
歌山，高知にナスがみられ，近畿においてもある時期に
ナスが流行したことが考えられる。もし茄子そのものの
伝播が東日本において西日本より時代が下がるとするな
らば，ちょうどその伝播の時期に，ナスという名が優勢
であって物とともに東国全般に広がったとも考えられ
る。ただし，茄子そのものの伝播の時期・経路について
は，現在不明である。江戸時代には，すでに各地に各種
の茄子が栽培されて，いたようである（『重修本草綱目啓
蒙』など。なお同書にはナスビとともにナスという名を
も挙げている）。茶道における茶入の名称として茄子（ナ
ス）があるらしいが（ナスビと言わないのかどうか）その
由来についても知りたい。
　全国的にみると，東西ナス・ナスビに分割されている
とはいえ，北海道においてナスビが優勢である点が注目
される。これと，青森，宮城，山形，新潟における海岸
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部のナスビとは当然関係があろうが，いったんナスの広
がった後に，ナスビが海岸づたいに北上して北海道で
は定着した，とでもいう事情があったのであろうか。な
お，与那国島のNANにはナスビ類の色を与えた。臼
は〔utt’5i〕，鳥は〔garat’5i〕とするr琉球与那国方言
の研究』などによってナスの対応形とはちょっと考えに
くい。それに対してナスビの対応形としてなら，この島
で・遊ぶが〔ambUN〕であることから，まずNANBI
が考えられ，さらに鏡が〔ka1〕aN〕，波が〔naN〕，
蚤が〔nUN〕であること，帯が〔t’UN〕であること（こ
れは『入重山語彙』における帯を新城・波照間で〔sikubi〕
という表現，竹富。鳩間で〔fukub’i〕とい5表現など
と対応するものと思われる）から，NANもありえぬこ
とではないと，考えたためであった。また，ナスビの類
とすることによって，琉球が，すべてこの類で統一され
る利点も考慮してある。なお考えたい点といえよう。
182．とうもろこし（玉蜀黍）
　182図の内容のうち，特にナンバ・ナンバンの類（こ
の図では緑を与えた）に関しては，183図・184図の内容
と関係するところがあるので，両図（解説とも）を参照さ
れたい。
　この地図はかなり見出しの多い地図であって，全国に
多彩な表現がみられるが，概してそれぞれの領域ははっ
きりしており，典型的な言語地図のひとつに数えること
ができよう。見出しが多くなったので，音声的変種はか
なり大まかにまとめてある。
　凡例の順序に従って，大略を展望しよう。
　まず紺で示したモロコシ・トオモロコシの類が，岩手
の太平洋岸，関東南半，入丈を除く伊豆諸島，山梨・長
野・静岡および沖縄に分布している。
　MOROKOSIの中には，6657．54〔mQhoro∫i〕が含ま
れている。TOOMOROKOSIの中には，670（L48の
〔tolmoko∫i〕が含まれている。　TONMOROKOSIの中
には，5791．07の〔七〇mmoYul∫i〕が含まれている。
　この類については，まず，標準語形トオモロコシの領
域の狭さに驚かされる。全国各地にこの類が点在してい
るが，それぞれ標準語が輸入されたものなのであろう。
それに関連して，沖縄にこの類が多く見られることは，
この作物のこの地に輸入された時期が，そんなに古い時
期ではなかったことを示すものと思われる。はたして最．
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近の輸入作物であるという注記が極めて多い。また，こ
の地域では，「唐・蜀黍」といった語原意識が働かないた
めか，諸種の音変種が生じている。なお，本図では
TOOMOROKOSIに〈併用処理の原則〉を適用した
が，この地図に登載されなかった同語形は，約110個で
あった。地図に見えるTOOMOROKOSIの領域の周
辺に多く，北海道。東北および近畿以西には，比較的少
ない。
　赤のキビ，櫨のトオキビの類は，諸異称の中でもっと
も有勢であり，北海道・東北から北関東まで，入丈島，
長野南部から浜名湖あたりまで，北陸，近畿西部，鳥取・
隠岐を中心とする山陰地方，四国，山口西半から九州全
土，奄美・沖縄にまで及び，変種も多い。キビ類とト才
キビ類とはずいぶん違ったものであるという考え方もあ
ろうが，地理的には連続ないし交錯している場合が多い
ことに注目されたい。
　KIBIの中には，6267．84の〔kib〕，2753．44の〔hmb了〕
　　をも含む。
　TOOKIBIの中で九州の＝奄美のものの中には，
　　〔toIkib，七〇＝kip，　to：kit〕を含む。また4753．76
　　の〔to＝cibi〕，5584．22や5586．56の．〔toikibi，
　　toikibi〕，7266．34の〔to：ki：bi〕をも含む。
　TOOGIBIは特に立てなくてもよかったものかもし
　　れないが，TOOMIGI，　TOOMUGIなどとの関
　　係を考えるために示した。全国4地点で，Gの部分
　　は〔辱，9〕のみ。
　TOKKIBIには，4686．52の〔tっ：kkibi〕を含む。
　TOKIBIの中には，熊本に5地点の〔toki：bi〕，鹿児
　　島の〔tokib，　toki七，七〇kik，　toki？〕や〔七〇kih雲，
　　tokih切を含む。
　TOOKIMIの中には，0294．93の〔to＝ki＝mi〕を含む。
　TOOGIMIの中には，5639．47，5750．84の〔to：13ime〕
　　を含む。なお，このGには〔g〕も〔η〕もある。
　TOGIMIのGは，すべて〔1〕〕。
　TOOMIGIのGには〔9〕も〔η〕もある。
　TOMIGIのGには〔g〕も〔1〕〕もある。
TOMuGIは3797。32の〔tomoηi〕を含む。　Gはすべ
　　て〔切。
CYOOI（IBIからCYOKIMIまでは青森・岩手に
　　のみ見られる表現であるが，CYANOKIBIほ富
　　山東部である。富山のものだけは，実はトオキビと
　　無関係なものかもしれない。
　TOOTOOKIBIの中には〔toto：kibi〕6461．53を含
　　む。なお，TOOTOOKIBI以下丁ONΨONKIBI
　　ま．での語形は，愛知，島根・広島，；奄美にみられる
　　表現である。あとでも関連することを述べるが，お
　　そらく，在来のトオキビ（蜀黍）のある地域へ新来の
　　玉蜀黍を輸入して，さらに唐を冠する新しい表現を
　　発達させたものであろ弓。もっとも，中国地方のも
　　のについては，付近にNANNANK：IBI，　MAN－
　　MANK：IBI，　MANMANKOなどがあり，　この
　　地域が畳語形を好むといった基盤を持っているのか
　　もしれない。
　この類には変種が多いが，その中で東北地方から北関
東に及ぶ地域でおこったTOOKIBI，　TOKIBI，　TOO－
KIMI，　TOKIMIからTOOMUGIに至る変化がお
もしろい。　この地域には，TOOK：IBI：TOOBIKII，
TOK：KIBI：TOPPIKII，　TOKIBI：TOBIKI，　TO－
GIBI＝TOBIGI，　TOOGIMI：TOOMIGI，　TOGI－
MI：TOMIGIなどの間で各地でいろいろの音位転倒
がおこり，一方麦という語原意識にささえられて，図式
的に言えば，TOOMIGIからTOO皿UGIが，　TO－
MIGIからTOMUGIが生じたものと考えられる。
4716．20では，話者が〈外麦か〉と語原解釈している。すで
に述べたようにTOOKIBIに対するTOOGIBI，　TO－
KIBIに対するTOGIBIのGは〔9〕であるが300KIMI
に対するTOOGIMI，　TONKIMIに対するTONG－
IMI，　TOKIMIに対するTOGIMIのGは，〔9〕の
ものもあるが〔η〕のものが多い。隣りあう子音〔m〕の影
響などからそうなっているのであろうが，TOOGIMI，
TOGIMIがそれぞれ〔tolηimi，　toηimi〕であれば，唐
黍の語原のきずなの失われたこの段階では，〔to：mi－
1 i，tomi1〕i〕さらにTOOMUGI・TOMUGIへの変化は
もうすぐであろう。〔to：1〕imi〕は他方τ00NIMIをも
生んでいるが，このことも〔to：1〕量mi〕の不安定さを証明
するものといえよう。机上で考えられるおもな語形の相
互関係は、次図の通り。カッコ内にGの音価を示した。
　島根・広島および愛知のTOOTOOKO以下TAA－
TAKOまでは（TOOのみは新潟）下略形と思われ，ト
オキビの類とすることもできようが，ここでは紺を与え
た。TOOTOOKOの中には，広島東’南部に6地点の
〔toto：ko〕という発音のものを含む。
　鹿児島のYOMEZYOTOKIBI以下HINAZYOO
までも，榿の符号を与えることが可能であるが，ここで
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（イ）9TOOKIBI
　　▲TOKKIBI
　　●TOKIBI
　　　　　　l
　　OTOOBII〈1
　　△TOPPIKI
　　OTOBIKI
■TOOGIBI〔g〕
？TOGIBI〔g〕
（ロ）ロTOOKIMI
　　△TOKKIMI
　　▽TONKIMI
　　◎TOKIMI
9TOBIGI〔g〕
りTOOGIMI〔g・g〕
マTONGIMI〔g〕
？TOGIMI〔g〕
申TOOMIGI〔g・g］
甲TOMIGI〔g・g〕
　　　　　　　　　　　　　　　ゼトTOOMUGI〔g・g〕
　　　　　　　　　　　　　　　・《…》・TOMUGI〔g〕
は特に目立たせるために，茶を．与えた。『成形図説』に「苞
より頭髪を出し，初は紅に，老ては赤黒くなる，其初出
を嬰児婦女と目て翫ぶ，黒駒上已の聖人に肖たれば也」
とあるのはおもしろい（縷人はなんだかよくわからない
が，上覧とあるから雛のことか）。在来のトオキビに対し
て，この新来種を区別するために何かを付加した表現か
とも考えてみたが，はたしてどうであろうか。8341．12の
注記には（トキビはきびのこと）とあり，また，8352．92に
はく毛がきれいだから，嫁女とか雛とかいう。トキビはト
オキビの意〉とある。また8343．97には〈七〇ki？nogina－
50は毛のこと〉という注があった。なお，ここは鹿児
島であるから，KIBIのBI部分にはいろいろの音変
種があった。また，HINA（ZYO）TOKIBIの中には
8342．69の〔ginatok董2〕，　HINA（ZYO）KIBIの中には
9312．42の〔ginakibi〕が含まれている。
　沖縄の草を与えたものも，上の類に準ずる。1167．01で
はく教育のあるものが使5，ただしルソンについて呂宋
の意識なし〉とあった。玉蜀黍はいったいに沖縄では珍
しいもののようであるが，古く，沖縄南部でわずかに
作られていたのであろうか。在来のト才キビのある所へ
玉蜀黍が輸入されてつけられた，新しい命名であろう。
愛知のKARATOは，この類に準じていいものかどう
かはっきりしないが，K：ARATOOKIBIなど（『全国
方言辞典』には付近にカラトオナンバがあるとする）の下
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略形と考え，TOOK：IBIの上にもうひとつ地名の付い
たものの類としてここに分類してみた。なお，183図にも
KARATOがあり，そこではK：ARATOOGARASI
の下略形と考えてみたが，NANBANなどと同様，182
図・183図を通じて現われる語形なので，184図にも載
せてある。しかし地域も離れているし，語原も異なると
考えられ，一種の偶然の一致なのであろう。
　NANBANTOOKIBI以下緑を与えたものも，上の
草の類と同様トオキビ・キビの類と考えることができる
が，ここでは前半部分に着目して，ひとまとめにして
みた。沖縄にとびはなれているもののほかは，いちおう
地域に連続がみられ，まとめる可能性が保証されている
ともいえるが，中にはこの類としていいものかどうか問
題となるものもあろう。主として中国地方（西半）におい
て，この類は自由に変化している。
　NANBANK：IBIの中には，6389。56，6470．59の〔n鼠一
　　baηkibi〕を含む。
　NANBAの中には，6497．90の〔nam田ba〕を含む。
　NANMANKIBIの中には，6389．56の〔nama1〕ki－
　　bi〕を含む。
　MANMANKIBIの中には，6451．14，6470．11，6480．91
　　の〔mamaηkibi〕を含む。
　MANMANK：0の中には，6348．77，6358．43，6358．87
　　の〔mammaηko：〕を含む。
　名古屋付近と山陽にみられる空を与えた類も，上記の
草や緑を与えた類に準ずることができる。これらに空を
与えた理由は，緑に準じて，前部分の高麗に注目したか
らである。（蜀）黍が存在するところへ，新種の玉蜀黍が
輸入されての命名であろう。両地域ともにai二重母音
がさまざまに現われる地域であることは偶然の一致であ
ろうが，おもしろい。
　KOORAKIBIの中には〔ko：：rakibi〕を含む。
　KOORYANK：IBI，　KOORYANはともに6487．43
であって高梁（黍）と考えられる。高麗黍とは無縁のもの
とも考えられるが，分布の観点からここにならべた。も
とはコオライ（キビ）とでも言っていたが，コオリャンと
いう語形が輸入されて混同が生じたのであろう。
　以下茶と紺を与えたものは，勢力のあまり強くない類
である。
　まず，東北から長野・岐阜あたりにかけてみられる，
茶の四角の符号を与えたマメ（豆）を核とした表現が注目
される（たとえば凡例第2番のMOROI（OSIMAME
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などにも同種の符号を与えた）。各地で独自に発生した
ものとも考えられるが，山形・新潟・富山・長野・蚊阜
あたりの分布をみると，以前には，もうすこし広い領域
を持って分布していた表現と考えられる。
　新潟西部から富山にかけてマキビ・マッキビの類があ
る。これらはあるいはマメキビと関連がある語形なのか
もしれないが，いまや真黍と理解されているに違いない
この地域に限られた表現である。
　SATOOKIBIは長野南部のみ。甘薦はこの地域では
みられな、．・のであろうか。耳で聞いたサトオキビの語形
が影響しているのであろ5か。
　K（W）AS亙K：IBI以下KACUI（IBIまでは，相互に
関係がありそうである。K（W）ASIKIBIの中でKWA
をとるものは，新潟（越後）に5地点。HASUKIBIは，
4628．61のみ。かなり変形しているが，この類と認めた。
KASIKIRIは7301．67のみ。地域もかなり離れてい
る。KAS互NK：IBIは和歌山と岡山。　KASIBIKIは新
潟と福井。KOKIUDENK（W）ASIは，新潟（越後）に
3地点。実はすべてWを持つ表現であった。以下，
KOK：URENKWASIは4665．87，　K：OKIUDEは467
5．62，KOK：UDOOは4684．77，　KOKURENは4675．
45のみ。KACUI（IBIは4628．28のみ。　HASUKIBI
などと同様，かなり語形が変化しているが，この類と認
めた。
　二一との説明で概略が明らかになったと思うが，この類
は新潟を中心とするが，わずかに山形，長野，石川・福
井および和歌山，岡山，福岡にもみられ，ある時代に，
国の中央で使われていた表現のように思われる。はたし
て『物類称呼』には，「畿内にてなんばんきび又菓子きび
と云。（中略）奥州より越後辺にてまめきびとも又くはし
きびともいふ。」とある。『重工本草綱目丁丁』には，これ
に加えて「クハシンキビ播州」とする。7521．16の話者は
〈子どもが菓子の代りに食べるキビ〉と言っている。コ
クレン・コクデンなどの語原は不明であるが，これは新
潟独特の表現である。高麗との関係も考えてはみるが，
あまりに語形が違っている。
　CUTOKIBI以下丁ORAKIBIまでは，玉蜀黍の実
の形状による命名であろ5。CUTOKIBIの中には66
31．05の〔tsutolkibi〕を含む。SUDOは7416．34。『全国方
言辞典』には徳島県美馬郡で格子戸をスドと言うとある
が，実が格子状に付いているとでもいうのであろうか。
話者当人はく萢のことをスドというから，それから来て
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いるのだろう〉という。CUCUI（IBIは6418．13，　CU－
CUKIMIは3790．27，　CUCUWARAKIBIは飛騨（55
88．02）で〔tsutsuwarakibi〕ともいうが〔tsuwarakibi〕
とも言うという。HUKUROKIBIは秋田・山形の県
境付近と和歌山南部。HUKUROKIMIは岩手南部。
TAWARAKIMIは，実際は〔talrakimi〕で3736。03
のみ。TORAKIIBIは6486．93のみ。
　HUSATOGIM以下YAKKIBIも，以上の類と同
様，玉蜀黍の特色に着目して，キビ・トオキビなどにな
にかを冠した命名である。これらのうち，あるもの（特
に併用のもの）は玉蜀黍の中のある品種名であるかもし
れない。HUSATOG互Mは0246．48，　KUSAGINは
0247．56のみ。TAK：AKIBIは兵庫と種子島。タカキビ
は，元来蜀黍（高梁）の名として使われることのあること
ばであるが，『物類称呼』時代でも，伊予では蜀黍である
が，因幡では玉蜀黍であるとする。NMANUMAHA－
TAGACINは与那国のみ。　KONAKIBIは6516．10，
HAZIREKIBIは6416。58，　ABURIK：IM王は3785，42，
YAKKIIBIは6611．68のみである。
　以下紺を与えた類の中では，まずTOONAWA以下
TOONAKIBIまでのアワ（粟）を中核とした表現が注
目される。在来のアワに対する唐の粟という命名であろ
う。富山・岐阜を中心とする表現であるが，周辺の石
川・福井・滋賀にもみられる。TAWAWA，　TAWA
は5595．89，TOONAKIBIは6509。43のみである。キ
ビになぞらえることが嫌われるか（黍そのものがあまり
親しいものでなかったか），あるいはすでにトオキビ（蜀
黍）があるかして，命名されたのであろう。この地域で
新しく発生したもののようであるが，石川・福井・滋賀
にあることは，過去にその領域が広かったことを示すの
であろうか。
　HACIBOKUは5587．74のみ。『酒類称呼』『全国方
言辞典』r綜合日本民俗語彙』にもみえる玉蜀黍の異称で
あるが，もともとは米の字を分解して言う表現であると
思う。r大日本国語辞典』にはr百錬抄』の例が挙げてあ
る。
　SANGAMEは8229．96にある珍しい表現。〈平民
が使う〉という注記がある。
　IBOは8248．18のみ。実の形状による命名であろう。
　YAMAτUUPUGYAM，　YAMATUUPUGAM，
YAMATUHUUMUNはすべて宮古諸島に見られる
もの。YAMATUは大和で本土，UPU・HUUは大で
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あることはわかるが，GYAM・GAMの部分について
手掛りがない。黍であろうか。MUNは麦であろうか。
r入重山語彙』には，「フームン　蜀黍。大麦の義」とある。
入重山の2085．69の話者は〈to：ubuηということを希に
聞くがはっきりしない〉と言っている。関係があろうか。
　以下，地図には示されていないが，すでに触れたもの
のほか，各地点からの報告（注記）の中で，興味深いもの
を拾ってみよう。
　5516．59TOOKIBI〈大きいもの〉，　NANBAKI－
　　　　　BI＜小さいもの＞
　5652．81　＜蜀黍はトオモロコシ＞
　5667．81〈深谷市藤沢ではやマコシと言う＞
　5672．52〈トオモロコシは食べられない。飼料もろ
　　　　　こしの名である＞
　6447．08KIBI〈他の種類にも言うが，トオキビの
　　　　　意にも使う＞
　6482．52　TOOBII（1〈甘薦をトオキビと言う＞
　　6485．14　〔坂出の南方の川津辺では古い人がカイセ
　　　　　ンキビと言っていた〕
　　6524．66＜隣部落の本庄ではハチボクと言う＞
　　6600．97〈黍のことはコキビと言う＞
　　6621．94　（通常の黍はコキビ）
　　6625．66　〈蜀黍はアカモロコシ＞
　　6633．33　＜蜀黍はホモロコシ＞
　　6641．39〈黍はコキビと言う＞
　　6645．37　（蜀黍はアカモロコシ，ホオキモロコシ）
　　7266．09＜毛の所をゴゴジョと言う＞
　　7352．61〈トオモロコシは粒をはがして製品にした
　　　　　もの＞
　　8341．12　（トキビはキビのこと）
　この玉蜀黍という作物は，比較的新しい伝来の作物で
ある。黍はr本草和名』r和名抄』にすでに見え，古来のも
のであることがわかる。次に，中世中華より蜀黍が渡来
する（r本朝世事談綺』）。r和漢三才図会』には「按蜀黍古
者無之始見出食物本草，故和名抄亦不載之，（中略）而後
又南蛮人渡玉蜀黍面割之南蛮黍也」とあり，玉蜀黍の渡
来は，蜀黍に後れるものとしている。黍・蜀黍・玉蜀黍
という漢字表記からも，そうした歴史をうかがうことが
できる。もっと屯これは中国における歴史かもしれな
い。r全国農作物栽培分布図説』は何によったか不明なが
ら，蜀黍は天正年間の伝来，玉蜀黍はポルトガル人に
よって天正7年に伝えられたとする。
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　ともあれ，蜀黍も玉蜀黍も近世初頭ははすでに伝来し
ていたわけではあるが，この地図を解決するために必要
な情報は，実は日本への伝来の時期やその入口ばかりで
はなく，全国各地への伝来の時期と経路である。前記
r全国農作物栽培分布図説』には，現代における黍。蜀
黍・玉蜀黍の市郡別収穫面積の地図が出ているが，これ
は参考にとどまる。
　玉蜀黍をキビ・キミと言う地方では黍を作らないので
あろうか。トオキビ・タカキビ・モロコシなどと言う地
方では，蜀黍を作らないのであろうか。あるいは作って
いるとしても，蜀黍の伝来は玉蜀黍より遅れたのであろ
うか。各地に黍・蜀黍があるとしたら，何と言うか。実
は，まず知りたいのは，以上の点である。残念ながら，
これらに関する情報は，現在極端に不足している。
　以下，玉蜀黍のおもな語類間の相互関係について簡単
な推定を行なうが，実際には，以上の知識が確実になっ
て，はじめてその推定が堅実なものとなると言えよう。
　解釈の立揚に立ってもう一度地図を見直すと，まず地
域的に単純な地方と各語形の錯綜している地方のあるこ
とに気がつく。錯綜地域の代表は中部地方であるが，中
国地方がこれに次ぎ，沖縄島南部もこれに準ずることが
できよう。これらの地域で，ことに複雑な歴史のあった
ことを想像させる。
　まず，標準語形トオモロコシおよびそれと関連のある
モロコシの出自は，どのように考えるべきであろうか。
　モロコシは元来「諸越」の訓読表現であって，中国，あ
るいは唐の国をさし，この地図にあらわれる他のトオ
（唐），ヤマト（大和）・ルソン（口口）・ナンバン（南蛮）・
コオライ（高麗）などに類する，その作物の出身地・経由
地を示す地名と考えられる。したがって，このモロコシ
だけでこの作物の名とするのは，かならずしも本来的な
ものとは考えられない。まして，トオモロコシは奇妙で
ある。この奇妙さを説明するためには，まずトオモロコ
シの誕生について，元来モロコシ（キビ）（蜀黍）のあった
ところへ玉蜀黍が輸入されて新しく命名されたものとせ
ねばなるまい。はたして『一類称呼』には「蜀黍たうきび
○東国にてもろこしと云。」とある。r重修本草綱目啓蒙』
にも同種の記述があるが，品種名としてナガモロコシ・
ムラサキモロコシ。ハダカモロコシ……などを挙げ，蜀
黍の「標準語」がモロコシであることを暗に示している。
かくて，トオモロコシとは，この新来の作物が，蜀黍を
モロコシと言っている地域に輸入された際，新しくつけ
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られた名であることがほぼわかった。
　ではモロコシはどういう由来の語形なのであろうか。
これについては（1）いったんトオモロコシが誕生し，その
語形が伝播していく際，在来のモロコシ（蜀黍）のない地
域でトオが略されて生じた，（2＞元来その地域にモロコシ
のない地域（その名がトオキビ（蜀黍）その他であれば，
蜀黍はあってもいい）にこの玉蜀黍が輸入され，その
地域で独立にこの名が付けられた。その際，この新来
の作物は在来の黍の一種と考えられ，モロコシキビ，モ
ロコシキミなどと命名されたが，キビの部分が略され
た，の2案が考えられる。しかし，②に関して，モロコ
シキビなどの表現が現存しないこと，岩手の揚合を除い
てトオモロコシと隣接していること，などのことがあ
り，ここでは（1）の考え方を採っておくことにする。モロ
コシという表現がいかにも大時代であって，トオモロコ
シ地帯の蜀黍の場合と，岩手と長野あたりとで，別々に
利用されたというのも，ちょっと不自然に感じられる。
　なお，〔1）の考え方を全面的に採用するとなると，岩手
のものは，関東あたりからの輸入，そして在来のモロコ
シ（蜀黍）がないために，ここでもトオの部分が略された
もの，ということになろう。
　さて，大勢力キビ・トオキビの類はどうであろうか。
このうちキビ類についてはこの玉蜀黍が渡来したときに
ある命名（～キビ）が行なわれ，それが伝播するに従っ
て，変形，省略されて成立した表現であろうと考えられ
る。すでに述べたようにキビはr本草和名』r和名抄』以来
黍をさす名であり（実は両書ともキミ），最初からこの新
来の作物の名とすることは，ありえないことであった。
おそらく現在キビ・キミなどという地域では，在来の黍
が無いか極くすくなく，ある名（～キビ）が略されてもさ
しっかえのない状態があったのであろう（なお，158図・
159図の地図および解説に，新来の物に対して，在来の
物に新別名が与えられる例があるので，参照のこと）。
　ではある命名とは何か。ひとつの候補はトオキビであ
り，もうひとつの候補はナンバンキビ・ナンバキビであ
る。
　たとえば，和歌山や兵庫北部のキビは，ナンバンキ
ビ，ナンバキビと，地理的に接している。したがって，
これらの地域のキビは，ナンバンキビ。ナンバキビの上
略形と考えられる。
　これに対して，東北地方や四国のものは，トオキビ類
と地理的に接している。このことは，これらの地方のキ
ビ・キミがトオキビ・トオキミなどの上略形として誕生
したことを示すのであろう。
　ただし，天竜川流域のものや広島県東部・徳島のもの
などは，迷わざるをえない。周辺にナンバンキビ・ナン
バキビ・トオキビが点在しているからである。
　さて，トオキビの由来はどうであろ5か。玉蜀黍伝来
の最初の命名なのであろうか。『物類称呼』などによれ
ば，「たうきび」とは畿内では蜀黍の名であって，玉蜀黍
の名ではない。もし，〔1圧蜀黍が蜀黍のあとで輸入され
た，（2濁黍は，畿内において古くからタウキビと言われて
いた，〔3にの地図における全国のトオキビ類は近畿から
放射された古い表現の残存である，とするならば，相互
に矛盾を生ずる。ω（2×3）それぞれに根拠薄弱であるが，
何か（3）が特に弱いように感じられる。もし，玉蜀黍が九
州にでも伝来し，そこには蜀黍はなく（あるいはあって
もトオキビとは呼ばれておらず），そこでトオキビとい
う命名が行なわれ，実物が九州から東へ伝播するのに
伴って，この表現が全国にひろがった。そして，在来の
トオキビ（蜀黍）があったり，あるいはキビ（黍）がなかっ
たりした地域ではそれぞれ変形が行なわれたが，そうで
ない地域では，この表現がそのまま全国にひろがった，
とする考え方はどうであろ弓か。もっとも，（1）や②が誤
りであるとすれば，全国のトオキビを近畿で使われてい
た古い表現の残存とする解釈も可能となる。
　トオトオキビやルスントオジミなどが，もとトオキビ
（蜀黍）のあるところへこの新種が伝来した際の命名であ
ろうことはすでに述べた。
　では，ナンバン類はどうか。この類を後部要素に注目
して分類すれば，トオキビの類とキビの類との2種のあ
ることがわかる。凡例のNANBANTOO以下，　NA－
NBATOおよびNENENKOTOK：IBIも前者に含め
るが，前者は三河（遠江にも1地点）と若狭と日向および
沖縄にみられる。
　これらのうち，NANBANTOOなどについては，も
との姿をNANBANTOOMOROK：OSIと考えること
もできるが，周囲の状況から，NANBANTOO（NO＞
KIBIと考えることにする。なお，　NENENKOTO－
KIBIのみはかなり隔絶した地域に認められる表現で
あり，鹿児島南部の表現に通ずるものとすれば，この類
ではないかもしれない。これに対して，後者は，他のす
べての緑の符号を与えたものである。
　トオキビやトオトオキビ。ルスントオジミなどの成立
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から類推すれば，前者は，トオキビがすでにあったとこ
ろへ玉蜀黍が輸入され，在来のトオキビを基礎とした名
ということになり，後者はかならずしも在来のトオキビ
の存在には関係なく命名されたもの，ということになろ
うが，両類の分布，ことに遠江から三河，若狭内部での
分布からみれば，．両類が無縁・別系のものとは考えられ』
ない。ナンバンキビとてすでにトオキビ（蜀黍）があって
それを避けた命名と考えてもいいわけであるから，ここ
では両者は相互に関連のあるものと考えておく。この類
はおそらく近畿地方で命名が行なわれ，周辺に伝播した
ものであろう（沖縄のものだけは，近畿地方のものと無
関係なのかもしれない）。
　ここで注意しなければならないことは，すでに述べた
ことであるが，この類が地理的にトオキビの内側にある
からといって，かならずしもトオキビより新しいものと
は限らないということである。すくなくとも近畿地方に
おいて，古くはトオキビが行なわれていたとは限らな
い。この点に関して真の結論に到達するためには，この
作物の各地における伝播の時期と経路が解明されなけれ
ばならない。　　　　　　　　　　　　一
　なお，この類については，その領域の末端において
NANBANKIBIやNANBAKIBIといった非省略形
が顕著であるという事実が注目される。たとえば石川，
岐阜，静岡，兵庫北部，島根東部，山口など。これらの
類が本来的なものであって，それらが周辺部に残存する
のだ，という考え方もあるが，184図をみればわかるよ
うにこれらのうち，石川，岐阜，静岡，島根東部におい
ては蕃椒におけるナンバ（ン）がこの地域に存在して，下
略を許さない事情のあることも忘れてはならない。
　このナンバン類全体の歴史であるが，183図における
ナンバン類が近畿において衰退するのと平行して，その
勢力をのばしたものと思われる。
　コオライ類はどうであろうか。大阪あたりを中心にし
て，東西各150kmほどはなれた地域に見出される表現
である。方言周細論的な解釈を適用したいところである
が，東西両地域ともナンバン類の内部にあってやや難点
がある。一方，別々の発生であるにしては，高麗という
発想法は特殊に過ぎないであろうか。
　近畿地方の中心で，この玉蜀黍がある時代に南蛮黍と
も高麗黍とも言われた時代のあったことを想像してみて
はどうであろうか。文献上高麗黍の存在が確かめえない
点はいかにも弱いが，たとえばr物類称呼』に「畿内にて
182・183
なんばんきび又菓子きびと云」とあるその菓子きびが，
ナンバン類の内部（和歌山と岡山）に見られることなどか
ら，この想像が，あまり架空のものでもないと言えそう
である。南蛮黍と高麗黍とは，別々の品種だったかもし
れない。東の尾張においては，184図をみればわかるよ
うに，コオライ類の見られる地域に蕃椒のナンバがあり，
このナンバの存在が，コオライを生む原動力だったとも
考えられるが，それだけでは，西のコオライの説明がつ
かない。もっとも184図の説明でも触れたように，ナン
バンはなにも玉蜀黍や蕃椒に限られているわけではな
い。もし岡山・広島・香川あたりに別のナンバンがあれ
ば話は変わってくる。
　その他の類については，すでに触れたところもあるの
でいっさい省略に従うが，地域別にこまかく検討してみ
る価値はありそうである。たとえば，岩手のマメキミや
フクロキミなどは，玉蜀黍をキミというのはおかしい，
黍というものがあるじゃないか，とでもいう事情から生
まれたものかもしれない。長野のトオマメなども，モロ
コシが伝播してきたものの，モロコシは別物だ，という
意識があって発生した，あるいは東からの勢力と西南か
らの勢力との衝突によって発生したなどの考え方があり
うる。これらに関しては，地域的な，詳細な調査によっ
て，さらに追求することが望ましい。
　ここで再び地図全体を見渡してみると，中部地方，中
国地方西部の錯綜を何と解釈するかが問題となってく
る。
　この玉蜀黍の異称についてはすでに述べたように，大
きな流れとして，（1）西方からのトオキビの類，②近畿を
中心とするナンバンキビの類，（3）関東を中心として主と
して西に進むトオモロコシの類がある。これらは語形の
伝播とともに，玉蜀黍そのものの伝播と何らかの関係が
あったのではないか，ということを想像させる。中部地
方ほ，このうち（1×2×3）の合流点，中国地方は（1×2）の合流
点であるとするならばこの疑問はいくぶん解けるのでは
なかろうか。さらに考えたい点である。
183．とうがらし（蕃椒）
　この地図の内容は，特にナンバンの類について182図
「とうもろこし」の内容と関連するところがあるので，同
声および解説，ならびに両図の総合地図である184図お
よび解説を参照されたい。
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　この蕃椒の地図は，見出し語はかなりあるようにみえ
るが，榿で示したトオガラシの類，緑で示したナンバン
の類，紺で示したコショオの類およびほとんど勢力のな
いその他の類にわけることができ，地理的分布も比較的
単純であって，各類のあいだの交錯もすくない。
　各見出しの内容について注意すべき点および地図上で
見つけにくい見出しの地理上の位置を示せば次の通り。
　TOOGARASI　Gの子音について〔g，　Y，”g，13〕の
　　区別は示さなかった。以下同じ。TOOの部分に
　　は，次のようなものを含む。〔tっ：gara∫i〕5604．52，
　　〔七〇ugara∫i〕　7659．40。
　TOOGARAS（Y）E〔to：garase〕6366。16，7317．29，
　　〔to＝gara∫e〕　7347．93。
　TOOGARASU〔to：YarasuL〕6711．16。
　TOOGARASYO〔tolgara∫o〕7659．62。
　TONGARASr〔toηgara∫i〕　6492．50，　7431．13，
　　〔toη1〕ara∫三〕7403．21，7411．61，7421．38。これらは
　　TOGARASIの中に含めるべきかもしれないが，
　　ここに含めた。また，この見出しの中には〔to：η一
　　gara∫i〕7259．22，7324．96を含んでいる。地点も少
　　ないので，特に見出しを立てなかった。
　TONGARASYE　6464。90，7356．98。
　TONGARASYO　3地点であるが，みんなそれぞれ
　　違っている。　〔toηgara∫o〕7659．51，　〔七〇1〕gaa∫o〕
　　7659．53，　〔to！〕gai∫o〕　7659．31。
　TON　6424。89。
　KARATO　6402．94。
　KARASE　7338．48。
　NANBAN　〔nambaN〕のように，第1音節の末尾
　　の鼻音が弱いとするものがあった。4609・07，4618・49。
　NANBANK：0　4763ユ1。
　NANBA　第2音節末尾の鼻音が弱いか，母音が鼻
　　母音となっているもの。岩手・宮城・秋田。
　NANBAA　6620．53。
　NANPA　4588．98，5557。85，5558．33。
　NABA　〔naba〕3702．89，〔naba〕3649．58，3781，86。
　KOSYOO　〔ko∫o・〕7342．72，　7343．76，　7364．34，
　　8306．04を含む。
　GOSYO　5472．31。
　KOOSYO　岐阜・長崎・鹿児島。
　K二〇SO　　O248900。
KOSYUU　〔ko∫u・〕7392．94，8305．76，8355．62を含
　む。
KOOSYUU　〔ko＝∫u・〕7333．75，〔ko・∫u：〕7372．03，
　7375．30，〔ko・∫u・〕8302．19を含む。
KOOGYUU　7351．06。
KOSUU　8248。18。
KOOSUU　8229．96，8239．31。
KOSYU　〔ko§u〕8342．69を含む。
KUSOO　〔k‘亨so：〕1242．00。
KUSO　〔kΨso〕0275。36。
KUUSYUU　2076．97。
GUSUU　2076．99。
KUUSYU　2068．08
KUSU　薩摩半島南端と入重山であるが〔k‘usu〕
　2072．20を含む。
GUUSU　2095．60。
HUUSUU　〔Φu：su：〕1232．29。
HUSSUU　〔Φussu＝〕1232．75。
KARAGOSYOO　6425。41，6509．91。
KARAGOSYO　6403．60。
KOOREEGUSYU　1261．32，1270．29。
KOOREEGUSUU　1250．59，1251．73。
KOOREEGUUSUU　1148．59　　　　　　　　　　　　　　　　0
KOOREEGUSU　KOOの部分が〔k‘o＝〕のものは
　1241．49，　1241．96，　1260。87。
HWOORUGUUSYU〔Φo：rugu：∫“〕1231．72。
HOORUGUSU　1242．22。
HOORAGUSU　1221．47。
HOOGOROSU　1211．69。
TENTOGOSYOO　6414．25。
K：ARANAA　1261．16。
KARAMAA　1251．98。
GARAN　1261．32。
SORAMUK：16533．89。
SICIMI　〔∫lt∫imi〕6512．14。
無回答　　2086．03。
この図では，TOOGARASIについてく併用処理の
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原則〉を適用してある。除いたTOOGARASIは，55，
56，64，65，66，74，75のますに20か所ほど点在する。
　なお，注記をみていくと，TOOGARASIはく七味
唐辛子のような形に，加工したものについて言う〉とし
た地点がいくつかあった。5615．65，5615．74，5629．98，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　183
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5695．10，6604．98，6614．04である。新潟と山梨とでは，
これが個人的な解釈ではなく，地域的な現象であること
がわる。在来のNANBANという表現の上に，新し
い表現が，加工品の名として侵入していったためにこの
ようなことが起こったのであろう。注記のない他地域に
も類似の現象があるのかもしれないが，いま情報がない
ので，この点についてこれ以上深入りすることはできな
い。
　もっとも，7356．70のように，くそのままならtol〕ga－
Ta∫i，粉にしたらko∫o：〉という例もあった。この結合
は，新来の語形が正位置を占め，在来の表現は特殊な位
置にその座をうつしたことになる。これはコショオとい
う表現が，標準語において一般に粉末の形を連想させる
ことと関係があるかもしれない。
　この蕃傲は伝来の新しい作物である。『古事類苑』によ
れば，r草木六部耕種法』という本には「天文11年ニポル
トガル人ノ持来ル所ナリ」とあり，r倭訓栞』には「秀吉公
朝鮮征伐の時種を得たり，よて高麗胡椒といふと貝原電
導也」とある。貝原氏の説とは大和本草のことであろ
うか。また，『和漢三才図会』には「慶長年中此与煙草同
時将来也，中華亦大明些末始有之，故本草綱目末載之」
とある（大言海は同様のことをr近代世事談』から引く）。
もっとも，これらの記事は全国すみずみまでこの作物が
伝播した経路や時代を示しているわけではなく，かなら
ずしもこの地図の解釈にとって全面的には有効でない。
また，蕃椒にもいろいろの種類があり，たとえばピーマ
ンなどという蕃椒に含まれるような含まれないようなも
のがある。これらの各品種の伝来の流布の歴史も実は知
りたいところであるが，これらに関する各地の名称がど
のように分化しているかさえこの調査結果からだけでは
不明なのであるから現在いかんともしがたい。
　さて，トオガラシ類，ナンバン類，コショオ類の3類
の関係をみると，言語地理学的にトオガラシ類が最も新
しいものであることはあきらかである。この語は関東に
侵入してその領域をひろげるとともに九州北岸・東岸に
新しい領地を獲得しつつあるようである。ところがナン
バン類についてはかって中央で用いられたものであっ
て，それが東海・北陸以東および出雲に残存したものであ
るか，出雲のものは，何らかの事情で東日本方面から伝
播したものなのか，十分にあきらかでない。言語地理学
的には前説をとって，近畿から中国にかけてあった古い
ナンバンは，玉蜀黍のナンバンによって駆逐されたとし
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たいが，出雲以外にナンバン類の残存のないことが，弱
点となる。なお，このナンバン類はナンバンがこの蕃椒
の出身地ないしは経由地の名であるとすればそのままで
はやはり不自然であって，ナンバンガラシとかナンバン
ゴショオなどの下略形とせねばなるまい。現在不明であ
るが宮城に1地点あるNANBANK：0がナンバンコ
ショオの痕跡とするのはいささか弱いであろうか。一方，
コショオ類についても，：九州から琉球にかけての金城湯
地に比較して，それ以外の地域がせまく，限られているこ
とから，山陰のものは米子・倉吉あたりを中心にひろがっ
たもの，長野県を中心とするものは，直江津・糸魚川あ
たりから輸入され，それが長野・松本にはいって伝播し
たものとも考えられ，かならずしも中央で古く使われて
いたものの残存とすることはできないようにみえる。
　いま一般辞書類をたよりにトオガラシ類・ナンバン類・
コショオ類の見える文献をさがしてみると，
　　「た5がらし」は『毛起：草』や近松の戯曲にみえて，分
　布上の新しさのわりには，古い時代からあらわれてい
　ることが注目される。
　　「こせう」はr苔類称呼』に「西国・奥の仙台」とあるぐ
　らいで，そのままの表現が中央で使われた痕跡はな
　い。どういう本かよくわからないが『内安録』に「長婚
　にて蕃椒を胡椒と唱ヘトウガラシは唐を醸しといふ同
　音なれば，必ず胡椒といふ，長崎の地役人共唐船の為
　に扶助せらるるなれば，唐国を尊み敬ふ事七海」とあ
　る。この説はあやしいし，また長崎のことであるか
　ら，中央で使われた資料ともならない。いずれは次項
　および次次項の上略形であろう。なお，胡椒そのもの
　は古くから知られていたが『重修本草綱目啓蒙』に「和
　産なし」とあるように，民衆には無縁のものであった
　と考えられる。つまり，一般の生活では高麗・南蛮を
　とりはずしてもさしっかえなかったわけである。
　　「かうらいこせう」は現在，沖縄にしかないが『物類
　称呼』には「京にてかうらいこせう」とあるし，『書言字
　考節用集』やr倭訓栞』にも，かならずしも方言として
　でなく記録されている。中央で使われていたものと思
　われる。
　　「なんばんこせう」現在見られぬ表現であり，初出
　例は「たうがらし」より新しいようである。『本朝世事
　談綺』や『嬉遊笑覧』にある。もともと辛子や胡椒とい
　うものがあって（r和名抄』など）そこへ新来の蕃椒がは
　いったのであるから，最初，在来種名へ唐や高麗や南
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　蛮をつけてこの新来種を呼んだことは，当然なっとく
　できる。
　　「なんばん」『大日本国語辞典』は「塩漬の楊梅，巻す
　るめに南蛮かけて」を蕃椒を意味するとみてr元禄太平
　記』をあげているが，「なんばん」が「なんぼんこせ5」の
　下略形とする考えは，文献から知られる「なんばんこ
　せう」が案外新しいことから，疑わしいことになる。
　なお，『大日本国語辞典』『大言海』とも「なんばんがら
　し」という見出しを立てているが例はみえない。ナン
　バンを「なんばんこせう」の下略ともしがたいとして，
　その源として「なんばんがらし」を考えたのかもしれな
　いが，例がないのではなんともいたしかたがない。
　『元緑太平記』の例を疑う方がいいのであろうか。
　以上文献でみてきたことと地理的分布からの推定を総
合すると，やや矛盾がある。この矛盾は，おそらく各品
種の異称の分布およびその歴史が明らかになって，はじ
めて解明されるのであろう。
　ここでは言語地図の解釈であるから古く中央でコオラ
イゴショオないしはナンバンゴショオの形が使われてお
り，それが四周に伝播する過程でコショオまたはナンバ
ンが生じ（あるいは中央を発するときすでにコショオま
たはナンバンになっていたかもしれない）近畿地方で後
にトオガラシが発生し，現状が形成されたと考えておく
が，そのほか，コショオ類のあるものは海上交通によっ
て飛火したものとする考えや蕃椒が九州にはいってはコ
オライゴショオと命名され（それが沖縄に伝わり，本土
ではコショオになる），近畿にはいってはナンバンゴ
ショオと命名され（それが東日本と山陰にナンバンやコ
ショオとなって残る），後トオガラシに改められたとす
る考え方なども，捨てないでおく。九州にナンバンがな
いのは南瓜をナンバンということと関係があるかもしれ
ない。『物類称呼』に「奥の仙台にてこせうといふ」とある
ことなどは，飛火的伝播が過去にあったことを示してい
る。単純な分布ながら解釈がむずかしい地図の例とする
ことができよう。
　最後に，勢力は弱いが特殊な表現についてすこしつつ
述べておこう。
　TON　TONGARASIの下略形であろう。
　KARATO　おそらくピーマンなどをAMATO（0－
　　GARASI）というのに対することばであろう。注記
　　にも（辛唐？）とある。
　KARASI・1（ARASE　高麗胡椒・南蛮胡椒の上略
　　形がコショオになったように，トオガラシの唐の部
　　分が略されてできた語形であろう。福島，栃木，四
　　国西部，福岡，佐賀にみられるが，特に四国におい
　　て，いわゆる辛子との関係がどうなっているか知り
　　たいものである。
　KARAGOSYOO。KARAGOSYO　唐胡椒とも考
　　えられるが，KARATOなどと比較して，ピーマ
　　ンのAMAGOSYOOに対する表現ではあるまい
　　か。6403．60では（辛胡椒？）という注記があった。
　　5472．31では辛いのはKARAGOSYO，甘いのは
　　AMAGOSYOと言うとある。
　TENTOGOSYOO　あとで述べるSORAMUKI
　　ともに，その形態から来た命名であろう。この地点
　　とでは〈単にK：OSYOOと言えばピーマンを考え
　　る〉との注記があった。
　1（ARANAA・KARAMAA・GARAN　相互に関
　　係があろうが，辛菜であろうか。よくわからない。
　　GARANはカラシの類かとも思われるが，地理的
　　に遠いこともあって榿を与えなかった。
　SORAMUKIすでに述べたTENTOGOSYOO
　　とともに，その形態からきた命名であろう。あるい
　　は品種名か。
　SICIMI　同地点の注記によれば，　TONGARASI
　　はピーマンをも含み，SICIMIは絵にあるものの
　　みをさすという。
　無回答　第三者はto正〕gara∫iを答えたが，当人は認
　　めなかったらしい。
　その他，各地点からの報告の注記をみると，6415．83
で蕃椒も本物の胡椒もKOSYOOと言う，6542．71で
TONGARASIは尖っているから言5のであろう，
などというものがあった。
184．「とうもろこし」と「とうがらし」
　　　との総合図
　この；地図は，182図・183図の内容のうち，陸図で緑の
符号を与えたナンバン類の内容をとりあげて，総合的に
示したものである（このほか両脚に各1地点みられる
K：ARATOも載せてみたが，あまり意味はなかったか
もしれない）。各地点からの報告を見出しにまとめる手
順や符号は，182図・183図と同じである。すでにそれ
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それの図で示した内容を転載しただけのものであるか
ら，特に新しい内容を持つものではない。
　ただし，石川。福井・長野・岐阜・静岡・愛知，島根
の諸県において，玉蜀黍におけるナンバンi類と，蕃椒に
おけるナンバン類とがどのように接し，また交錯してい
るかを，地点ごとに点検することができる。
　特に，静岡県浜名郡湖西町鷲津（6650．70）の農民（1891
年生）が，「とうもろこし」も「とうがらし」も，ともに
NANBANといっているなどのふしぎな現象を発見す
ることができる。
　なお，この図には示さなかったが，『日本言語地図』第3
集143図「たこ（凧）」にも，福岡・佐賀両県にわたってナ
ンバンという表現が見出される。また，本集180図「か
ぼちゃ（南瓜）」の図にも福岡・熊本・宮崎の諸県にナン
バンが見出される。ことにほぼ接する福岡県柳川市曙町
（7351・06）では凧をナンバンと言い，同大牟田市大字草
木上（735L68）では南瓜をナンバンと言い，この地域で，
玉蜀黍と蕃椒について各地でおこっている接触や交錯と
似た現象がみられて注目される。両項目に関する，さら
に徹底した微細調査が望ましいことになる。
　このほか，『大辞典』，r全国方言辞典』，　r綜合日本民
俗語藁』をみるとジナンバン・ナンバについて，つぎの
意味のことばが各地で使われているようである。
　ナンバン
　　梅毒　鹿児島・種子島。
　　赤とんぼ　仙台（浜荻）。
　　滑車・ろくろ　青森県上北郡・宮崎県日置（児湯郡）。
　　けちな人　北飛騨。
　ナンバ
　　いちじく　広島県双三郎。香川（高松市）。
　　ねぎ　大阪（浬言集覧）・奈良県吉野郡。
　　接骨医　奈良県宇陀郡・和歌山県海草郡。
　　梅毒　長崎県五島・壱岐島・鹿児島。
　　かんじき　畿内（物類称呼）・佐渡・滋賀。
　　田下駄　茨城県（南部）・静岡県（駿東郡）・愛知県宝
　　　飯郡・滋賀・福井県大飯郡。
　　わらを四束ずつ束ねたもの　滋賀県犬上郡西甲良。
　　滑車・ろくろ　和歌山県東牟婁郡・豊後帳代（津久
　　　見）・南島入重山。ナンバダルマ　福岡県の一部・
　　　屋久島。
　　石炭山の捲上機　山口県宇部市。
　これらのうちには，南蛮とは関係のないものも含ま
184●185●186
れ，アクセントの上でも同音語でないものが含まれるか
もしれないが，たとえば，
　　青森県上北郡で　蕃椒と滑車
　　北飛騨で蕃椒とけちな人
　　宮崎県児湯郡で　南瓜と滑車
　　大阪・奈良県吉野郡で　玉蜀黍と葱
　　奈良県宇陀郡・和歌山県海草郡で　玉蜀黍と接骨医
　　畿内・滋賀で　玉蜀黍とかんじき
　　愛知県宝飯郡・滋賀・福井県大飯郡で　玉蜀黍と田
　　　下駄
　　和歌山県東牟婁郡で　玉蜀黍と滑車
　　滋賀県犬上郡で　玉蜀黍とわらを束ねたもの
とが同音衝突ないしそれに準ずる現象を起こしている可
能性があって，注目される。すでに『日本言語地図』の範
囲をこえているが，各地域でさらに詳しい調査の期待さ
れる所以である。
185．た（水田）一一区画
186．た（水田）一集合
　このふたつの項目は，下欄に示した質問文のように
「た（田）」の名称を求めたということで共通している。
185図にお、・ては「た（田）」の1区画の名，186図におい
ては何区画もつながった広い「た（田）」の集合の名である
点に区別を求めたが，両図に現われる語形には同一のも
のが多く，また，分布のしかたに共通点が認められるの
で，同一語形には両図を通じて共通符号を与えた。解説
においても比較の便利さを考慮に入れて，一括すること
にした。
　田は，わが国の農業の基本となるもので，したがって
すべての人が認識しているはずのものであるが，質問が
田の広さ（一区画・集合）について区別するふたつの名称
を求めたために，地域によっては一般称としての田の名
称がこれ以外にあり，それとの関連が的確に把握できな
かったことが想像される。一区画や集合に分けて質問さ
れることに，抵抗を感じた被調査者があったかもしれな
い。それが，地域によっては調査者ならびに被調査者を
とまどわせたようである。　このため，10数地点の無回
答地点が出たのかもしれない。
　185図・186図に関する各地点からの回答には，以上に関
連してあいまいさを含むものがあったが，ここでは注記’
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などを参照しつつ，両図を，次のような基準にしたがっ
て作成した。①185図には，四方が1本の畦にかこまれ
た1区画の名称を示した。その1区画の広狭は関係がな
い。186図には，区画がいくつもつながつた田の集合の
名称を示した。それが何区画であるかは問題にしない。
②ただし，地域によっては数区画のまとまったものに最
小単位の名称を与え，それ以上の広さのものに別名称を
与えているところがあるので，その場合は前者を185図
に，後者を186図に示した。③1区画の名称とはやや別
の性格を持つと考えられるが，ひとつひとつの区画を数
える揚合に用いる名称（助数詞など）は185図に含めて示
した。
　以上のような基準によって作図したが，それでも地域
によっては，まだあいまいさを残しているものがある。
　185図に関する質問項目は北海道の一部で計画途中で
調査を打ち切った。そのため，それらの地点については
186図でも図示しなかった。なお，標準語形が「タ」であ
るか「タンボ」であるか判然としないので，下図ともく併
用処理の原則〉を適用していない。
　以下，各語形の全国分布およびその内容を語類ごとに，
両脚塗つき合わせながら見ていくことにする。
　まず，空の符号を．与えたタ類が全国に広く分布してい
るが，185図，186図ともに北海道，北陸，入丈島，中
部地方，鳥取，佐賀，熊本・鹿児島などで分布が希薄で
ある。このほか，185図に分布が見られながら186図に
分布の希薄な地域として，秋田，兵庫，奄美・沖縄・入
重山などがあり，逆に186図に分布が見られながら185
図に分布の希薄な地域として，福岡がある。語形として
は，近畿，四国，琉球のTAAと，それ以外の地域の
TAが主力語形であって，他の語形はきわめて少数の地
点にしか見られない。その内容を記すとTAEが両図
の6462．59（広島）に，186図の6463．73（広島），6482．26（広
島）にあらわれる。以下TEEが185図の7335．34（大分）
に，186図の7325．綴（大分），7365。67（大分）に，CYAA
が両極の7374．75（熊本）に，SAAが両図の1271．05（沖
縄）に，185図の1232．29（沖縄）に，TAK：0が185図
の3724．96（岩手）に，田AKKOが185図の秋田に4地
点，岩乎に1地点，KOTAが目引の7450．20（愛媛）に，
KODAが185図の6441．55（広島）に，　MIZUDAが
両図の6487．43（香川）に，HUKATAが両図の7373．92
（熊本）に，それぞれあらわれる。また，186図にはOK－
IDAが5575．93（福井），5584．57（福井），7420。91（愛媛）
に，OKIDAIが6554．88（三重）に，　OKIが564ユ。07
（長野），5652．06（長野），740■11（愛媛）にあらわれる。
このほか，タンボとの複合形であるTANB（）DAが
185図の7373．92（熊本）に，ハタケとの複合形である
TABATAKEが両図の6686．75（神津島）にあらわれる。
　TAAについて，単音口語が長音化する地域として
は，第3集110図「め」が参考になろう。もっとも，’本図
のTAAのなかにはTAEの音変化である地点も含ま
れているかもしれない。
　TAKOやTAKKOは，　TAの後部分に指小辞KO
をつけた語形であろう。KOTAやKODAはTAの
前部分に「小さい」を意味するKO～がついた語形とも考
えられるが，186図にもこの語形があらわれるので必ず
しもそうとも言えないようである。MIZUDA，　HU－
KATAは，いずれも「乾田」に対する「中田」の意味で使
われている名称であろうか。OKIDAからOKIまで
はいずれも186図のみにあらわれる語形ということか
ら，当然「何区画も連なった広い田」を意味するものと思
われる。オキは『全国方言辞典』によれば長野，三重，岡
山，愛媛で広々とした田畑の意味に用いられ，福島で平
野の意味に用いられている。『倭訓栞』には「野のおきは
郊をいふ奥の義也遠きをいへり」とある。後部分がDA1
となる語形については，あとで述べるデンダイ，レンダ
ィおよびタエと合わせて考えてみることにする。
　赤の符．号を．与えたタンボ類も，全国に広く見られる表
現である。両図に共通した主な地域としては，北海道，
関東。北陸・中部，和歌山，中国東部・四国，熊本・鹿
児島などがある。185図に分布が見られながら186図に
分布のない地域はなく，逆に186図に分布が見られなが
ら185図に分布の希薄な地域として，秋田・山形，鳥取，福
岡などがあり，これはタとタンボの意味が違う場合のあ
ることを示している。別のことばでいえば，これは両図
の差全体に通じて言えることであるが，一区画と集合を
別々にたずねればそれぞれに違った表現を答えてくれる
地域のあることを示している。語形としては，TANBO
もっとも広く，それ以外の語形のうち比較的まとまっ
たものとしてはTAPPOが新潟に，　TANA130，　TA－
NABOO，　TANOBOが山形南部・新潟北部に，　TA－
ODEが秋田に，　TAMODO，　TOMODEが山形に，
TOOMO，　TOMOが愛知・三重に見られる。186図の
凡例および分布を見ると，TANABOからTADO－
MODEまでの諸語形が秋田北部から新潟北部までほぼ
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?連続しており，しかもそれらがTANBOと混在して分
布していることが注目される。185図においても，これ
に準じて見ると，地点数は少なくなるが類似の分布があ
ると言えそうである。この分布の連続性を第1の理由と
してこれらをタンボ類としてまとめたのであるが，語原
的にもこれらは関連がありそうだと考えたことが，その
第2の理由である。
　186図の4669．55（山形）にTADOMODEがあるがこ
れは「田のおもて」に対応する語形と考えられる。とすれ
ば，連続した地域に分布するTAMODE，TAAMODE，
TAMODO，　TOMODEは，いずれもその音声変種と
見ることができそうであり，00DOMODEも「大田の
おもて」と見てよさそうである。『万画面』などに見られ
るタノモが「田のおも」であるとされていることも合わせ
て考えてみることができるとすれば，地点は離れている
が，TOOMO，　TOMOもこれらの変種と見ることがで
きよう。このようにしてみると，TANABO，　TANA－
BOO，　TANOBOも，実は，タノオモに由来する語形
と見ることができそうである。それではTANBOはど
うであろうか。これについての解釈としては，たとえば
「田」と畑を意味する「圃」のむすびついた「タノホ」である
とすることもできるかもしれないが，ここでは「田のお
も（て）」に由来する語形と考えたい。柳田国男が，r分類
農村語彙』や『綜合日本民俗語彙』などで田を意味するト
ウモの説明のなかで，タンボともとは同一であろうと述
べているから，奇抜な説でもない。
　両図の，熊本に1地点（7373．92）見られるZYUT－
TANBOについては『全国方言辞典』によって，「ジュッ
タリ」が，五島や熊本などで「路上のぬかるみ」の意味に
用いられていることがわかり，これとつながりのあるも
のであろう。
　茶の符号を与えたタノナカ類は，両図とも関東と九州
西部にそれぞれまとまりをもっているが，185図では島
根にもひとつの小さなまとまりがあるのに対して，186
図にはまったく見られない点で違っている。関東，島根
ではほとんど他の語形との併用であり，しかも多くの地
点でく古〉〈希〉などの注記があるが，このことは九州
にも似た傾向が認められ，この語類のひとつの特徴を示
していると言えよう。なお，185図では，2095・60（入重
山）にも1地点見られる。
　緑の符号を与えたタバラ類は，両処で重なり合う地域
はきわめて少ない。わずかにまとまっているのは，入丈
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と対馬だけであり，そのほか8248．18（鹿児島）がある。
185図で7248・64（長崎）に186図におけるタバラ類と近
接して現われるほかは，185図のみにあらわれる地点が
ないのに対して，186図のみにこの類のあらわれるまと
まった地域としては，九州中西部，入重山があり，また新
潟，島根，広島，沖縄などに点在して注目される。このよ
うにみると，この類は広い田（集合）について言う地域が
比較的多いと言えそうであるが，バラが平らで広い土地
の意味の「原」であるとすれば，当然ということになろう。
ただし この類の語形のなかに～BARU，～BARIが多
いということ，鏡味完二『日本地名学』によれば「ハル，バ
リを含む地名が九州に多く，それは開墾することの意の
墾」であろ5と推定していること，さらに，188図「はたけ」
において琉球にハル，パリなどの語形がまとまって見ら
れることとも合わせ考えるべきであろう。なお，199図「は
やし」にキワラなどの語形があることも参考になろう。
　紺の符号を与えた語形のうち，まず両図を通じてあ
らわれる語形からその分布を見てみることにしよう。
DENZIが，佐渡に島地心見られるほか，主として西日
本に点在している。また，SUIDENがほぼ北海道にま
とまって分布している。これらは字音語「田地」「水田」で
あろう。
　そのほか，MACI，　KIRE，　NAGAREなども両図
にあらわれるものであるが，それぞれの語形が一方の地
図には数地点以上あらわれるのにもう一方の地図にはず
れた地域に1地点しかあらわれないものばかりであるの
で，主としてあらわれる地図に関して次に示しておく。
　185図に主としてあらわれるものとしては，四国。九
州などに分布するSEMACIDAからKAMACIまで
の語形，また，隠岐，中国西部，九州北部などに見られ
るMACIからMAKIまでの語形がある。これらは近
畿などの地域にも少数地点ではあるが点在するが，分布
のしかた・語形の類似および意味から見てきわめて密接
な関連をもつものと考えられる。マチは，土地の広さを
示す単位として古くから使われていた語で，r和名抄』に
はマチは田の区画であるとの説明がある。次に関東から
以西に点在するMAITAからMAEまでの語形は，紙
などのように平らでうすいものを数える時の語と同源で
あろう。鳥取・島根を中心にまとまっているKUBO
は，「窪」であろう。『全国方言辞典』のクボには，①山間
の谷になった所②山頂の窪み③山中の小平心地④山間の
小部落，の意味が出ており，また『分類農村語彙』によれ
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ば，土佐では低地をクボと言い，高地にあるが乾きのよ
い田をソリクボと言うようである。入丈，島根，四国に
見られるKIREも，ふつうひときれ，ふたきれなどの
ように区切ったたんぼを数える場合に使弓ようであるの
で，「切る」の名詞形であろう。東北・関東に分布してい
るOSAの語原を考える手がかりはあまりない。わず
かにTAとの併用地点である3775．83（岩手）の注にく区
画などの整然とした田〉とあることから，形の類似とい
う点で織機の「おさ（箴）」と関連がありそうだと考えてみ
たが，　どうであろうか。中国西部に10地点見られる
HONOKI，　HONOGI，　HONOGEは〈地番やこあざ
（小字）によるまとまりである〉という注記もあるので，そ
れと関連があろう。中国・四国に4地点見られるDAN
は，『分類農村語彙』によると，甑島では田畠の1区画を
言ったり畠だけを言ったりするがいずれも耕地が傾斜地
にあるところである，と説明してあるし，7309．37（山口）
では〈段々になっている田なので，その1枚1枚をひと
だんという〉という注記があるので，「段」そのものであ
ろう。その他語形で地図には示さなかったものとして
CUBO（5625．32・新潟），HUDE（6481。15・広島），　SIRO
．（6661．02・静岡）がある。
　186図に主としてあらわれる語形を列記してみる。
DENZUからRINDAEまでが，山形および中国・
四国に散在している。これらの語形はほぼすでに述べた
DENZIと連続した地域に分布しているので，なんら
かの関連があるものと考えられる。このうち，山形の
DENZUはDENZIの音声変種そのものであろうか
らこれを除いて，DENDAIから以下を考えてみたい。
6420．34（島根）ではDENDAEを「田台」であろうと注
記している。また近接する6411．66（島根）にはREN－
DAEが広く数十町歩の田を指すものであるとの注記が
ある。「台」は平らで台のようになった土地という意味を
もっているので，これを後部分のDAEと結びつけて
考えることもできるのではないだろうか。しかし，また
一方，広島，大分に2地点ずつあるTAE，　TEEを，
r万葉集』にすでに出てくる「田居」であるとすれば，地点
もさほど離れてはいないので，後部要素～DAI，～DAE
については，それと結びつけることもできそうである。
すでに述べたOKIDAIの～DAIなどもこれと関連さ
せて考えることができよう。それでは前部分のDEN～
は「田」であるにしても，REN～，　RIN～はどうであ
ろうか。デンの音変化とみることもできようが，かなり
広い田を指すものであることからすると，「連」の意識が
そこに含まれているということも考えられるのではな
いだろうか。NAGAREは，185図の6512・09（福井）
にも1地点あるが，鳥取・広島に3地点見られるもので
ある。6427．27には，〈流れの意で谷間に沿った水田のこ
と〉との注記があった。r分類農村語彙』にも「山峡の水
利のよい田」との説明がある。HUKURUからTAA－
BUKK：Aまでは，・奄美・沖縄にまとまって分布してい
る表現である。『沖縄語辞典』によれば，BUUKWA
は接尾語で，ふくれたところ，かたまったところの意と
ある。これらは「袋」または「田方」に対応する語形と考
えられ，185図の奄美・沖縄にこれらの語形があらわれ
ない理由もうなずける。なお，フクロについてr綜合日
本民俗語彙』が「水に囲われて袋のようになった土地」と
説明していることも参考になろう。大分・宮崎の東部に
小さくまとまっているTAZURU，　TAZURO，　CU－
RUのツルは，『分類農村語彙』の川に沿った少しの平
野という説明，鏡味完二『日本地名学』の水路をともなう
低地という説明とむすびつけて考えることができよう。
宮城 新潟，関東に6地点見られるKOOCI，　TA－
GOOCIは，「耕地」であるとも考えられるが，4666．99
（新潟）では古くからの語であるという意識をもってお
り，また，『全国方言辞典』によれば，カッチが東北・頚
回で水源地，山奥の意味，コオト，コオトオが宮城，山
形，茨城，千葉などで田のある低地の意味につかわれて
いるとされ，注意を引く。また本図の宮城，茨城に7地
点K：00DOが，6600．53（長野）にKAITO，　KAIDO
があり，関連させて考えるべきものなのかもしれない。
取鳥・島根に3地点あるHORIは，漢字をあてるとすれ
ば「堀」であろうが，r全国方言辞典』によれば島根でホリ
タを開墾した田の意味に用いている。その後部分の脱落
した語形であろ5か。その他語形で地図に示さなかった
ものはAZE（1786．13。北海道），　KOADA（6551。18・
大阪），NOMA（6552．88・奈良）である。
　以上2枚の地図を対比しながら各語形の分布を大観し
たが，そのなかでもっとも広い分布領域をもつふたつの
語調タ類とタンボ類との関係を見ると，外側に押しやら
れているタ類が古いものだと言えそうである。しかし，
タ類が近畿にまとまって見られ，逆にタンボ類が鹿児島
にまとまって見られることを考えあわせると，単音節語
を長音化する傾向の地域とそうでない地域の間のタ類の
分布のもつ意味の相違も考慮に入れるべきであろうか。
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齢そして凡例に示した語形の多くはタを形態素としてつく
られた複合語形であることをも合わせ考えるべきかもし
れない。つまり，古形タが単音節語であって不安定な語
形であるため，それにさまざまな要素を加えて安定性を
保とうとしたものが各地に分布しているのだと言えるか
もしれない，ということである。また，それによって多
くの同義語が生じ，そのことが田の意味内容を多様にし
ていったのかもしれない。全国的にタを形態素とした語
形以外の語形の分布地域のまったくないということは，
日本人の食生活の長い伝統をささえてきた田に対する一
貫した観念を示すものであろう。
　この2枚目地図の示す内容は，言ってみれば概括的な
ものに過ぎない。地域に即した精査の望まれる所以であ
る。
187．あぜ（畦畔）
　この地図を作るために基礎となった質問文は，地図に
●示したとおりであるが，地形・用途・製法によって，ま
た地域ごとにいろいろな種類があり，名称も，区別しな
い地方があると同時に，他方それぞれに区別のある場合
がある。報告の注記を参照しつつ特定地域において特称
をもつ畦畔の種類を列記すると，たとえば次のようなも
のがある。①草：が生えて人が歩ける程度のもの。②車な
どが通れる程度の広いもの。③泥で塗りかためた細いも
の。④他人の所有の田と区別するためのもの。⑤苗代の
ときだけ作るもの。⑥石垣になっているもの。⑦上の段
の田との境となる傾斜の急なもの。⑧田と畑との境にな
るもの。そのほかにもあるが，これらについてそれぞれ
異なった名称を与えている地域もあれば，また区別せず
同一名称のみの地域もある，といった状態であった。さ
らに1本の畦でもその部分によって異なった名称をもっ
ている場合がある。たとえば，5751・89（茨城）では上の
平らな部分を〔hazemit∫i〕，斜面の部分を〔kUlro〕，
6677．41（新島）では全体を〔dote〕，斜面の部分を〔adu〕
　と言っている。これらをすべて羅列的に区別せず，併用
　として地図に示すことも，たとえば，資料的なあるいは
民俗学的な見地からは，意味があるかもしれない。しか
　し，言語地理学の問題として取り扱う場合には，できる
だけ同一視点に立った把握がまず望ましいと考えられ
る。そこで，各地点から集められた情報にある制約を与
えて，その範囲内での語形を地図に示すことにした。し
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かし，もとよりその地域の生活に密着した語であればあ
るほど，画一的な制約を与えてしま弓ことは，地域によっ
ては，そのものと語との関連をあいまいにする危険があ
るので，そのことも考慮に入れつつ，次のような基準
をもうけてみた。地図に載せない語形として，①畦の側
面のみをあらわすもの。②語形として同一地点に第一次
語形とともに共存する限定的な第二次語形，たとえば
5615．28（新潟）の〔aze〕という第一次語形とともに使わ
れる〔takaaze〕。③総称と共存する，非常に特殊な畦
をあらわすもの。たとえば，6608．07（東京）の，総称
〔kuro〕とともに用いられる溝を指す〔aze〕。④慣用
的な熟語としての結合にのみ用いられるもの。たとえ
ば，6554．88（三重）の，畦に生えた草を刈る時だけ使う
〔kuro1〕ari〕の〔kuro〕。これらについても，各地域・各
地点ごとにこまかく見れば種々問題があろうが，詳細は
『日本言語地図資料』にゆずることにする。それらは今後
の課題として，ここではできるだけ資料的なものを示し
ながら説明していきたいと思う。なお，〈併用処理の原
則〉は，アゼに適用してある。
　まず，音声変種の取りあつかいについて述べる。凡例
に示したMICI・HUCIなどのCI，　DOTE・NAA－
TEなどのTE，　SAKAIのKA，　CUCUMIの第2
音節のCUのなかには，それぞれ有声化した音声も含
めた。また，〔6e，　ze，　dze，　dze，　dze〕を含むZEと，
〔de，　d●e〕を含むDEとは区別した。これに準じてZA
とDA，　ZIとDIも区別をしてある。　ZEの口蓋化し
たZYEも区別して示した。
　全国を大観すると，まず赤の符号を与えたアゼ類がほ
ぼ北陸・中部以西，奄美までの地域に広く分布し，その
ほか北海道全域にもまとまって見られるとい弓ことにな
る。そして東北・関東にはきわめ七まばらに点在してい
るのみであって，沖縄・先馬にはまった． ｭ分布しない
ことが注目される。アゼ類中，AZYEの分布について
は 第1集10図「かぜ（風）の一ZEの音」と対比してみる
ことによって，分布領域が明瞭になってくるであろう。
本図の方がやや分布領域が広いようにも思われるが，そ
のひとつの理由として10図においては，調査地点数が
少ないことがあるかもしれない。クロ類の分布している
東北について対比してみることができないのは，当然で
ある。ADEの分布について同じく10図と紺比してみ
ると，重なる地域も多いが本図の方がその地域がやや広
く，またまとまっていることが注目される。これも調査
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地点数との関係があるかと思われるが，たとえば，隠岐
でまったく異なった分布が現われておもしろい。なお，
この点については第3集132図「あざ」の地図も参考にな
るであろう。
　赤符号のアゼ類に対して，緑の符号を与えたクロ類が
北海道南部から関東・新潟北部にかけて広く分布し，ま
た，長崎・熊本などにも分布して注目される。
　これらのうち，関東・新潟，九州などではクロ類と
アゼ類との混在がやや見られる。また，クロ類は福井
に3地点（5584．22，5585．63，5594．02），長野に1地点
（5681．47），三重に1地点（6565．56）9滋賀に1地点
（6514・38），和歌山に1地点（7523．74）見られる。この類
のなかでは，KUROとともにTANOKUROが広く，
また，KURUが東北北部の太平洋岸沿、・および長崎
に，TANOGUROが岩手に，1（OROが宮城にTE－
GUROが千葉にそれぞれ多少まとまって分布してい
る。なお，クロ類に含めたAZEKURO（7362．67，
7374・75・ともに熊本），AZYEKURO（7352．14・福岡）
は，当然アゼとクロとの複合語形であろうし，北海道
のAGURO（1699．14，2617．68，2750．43）とEGURI
（1770．18）も，その地域にはアゼ類が多く分布している
ことから，アゼと関連をもつ語形と見ることができそう
である。
　茶の符号を与えたTANABUSIからABOOI｛1ま
でのアブシ類は，琉球全域に分布している。そのうち
ABUSIがもっとも広く分布し，奄美から入重山まで
に見られる。それを除く語形はほぼ1地点ずつ点在して
いるにすぎない。
　その他の語形には紺を与えた。そのなかで，比較的広
く，またはまとまって分布している語形をとり出してみ
ると，UNEが東北から中国まで6地点点在し，　ANE
が入丈島に5；地点（全；地点），ONA，00NA，00NAA
が茨城・千葉などを中心に，また東北にも，ONO，
00NO，　TANOONOが山形・新潟に計6地点それぞ
れ分布している。NAWATEからNOZYOまでの諸
語形は，秋田・山形および茨城に分布しているが，これら
のうちKONAWAが兵庫に孤立して1地点（6408B8）
見られる。クロ類に含めたONAGURO（3712．89・秋
田），00NAGURO（6700．48・千葉）は，当然これら
ONA，00NAとクロとの複合語形であろう。K工SI
からTANOGESIまでは兵庫・中国・四国に分布し，
福井，九州にも1～5地点ほど見られる。DOTEMICI
からDEEまでは全国に点在する語形であるが，そのう
ちDOTEが関東・新潟と南九州に比較的まとまって
分布していると言えよう。K：EEHAN，　KEEHAが，
四二と熊本にまとまっており，そのほかの地域にも点在
している。その他BOTAが長野に，　HOTAが滋賀
に，CUCUMIが茨城東部に見られる。なお，　TANBO
が3747．45（岩手），4704．45（岩手），4706．53（宮城），4710．
18（山形），5669．19（茨城），5771．42（茨城）の6地点に見
られるが，関連項目である185図・186図「た（水田）」な
どと照合してみることも興味あることであろう。
　以上，語の分布を大観したが，全国的に見るとアゼ類
とクロ類がほぼ西と東との対立をもってもっとも広い分
布を示しているといえよう。そして，言語地理学的に
は，いちおう東北・関東に勢力をもち，また九州にも小
さくまとまって分布しているクロ類が，それを分断して
いるアゼ類より古いものだと言えそうである。かつてこ
の表現が中央にも分布していたであろうということは，
近畿などにも点在していることから想像することができ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　しかし，すでに述べたように，この地図に示した内容
はある限定を加えたものであって，そのことは，周辺の意
味について，さらに考えるべき点の多いことを示してい
る。アゼという語クμという語そのものの歴史はそれほ
ど単純ではないのかもしれない。関東・新潟，九州など
アゼ類とクロ類とを併用する地域には，両表現の微妙な
意味の違いについて注記をほどこしている地点がきわめ
て多い。たとえば4687．01（新潟）でくクロは畑にも使う〉，
6606．38（神奈川）でくクロは四境にも〉，5606．83（新潟）で
くアゼは田のみに言う。クロは田にも畑にも言う〉とあ
り，九州でも，7229．50（佐賀）でくアゼは畑には使わない。
クルは田にも畑にも言うが田でも鋤ですけないところを
クルウチと言う〉，7247．86（長崎）でくクルは畑について
も言い畦を作ることをクルクリと言う〉とある。またア
ゼの単三地点のうち，5652．37（長野）にく畑の場合はクロ
と言う〉とあり，先に例として示した慣用的な熟語の揚
合のみクロを用いる地点，即ち，6554．88（三≡重）のよう
に〈畦に生えた草をクロといいそれを刈ることをクロガ
リと言う〉という地点もある。また，凡例に示す語形で
もわかるように，アゼ類ではタノアゼ。ヤマアゼなどの
複合語形の分布が少なく，アゼ単独語形の分布がほとん
どであるのに対して，クロ類ではタノクロなどの複合語
形の分布が多く，逆にクロ単独語形の地点が少ないこと
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が特徴的である。さらにこのクロについては，　『綜合日
本民俗語彙』によれば山口県では部落の区長にあたる人
をクロガシラと言い，『全国方言辞典』によれば，クロが
茨城，山梨，岐阜，静岡，愛知，三重，熊本，大分でふ
ち・へり・すみの意味に用いられており，富山では田畑
の周囲の耕していない地面を指している，という。した
がって，もしも，畑の間の境（小道）の名称などを調査し
たならば，クロの分布がさらに広い地域にわたることが
予想される，ということになる。以上のように，クロ
は，地域によって田の畦以外の意味に用いられる揚合が
あること，および複合語が多いことなどから考えると，
水田耕作が普及する以前からいろいろな意味で広く使用
されていた表現ではないか，と考えられる。これに対し
て稲作農業の普及とともにア（ゼ）が田の畦に限られる意
味をもつ語として西日本から東へ伝播していったが，関
東より以東にまで及ぶにいたらなかった，とみることは
できないであろうか。アゼの由来については，同じ語形
が，『全国方言辞典』によれば島根で織機の経糸の交差す
る所の意味に使われてるので，あるいは「校倉（あぜく
ら）」のアゼ，「あざなう」のアザのように本来は，縦横に
通った線という意味であったかもしれない。もっとも，
「あ」なる語がすでに畦畔と近似の意味で『古事記』『巨鳥
書紀』にあらわれているので，これとの関連も考慮すべ
きである。r類聚名義抄』には，「畦（アセ）」とあるので，
7427．71（高知）のASE，7246．82（五島）や，熊本にある
2地点のASYEを，単にAZEから変化したものと
していいかどうかにも疑問がある。なお，r和名抄』の20
巻本にはアゼと表記され，10巻本にアと表記されてい
るようであるが，そのころのアとアゼの用いられ方のひ
とつの傾向を示すのかもしれない。
　以下アゼ類・クロ類以外の語形のうち目立つものにつ
いて略記することにしよう。アブシ類は，琉球のみに分
布しているが，r全国方言辞典』r綜合日本民俗語彙』など
によれば，アブシが山口や天草に，アブが岩手中部に，
アボシが壱岐に，それぞれ畦または畑の間の小道の意
味で用いられているという。このことから，かつては本
土部でもかなり広く用いられていた語であったかもしれ
ない。この語の由来について考える手がかりはほとんど
ない。ア～は記紀の「あ」と関連があるものであり，それ
に「縁」の意味のブチ，あるいは「土を伏せる」意味のフ
シ・ブセなどがついたものとも考えられるが，はっきり
しない。古来，田の畦畔を意味する表現として変わらず
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使われきたものであるかどうかも，不明である。UNE
からTANOONOまでの語形についてみると，入丈島
のまとまったANEを除いて多くの地点では他の語と
併用になっている。これらの語形のうち併用である
ONAからTANOONOまでに付された注記には，多
く，もう一方の語形よりも幅の広いもの，人の歩けるも
の，他人の田との境になるもの，などとある。それに対
してUNEは乱用。併用ともにほとんど特徴や区別の
注記がなく，わずかに6562．22（大阪）にくアゼより狭い
道〉がある程度である。貧弱ではあるがこれらを手がか
りに考えると，UNEは普通またはややせまい畦であ
るのに対して，ONA・ONOおよび付近に見られる
UNO以下の語形は，すべて広い畦であると言えそうで
あるが，分布の混在状態から見て「畝」「うねる」などと関
連をもつ，元来は同一語からできたものではないだろう
か。NAWATEからNOZYOまでの語形も，1；地点
を除いて他はすべて併用であり，〈大きいもの〉（3741．
57・秋田，5752．32・茨城），〈草の生えているもの〉
（3699．25・秋田），〈段々田の大きな畦〉（4609．68・山
形），〈まんなかの道〉（4701．14・山形），〈田と山や川
の間にある畦〉（6408．88・兵庫）とあって，もうひとつ
の語形と区別される，大きな畦畔の意味を持つものと言
えるようである。おそらく，『和名抄』にみえる「畷，奈波
天，田間道也」のナワテと同根の語であろう。KIS工か
らTANOGESIまでの語形もほとんど併用であり，
〈山の傾斜面の田の畦〉（6512・02・福井），〈川南の畦〉
（6419．50・兵庫），〈恒久的な畦〉（6421．82・島根），〈石
を積み重ねた境〉（7470．72・高知），〈一方が高く一方
が低い田をへだてる畦〉（四国に多い）のように一定の傾
向が認められ，その意味を持ちつつもう一方の語形と区
別されているのであろう。r全国方言辞典』によれば，京
都では「崖」，奈良では「道路の山側」の意味に用いられ
ているという。単独語形で語頭に有声音のくるGISI，
GESIは，あるいは，「川の岸」などの一般のキシと区
別するために生じた語形であるかもしれないし，また，
TAKA～，　TANO～などと結びついたKISI，1（ESI
が連濁してTAI（AGISI，　TANOGESIをつくり，
その前部分の脱落して生じた語形であるかもしれない。
なお，クロ類のGURO，　GURUについても同じような
ことが考えられる。沖縄のTAAMICIGWAAのMI一．
cIGwAAは小道の意である。またTAABuKKIWA－
MICIのTAABUK：K：WA～は186図「た（水田）」にあ
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らわれた語形で，「田」を意味する。SAKUBAMICI，
SAK：UMICIは「（耕）作揚道」であろう。　DOTEMICI
からDEEまでの語形は，ほとんど併用であり，しかも
広い畦を指すことで共通している。ただ733L41（佐賀）
のDEEは単なるDOTEの音声変種であるかどう
か，7土手，堤」などの意味で用いられる「どい（土居）」と
関連するものかもしれない。各地に点在しているKE－
EHAN，　KEEHAには，ほとんど〈新〉〈知識層の
ことば〉〈書きことば〉の注記があるので，公用語とし
て用いられた「畦畔」の字音であろう。BOTA，　HOTA
については，『全国方言辞典』『綜合日本民俗語彙』など
にボタがこの地図の分布とほぼ一致する中部から近畿に
かけて，「堤，土手」や「田畑の縁の斜面の草地」の意味に
も使われているというので，元来はもっと広い意味に使
われる表現のよ弓である。宮古のKACIMは，「垣
根」であろうか。
　最後にもう一度全国の分布を巨視的に大観すると，諸
語形があり，いろいろの意味の表現を包含しているとは
いえ，東日本のクロと西日本のアゼとによって画然とし
た線がひかれることは注目していい。もし稲作農業の普
及のしかたと畦畔をあらわす表現の分布が結びつくもの
であるならば，なぜ，新しい発生と考えられるアゼが
もっと東にのびていないのであろうか。それとも，この
線こそが，常識には反するかもしれないが，稲作農業の
普及のしかたの大きな断層を示すものと考えるべきなの
であろうか。考えあわせるべき問題はさらに多いと思わ
れるが，興味深い話題ではなかろうか。
188．はたけ（畑）
　この項目は後期調査計画に際して調査しなかった地点
がある。
　一般的な単語であるため，さほど語種は多くはない。
全国はほとんどふたつの語順によって覆われ，それ以外
は，琉球をはじめいくつかの地域に小さなまとまりを
もった特殊な語が分布している，という比較的単純な地
図である。
　音声の変種としては，Gの部分について〔g〕と〔1〕〕と
区別を示し，〔d，g，η，　k〕の直前の鼻音化も面出した。
符号の色としては，ハタゲ類に澄を与え，ハタ類に茶を
与えた。このふたつの語類には，その関連を考慮して多
少似た色を与えた。それ以外の語類には紺を与えた。紺
　　を与えたものをいくつかにまとめれば，凡例におげる
　　SENZAIからSENZEEBAまでのセンザィ類，　SA－
　　ENからSOOENまでのサエン類，　HARUから
　　POROOまでのハル類，　YASAIZIR亙からYASE－
　　EZIまでのヤサイ類およびそれ以外の語となろう。
　　　全国の分布を大観すると，ハタケ類が全国のほとんど
　　にむらなく分布していると言えよう。わずかに，ハタ類
　　の分布の密度が濃い地域にまばらである。このうち，広
　　い地域，またはまとまった地域に分布している語形をと
　　り出してみると，HATAK：Eが北海道地域および関東
　　から西の地域に，HADAK露が東北・関東にもわずか
　　ずつ見られるが主として北陸に，HATAGEが東北・．
　　関東東部に，HADAGEが北海道南部・東北・関東東
　　部に，HATAKIが沖縄に，　HADAGIが東北北部に，
　　PATAKIが先島に，　PATAGIが入重山に，それぞ
　　れ分布している。これらの語形のなかで，主として北陸
　　にまとまっているHADAKEを単に　HATAKEの
　　丁部分の有声化した語形であるとするには，あるいは問
　　題があるかもしれない。この地域では，母音聞の聖の有
　　声化傾向は，一般に見られないようだからである。ある
　　いは「広げて大きくする」意のハダクまたはハダケルの名
　　山形との類音牽引を考えることができるかもしれない。
　　このハダケについて5529．77（富山）では，ハタと併用し
　　つつ，この語形にく水田を利用した畑〉という注記が
　　あった。合わせ考えてみる必要があろう。HATAHE
　　以下PITEEまでには類似の符号をつかったが，この
　　うちHATAHE，　HATAE，　HATAIが千葉，伊豆
　　大島に，それ以外の語形が奄美に分布している。千葉南
　　部，伊豆大島では，母音間のK音の脱落現象が一般的な
　　傾向であるし，奄美でもK音の〔h〕に変化する，または
　　脱落する傾向が一般的である。複合語形のうち，7414・43
　　（高知）のSAENBATAKE，7415．01（高知）のSYA－
　　ENBATAKEは，「菜園畑」セあり，6487．66（香川）
　　のSAEMONBATAKEや8323．59（宮崎）のKOZA－
　　ENBATAI（Eもそれから派生した語形であろうが，『倭
　　訓話』などにサエンとして表記されているので，かなら
　　ずしもサイエンが各地で独自に変化した誰音とのみ考え
　　ることはできない。
　　　ハタ類は，ハタケ類の分布のまばらな長野南部・岐
　　阜・愛知を中心に，関東・静岡，近畿・中国・四国にも
　　散在しているし，さらに，北は北海道中部，南は鹿児島
　　まで広く点在しているが，琉球にはまったく見られな
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い。ハタケ類と違って独特の複合語形がいくつか見られ
る点に特徴があり，5675．36（群馬）のOKAHATA，
5472．91（隠岐）のNOHATA，7659．51（入舞）のYAMA－
HATAがある。
　センザイ類はきわめてわずかの地点にしか見られな
い。語形および地点を示すと，SENZAI　5611．74（新潟），
SENZE　5676．10（群馬），　SENZAIBASYO　5611．74
（新潟），SENZEEBA　5636．49（群馬）である。この語
は，193図「にわ」にも現われ，かなり広い分布領域を
もっている。それらとの関連を考えるべき表現である。
『全国方言辞典』には，野菜畑または野菜（センザイモノ
の略か）の意味で用いられる地域が関東，中部，佐賀な
どかなり広い地域にわたっている，とある。
　サエン類は，中国・四国に比較的多く分布しているが，
そのほか石川（5546．82）にSYAENDA，福井（5584・57）
にSYAGEN8A，愛知（6557．36）にSYAEN，京都
（6500．88）にSAEN，　さらに宮崎（7375・96）にSOOEN
が見られる。この類については，ハタケ類・ハタ類など
に含めた前部要素としてのサエン～・シャエン～をも包
含してみるべきであろう。r全国方言辞典』には，屋敷内
の畑の意味としてのシャエン・サエンバが山梨，愛知，
和歌山，淡路島，愛媛で用いられているという。なお，
サイエンとならないことについては，すでに述べたとこ
ろがある。
　HARUからPOROOまでの語形は，沖縄から宮古
までの地域にほぼまとまって分布しているカ§，奄美およ
び入重山にはまったく見られない。この語類について
は，185図・186図「た（水田）」のタバル類との関連を考
慮すべきであり，したがって「原」とともに，「開墾する
こと，またはその土地」の意のパリとの関連を考えるべ
き表現である。『沖縄語辞典』には，haruについて
「畑。主として畑をさすが，畑よりも広義。耕地。田畑」
とある。　　　　・
　SAENZIRI，　YASAIZIRIなど，語の後部分に
ZIRIをもつ表現が四国に分布している。ζのことと考
え合わせると，香川（6486．07）のSYAENZIの～ZIも・
あるいはZIRIと関係をもつものかもしれない。『幡多
方言集』『土佐方言集』『愛媛の方言』『全国方言辞典』など
によれば，イモジリ・イヤジリ・ヤシキジリのように～
ジリは畑の意味であるが，単独の用法はないらしい。
ただ，ジを後部分にもつ5694．31（山梨）のYASEEZI，
7659．31（八丈）・7¢59．40（入丈）のOKAZIをも，ただちに
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ジリと結びつけることができるかどうか，分布の上から
いささか問題があろう。7426．61（高知）のTOKOZIRI，
7471．＄8（高知）のIMOTOKOのTOKOは，苗床など
のトコと関連があろう。
　隠岐と入丈にまとまっているYAMA，　YAMASYO
は，198図「もり」，199図「はやし」において，共通した
地域にほぼ同語形が見られる。この語形についての各地
点の注記が多いので示すと，5472・91（隠岐）でく畑一般
の名称であるが林も含むもの〉，7659・31（入丈）でく仕
事をしに行くところ〉，7659．53（入丈）でく山の畑〉，
7659・62（八丈）でく木を切ったあとに里芋などを作ると
ころ〉などがある。地形的なものもあろうが，「焼畑，
開墾地」の意味を持つものもあろう。r時代別国語大辞典
上代編』の「やま」の「考」に「ヤマは（中略），山ノ幸（生産
物）のある揚油をいったものかと思われる」とある。「山
ノ幸」にハタツモノなどが含まれうるものかどうか知り
たい。
岐阜・京都にまとまって分布しているARASIには，
すべての地点で〈水田を臨時に畑にしたもの〉という注
記があり，しかもそのすべてが併用でのみあらわれてい
るので，普通の畑とは区別のある表現であろう。『全国
方言辞典』には，岡山で輪栽のため作物を植えずにおく
田畑を言うとあり，『綜合日本民俗語彙』には，新潟では
焼畑のこと，鹿児島では開墾することをアラシノオシア
ゲルと言うとある。参考になろう。
　TANBOが，地点数は少ないが岐阜（5569・36），兵庫
（6459．52），香川（6475．61），福岡（7321・46）にある。185
図・186図「た（水田）」のそれぞれの同一地点でどういう
語形が現われるかを見ると，5569．36がタンボ，6459．52
がタンボ，6475．61がタア，7321．46がタンボである。また・
187図「あぜ」にはこれらにやや近接した地点にタンボが
点在しているし，さらに197図「いど」には愛知，広島に
1地点ずつタンボが見られる。語形タンボをめぐってど
．のような意味変化があったのであろうか。地図で「その
他」としたものは〔maetoko〕（7406．53・徳島），〔nod3i〕
（1715．53・北海道），〔∫o〕（7659・31・入丈島）である。
　さて，二大勢力であるハタケ類とハタ類について，分
布の歴史的関係を見てみよう。共通語として使われてい
るハタケ類が，ほぼ全国に広く分布しているのに対し
て，ハタ類は中部・近畿を遠ざかるにつれてまばらに
なっていく点が注目される。この地図の分布だけから
は，近畿を中心としてハタ類が勢力を広げたあとにハタ
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ケ類が強力な力で分布していき，さほどまだ広く分布し
ていないハタ類を圧倒しつつ全国に広がっていった，と
考えられそうであるが，両三の関係は，それほど単純で
はなかったかもしれない。文献によれば，ハタケ・ハタ
ともに古くr日本書紀』『万葉集』などで使われている。そ
して，上代においては，ハタケが単独の語として使われ
るのに対して，ハタはヤキ卵嚢・ハタツモノなどのよう
に他の語と複合した用例のみであるという。あるいは，
意味や用法上で微妙な違いをもちながら並列的に用いら
れていたのかもしれない。
　今でこそ，水田による稲作が農業の根幹をなしている
が，畑作の歴史はおそらく水田耕作より，いっそう古いも
のと考えられる。その点で，畑作は生産文化の上でも語
の成立の上でも，重要な意味をもっていると言えよう。
畑には，もともと焼畑であったものが定畑になったもの
と，はじめから定畑として作られたものとがあり，『日
本民俗学大系5』によれば，山口県では現在でも前者を
ハタ，後者をハタケと区別して呼んでいるところが多い
という。このことは，文字としての「畑」と「畠」との違い
とも関連しているかもしれず，そこで作られる作物の種
類にも，おのずと違いがあったと思われる。一方，語原
的には，ハタのハが「乾（ひ）」または「火㈲」であって「湿田」
に対する「乾田」または「焼畑」をさし，それに場所の意を
あらわすケのついたものだとする考え，また朝鮮語のパ
タにその淵源を求めよ5とする説などいろいろな見方が
ある。
　一見単純と思われる語の分布であっても，その歴史を
解釈するにあたって，常にそれにまつわる複雑で多岐な
背景に注意しなければならないことを示す地図のひとつ
と言えるかもしれない。
189．とりおどし（鳥威）
190．かかし（案山子）
　地図の左下に示した質問文にもあるとおり，189図
「とりおどし」についてはきらきら光るものや音のするも
のなどをもまとめた一般称を質問し，190図「かかし」に
ついては，そのうち人の形をしたものをとりたてて質問
した。両図には，この間の相異が反映されているといえ
よう。しかし，鳥獣を追い払うための道具には，さらに
ほかのものも考えられよう。これら2枚の地図だけで，
「とりおどし」「かかし」に関する問題を尽くしているとす
ることはできない。
　「とりおどし」「かかし」の両脚に現われる語形やその分
布には共通の点が多いので，符号の色や形については，
できるだけ両図に共通なものを使った。以下の凡例の説
明，分布の解釈などは両図合わせて述べることにする。
なお，「とりおどし」の項目は後期調査計画で調査を打ち
切ったため地点数が多少少ない。
　両図に共通して現われるもののうちおもなものを挙げ
れば，空で示したカカシ・カガシの類赤で示したオド
シの類，草のソメ・シメ等の類，紺で示したトボシ・ト
オボシの類などが挙げられる。
　空のカカシ・カガシの類はg189図「とりおどし」では，
関東を中心にし，東北南部にかけての地域に見られるだ
けで，他の；地域にはほとんど見られない。これらの分布
領域内でも他の語と混じって分布し，カカシ・カガシの
専有地域は少ない。この類の広く分布するのは190図「か
かし」である。新潟・長野・静岡東部以東の地域に，
もっぱら分布する。この線より西の地域にも他の類と
混在しつつほとんどの地域に分布が見られる。この類で
は，第2音節子音を細かく示した。すなわちカカシのよ
うに〔k〕を持つものは横向きの符号，カガシとなるもの
のうち〔g〕を持つものはたての符号，〔η〕，〔～g〕を持つ
ものは，斜めの符号でそれぞれ示した。〔k〕となるもの
は関東一帯に広く分布し，東北地方にも各地に見られ
る。西日本にはまれにしか認められない。カガシのうち
〔g〕を持つものはいくつかの地域に分かれている。ひと
つは関東東部から東北地方・新潟にかけての地域，他の
ひとつは愛知・三重の一帯，それに中国以西の地域であ
る。的〕を持つものは富山・岐阜・静岡東部以西の地域・
近畿・四国など，のいわゆるガ行子音が〔切〔～g〕となる
地域に見られるほか，千葉東端，新潟西端・東半，東北
地方の日本海側に点々と認められる。・
　『物類称呼』にも「……関西より北越辺かがしという。
関東にてかかしとすみていう。……」とあるように，
これら空で示した類は，大別して今季シとカガシのふ
たつの類にわけられる。つまり中部地方を境界として
西にカガシがあり，カカシは関東・山梨・長野・静岡東
部などに見られることになる。このうち，東日本の空類
については注意を要するものが含まれる。東北地方から
新潟にかけて広く分布する〔9〕を持ったものの5ち，
新潟中部のものだけは，西日本のカガシに連続するもの
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と考えられる。この地方ではか行子音が〔g〕となること
が『日本言語地図』第1集1図・2図，「かがみ」・「かげ」
の図によって裏付けられるからである。そして，新潟北
部から東北地方にかけて日本海側に点々と見られる〔1］〕
を持ったものは，これにつながるものと言えよう。これ
に対して，東北地方に広く分布するKAG〔g〕ASIなど
〔g〕を持つものは，東京などのカカシに連続するものと
いうことになる。
　カガシの語原については，たとえば『狸言集覧』によ
れば，「……本獣肉を焼表りて串に狭み立てその臭を
カごシメておとろかす故にカごシと云といへり……」と
あるように「嗅ぐ」を源とする説がある。民俗学の分野で
もこの説が行なわれているようである。『日本言語地図』
第2集86図「匂を嗅ぐ　　後部分」の図を参照すると，
カグは山形・新潟，関東西半・中部・近畿周辺などに広
く分布する。カガシについては一ヒの語原説も納得がいく
が，東日本に広く分布するカカシについては必ずしも説
明がうまくつかない。とくに，中部地方でカガシとカカ
シの分布がわかれているが，カグの分布は連続してい
る。この点はどう説明すればよいだろうか。また，東北
地方などに広く分布するカム・カマル等は古くはカグの
地域にも分布していたと考えられる。それとこの語原説
との関係も問題があろ弓。
　赤で示した類はオドシ・トリオドシなど，「嚇し」にあ
たる語をもとにしたと考えられるものである。『日本言
語地図』第2集77図「びっくりする」では，オドロクとい
う語はほとんど現われていない。「おどす」は他動詞だか
らオドロクとは事情がちがうかもしれないが，分布が一
致しない点は注目される。189図・190図とも分布領域
はほぼ一致し，北陸・中部・東海以西の地域，入丈島な
どに見られる。琉球には認められない。さらに，189図
「とりおどし」では，赤領域にはカカシ・カガシはほとん
ど見られないが，190図「かかし」では，空のカガシと赤
のオドシとがほぼ全域にわたって入り混じっている点も
注目される。これらのうち，三角形の符号をもって表わ
したものはオドシ・オドロカシなどの類で，赤の領域
のほぼ全域に分布する。凡例でTORIODOSIから
KARASUNOODOSIまではそれぞれ「鳥，雀，鳥」を
「嚇す」ものと考えられよう。分布にはさほど特微的なも
のは見られない。190図「かかし」でODOSIDEKOか
らNINGENNOODOSIまでは，オドシをもとにさら
に「人形」や「人」を意味する語が加わってできあがったも
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のと考えられる。中国地方などに多く見られる。
　榿と茶で示したものは，189図「とりおどし」に多く現
われる。トリオイ，スズメボイなど，「追い」にあたると
考えられる形を含むものは榿にまとめた。東北・関東地
方に点々と見られるほか，西日本，琉球にも数地点認め
られる。茶には，トリヨケ，スズメヨケなど「避け」にあ
たると思われる形を含むものを集めた。新潟・長野にま
とまった分布が見られ，東北地方・関東周辺にも散在す
る。奄美徳之島のYUNDURYAYUKiもこの類と
考えられる。なお，189図「とりおどし」で澄と茶の2色
で示した類は，190図「かかし」には数地点しか現われな
い。そこで，色の節約のため紺を使った。TORIBOI
からSUZUMEYOKEまでは，北海道，岩手，富山
に見られる。YUNDURYAYUIdは189図「とりおど
し」と同じく，徳之島に1地点ある。
　190図「かかし」の凡例で紺で示したDEK：0からE－
GATAまでは，189図「とりおどし」には現われないも
のである。デコ，ニンギョオ，ヒトカタなど，いずれも
「人形」を意味すると考えられる語形から成り立っている
のであるから，当然ともいえよう。まとまった地域性は認
められないが，近畿以西に多く見られ，中国地方にとく
に多い。そのほか，わずかに，東日本，琉球にも見られ
る。宮古のPITUKATAAなどは，ヒトカタにあた
るものと考えられる。CYONDARAAも人形に関す
る語形であろう。『日本言語地図』第3集150図「かたぐ
るま」にはSYONDARAAが見られる。また，『沖縄
語辞典』によればcondaraaとして「偲禅師，人形使い」
とある。参照されたい。TAACYUは「田の人」の意味
という注が得られた。EGATAについては必ずしも人
形とは言えないが，「筏形」かと考え何か（人の顔など）を
象ったものとして，いちおうここに置いた。
　草で示したものは，語形・分布とも両図にほぼ共通し
て現われるソメ・シメの類である。ソメは長野南部・岐
阜・静岡西部・愛知に一領域を画して分布する。製図と
もにこの分布領域はほとんど共通する。SIMEは189図
「とりおどし」に多く，四国山間部，種子島に見られる。
190図「かかし」では四国山地に数地点認められるだけで
ある。このほかにもトリ，スズメ，ヒトなどの限定辞を
伴ったシメが，鹿児島などに見られる。SIME以下S－
YEMIまではいずれも琉球に見られるもので，語形と
しては，先のシメに対応するものと考えられる。奄美に
1地点見られるSYUMiもシメにあたるものと考え
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た。SIMOは静岡に見られる。語形の上ではソメとは
はなれているが，分布がソメの領域に接するので，ここ
に含めた。KAZIMEは九州中央部に数地点認められ
る。
　民俗学ではこれらソメ・シメの語原を，「占め」あるい
は「領め」などの「占有」を表わすシメという語に求めてい
る。神の占有する神聖な地域を示す標識であるシメ（注
連縄）を張って，神に鳥獣の害から田畑を守ってもらお
うとした古代の人々の信仰に端を発する語であるという
解釈である。
　189図「とりおどし」の紺を一宇えた見出し，190図「か
かし」のTOBOSI以下の紺を与えたものには，さまざ
まなものが含まれる。
　「とりおどし」の図のNARUKOからNAIKOまで
は，r鳴子」にあたると考えられる。分布には地域性はな
く，全国に点在する。ナルコはふつう音のするものと考
えられ，その点を強調した質問をすればさらに広い範囲
に分布すると思われるが，この質問では「とりおどし」の
一般称を求めようとしたために，ごくわずかしか現われ
なかったのであろう。
　TOBOSI，　K：ARASUTOBOSIなど，トボシとい‘
う部分をもったものは，佐賀・長呼に集中して分布す
る。189回「とりおどし」では地点数が少ないのではっき
りしないが，トボシの分布領域は190図「かかし」のほう
が広いようである。　「かかし」の図のKARASUNO－
TOBASIは後部分がトボシではなくトバシとなってい
る。五丁目見られ，トボシの領域内と認めてここにおい
た。再び民俗学の解釈を借りれば，トボシは元来ポロ布
やわらなどに火をつけその煙の臭で鳥獣を追い払うもの
で，「点し」あるいは「止し」がその語原であるとし，その
ような物・名称は各地に見られるという。一方『綜合日本
民俗語彙』にはトボシに「壱岐などで，わらまたは麦桿な
どで肥料や稲積の雨覆として屋根形に生えたもの」とい
う説明がある。意味は多少かけはなれているが，地域は隣
接している。何らかの関連が考えられないだろ5か。
189図にすくなく190図に多いのは，なぜであろうか。
　189図「とりおどし」のKAKE，　KAGEは伊豆半島
先端に見られるものであるが，その語原は不明である。
どのような形態をもったものであろうか。その具体的な
物がわかれば，語原についても何かの手がかりが得られ
るかもしれない。r全国方言辞典』によれば，静岡賀茂郡
に「かけでっぽ一」というのがあり「…獣路に仕掛けた鉄
砲」とある。カケの部分でつながりがあろうか。「仕掛け」
のカケであろ5か。
　SiTARAGIからTAASiTARAGIあるいはTA－
AsiTAGIMUNUまでは入重山に見られるものであ
る。『入重山語彙』によれば，シィタラギン〔s覧arag，i1〕〕，
シィタラギルン〔s覧arag，iru13〕は「準備を整iえる」とい
5動詞で，シィタラギャア〔s了tarag，a＝〕は「矢」の異名で，
始末をするものの義だとある。この図の諸語との関連は
ど弓であろうか。
　189図「かかし」のSOODOは岐阜に1地点見られる
ものであるが，古語の「そほど」「そほづ」などの直接の残
存かどうかは何とも言えない。『全国方言辞典』によれば，
「そ一ず」と．して広島豊田郡では「鳥おどしの一種」として
用いるらしい。この鳥おどしはどんな形態のものだろう
か。『物類称呼』には「案山子」の項に，「肥前にてそふっ
と云ふ」とあるが，この地図には見られない。『全国方言
辞典』には，一方，「水車」の意味で石見・広島に，「田
に水を引く水車」の意味で高知に，「米揚き水車」の意
味で和歌山日高に，それぞれあるという。この意味の
「そ一ず」は『物類称呼』によれば，「添水」あるいは「添水
唐臼」の「そふづ」に由来する語で，「田へ水を守る具に
て，板にて据えたる物也。……水辺にしかけて，水の力を
添へて，音を出す鹿をどしなり。」という解釈をしてい
る。古事記などに見られる，人の形をした「そほど」とこ
の「そふづ」とは，元来は別の語であったものが，たまた
まソオズと同音となったものか，あるいは同一の語が意
味の分化をしたものかさらに検討の余地があろう。
　無回答にも地域性がうかがえる。189図「とりおどし」
では，道南から東北・新潟にかけての地域，関東南半そ
れに沖縄・宮古に比較的多く見られる。これに対して，
190図「かかし」には沖縄・宮古にややまとまっていると
いえるほかはほとんど見られない。
　以上，両図に現われる語形とその分布のあらましを述
べた。上の説明でも多少ふれたが，「とりおどし」や「か
かし」に関しては，その各種の形態・機能あるいは種々の
伝承などについて民俗学の分野でいろいろとりあげられ
ているようであり，語原に関してもさまざまな議論があ
るようである。そのよ弓な議論とこの2枚の図とがどの
よ5にかかわりあうかについてはここで詳しく論ずるこ
とはさしひかえ，この2枚の図を対照した範囲内での問
題点をあげておく。
　全体を見わたして気の付く点は，飛騨山脈から静岡西
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部にかけての地域を境にした東西の分布のちがいであ　　答が少ない。西の地域では，鳥獣を追い払うのに，人形
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だけでなく，キラキラ光るものなどをひらひらさせる方
　東の地域に高い密度で専有領域を占めるものは，入の　　式も好んで用いられていたと言うことなのであろう。人
形をした「かかし」の意味のカカシ（カガシ）である。一般　　形方式は，むしろ西日本では本来的ではなく，東から移
．称としての「とりおどし」のほうには多少とも分布のある　　入されたものと言えるのかもしれない。
語形はあっても全域をおおうものではなく，無回答がか　　　岐阜・愛知を中心とする一帯には両吟に共通してソメ
なり多い。これらの地域では鳥獣の害から農作物を守る　　が分布している。またこれと似たシメ，カジメなども四
ための道具としては人の形をした「かかし」が基本的であ　　国・九州の山地，琉球北半に見られ，遠図に共通して現
り，それ以外のキラキラ光るものなどは，どちらかといえ　　われる。これらは，領域がわかれているので，間に広く
．ば，補助的であることを示すのであろうか。もっとも，　　分布するオドシより古いものの残存かとも思われるが，
これが古い状態を伝えるものかどうかは不明である。人　　ソメとシメとの語形の違いもあり，一概には言えない。
の形以外のものでさらに特別な基本的なものがあるのか　　　上図に共通して現われる語形としては，このほか，九
もしれない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　州西部のトボシ，入重山のシタラギがある。これらは，
　関東の一部から福島・宮城にかけて「とりおどし」と　　語形の上では他に関連を見出すことはむずかしいが，両
「かかし」のどちらにもカカシという地域がある。「とりお　　図を通じてひとつの語形の現われる点では西日本の他の
どし」の図を見ると，この地域の周辺は無回答の分布に　　地域と地理的な連続性を保っていると言えよう。
よってとりまかれている。このことは，この「とりおど　　　以上，分布から考えられることをいくつか挙げてきた
し」・「かかし」をともにカカシとする表現は，この地域　　が，これらをまとめるとおおよそつぎのようになろう。
で新しく生まれたものと言うことを示すのかもしれな　　　飛騨山脈より東の地方では，人の形をした「かかし」が
い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基本的なもので，ひらひらしたものなどで鳥獣を追う
　東の地域に対して北陸・近畿以西の地域に専有領域を　　「とりおどし」一般はあまり用いなかったらしい。関東の
占める語形は，一般称である189図「とりおどし」におけ　　．一部では，その後「とりおどし」・「かかし」をともにカ潤
るオドシである。分布から見てこの地域では安定して用　　　シと言うようになった。これに対して，それより西の地
いられている語と言うことができよう。190図「かかし」　　域では元来，人の形のものより他の形のもののほうが基
で同地域に分布するのはオドシとカガシのふたつで，ほ　　本的だったらしく，人の形のものがあっても名称として
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るとんどの地域でまじりあって分布している。このオドシ　　とくに区別せず，ソメ，シメとか，オドシあるいはト
とカガシとの，混合した分布から見て，このいずれが新　　ボシ，シタラギなどと言われていた。その後近畿を中心
しく広がったものかはなかなか決めがたいが，しいて言　　としたオドシと言っていた地方で，人の形をした「かか
えば近畿に近い地方に比較的カガシが多く，能登，中国　　し」のほうにカガシという表現が広がり「とりおどし」一
西半，九州の東南部など近畿から比較的遠い地域ではオ　　般と「かかし」を語形として区別する動きがおこった。そ
ドシが多いと見ることができるとすれば，カガシは近畿　　の結果，現在近畿周辺では「かかし」の意味でオドシ，・カ
から新しく広がった標準語的な表現と考えることができ　　ガシが共存している。
よう。その場合，そのカガシと東日本に広く分布するカ　　　この考えは，飛騨山脈を境界として東と西とで「とり
ヵシとの先後関係について一概に決めることはむずかし　　おどし」「かかし」を表わす語，あるいは「とりおどし」
いが・近畿で新しく広がったものが・東へ伝播してこれ　　「かかし」そのものの用法について，構造的に大きな相異
だけの分布を得たと考えるよりは，東に広大な領域を占　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が見られるとすることになる。この相異には，どのような
めるものが近畿にも波及しオドシの分布のすきまに侵入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歴史的背景が秘められているのであろうか。質問形式を
したとする考えのほうが自然であろうか。このように考
え繍北陸．近畿晒。大部分。地域では元来搬称「搬称・と「人の形・をしたものというふたつに限定した
D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ために，このような推定のなされる原因があったのかもの「とりおどし」と人の形をした「かかし」とは語形の上で
：区別されず，オドシと言われていたということが言えよ　　しれない。また・単なる言語地理学的な新古の問題ばか
う。なお，東日本と異なり西日本では，両図ともに無回　　りではなく，さらに別の民俗学的，あるいは民族学的な
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事情をも明らかにして，はじめてこの図に真の価値が生
まれるものと言えよう。
191．いえ（家屋）
　この項目は，本図下段に示した質問文によって作成さ
れた地図である。これと関連した質問として，「あそこ
は子どもの多い〔うち〕だ（や）というふうに言いますか」
（質問番号245）があった。ただし，この質問は内容につ
いて被調査者をやや迷わせた点があったらしくそのため
に回答語形を得られなかった地点も多かった。そこで公
刊する地図とはしなかったが，本図を解説する上で参考
とするべきことがある二合，対比して見ていくことにす
る。また，本図に関する質問は，調査年度の途中で追加
した項目なので，地点数が少なくなっている。
　地図を作成するにあたって，代表的な語形であるイエ
とウチのいずれを標準語語形とするかむずかしいという
こと，また，このふたつの語形を報告されたかぎりすべ
て地図に示したほうが，分布上の関連をみる上で有効そ
5だという判断から，いずれの語形をも地図に載せるこ
とにした。つまり，〈併用処理〉は行なっていない。
　分布がきわめて単純でしかも語種が少ないので，〈併
用処理〉をしなかったにもかかわらず，見やすい地図で
あると言えよう。ただ，作図にあたって，ひとつの語形
のなかにどこまで音声変種を含めるかに問題があった。
本図では，分布の様相を明瞭に知るために，あまりこまか
くわけることをしなかった。たとえば，〔ie，1e，　ije〕を
すべてIEに含め，〔e，　je，　ie〕などをEに含めてある。
　全国を大観すると，緑を与えたイエ類が福島・新潟以
北の地域青森まで，また，近畿以南の地域鹿児島まで分
布している。そのほか茨城東部・千葉東部，山梨にも小
さなまとまりをもつ分布が見られる。
　紺の符号を与えたYAからDAAまでのヤ類が琉球
にまとまって分布している。このうち，YAは奄美の
みであり，YAAは全域に分布している。2072．20（与
那国）のDAAもその音声変種とみられる。
　赤の符号のウチ類は，イエ類を東西に分けるように，
関東・中部・北陸を中心に分布し，さらに東北南部，近
畿にも点在している。また，北海道，福岡にもそれぞれ
まとまった領域がある。
　そのほか，SUMAIが5667．08（栃木）にあった。ま
た，「その他」語形として示したものには，〔5i1〕ka〕が2
地点（3688．82・山形，7452．20・高知），〔ori画〕が1地
点（7450．44・愛媛），〔ja∫iki〕が1地点（7362．42・熊本）
含まれる。
　以上の分布から，イエ類がかつて全国に広く分布して
いたあとに，関東を中心にウチ類が広まってきたとみる
ことができそうである。このウチ類のなかには，CIの
有声化したZIおよび後舌化したCUが含まれ，これは
北海道南部・東北，茨城・千葉に分布しているが，そ
れ以外のウチ類分布地域の語形はほとんどすべてUCI
である。また，埼玉に3地点UCIGAがある。後部分
の～GAは一見，助詞「が」とも思われるが，3地点もま
とまってあるということから，やはりそれで単語と考え
るべきであろう。この～GAは「やまが（山家）」などの
「～が」と同じものとみることができるかもしれない。
　ここで，公刊地図とはしなかった「子どもが多いイエ
というかウチというか」（質問番号245）の地図と比較して
みる。この地図では，本図とくらべてウチがきわめて広
範囲に分布していることが注目される。東北地方ではほ
ぼ191図と同じようにまばらであるが，関東・中部・北
陸のみでなく近畿・中国・四国・九州にまでウチの分布
が広がっている。つまり，それは人家としての建物につ
いてはウチと言わないが，そのなかに住んでいる人また
は家族，あるいは家庭という意味でならばウチと言う地
域が，かなり広いことを意味していると言えよう。この
ことは，もともと，外に対する内の意味であったウチ
が，まず自分の家族または家庭の意味に用いられ，それ
が一方では自分の住んでいる家屋の意味になり，もう一
方では一般の家族または家庭の意味になり，さらにその
ふたつの意味が合一転化して人家の意味になったことを
意味しているのではなかろうか。このことからも，ウチ
類が新しい表現であることを裏づけられそうである。と
すれば，福岡の飛地としての小さなまとまりのウチは，
一般の家族をウチといっていた地盤の上に，中央の新し
い空気を敏感にうけとるという，特徴的な傾向のひとつ
のあらわれといえるかもしれない。
　ウチ類より古い分布と考えられるイエ類のうち，IE
が近畿・中国・四国。九州東北部に，E・EEが東日本
と和歌山，九州中南部にそれぞれ分布している。イエは
もともとイへと考えられるから，イエ類の語形のうち，
IBE（5538．90・富山），　EBE（5537．99・富山），あるいは
2095．60（入重山）のHIIなどは直接イへに源をもつもの
であるかもしれない。3754．13（岩手）のEKO，4715．33
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（宮城）のEEKOは，この地域独特の名詞のあとにつ
ける接尾語～K：0をもつ語形であろう。また，4628．61
（山形）のESAのSAは，方向・目的を示す助詞サと
まぎれやすいが，『山形県方言辞典』にもみられ，また，
『全国方言辞典』によれぽ，山梨・長野にも同語形があ
る。ひとつの単語とみるべきであろう。なお，8334．25
（宮崎）のHITON’IEは「人の家」であろう。
　琉球にまとまって分布しているヤ類のやには，ふつう
「屋」または「舎」の漢字があてられるが，r時代民国語大
辞典上代編』では，イへが家・家屋・わが家などを意味
しているのに対して，ヤはほぼ具体的な建造物という限
定した意味を持っていた，とする。この両者の意味範囲
がきわめて近接していることから，やや冒険的な説であ
るが，イへとやとはあるいはもともと同一の語であっ
て，それがふたつの語にわかれてそれぞれ意味分担をし
た時代があり，さらにこの地図に見られるように，主と
して本土でイエが，琉球でヤが用いられるようになった
とも考えられる。
　『日本言語地図』第1集17図「おおきい（大きい）」のデ
カイの分布，50図「いくら（値段）」のイクラの分布，第2
集69図「かぞえる（数える）」のカンジョオスルの分布な
どは，ずれはあるけれども本図のウチの分布と類似して
いるbこれらは，関東を中心として分布する新しい語の
発生伝播を知る手がかりとして，いろいろな示唆を与え
てくれるものと言えそうである。全6集完成後に，総合
的に検討すべき話題のひとつと言えよう。
192．ふすま（襖障子）
　この項目は，後期調査計画で新たに加えたもので，調
査地点が少ない。
　大きく分けて2類の語が全国に分布する。赤で示した
カラカミの類と空を与えたフスマの類である。この2語
はいずれを標準語とみなすべきかまようところである
が，この図ではいちおうフスマを標準語と考え，〈併用処
理の原則〉をあてはめた。『全国方言辞典』には，フスマ，
カラカミとも方言形として採られていない。編者にとっ
てカラカミはれっきとした標準語だったのであろう。
　カラカミは山形・福島・関東西部から伊豆諸島・福井
東半・滋賀東部・三重にかけての地域と，中国中部・四
国にかけての地域とにそれぞれ広く分布するほか，北海
道・青森下北半島，佐賀，その他にも小領域を持つ。これ
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らのうち大部分を占める語形はK：ARAKAMIである。
KARAKAMI以下HARAKAMIまでには，音声的
な変種を示した。K：ARAI（AMIDO，　KARAG〔g〕AM－
IDOは，それぞれ富山と山形に見られるものである。
1（ARAKAMISYOOZIは，伊豆新島（6677．70）に1地
点ある。
　フスマの類は，上のカラカミの分布する地域以外に分
布する。おもなところは，山形・福島を除く東北地方，
関東地方（とくに東半に多い），近畿地方，中国西部，九
州，奄美にかけての地方である。その他，中国，四国
にも点々と見られる。これらのうち大部分を占める語形
はHUSUMAである。PUSUMA以下HUTMA
までには音声的変種を示した。これらのうち，且UCU－
MAからHUCIMAまでは熊本を中心に，佐賀・五
島・甑島にかけての地域と奄美大島に見られる。この第
2音節のCUあるいはTU，　TI，　CI等はフスマの
SUに規則的に対応するものとは考えられないが，どの
ような事情で生まれた語形なのであろうか。たとえば，
いったんHUTMAのように変化し，それが誤って回
帰したのであろうか。同じく，九州西部と神奈川とに見
られるKUSUMA，　K：UHIMAについても，この語頭
のK：UがフスマのHUからどのような事情で変化し
たものかもよくわからない。九州西部，千葉，静岡に見
られるSUMAは，フスマのフが無声音となって脱落
したものとする考えかたもあろう。その際のフスマのア
クセントは，ふつうに考えて，頭高ではなかったと考え
られる。『全国アクセント辞典』によれば，京都のフス
マは頭高とある。それに対して，神奈川，九州西部の
SUMAの分布する地域では語頭のフにはアクセントの
核はないと推測される。したがって，このSUMAは，
神奈川，九州西部と離れた2地域に分布してはいるけれ
ども，その生まれたのは京都ではなく，それぞれの地方
で独自に生じたものと考えられる。
　紺で示したものについてはその地点を列挙しよう。
　SYOOZI（7417。27），　AKARU（2067．52），BYOOBU
（6462。59，6494．55），MAIRA（7415．85），　MAIRADO
（7320．95），KICUNEDO（6532。93，7421。38），　NAG一
〔g〕ADADU（2072．20），　OBUTO（6649．55），無回答（沖
縄島，入重山などの大部分，と7405．35）。
　現在，ふつうに「ふすま」といえば，細い木の骨組の上
に紙をはりつけた戸である。ところが各地から寄せられ
た回答には，「紙張りのものは新しい」「板張りのものが
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多い」「片面は紙張りで，もう一方は板張り」といった注
がかなりあった。この図の質問で「……紙を張った引き
戸」という質問をしたので，片面にでも紙が張ってあれ
ばいちおう採用することにした。5611・39のカラカミに
は，「中が板で外面に紙を張ったもの」と注があった。
5689．43のカラカミは，片面に紙を張り，片面の骨をむ
き出しにしたものとあったが，「障子」との別は不明であ
る。7415．85のマィラドは，板の上に紙を張ったもの，
6532．93のキツネドは一方が板張りのものとい二郎がそ
れぞれあった。なお，沖縄で無回答の地点では，紙張り
のものはないという注が多かった。
　r古事類苑』器用の部などを参照すると，元来「ふすま」
は障子の一種目あって，布や厚紙などを両面に張った「襖
障子」の下略だとい㌦，のちに，その紙に多く唐紙とい5
紋様を印し，彩色を施した紙を用いたため，「唐紙障子」
と言われるようになり，「からかみ」はそこから生まれた
という。いずれにしても，新しい時代に生まれた調度で
あり，古くからの住居様式にはなかったものと思われ
る。また，江戸や上方から離れた地方の農家では，現在
はいざ知らず，それほど一般的なものではないと思われ
る。上で述べたように，その旨の注記は点々と見られ
る。また，『古事類苑』で「ふすま」が柱，壁，天井など
の含まれる居頬部にはなく，屏障具のひとつとして器用
部に分類され，少なくとも明治初年の人にとって，「ふ
すま」は家の構造に関するものではなく，道具として考
えられていたとい5ことは，何かそのようなこととも関
連があろうか。
　この図の分布は，いちばん外側にフスマがあり，その
内側にカラカミがあり，真中（近畿）にふたたびフスマが
現われる。関東のフスマは，近畿のフスマが広がったと
きの飛火と考えられよう。また，カラカミは近畿地方の
両側の地域に見られることから，近畿のフスマが広がる
以前には中央でも用いられていた語と考えられる。文献
の上でも「唐紙（の）障子」の方が古いようである。分布
上カラカミよりさらに外側にある東北，九州のフスマを
もっとも古いものの残存と考えると，近畿では，フスマ〉
カラカミ〉フスマという変化が起こったことになる。文
献の上で，さしあたりカラカミより古い時代にフスマが
用いられたということを確認することもできないし，近
畿でいちどフスマからカラカミになったものがふたたび
フスマに変らなければならなかった理由も見出し難い。
「ふすま」そのものが比較的新しいもので，一般の農家で
はふだんの生活にあまりなじみのなかった拳のだとすれ
ば，東北，九州などのフスマは，近畿でもっとも新しく
広がったフスマがカラカミをとびこえて伝わったものと
考えられないだろうか。
　そこで知りたいことは，各地で「ふすま」という道具が．
どのように用いられているかという点である。ごく一般
的なものなのか，あるいは，寺とか大家にしかないめず
らしいものなのかなどということである。同時にそれら
がいつどうから伝わったかということも知りたいもので
ある。また，全国で「ふすま」と同じ機能をはたす・r板張
りの戸」のことを何と言5かという点である。それがわ
かれば，「ふすま」に対するこの図の語形とどのように紐
み合わされて両者を言いわけているのか，あるいは同語
形で区別しないのかがわかる。そうすれば，「ふすま」あ
るいは「板張りの戸」の名称の歴史的な流れも，必然約に
解明されるにちがいない。
193．にわ（庭園）
　この項目は，194図・195図。196図と関連させてみ
ることができるので比較されたい。ただし，194図・
195図・196図が，すべての人が正確な判断にもとづい
て回答することが可能な質問内容であったのに対して，
この項目は，質問文からも推定できるよ弓に，このよう
な場所をもっている家はそう多くなく，したがって，回
答の中には観念的な理解にもとつくものがあったり，意
味内容の把握にずれがあったりした場合があるかもしれ
ない。つまり，他の3枚の地図とまったく同じ視点で見
ることには問題がある。なお，この項目は調査年度の途
中で加えたものなので，；地点数が少ない。
　全国に広く分布している標準語形のニワ類を除くと，
各地域にいちお弓まとまった乙類の分布がある。その点
で比較的単純な分布の地図であると言えるようなので，
音声の変種をややこまかく出すことにし，〔t∫〕，「t〕，
〔k〕とその有声化音を区別し，〔ts（u）〕と〔t（u）〕，〔s（e）〕
と〔∫（e）〕をも区別して示した。
　桃の符号を．与え．たニワ類は，全国のほとんどすべての
地域にわたっており，しかも他苔類の分布領域にも混在
の状態で分布している。ただし，ツボ類の分布領域のう
ち東北の日本海側と，ロジ類の分布領域には，ほとんど
分布が見られない。また，北海道の大部分では調査地点
がまばらであるが，未公刊である質問番号141の「家の
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rにわ』とはどんなところですか」についての回答を参考
にすると，ニワが広く使われていると言えそうである。
なお，形態素ニワを含む語形のうち，ツボ，ツキとの複合
語形は，それらの語類に分類して同色を与えてあるので，
ニワの分布領域を見る血合，考慮すべきである。ニワ類
のうち，比較的広い地域，またはまとまった地域に分布
している語形をとり出してみる。ONIWAが全国に散
在しているものの，特に岩手，新潟，山梨・静岡，北
九州などに多い。KONIWAが中国から北九州にかけ
て，HANANIWAが山口，大分に，　NAKIANIWA
が茨城・千葉などに，NIWASAKIが近畿を中心に，
それぞれ見られる。
　緑の符号を一与えたツボ類は，北海道南部から宮城を除
く東北・関東を経て愛知・三重に至る連続した地域と，
香川，北九州にそれぞれまとまりのある分布を示してい
る。このうち，CUBOなどの単独語形はほぼ東北西部
に，複合語形としてのKOCUBO，　KOTUBOが福
岡・大分に，CUBOYAMAが山形・福島・群馬など
に，CUBODOKO　が新潟に，　CUBONOUCIが愛
知・三重，兵庫，香川に，CUBOMAEが北海道南
部・青森東部・岩手に，CUBONIWAが関東・中部
を中心に，それぞれ分布している。
　空の符号を与えたツキヤマ類の多くは，CUK：IYA－
MAとその音声の変種であって，それ以外の語形とし
てはCUK：INIWAがあるだけである。この類はほぼ
中国・四国・九州の西日本に分布しているが，福島・関
東などにも点在している。
紺の分銅形の符号を与えたものは，　KWADANか
らKAZANBAまでのカダン類で，茨城・千葉，中国，
九州に散在している。このうち鹿児島の8342．69を除く
九州の各地点がKIWADANのようにDAであるのに
対して，それ以外の地域ではすべてZAであることが
注目される。
　草の符号を与えたロジ類は．宮城，新潟北部・富山と
福井，長野東部にそれぞれまとまって分布している。そ
のほか，京都・兵庫・鳥取・広島，福岡などにも1～2
地点ずつ見られる。
　センザイ類は，近畿にまとまって分布し，中国・四
国・九州にも点在している。
　カダン類以外の紺の符号を与えたものには，まとまっ
た分布をもっているものは，ほとんどないが，UEKI－
BA，　YUEKIBAがほぼ関東に散在している。
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　なお，無回答が25地点あるが，〈特に名称がない〉
とくそのような揚所がない〉の注記が多かったというこ
とが，この項目の性格を示しているように思われ，注目
される。
　以上，各語類の分布を大観したが，全国的に見るとニ
ワ類が全国に広く分布しているのに対して，それ以外の
ツボ，ツキヤマ，カダン，ロジ，センザイなどの各面類
がほぼそれぞれ独自のまとまった分布領域をもっている
ことが目につく。このうちニワについて，この語形が全
国でどのような意味に使っているかを知るために，先に
も述べた質問番号141の回答結果を地図にしてみると，
全国的に，庭園の意味とともに家の前の広場の意味が混
在していることがわかる。さらに194図に示されるよう
に，関東および琉球を除く広い地域で，家の中の床の張
られていないところ（土間）を意味していることがわか
り，また，195図を見ると，関東，九州南部などの相当
広い地域で家の前の仕事場の意味に用いられていること
がわかる。『時代別国語大辞典上代編』には，ニワの意味
として，①事を行なうための場所。仕事をするための揚
所。②家屋の前後の空地。庭。③広い水面。が出ている
が，本図の質問文のような木を植えたり池をしつらえた
りした場所をニワと言った確i実な例は見えないようであ
る。したがって，本来，ニワはこのような庭園の意味で
はなかったと言えるようである。とすると，194図・195
図のニワ，または心霊の意味のほうが原義に近いという
ことになろうか。ニワが今の庭園と近い意味で用いられ
た例として『日仏辞書』を引くことが許されるであろう
か。
　そこには広前という意味とともに花畑の所という訳語
が出ている。では，それ以前にあるいはそれと並行し
て，質問文の内容にあるような庭園を指す語として，ど
んなものがあっただろうか。本図の分布を手がかりにし
てみると，それぞれ意味分野に違いはあろ5がツボ，ツ
キヤマ，カダン，ロジ，センザイなどが，それにあたるも
のではなかったかと思われる。ツボは，梨壺，桐壺など
の名称があったように宮殿などの中の間または中庭の平
地をさしていたと考えられ，『倭訓栞』にも同様の意味の
説明がある。r日葡辞書』に片雲または小さなニワとある
が，このころのツボとニワとの関連を知る上で興味ぶか
いことである。ツキヤマの古い用例としては，『甲陽軍
鑑』に「御庭つき山に，桜の漸くひらきたるを御覧なさ
れ」カミあるが，それ以前の例を見出すことはできなかっ
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た。さほど古いものとは言えないようである。r日葡辞　　　われていたさまざまなニュアンスの違う語があり，その
書』には人工の小さな山とある。カダン類について，　　意味を包括するように原義から転用されたニワが使われ
その語頭がはっきり〔ka〕と表記される語形としては　　出し，標同語としての勢力をもちながら同語の分布領域
KADANBA，　KAZANBAなどの語形があるが，そ　　に浸透している，ということになろうか。そして，地域
れはわずか数地点のみで，他の語形はすべて〔kwa〕の　　によってはッボ・ッキヤマなどの特定称がそのまま総称
表記である。しかもこの類には九州に広く分布している　　的な「庭園」をさす語として用いられている，ということ
KWADANが含まれているので，「花壇」をもとにする　　になろう。最初にも述べたようにこの項目は，身分や階
層かとも思われるが，8342．69（鹿児島）のKWAZAN，　　層とかかわりあいの深い項目と言えそうなので・解釈を
茨城・千葉，鳥取・広島のKAZANBAのようにZA　　さらに深化させるためには，たとえば階層ごとの調査な
を含む語形があることから，この類のなかには，あるい　　どのこまかい考察も必要になってくるであろう。
は「仮山」と関連をもつ語形もあるかもしれない。ここで
注意すべきことはこのカダン類が，ツキヤマ類の分布の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　194．ニワを“土間”の意味で使うか
なかにほぼ混在していることである。『書言字考節用集』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　195．ニワを“前庭一仕事場”の意の「假山（ツキヤマ）」に「園を築きて石を構へ，山と為
す，高さ十鯨丈，是れ勝山の始め也」とある。これをひ　　　　　　味で使うか
とつの手がかりとしてみると，ヵザンはッキャマに「仮　　　　196．カドを“前庭一仕事場”の意
解」なる漢字をあてていたものを音読した語形ではない　　　　　　味で使うか
かということが考えられる。そして花壇との類音牽引に
よってKIWAZANなどの語形が生まれた，とするのは　　　この3枚の地図は，その内容・分布の仕方などに関連
どうであろうか。ちなみに，r日葡辞書』にはクワダンは　　するところが多いので，符号も似たものを使い，解説も
あるがカダン・カザン・クワザンは載せられていない。　　ひとつにまとめて行なうことにする。なお，193図「に
　ロジは，茶道の世界で使われていた用語の「露地」と関　　わ」とも関連がある。
連があろう。r南方録』に「露地は草庵寂箕の境……，　　　　この3枚の地図に関する質問は，ともにひとつの語形
唯浮世の外の道なるに，心の塵をなぞ散らすらむ」とあ　　を与えて特定の意味で使うかどうかを聞くS式質問で
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あった。地図としてなるべく簡明にするために，「単独の
　センザイは庭の花木・草花の植え込み，またはそのよ　　．語形では言わないが複合語形では言う」の回答について
うな庭の意味として古くから用いられていた語であるに　　は，具体的にはいろいろな語形があるわけであるが，
もかかわらず，その分布範囲は意外に狭、・。188図「は　　196図を除いてひとつの符号にまとめて示すことにし
たけ（畑）」の解説でもふれたように，この語は，かつて　　た。「言う」の回答については，注記の中に注目すべきも
かなり広く，野菜または野菜畑の意味などに用いられた　　のが含まれていると考え，第2集59図，60図，61図な
時期があったようである。「庭園」の意味のこの語形の分　　どに準じて，分類して示すことにした。符号としては
布が狭い範囲にとどまってしまったことと，関係があろ　　「言わない」に紺の共通符号を与え，「言う」には赤系統の
う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　色を与えた。具体的には，194図は赤，195図は榿i，196
　SENSUIは「泉水」であろうし，6677．70（新島）の　　図は赤とし，193図におけるニワ類の桃と関連づけた。
IKIは「池」，7351．06（福岡）のENSAKIは「縁先」，　　　以下，各図の分布を194図から順に大観しよう。
UEKIIBA，　YUEKIBAは「植木揚」，5598．53（岐阜）　　　194図では，「言う」が北海道・東北・北陸，中部のうち
のUEGOMIぽ「植込み」，　SEDO，　HEDOはもとも　　静岡・愛知，近畿・中国・四国・九州の広い地域に分布して
と裏門を意味する「背戸」などであろう。なお，2068．08　　いる。このうち，「古くは言った」が北海道，福島，千葉，
（宮古）の，1（UDASIKIMINAK：Aは「小座敷の庭中」　　神奈川，新潟にそれぞれ1～2地点ずつ点在している。
であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　複合語形としては，イエナカノニワ・イエノニワ・ウシニ
　まとめれば，庭園それ自体の歴史を明らかにしなけれ　　ワ・ウスニワ・ウズニワ・ウチニワ・オシニワ・シタニワ．・‘
ばならないが，ニワよりも古くから，または並行して使　　ツキニワ・ドニワ・ドジニワ・トンニワ・ナカニワ・ハ
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タニワ・ニワコ・ニワナカ・ニワバ・ニワヤなどがあっ
た。これらの語形の中で比較的まとまって分布している
ものとしては，三宅島と九州南部のウスニワ，鳥取のオ
シニワ，鹿児島のドニワ，九州南部のナカニワ，千葉東
部のニワバがあった。これに対して，「言わない」は関東
全域，中部の大部分，琉球全域に分布しており，そのほ
か山形・福島・新潟，奈良などのそれぞれ一部および対
馬，九州南部にも見られる。「言わない」については，「言
う」の一種とした「単独の形では言わないが複合語として
言う」と同性質のものが含まれているかもしれない点に
注意する必要がある。ここでは調査者の記入を尊重して
分類してあるが，質問形式を変えれば，あるいは結果に
変更がおこるかもしれない。同じことは195図，196図
についても言える。
　195図では，「言う」が北海道中央部・東北の大部分・
新潟・関東。中部・南近畿の一部・中国西部・四国・九
州南部・奄美などに分布している。このうち，「複合語
として言う」地域が194図にくらべてかなり広くなって
いる。語形としては，イエニワ・オニワ・オオニワ・オ
モテニワ・カドニワ・カラニワ・コヤノニワ・コンノオ
バノニワ・ソトニワ・ナカニワ・ニワサキ・ニワバ・ニ
ワマエ・ハナレニワ・ヒロニワ・ホカニワ・マエニワ・
マニワ・ミナア・ミナカ・ヨコニワなどがあった。ミナ
ア。ミナカについては問題もあろう。比較的まとまって
分布しているものとしては，オニワが東北北部・山形・
新潟などに，マエニワが宮城，富山，熊本などに，カド
ニワが岐阜，広島などに，ナカニワが広島に，ヒロニワ
が香川。愛媛に，ホカニワが山口・九州西部に，それぞ
れ見られる。これに歯して，「言わない」が北海道南部・
青森東部・秋田，福島，北陸，静岡・愛知，近畿・中
国・四国・九州北部などかなり広い地域に分布してい
る。このなかには，「複合語として言う」と混在したり隣
接したりしている地域のあることが注目される。
　196図では，「言う」が北海道に点崔しているほか，富
山・千丈より西の近畿。中国・四国東部・九州北部に連
続して分布している。このうちKAIDOが富山・福
井・岐阜などに比較的まとまって分布しているが，複合
語形の分布はきわめて少ない。これに対して，「言わな
い」がほぼ東日本全域と中国の一部・九州の大部分およ
び琉球全域に分布している。この196図を作るに際して
質問に用いた語形はカドであった。このカドには漢字と
してはr門」があてられよう。もともと「人の出入りする
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ところ，またはそのあたり」をさすものであったとすれ
ば，「家の前の仕事揚」は，意味の拡大または変化の結果
ということになる。ところが，一部の地域で使われてい
るカイドは，カドの単なる音声変種とは考えにくい面を
持っている。『全国方言辞典』によると，「かいど」は北陸・
飛騨で外・戸外の意味，茨城・千葉で門口の意味で使わ
れているという。そして，「け一ど」は関東・長野・愛知
で村の道筒から入り込んだ屋敷の道の意味に使われてい
るという。また，カイト（垣内・垣外）ということばもあ
る。「街道」ということばもある。この地図に現われた
KAIDOの中には，　KADOとこれらのいずれかとの混
交形が含まれているようにも考えられるが，どうであろ
うか。
　以上のような分布を示す3枚の図を重ね合わせてみる
と，地域によって「土間」または「家の前の仕事揚」にどの
ような名称が与えられているか，またニワの意味分担が
どのように行なわれているかをうかがうことができる。
まず，194図と195図とを重ね合わせると，両方の図とも
に「単独語形で言う」の地域はきわめて少ないことがわか
る。北海道中央部，岩手・宮城・山形，徳島の一部，五
島などがあるが，北海道や五島は195図で「言わない」や
「希に言う」と混在しており，また東北も195図で複合語
が多く混在しているので，両図を通じて「単独語形で言
う」の明瞭な地域は徳島の一部などごくせ’まい地域に限
られているようである。
　これが，194図で「単独語形で言う」，195図で「複合語
形で言う」の地域になると，青森・岩手・宮城・山形・
新潟，富山。岐阜西部，広島・山口，香川，長崎・熊本
などかなり広い地域にわたっていることがわかる。つま
りこれらの地域は，土閻をニワと言い家の前の仕事揚に
は複合語のニワを用いて区別していることになる。逆
に，194図で「複合語形で言う」，195図で「いずれでも言
う」の地域は，千葉，神奈川，島根，九州南部など比較
的せまい地域に限られている。つまりこれらの地域は，
土間を複合語形のニワと言い，家の前の仕事揚を単独語
形のニワと言って区別していることなる。さらに，194
図が「単独語形で言う」であり，195図カミ「単独語形で言
わない」の地域は，北海道南部，秋田，福島，北陸・近
畿，中国の大部分，九州北部などかなり広い領域にわ
たっていることがわかる。これらの地域では，土間をニ
ワと言い，家の前の仕事揚を他語形で現わして区別して
いることになる。逆に，194図で「いずれでも言わない」，
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195図で「単独語形で言う」の地域は，関東・中部の大部
分，奈良南部，高知西部，宮崎北部・鹿児島西部などの
小さなまとまりである。つまり，これらの地域は，家の
中の土間を他語形で現わし，家の前の仕事場をニワと
言って区別していることになる。
　193図の解説で述べたように，ニワは本来，家のまわ
りの広場または仕事をする場所という意味であったと思
われるので，それが，地域によって「土間」や「家の前の
仕事揚」の意味となり，他方に派生語形を生み，あるい
は別語形をはめこみ，一方では193図の「庭園」の意味に
転用されていったのではないだろうか。
　それでは，「家の前の仕事場」がニワ以外の語である地
域では，そのような場所をどんな語であらわしているの
であろうか。そのひとつが196図のカドであろう。日本
を東西に分割して考えることにしよう。西日本では，ほ
ぼ195図の「言わない」の地域を補うように196図の「言
う」が広がっている。つまり，これらの地域では「家の前
の仕事揚」をカドと言っていることになる。しかし，徳
島のように両図を通じて「言う」の地域があり，一方，愛
知，熊本北部・大分のように両図とも「言わない」の地域
もある。東日本では，196図がほとんど「言わない」であ
るのに対して，195図が関東をはじめ多くの地域で複合
語形を含めた「言う」になっているから，これは問題がな
い。しかし，両図とも「言わない」の地域が北海道南部・
青森・秋田，福島，静岡（これはさきに述べた愛知に連
続する）などかなり広い地域にわたっている，とい5こ
ともある。東日本・西日本を通じて，これらニワ・カドい
ずれの語をも用いない地域は，当然それ以外の語を用い
ているはずである。それに関する質問項目を設けていな
いので確認する方法はないが，あるいは193図「にわ」に
あらわれる語形のうちにも，該当語があるのかもしれな
い。『全国方言辞典』には，前庭・表庭・家の前の空地に
ついて「えなば・お一ど・お一とのにわ・おと・おもて…」
以下の諸表規が登録されている。また，「土間」をニワと
言わない地域ではなんという語をもっているのか。これ
についても今回は調査されていないので，ほとんど知る
手がかりはない。r全国方言辞典』には「うしにわ・うす
が・うすにわ・うすむと弓…」以下の諸表現が登録され
ているが，今後なんらかの方法で確かめていくことが必
要であろう。
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197．いど（井戸）
　「井戸」の形態には，地方により，またそれぞれの地点
の自然条件によってさまざまなものがあると考えられる
が，この図では地図の右下に示した質問文でわかるよう
に，「深い穴を掘った井戸」に質問を限定した。したがっ
て，地方によっては，目前にある「井戸」と違った質問をさ
れたためか，回答の中に多少の混乱の見えるところも
あった。この図ではともかく回答されたものをすべて採
用する方針をとったので，その点必ずしも厳密な統一の
もとに作られた地図と言えない面を持っている。つまり
各地の地理的条件のちがいによっては，浅いひしゃくで
汲める程度のものや，川の流れを利用したものについて
の名称も，採用してある。そのような形態のちがいに対
する注記は，r日本言語地図資料』に記録してある。
　この項目では，分布の比較的単純な新潟・長野・愛知
以東の全域で後期調査計画での調査を打ち切った。
　この図を大観して気の付く点は，中国西部以西の地域
で分布が複雑で2語以上併用の；地点が多いのに対して，
近畿以東の地域では分布が非常に単純なことである。こ
のような観点は他の地図にも適用でき興味深い。
　東日本を中心にほぼ全国に分布するものは，赤で示し
た，イドおよびイドを含む複合形である。これらは古語
の「ゐ（ど）」を源とする語と考えられる。このうち関東以
西および秋田，北海道にはIDOが広く分布する。秋田
のものは，ほとんどが〔し～do〕と表記されていたが〔し〕は
1の中に含めた。IDOの如き中神化の1の現われる地
域さらにはEDOとなったものは新潟・茨城以北の地
域に多く，福井，山陰などにも点在する。IRO，　ERO
は佐渡，奈良，福岡に計8地点ある。IDi（0237．84）はイ
ドの変種と考えたがいかがであろうか。YUDO，　YU－
UDO，　YODOは一類の語と考えた。　YUDOは入丈，
岐阜北部，福井北東部，三重南部，兵庫中央部，岡山北
部，隠岐，宮崎南部に計11地点，YUUDOは石川，
三重南部，大分に計3地点，YODOは隠岐に1地点そ
れぞれ見られる。イとヨ・ユの交替はよく見られる現象
なので，これらはイドから個別に変化して生じたとも考
えられるが，あるいは「淀・澱」のあてられる「よど」を祖
先とする考え方も可能かもしれない。
　IDOSAN以下の三州は，一部分にイドという要素を
持つ複合形である。これらのうち，CURUIDO，　CU一
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RIIDOは，栃木，秩父・奥多摩，長野南部・静岡北部・
岐阜東部に計9地点分布する。前部分に注目して榿で示
したツルイ，ツリイ等と符号の形を合わせたが，栃木の
ものを除いて分布は必ずしも榿と重ならない。CURU－
BEIDOからCUIBEIDOまでも前部分に注目する
と紺のツルベ，ツイベ等と共通するのでそれらと符号の
形を合わせた。由形，新潟・福島県境付近，岐阜，静
岡，九州西南部に計8地点見られる。1｛ORIIDO以下
についてはいちいち分布を述べないが，いずれもイドに
ある限定辞の付いたもので，ほとんどがイドとの併用で
あることが注目される。はじめにも述べたように，井戸
に形態の上で特色があり，それをきわだたせるためにこ
のような限定辞が付けられたものと考えてよかろう。
IDOMIZU（5621。43）には，調査者の注として「水では
なく，井戸そのもの」とある。そのようなこともあるの
であろうか。
　榿iで示したものはツルイの類である。CURUIは中
国西半に広い領域を持ち，四国に4地点，福島（4761．57）
に1地点見られる。福島にはさらに1地点CURUE
（4762・77）も見られる。ツルイのツルは「蔓」に由来する
語とも考えられるが，動詞「吊る」にあたるものと考える
のが普通であろう。CURIIは広島に多く，岡山東部に2
地点，山口に2地点，はなれて，群馬に1地点見られる。
CURIIは上のCURUIのUIがIIと長音化してでき
たとも考えられるし，「吊る」の連用形とイとが結合した
ものとも考えられるが，いまここではっきりとしたこと
は言えない。CURIは鹿児島南部に4地点見られる。近
くにCURIIが見られることから，いちおうCURII
の語末が短母音となってできたものと考えておく。
CURE（8361．28）もッルイ，ツリイ等から変化したもの
であろう。CURIN，　CUREN，　CUINは，九州南部
に計19地点と和歌山に1地点（6582．48）見られる。これ
らの語末のNについては，よくわからないがCURI～，
CURE～の部分はいずれも上のCURUI，　CURI（1）
などと共通し，分布も連続しているので，相互に関連が
あるものと思われる。IZUCU（7417。27，7417．79）や，
CUCUI（6536．00），　CUCII（6286．68）は，　ツルイなど
と直接の関係はないかもしれないがいちおうここにお
いた。「井筒」「筒井」にあたるものであろう。
　緑で示したものは，イケの類である。北陸・滋賀と山
口西部とにわかれて分布し，福島，奈良・京都・兵庫，
福岡にも点在する。IKEが最も多いが，北陸にはIKE，
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EKEと母音に変種の現われるものもある。　IKOは福
井（5575．55）にある。イケの変種かどうか決めがたいが，
いちおうここにおいた。CURUII（E以下は，イケに限
定辞の付いた複合形である。CURUIKE（6394．43），
CURUIKI（6515．24）の前部分は，榿のツルイと共通す
る部分があり，符号の形を合わせた。山口のCURUI－
KEは東隣のツルイに分布が連続するが，滋賀のCU－
RUIKIのそばにはツルイ等の分布は見られない。　YO－
DOEKE（4598．33，4598．74）は赤のYUDO，　YODO
と関係があろうか。そのほかIKENATAは5527．61
に，CUCIIKEは6505．60にそれぞれ見られる。イケ
は分布が2地域にわかれていることからかって中央に行
なわれていたものの残存という考え方もできよう。文献
を見ても，イケが井戸（清水・湧水のたぐいも含めて）の
意味で用いられたという確かな証拠はないが，逆に，井
戸（それに準ずるもの）の意味では用いられなかったと
いう根拠もない。これらの地域で「池」のことを何という
かを知りたいものである。
　空で示したものは，カワあるいはカワという要素を含
む複合形である。九州・琉球を中心に分布し，中国，三
宅島にも見られる。このカワは「川」に由来するものと考
えてさしつかえあるまい。これらのうち，K：AWAか
らHOまでをカワあるいはその変種と認めた。瀬戸内
海沿岸地方の西半，九州西部，琉球にかけて一連の分布
がある。KAA以下ほ琉球に見られるもので，とくに
沖縄以西に著し、・。IGAWAからIGOまでは一類と
考えられる。九州・奄美を中心に分布し広島にも見られ
るこれらの後部分の～GAWA，～GAA，～KAWA，
～GOは，みなカワにあたる形と考えた。前部分のイ
はイ（「井」）にあたる形と考え，イドと似た形の符号を与
えた。YUGAWA，　YUGOO，　YUGOはともに熊本
南部・宮崎・鹿児島・奪美に分布する。IDOGAWA
（6482．26，6490．30），IDONK：AWA（8335．48）はイドと
カワの結合したものと考えられる。イガワのイがイドに
回帰して生じた形であろうか。INOKOは大分に集中
して分布し，宮崎にも3地点ある。この語原をイ＋ノ＋
コ（川）としイガワの類と考えた。CURUGAWAから
CINGAまでは九州西部沿岸部に点々と見られる。こ
れらのうち，CUIGAWAまでの前部分は，語形として
榿で示したツルイの類の前部分とほぼ共通するので，符
号の形を合わせた。CINGAA，　CINGAは沖縄に計
3地点見られる。この前部分CIN～もつぎのTiRI一
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GYO，　ciNGYOなどの前部分と同じく，ツリ（ツル）
につながると考え，ここに並べた。TIRIGYOから
CINCYOまでは奄美に見られる。これらの前部分は，
語形としてもCURI（CURU）～TiRI～CIN～CIN
と連統性が見られ，分布の上でも鹿児島から沖縄まで連
続する。これらの後部分GYO，　CYO，　K：YOについ
ては語形としてカワにあたるものかど弓か，いちがいに
は決めがたいが，空にすると，分布に連続性が得られる
のでここにおいた。カワから変化したコ（ゴ）の前の母音
が1であることによって，ゴがギョに変化したのかもし
れない。イカ（郵駅）がイチャ，イキャとなる現象と似て
、・ると言えよう。CURUBEGAWA（7257．94）と
CUBENKAWA（9312．42）の前部分はツルベにあたる
ものと考えた。ANAGAA以下もカワにさまざまな限
定辞のついたものである。これらは「深い穴を掘った井
戸」を強調するために生じたものと言えようか。以下，
地点を挙げておく。ANAGAA（沖縄北部），　NOMI－
GAWA（7308。48），　NUMIGAA（1241．49），　CUBO－
1（AWA　（7266。34），　KIUMIK：AWA　（7248。15），
MIZUKIUMIKAWA（6444．89），　ARYAAGAWA
．（7248。15），HORIIGAWA（7392．33），　CURUBEI－
GAWA（7352．14）。
　茶で示したものはイズミの類であるb四国北東部に集
中している。「泉」にあたる語と考えてよかろう。
　紺で示したものにはいろいろの類がある。CURUBE
からHANECURU8Eまではひとまとまりと考えら．
れる。九州南部に比較的多く分布するほか，本州各地に
点在する。ツルベはふつうには井戸から水を汲み上げる
ための道具と考えられる。この語形が井戸そのものに対
する回答として得られた事情は，よくわからない。赤で
示したツルベイドの前部分が独立して生じた語形であろ
弓か。これらの地点で「つるべ」そのものを何という語形
で表わしているのか，知りたいものである。
　YUCUは兵庫（6447．39，6448．61），山口（6377。11）に
見られる。『全国方言辞典』には「井戸」の意味で，「いつ
い」が島根東部に，「ゆつ」が兵庫県佐用郡。島根県美濃郡
にあるとある。
　IZI（7417．27）は被調査者の注によればく谷水が流れに
よって汲めるようになったもの〉とある。必ずしも「井
戸」の形態はとっていないとも考えられるが，いちおう
採用した。MIZYA（5558．33），　MENZYA（5566．95）に
は，調査者の注記として，それぞれ（この地点に「井戸」
はな～・。谷川の水を引いて使う）とあったが，いちおう
採用した。「水屋」にあたるものであろう。また付近の
5548．60では，IDOについて〈井戸はもともとはなかっ
た。谷川の水を使い，その水をおく所がミンジャであ
る〉という被調査者の注があった。回答ではないので採
用しなかったが，上のMIZYA，　MENZYAとつな
がりがあろう。TANBO（6480．29，6482．52）は，185図・
186図「た」の図に広く現われる語形である。6482・52で
はく田の中に掘ってある灌概用の井戸〉という被調査者
の注がある。近いところに2地点見られるので誤解では
ないと信じられる（ちなみに，「た」．の図では，両地点と
もタ，あるいはマチであり混乱はない）。
　以下，その他の語形の分布を述べることにする。SU－
NZYA（1251．27），　HORINUKI（6409．35，6409．72，
6457．45，6498．00，6498．33，6530．23，6546．73），NUKI
（7373．99），UCIKOMI（5595．20，6419．25，6511．85），
HUNEKO（8302．19），　HUNEGO（8302。19），　SUID－
00（6457．45），KAIDASI（5687．32），　TAGURI（5687。
32），　無回答（5624．85，　6621．94，　7407．24，7417．22，7659．
53）。
　以上が見出しおよびその分布の説明である。この図を
見る際に，図に現われた分布からすぐさま言語地理学的
な解釈を行なうことには問題がある。はじめにも述べた
ように，この図の裏にある井戸の形態的な差による回答
の違い，また地域ごとの発達ということを考慮に入れな
ければならない。
　昔の人々がその土地に住みつくときには，まず第一の
条件として「飲料水の確保」は重要な点であったにちがい
ない。その揚合，一般の農民にとって深い井戸を掘って
水を得るというととは，技術的な問題はともかく，経済
力から言ってもだれにでもできるというものではなかっ
たのではなかろうか。いきおい，自然の湧水，清水，谷
川の流れ等を利用することが多かったと考えられる。
　したがって，ごくふつうに考えて，井戸の形態として
は湧水を利用した浅いもの，あるいは川の流れを引いて
きたものが古い形で，深く掘った，つまりこの質問に
よって求めた「井戸」は，新しい形態であると言うことが
できよう。また，地形などの条件により，井戸を深く掘
ることが不可能あるいは無意味な地域もあるにちがいな
い。
　各地点で得られた回答にもその点に関する注が多く見
られた。ひとつは，「深く掘った井戸は最近のものであ
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る」とか「この村には深く掘った井戸はない」というもの
で全国的に点々と見られる。もうひとつは，「浅いもの」
と「深いもの」とで名が違う，とするものである。こうい
う注記は，中国西部，九州に多く見られた。とくに，空
のカワと赤のイドとの併用地点では，カワのほうに，浅
くひしゃくで汲めるもの（湧水・流水の別は地点によっ
て違いが見られる）という注が多く見られた。
　このように，各地でそのような井戸の形態の差に対応
する語形の違いがあると推測されるが，この項目では，
その区別についての深い調査をしていない。各地の井戸
の形態がどのようなものであるか，あるいはあったか，
それらを語形の上で区別をしているか，あるいはしてき
たかなどについてのいっそう詳しい資料を得れば，真の
解釈にさらに近づくことができよう。
　このような問題点を念頭においた上で，分布を見るこ
とにしよう。
　まず気がつくことは，中国中部・四国から東の地域に
イドが広く分布することである。これは古くから文献に
現われる「ゐ（ど）」に直接つながる語形と考えられる。古
い時代から広く用いられ，中国以東では安定した地位を
占めてきたと言えよう。西の地域でも，ツルイ，イガ
ワ，イノコなどのイをこれに含めれば，「ゐ（ど）」の直系
の語がほぼ全国にわたって分布していることになる。
　ツルイの類のツルは先に述べたように，「蔓」あるいは
「吊る」に由来する語と考えてよかろう。井戸の形態が
「湧水・流水」を利用していたところへ，深く掘り下げた
高級な井戸がもたらされたとき，従来のものと区別する
ために，ツルという要素を冠して作った複合語と考えら
れる。
　従来の「井戸」一イドあるいはイ（ゐ）一に何らかの限定
辞を冠して，複合語を作ったという点については，空で
示したイガワ，イドガワ等についても同様である。空の
符号を与えた語類の分布領域の内部を見ると，カワとい
う単独語形は，琉球をはじめ，九州の西部沿岸地域，瀬
戸内海沿岸地域など，九州の中央部にまとまって分布す
るイガワ，イノコなどの分布よりは外側に分布する。し
たがって，空類の中では，カワという単独語形は，イ
（ゐ）と結びついたイガワ，イノコなどの複合語形よりも
古いものであると言えよう。
　もともと，「かは」は「川・河」などにあたる語と考えら
れ，「水の流れ」あるいは「水の流れているところ」を意味
し，日本語としてもっとも基本的な語のひとつに数えら
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れよう。その「かは」がどのような事情で「井戸」を表わす
ようになったのであろうか。先にも述べたように，古い
時代には飲料水を自然の湧水や川の流れに求めていたに
ちがいない。現に，イガワ・カワの地域での回答には，「深
く掘ったイドはまれで，自然の流れ，湧水を利用した，ひ
しゃくで汲めるもの」という注が点々と見られた。そう
考えると，自然の流水をそのまま利用する「井戸」に「川」
と同じ名称が与えられたとしてもさほど不思議なことで
はない。ただ，そのような現象が，古く中央を含めた広
い地域で認められ，それが周辺へ波及していったものか
どうかはわからない。しかし，ともかく空の分布が瀬戸
内海沿岸地方から九州・琉球にかけてかなり広い地域に
わたることから，このような現象がそれぞれの地点で他
と関係なく生じたものとは考えにくく，少なくともこの
分布領域内では相互に関連があると考えなければなるま
い。
　これらカワの現われる地域で，「川」のほうを何と呼ん
でいるのかも知りたいものである。「川」と「井戸」とが区
別されているか否かがわかれば，さらに詳しい解釈が可
能となろう。各地点の回答につけられたいくつかの注を
たどってみると，九州西部では「川」のほうはナガレガワ
として区別する地点（たとえば，7238ユ2，7238．82，
7247．86）が見られた。また，7208．97，7309．37では「川」
のほうには「川原」にあたると思われる，コオラ・カアラ
がそれぞれ見られた。『沖縄語辞典』によれば，「川」は
k町araとある。　r入重山語彙』からも，入重山一帯に「川」
の意味ではkara，　ka＝ra，　ha：raという「川原」にあた
ると思われる語が分布していることがわかる。　r採訪南
島語彙稿』の「川」の項を見ても，ほぼ琉球全土にわた
り，「川原」にあたる語が用いられていることがわかる。
　これらをまとめると，九州西北部・琉球では，「井戸」
のほうをカワと言い，「川」はそれ以外の語で表わしてい
ることがわかる。このことと，上で考えた，昔「井戸」と
「川」は日常の生活の上でもしたがって語形の上でも区別
されなかった時代（あるいはそのような地域）があったの
ではないかということとの間には，矛盾はないと言える。
そこへ，イ（ド）という語形が東からはいってきて，カワ
とイ（ド）とが接触しイガワという語形が生まれた。これ
らの地域では，「川」のほうにカワという語形が残ってい
るものと思われる（ただし，そのとき「井戸」の形態とし
て，「流水」とはちがつた「掘った井戸」がもたらされたか
どうかはわからない）。一方，周辺の地域，少なくとも
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平戸，壱岐，琉球などでは，カワは「飲み水用のカワ」を
もっぱら分担し，r川」のほうには元来r川原」を意味した
と思われるカアラ（コオラ，ハアラなど）が用いられるよ
うになったということが考えられる。そのとき，これら
の地域では豊富な水をたたえた「川」はほとんど見られな
いことにも注意したい。そんなこともあって，カワとい
う語の意味は，日々の生活で重要な位置を占める「井戸」
のほうへ，その重心を移していったのであろう。
198．もり（森）
　この図は199図「はやし」・200図「ハヤシ・ヤマの意
味」と相互に関連があるので比較されたい。語形の分類
や符号の与え方についても，199図との間に共通の原則
を適用してある。本図ではMORIをく併用処理〉の対
象として処理した。なお，この項目は6年度以降に一部，
調査を打ち切った地域があるので，199図などとくらべ
て地点の数が少ない。
　本図は地図下欄に示した調査項目番号138の質問文に
よる調査結果にもとづいて作図したものであるが，地図
の解釈にあたっては調査項目番号140の調査結果をも参
考にした。また，199図は調査項目番号（以下，番号と略
記する）136により作図し，番号139をも参考にした。
200図は番号136および137により作図したが，一部に
番号139の結果をも加えてある。以下にそれぞれの項目
で用いた質問文を掲げ，それぞれにA～Eの略号を与え
て，198図～200図の解説を通じて，質問文を引用する
際には質問文A～質問文Eと略記することとする。
　　　　調査項略号　　　　目番号
A　　　136
B 137
　　質　　問　　文
木が一町歩も二町歩も生え
ている場所を何と言います
か。そこへ行ってたきぎを
拾ったりします。
（136が「ヤマ」だったら）平
地で木が広く生えている所
も〔ヤマ〕ですか。
（136が「ハヤシ」だったら）
平地でも傾斜地でも同じよ
うに〔ハヤシ〕と言います
か。
C
D
E
138
139
140
お宮の境内などに木が一か
所に集まってこんもりと生
えている揚所のことを何と
言いますか。
（ここまでにハヤシが出な
いとき）「はやし」というのは
どんな揚所のことですか。
（ここまでにモリが出ない
とき）「もり」というのはど
んな揚所のことですか。
　さて本図の基礎となった項目Cは，質問文の内容に種
々の要素を含んでいるが，被調査者がその中のどの意味
に注目して答えたかについては，地点によらて若干差が
あるのではないかと思われる。注記の中には「宮とは限
らない」などのものが比較的多かったが，逆に「宮に限
る」としているものもあり，また，「木の有無に関係な
し」とする地点も若干見られた。最後のものは，質問文
の趣旨からみて，この項目の内容に該当しないとしてそ
の注記のある語形を削除すべきかとも考えられるが，注
記のない語形にもそれに類する意味内容のものがありう
るので，報告された語形は，原則としてすべて採用する
ことにした。詳細は『日：本言語地図資料』にゆずる。
　全国を大観すると，茶を与えたモリの類が全国に広く
分布し，赤を与えたヤマの類が九州南部から琉球にかけ
て集中するほか全国各地に点在し，また緑を与えたハヤ
シの類は東北から北海道にかけて，および四国南部にま
とまった分布が見られるほか，琉球を除く全国各地に点
在する。
　茶の類の中で，見出しをMOR1・MORIKOとしたも
ののRIの内容は〔rl〕であるが，　MORUのRUは種々の
変種をまとめたものであり，その内容は，〔ru，　r薗，　r四
などのほか，〔rU，r，1〕さらに〔ri〕も含んでいる。
　MULIは〔mu11〕と〔muZi〕をまとめたものであり，
KIIMULIの内容は〔ki：m鴫〕，またMoiの内容は
〔moji〕であった。
　緑の類の中で，ハヤシのシにあたる部分をSI，　si，　SU
としたものは，それぞれ，SIは〔∫i，∫し，§i〕などを，
siは〔si，∫1〕を，　SUは〔su，　s誼〕などをまとめたも
のである。
　なお，以上の分類の基準は，199図でもこれを踏襲し，
両図における統一を計ってある。
　モリの語原は明らかでないが，ひとつの考え方として
一96一 197・198
?
?
?
、?
は，これは「盛り」であって，本来は「小高い所」「土など
の盛り上がった所」を指すも㊧（後に述べるように，東北
や琉球などでモリをこの意味に用いている）で，それが
「木がこんもりと茂った所」をも指すようになったのかも
しれない。モリがとくに「神社の」木立ちを指す例は古く
からあり，r時代料国語大辞典上代編』にもモリと屈むと
みられる「神社」「社」の例が『万葉集』や『出雲風土記』から
引かれているが，これは樹に神が降臨するという考えか
ら，樹と神社とが密接な関係にあったためとみられる。
　しかし，199図にTACIGOMORIの語形が見られ，
このコモリが動詞「こもる」にもとつく形であるとすれ
ば，あるいは，モリも「籠もる」の名詞形コモリから転じ
た形であって，「神がこもる所」あるいは，「神が（木立に
よって）包みこまれている揚所」といった意味が原義であ
るかもしれない。この組合，本図にMIYAKAKUSI
やKOMORIの語形が見られることが参考になろう。
「籠もる」のコおよび「木」の意味のコはともに，上代仮名
つかいの乙類であるから，コモリのコが「木」と意識され
て分離し，モリの語形が生じたと考えることもできよう
（「小」の意味のコは甲類である）。もっとも本図のKO－
MORIは，モリの形が先にあって，それに「小」または
「木」の意味のコを冠したものであって，動詞「こもる」と
は無関係なものかもしれない。このほか，『大言海』では
モリは「コムラ（木叢）の転」としており，結局，モリの語
原に関しては種々の考え方があって，いずれとも決めが
たいことになる。
　分布にもとづいて各語類の歴史について検討すると，
北海道を除いてみると茶のモリ類が国の両端を除く地域
に広がっており，比較的新しい勢力のように見える。し
かし，ハヤシ類，ヤマ類がともにモリ類よりも古いかど
うかという点や，ハヤシ類とヤマ類との先後関係につい
ては，この図の分布からはかならずしも判然としない。
そこで199図についてみると，ヤマ類が国の両端を含む
地域に分布するのに対し，ハヤシ類はヤマ類に囲まれた
形で分布しているから，ハヤシの発生がもし新しいもの
とすれば，この図にもこの考えを適用し，ヤマ類がハヤ
シ類よりも古いものと考えることができよう。
　観点をかえてハヤシ類・ヤマ類・モリ類の語類が，そ
れぞれの地域で「林」および「森（宮の木立ち）」のどの意味
を分担しているかについてみると，九州南部から奄美に
かけての地域などでは，林一ヤマ・森一ヤマであり，青
森などでは，林一ヤマ・森一ハヤシであることがわか
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る。また，関東r東海・近畿から九州北部にかけての西
日本各地などには，林一ヤマ・森一モリの地点が濃く分
布し，福島・新潟・富山・石川・福井・長野・岐阜，鳥
取などでは，林一ハヤシ・森一モリの地点が比較的多い
と見受けられる。また，北海道，岩手北部・秋田，新潟
および四国のそれぞれ一部には林一ハヤシ・森一ハヤシ
の地点が少しずつ見られ，さらに，北海道から九州の宮
崎南部にかけて，林一モリ・森一モリの地点が点在す
る。
　そこで198図・199図を総合して解釈し，三図ともに
ヤマ類が最も古いとするならば，古くは全国的に林一ヤ
マ・森一ヤマであったところに新たにモリの語形が生ま
れて森の意味を分担し（あるいは古くは別意を持ってい
たモリが森の意味を分担するようになり），林一ヤマ・
森一モリの地域が現われ，そこに，林の意味でのハヤシ
が生れて林一ハヤシ・森一モリの意味構造をもつ地域が
出現したという推定が可能になる。そして，林を意味す
るハヤシおよび森を意味するモリは次第にその勢力を東
西に伸ばしていったが，青森など東北北部には何らかの
事情でハヤシという語形がモリよりも先に到着し，それ
が森の意味を分担して，林一ヤマ・森一ハヤシの構造が
成立したのではないかと考えられる。
　林一ヤマ・森一ヤマの構造が古いということは，すなわ
ちヤマは本来「木などが広く生えている所」を意味するも
のであったことを示す（199図の解説を参照されたい）。
それは「神社の木立ち」の意味をも包含しうるにすぎ
ず，古くは「神社の木立ち」を指すという条件を加える
と，むしろ答えに窮する時代があったかもしれな．い。
198図に見られる（0）MIYASAN・MIYANNIWA・
K：EIDAI・YASIROなどの語形は，それが「木が集
まってこんもりと生えている揚所」という意味特徴より
「お宮の境内などに」という意味特徴に重点がある回答の
ように感じられ，また，（0）MIYA（NO）YAMA・
1（AMI（SAMA）NOYAMAなどの語形は，「お宮の境
内」に「木が生えている揚所」の両方の意味特徴をふまえ
た適当な単独語形がないために答えたものと思われ，こ
れらの事実も，質問文に含まれるすべての意味特徴を備
えた適当な語形が存在しない地域が過去にあり，現在も
あることを意味するものと言えようか（標準語のモリが
かならずしも「神社の木立ち」を意味する語とは言えない
と思われることも併せ考えるべきであろう）。
　こうしてみると，古い時代には，林一ヤマ・森一ヤマ
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であったと見るよりも，むしろ，林一ヤマ・森（宮の木
立ち）一名称なしと見る方が妥当なようにも考えられ
る。198図を見ると，東北北部と九州南部から琉球にか
けての地域などには，この図に関して無回答の地点が多
いが，この事実も森（宮の木立ち）に特称がないものが歴
史的に古い段階のものであることを示すものであろう。
　林を意味する語として各地に伝播したハヤシが東北北
部で森を意味する語として取り入れられたのは，以上の
考えに立てば，その地域では林一ヤマ・森一名称なしの
構造であったために，ハヤシがその空白部分に侵入した
のではないかと思われるが，同時に，林一ヤマ・森一ハ
ヤシと接する岩手・秋田などに，林一ハヤシ・森一ハヤ
シの地点がいくつか見られることも，ハヤシが森の意味
に転用された要因のひとつであるかもしれない。
　青森など東北北部においてモリよりもハヤシの方が勢
力を得たことについては，次のような事情が考えられ
る。質問文Eにもとづいて作成した分布図（未公刊）によ
ると，モリは「（木の有無に関係なく）小高い所」「（土の）
盛りあがった所」の意味であるといった回答をした地点
が，東北北部の青森・岩手・秋田・山形北部と琉球の沖
縄・先島に集中的に分布しており，東北北部に森を意味
するモリが侵入しえなかったのは，ひとつには，このよ
うに，この地域でモリが別の意味を分担していることに
よると思われる。
　林一ハヤシ・森一ハヤシは，どのような段階のもので
あろうか。これが分布する地域のうち，岩手・秋田では
本図に無回答の地点が多く，四国のものは林一ヤマ・
森一ヤマに隣接しているから，これは林一ヤマ・森一ヤ
マ（もしくは林一ヤマ・森一名称なし）と構造的に同質の
ものであって，さらに，ハヤシがヤマよりも新しい語形
であることを考慮すると，これは，林と森との区別があ
いまいな地域にハヤシが侵入して生じた構造のものと考
えられる。
　林一モリ・森一モリは林一ヤマ・森一モリ，あるいは
林一ハヤシ。森一モリに隣接して全国各地に点在する。
これは，モリの意味内容が各地で安定していないため
に，ヤマとモリ，あるいはハヤシとモリの意味が各地で
個別的に混同されて生じた構造のものではないかと思わ
れる。このような現象が見られる背景には，古くは全国
的に林と森とを区別していなかったという事情があるの
であろ5。
　なお，琉球の沖縄以南の地域では，林一ヤマ・森一ウ
ガミ・ウガン（ジュ）・ウタキなどの地点が多いが，それ
らの注記を見ると，UTAKIに「森を含めた拝所の意。
木の集まってこんもりした所だけの名称なし」「杜が中
心でなく，まつられたものが中心として考えられてい
る」，UGAN（ZYU）に「拝所全体を指す。森だけの名称
なし」などのものが多いことから，これらも，林一ヤマ・
森一名称なしにあたるとすべきものかもしれない。これ
らの，ウガミ・ウガン（ジュ）・ウダキなどは各地に分布
する（オ）ミヤ（サン）。ケイダイ・ヤシロ・シャチなどと
ともに，木が（こんもりと）生えた所を意味するというよ
りも，むしろ，神社（の敷地）そのものを指す語であると
考えるべきなのであろう。『沖縄語辞典』には，？ugaN
の見出しで「神を祭ってある所。木や石の囲いがあり，
前に広揚がある。？utaki〔御岳〕よりも小さく，一部落
にいくつもあって，拝む人の範囲も限られている」とあ
る。「祠」とでもいうべきものであろうか。
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　この図は188図「はたけ」，198図「もり」，200図「ハヤ
シ・ヤマの意味」と相互に関連があり参照されたい。198
図との間には，語形の分類や符号の与え方について共通
の原則を適用してある。とくに，ハヤシのシにあたる部
分をSI・SI・SUとしたもの，および，モリのりの部分
をRI・Ri・RUとしたものの，それぞれの内容につ
いては198図の解説を参照されたい。なお，本図では，
HAYASI・HAYASI・HAYASUおよびSINRIN・
SANRIN・MICURINの各語形を〈併用処理〉の対
象として処理した。
　この項目では，ハヤシとゾオキバヤシ・ヤマとシバヤ
マなどのよ弓に，同一地点で二つ以上の語形を答えたも
のが比較的多かったが，その場合，いつれかの語形に
「総称」の指定があれば，それのみを採用し他は削除し
た。「総称」の指定が無い揚合には併用として作図してあ
る。
　また，この項目に関する質問文はAであったが（以下，
質問文A～Eと略記するものの内容は198図の解説の冒
頭に記しておいた），その回答がハヤシであったのに，
質問文Bで「傾斜地はヤマ」と答えた地点や，質問文Aで
ヤマ，質問文Bで「平地はハヤシ」と答えた地点がかなり
あり，質問文Bで得られたヤマ・ハヤシの語形も本図に
併用として加えるべきかとも思われたが，質問文のAと
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Bとでは質問形式が異なるところがら，今回は，質問文
Aで得られた語形のみで作図することにした。さらに，
’質問文Aでハヤシが得られなかった地点でも，質問文D
では大部分の地点でハヤシとは「木が（広く）生えている
所」を指すことばであると答えており，これも質問文A
の質問内容にあたると考えられるものではあるが，質問
文Dの回答内容を本図に加えて作図すると，いわゆる
「理解語」を採用する恐れがあり，少なくとも誘導による
語形を採用することになるので，これも地図には加えな
いことにした。
　ただし，200図では，質問文Bのほかに，質問文Dで
得られた情報を加えて作図してある。その理由について
は次項の解説に述べた。
　全国の分布は比較的単純であって，緑を与えたハヤシ
類と赤を与えたヤマ類とが大部分を占める。ヤマ類は国
の両端を含む地域にハヤシ類を囲む形で分布しているか
ら，前者が後者よりも古く，かつては全国的にヤマが分
布していたところに，新たにハヤシが生れ，その勢力を
東西に伸ばして各地でヤマを駆逐したものと解釈でき
る。
　『時代別国語大辞典上代編』によれば，上代の文献に見
られるヤマには「採木地。薪や用材を伐採する山。」の意
　　　　　　　　　　　　　キ味があり，「志賀の構いたくな伐りそ」（万3862）などがそ
の例であるという。上記辞典の「考」にほ「ヤマは，狩
をし，また木を切る所であり，（中略）山ノ幸（生産物）の
ある揚所をいったものかと思われる」とある。200図に
おける分布から，ヤマは本来，平地・傾斜地にかかわり
なく用いられていたと思われる。また，188図でも入丈
と隠岐とにYAMAが見られるから，この地域では，
ヤマを林の意味にも畑の意味にも使うことになり，換言
すれば，木の有無にかかわりなくヤマと言うわけである。
このほか，この項目のヤマについての注記にも「樹木・
雑草が広く生えている所」「里に対する語であり，人家か
ら離れ雑木など生えている所で時には畑なども含む」「田
畑宅地以外のすべてを指す」などのものが見られ，これ
らの事実はヤマの基本的意味が「入里を離れた所」「生活
にかかわりのある木や草などがある所」といった内容の
ものであって，傾斜地であることや木が生えていること
とは本質的にはかかわりがないことを示しているのでは
ないかと考えられる。
　「林」の意味でのハヤシは，やはり上代に用例が見られ
るが，これは動詞「はやす」から転じた名詞形と考えられ
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ている。「はやす」が「はゆ」と同語根であることを考える
と，ハヤシは本来「木が盛んに生えている揚所」といった
意味であって，ヤマと比較すると，とくにその樹木部分
に注目しての呼称であると思われる。質問AおよびBに
対する回答の注記の中には，「ハヤシは高い木，大きい
木の生えている所」「ハヤシはとくに木の茂っている所を
いう」「ハヤシは木の生えそろった所」「ハヤシはヤマの一
部」といったものが見られたが，これは，ハヤシとヤマと
の本来の意味の区別をある程度反映しているのかもしれ
ない。
　現在，ヤマは各地で依然として勢力をもっており，ハ
ヤシ独自の領域は各地ともそれ程広くなく，むしろ，ハ
ヤシはヤマの領域中に混然と分布していると言ってよ
い。この分布は，現在ハヤシしか見られない地域（地点）
でも，調査のしかた如何によってはヤマの語形を得うる
揚合があることを示しているのかもしれない。
　なお，ハヤシとヤマとの併用の地点のうち，「ハヤシ
は単一種，ヤマは多種の木が生えている所」「ハヤシは植
林，ヤマは自生林」「ハヤシは松。杉・檜などの植林，ヤ
マは雑木林」のような注記のある地点がいくつかあった
が，これは，古くからその地域にある入会地的な所をヤ
マ，新しく植林した所をハヤシと呼ぶもので，ヤマが古
くハヤシが新しい語形であることに対応するものかもし
れない。一方，「はやす」が「はゆ」に対する他動詞で
あることを考慮すると，ハヤシは本来「木をはやして
おく所」であって，ヤマに対して特に植林地を指す語
として生れたとも考えられ，上の注記はヤマとハヤシの
本来の区別を反映しているのかもしれない。
　次に，それぞれの見出し語形のうち主なものについて
述べよう。
　緑の類のうち，見出しを～HAYASIとしたものは，
〔matsubaja∫i〕と　〔m訊bbaja∫i〕をまとめたもので，
これはEAYASIに含めてもよかったのであるが，と
くに複合語形として現われている点に特色を認めて分出
しておいた。ZOOKIBAYASI・ZOOK：IYAMAな
どの語形をHAYASI・YAMAから分出したことも
これと同じ意図によるものである。ただし，総称がヤマ
またはハヤシであって，そのほかに～ヤマ・～バヤシの
語形をも回答している地点については，先に述べた原則
によって，総称のみを採用し他を削除してある。なお，
質問Dに対する回答に付せられた注記にも「ハヤシは複
合語形としてのみ用いる」とあるものが全国的に多数見
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られた。BAYASI（6655．38）は単に〔baja∫i〕とあったの
でこの見出しとしたが，果して単独で用いても語頭が
〔b〕になるものか，やや疑問もある。
　赤の類のうち，YAMAば〔jama〕などのほか，〔j記ma，
jzama，　gama〕などをまとめたものであるが，このう
ち語頭が〔jz，　g〕のような有声摩擦音のものは，宮城
海岸部に集中するほか，山形，新潟に点在する。0256・76
の内容はD我禽a〕であったが，これは0228・96のYAA
に近いものと考えてよかろう。YAMAA・YAAMAA・
YAA・DAMAは琉球にのみ見られる語形である。
OYAMA・UYAMAは九州南部の計3地点に見られ
るが，このうち，8342．51のUYAMAには「大山の義」
との注記があった。
．TACIKIYAMAは山形，島根に，　KIDACIYAMA
は岩手，宮城にそれぞれ1地点ずつ見られる。このうち，
山形のTACIKIYAMAはその内容が〔tadz　gijama〕
であり，見出しをKIDACIYAMAとしたものは，岩
手のものがキダズヤマ，宮城のものがチダズヤマであっ
た。これらは岩手・宮城・山形の各地で，紺を与えた
KIDACIと分布が隣接し，もしくは併用となってい
る。これらのTACIKI・K：IDACIは「立木」「木立」で
あろう。島根・広島・山口および高知のTACIYAMA
はTACIKIYAMAのKIが脱落したものかとも思わ
れるが，あるいは，6430．26のTACIKIYAMAこそが
付近に分布する1（IYAMAとTACIYAMAとの混
交によって生まれたのかもしれない。TATEYAMAは
TACIYAMAを言いかえたものかとも思われるが『綜
合日本民俗語彙』に，「タテ」は「長野県佐久地方で急傾
斜地のこと」とあり，「タテヤマ」に「長崎県の下五島奈良
尾町などで，共有の薪木山をいう。タテルは伐らずに成
長させるという意らしく，山の口を定めるのが通例であ
る。山口県ではもと藩有林を御立山といった」とあった
りするから，あるいは，この意味のTAτEYAMAが
先にあって，それがTACIYAMAと言いかえられた
のかもしれない。なお，紺を与えたTATENOは岩手
に集中するほか，栃木の5628．23に見られるが，このタ
テも，付近に分布するKIDACI・KIDACIYAMAの
タチと相互になんらかの関係がありそうである。『綜合
日本民俗語彙』には「タテノ」を「：草地として特に存置する
野」とある。
　ODOROYAMAは隠岐の2地点に見られるが，こ
のうち，5463・73のものには「特に薪をとる山を言う」と
あった。r全国方言辞典』によれば，中国地方その他でオ
ドロを「小枝の薪」「柴」などの意味に用いるという。
　紺の類の5ち，YABUは新潟，石川・福井と九州北
部とにややまとまった分布があり，さらに，静岡と高知
にも見られる。このうち，7342・72のものは，「そういう
ものはない。jabuくらい」と回答したもので，これは「無
回答」とすべきであったかもしれないが，付近にYABU
が分布するので採用してお、・た。7320・59では「木も竹も
いう」とあり5566．35のものには「松ヤブなどという」と
あったから，これらのYABUが，質問内容から完全
にずれているとはいえない。
　凡例のHAIからZAKKIBAEまでは，「はやす」に
対する自動詞rはゆ」にもとつく語形と考えられる。その
意味で，これらはハヤシの語形とも相互に関係がある。
r全国方言辞典』には「はえ」の見出しで，「①宅地内の樹
林。林。富山県礪波地方。②林。、灌木の林。石川」とあ
る。なお，～HAI（6487．66）の．内容はマツバイであり；
～H：AE（7412．71）は〔s㎜gibae，　hinokibae〕とあった
ものをまとめたものである。
　HAYA（6522．03）・KIBAYA（7415．47）は，ハイ・ハ
エ類と隣接もしくは併用の形で分布しており，語形の類
似からみて両者は相互に何らかの関係があるものと思わ
れる。
　凡例のHARAからNOHARAまではひとつの類
と認めて一定の符号を与えた。HARA・～WARAは
「原」であると思われ，r時代別国語大辞典上代編』によれ
ば，「はら」は「広い平らなところ」の意味で，杉原・檜
原・松原・退官など複合語として用いることが多いとい
う。この図のバラ類の中ではK：IWARAが最も多く，
北海道に集中するほか東日本各地および岐阜・福井にも
見られる。これはいわゆるハヤシと多少ニュアンスを異
にするものではないかと思われるが詳細はわからない。
見出しを～ヨARAとしたものは，マツバラ。マツノキ
ワラ・マツワラ・スギワラの各語形をまとめたものであ
り，このうち6507．48のマツノキワラはKIWARAと
の併用であるから，あるいは，マツノ＋キワラであるか
もしれないが，カナギ÷バラと考えられるKANAGI－
WARAとも併用であるのでいちおうこの分類とした。
r全国方言辞典』には，「かなぎ」の見出しで「薪にする雑
木。長野・静岡。宇治山田」「木質のかたい木。岐阜，京
都，材木にすることのできる樹。奈良」などとある。
WEDATE（4703・18）は内容が〔wedade〕とあったも
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ので，「植え立てか」という調査者の注があった。岩手北
部に分布するTATENOのタテなどとも関係があろう
か。
　UEKOMI（6429．61）・TAZUKIOMI（3778．00）は「植
え混（込）み」「立ち混（込）み」であって，木が密生してい
る様を表現したものかもしれない。TACIGOMORI
〈6431．85）のコモリは，おそらく動詞「こもる」の名詞形
であろ5。この語形については198図の解説でも触れて
いるので参照されたい。
　KOSEは京都・岡山の計3地点に見られる。これの
掬来は明らかでないが，r全国方言辞郷の「こしばや
し一私有の山林。出雲・広島」と，あるいは関係がある
かもしれない。
　K：UNE（4663．49）は，「防風林」「屋敷林」の意味である
と思われる。『全国方言辞典』によれば，この意味での
「くね」「くねぎ」「いぐね」が各地に分布する。
　YANE（7320．59，7332．52）はr全国方言辞典』に「や
ぶ」「竹やぶ」の意味で福岡・大分などで用いるとあり，
本図でこの地域にYABUが分布することと関連して
この語形が現われたものとみられる。
　ARASI（5595．20）は188図に見られる同語形と分布
が隣接しており，両者の関係が考えられる。なお188図
の解説を参照されたい。
　凡例のBURIKUからKIIURUSYAAまでは琉
球各地に分布する。『沖縄語辞典』によれば，buri一は
「むらがる意を表わす接頭辞」であるから，BURIKU
は「木の群生した所」といった意味であろうか。入重山の
KIIURUSYAAはその内容が〔ki：uru∫a1〕とあった
ものであるが，r入重山語彙』によれば，ウルも「群」の意
味であって，「ウルブシ（群星）」の例が見られるから，こ
れもBURIKUと類似の意味をもつものであろう。
　なお，「無回答」の地点が，山形県の飛島から琉球まで
の各地に点在するが，この中には，「そんな所はこのあ
たりにない」という注記のあるものが多く，そのほか，
6528．64では「都会生活者でよくわからな、・」，1231・88で
は「固有名詞はあるが普通名詞はない」とあった。
20（L　ハヤシ・ヤマの意味
　199図に関連してハヤシ類・ヤマ類の語形が平地林・
傾斜地林のいずれを意味するか，あるいはその両方を意
味するかどうかをたずねたものである。ハヤシ類・ヤマ
199・200
類以外の語形については，これに平地林・傾斜地林に関
する情報がある揚合でも，それを採用していない。した
がって，たとえば見出し中のno　responseは，ハヤシ
類・ヤマ類の語形は用いないことを示すものであって，
その意味内容にあたる語形が別にありうることに注意し
なければならない。
　この項目は後期調査計画で打ち切ったため，199図よ
りも地点の数が少ない。また，質問文A（以下，質問文
A～Eと略記するものの内容については198図の解説
を見られたい）でハヤシ・ヤマのいずれもが出なかった
地点ではこの項目について質問しなくて良いことになっ
ているが，その縞合，この図ではN（平地林一no　resp－
onse，傾斜地林一noτesponse）の符号を与えてある。
ただし，後に述べるように，質問文Aでハヤシまたは
ヤマを答えていても，質問文Bの回答内容によっては
Nの符号を与えた腐合が若干あるので注意されたい。
　質問文Aでハヤシ・ヤマのいずれか一方のみを答え
た地点でも，質問文Bではその両方の語形について回答
した揚合（例：A一ハヤシ・B一平地はハヤシ，傾斜地
はヤマ，A一ヤマ・B一ヤマでない，ハヤシである）
があり，このような揚合には，そのいずれの情報をも採
用した。また，琉球の1156．89・1167・01のように，A
が無回答であるのにBでは「ヤマである」と回答してい
るものがあるが，このような揚合にも，ヤマが平地林・
傾斜地林のいずれをも意味するものとして作図した。
　さらに，質問文Dでもハヤシの意味について質問し
ており，その回答の中に平地・傾斜地に関する情報が含
まれているものが多かったが，本図では特にこれらの情
報をも採用して作図した。また，199図で〈併用の処
理〉の対象としたHAYASI・EAYASI・HAYAS－
Uの語形についても，質問文Bに関する情報があ筍も
のはこれを地図上に記載した。したがって，199図でハ
ヤシまたはヤマが見られない地点でも本図ではそれらの
語形に関する情報を記載してある場合があるので注意さ
れたい。なお，199図では質問文Dにおける回答を無
視して作図してあるから，199図と本図とを比較する
と，質問形式の相違が両図におけるハヤシ・ヤマの分布
の違いに反映している。
　なお，この項目ではハヤシ・ヤマの語形について質問
することになっているが，HYAASI・YAAMAAなど
の音声変種や～HAYASI・～YAMAなどの複合語形
についても，ほとんどの地点で平地・傾斜地に関する
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情報を報告しており，本図ではそれらの情報をすべて採
用してある。したがって本図の見出しにおけるHAYA－
SI・YAMAは，199図で緑または赤を一与えたハヤシ
類・ヤマ類を意味することになる。
　この項目は回答の記入法についてはっきりしていない
面があったために調査結果の報告の形式が調査者によっ
てまちまちであり，作図にあたって種々の困難が生じた
が，以下，それぞれの見出しについて，その回答の内容
と，その処理のしかたについて述べよう。
　見出しを平地林一H：AYASI，傾斜地林一H：AYASI
（以下，平一，傾一と略記する）としたものは，大部分が
質問文Aがハヤシ（類）で質問文Bが「ハヤシである」のも
のであるが，そのほかBが「ハヤシである。ヤマとも言
う」のものなども含めてある。後者の地点では平地・傾
斜旧いずれかの意味でヤマも用いるのであろうが，その
いずれの意味であるか不明なので，これを無視した。こ
の見出しの地点では平地林・傾斜地林のいずれをもハヤ
シ（類）の名で呼ぶわけである。
　見出しが平しYAMA，傾一YAMAのものは，平地
林・傾斜地林のいずれをもヤマ（類）と呼ぶものである。
その内容は大部分がA一ヤマ（類），B一「ヤマである」の
ものであるが，そのほか，Bが「ヤマである。ハヤシで
ない」のものも，これを「平地でもハヤシとは言わない
（ハヤシは用いない）」の意味であると認めて，この見出
しに含めた。また，Aがハヤシ・ヤマの併用であるのに
Bで単に「ヤマである」とあるものも，ハヤシに関する情
報が無いものと認めてこの見出しに含めたが，これは，
あるいは，ハヤシの語についての回答で「平地・傾斜地
の両方をハヤシとは言わない。（傾斜地は？）ヤマであ
る」の意味であったかもしれない。
　平一HAYASI。YAMA，傾一H：AYASI・YAMA
の見出しのものはハヤシ（類）・ヤマ（類）の両方の語形
を，平・傾いずれの意味にも用いるものである。その大
部分は199図が両語類の併用の地点で質問文Bで「ハヤ
シである。ヤマである」と回答したものであるが，その
ほか，199図がヤマ（類）の単用であって，質問文Dの回
答に「ハヤシは平・傾いずれをも意味する」とあるものが
数地点あり，これもこの見出しに含めた。質問形式から
見て，後者のハヤシは「希」もしくは「理解語」の性格をも
つものかもしれない。
　平一HAYASI，傾一no　response（以下NRと略
記する）のものは，大部分が199図がハヤシ類，質問文
Bの回答が「ハヤシでない」のものである。これは質問内
容から見て「平地・傾斜地のいずれか一方のみをハヤシ
と言う」の意味であり，おそらくその大部分が「傾斜地の
揚合はハヤシでない」の意味であろうと考えて，平一
H：AYASIとしたのであるが，しかし，「平地はハヤシ
ではない。傾斜地がハヤシである」という地点が絶対に
ないとは言えないであろう。
　平一NR，傾一YAMAは大部分がA－YAMA，　B一
「ヤマでない」のもので，質問内容から見て，この揚合に
は，「傾斜地のみをヤマと言う」の意味であると考えてよ
かろう。このほか，AがYAMA，　Bが「平地に木が
広く生えた所がこの辺にない（からわからない）」などと
あるものもこの見出しに含めたが，それは，傾斜地に広
く木の生えた所ならばその地点にあり，AのYAMA
はその意味で用いるのではないかと考えたからである。
なお，この見出しを与えた地点の中には，平地の場合は
サンリン・モリ・ハマ・ノ・やなどというと注記してあ
るものが含まれている。
　平一HAYASI，三一YAMAは，質問文Bの回答
に「平地はハヤシ，傾斜地はヤマ」と明記してあったもの
が比較的多いが，そのほか次に示すような種々の内容の
ものを含んでいる。
　（1）A一ハヤシ，B一ハヤシでない。傾斜地はヤマ。
　（2）Aハヤシ，B一ヤマである。
　（3）A一ハヤシ，13一ハヤシでない。ヤマである。
　（4）A一ヤマ，B一ハヤシである。
　（5）A一ヤマ，B一ヤマでない。ハヤシである。
　このうち，（1｝は「傾斜地はヤマである」と明記してある
から「平地がハヤシである」と認めていいであろ5。（4）と
（5）も質問文に「平地もヤマか」とあるから，「平地はヤマ
でない。それ（平地）はハヤシと言う」を意味すると考え
ていいと思われる。（2）は（3）と同じく「ハヤシではない。
ヤマである」の意味ではないかと思われるが，②③にお
ける「ハヤシではない」が平地・傾斜地のいずれについて
言っているのか不明であるところに問題がある。しか
し，このような例については，すでに「平地はハヤシで
ない。それはヤマである」とするよりも，「傾斜地はハヤ
シでない。それはヤマである」と解釈したほうがより妥
当であろうと考え平一HAYASIと認めており，やや
問題もあるが，統一的に解釈して，これらをこの見出し
に含めた。この見出しに含めたものの内容には以上のほ
かにも種々の形式の回答があるが，それらは，基本的に
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（1）～〔5〕のいずれかの形式に還元できるものが多かった。
　平一一HAYASI，傾一HAYASI・YAMAおよび平一
HAYASI・YAMA，随一YAMAは，それぞれ，　rハ
ヤシは平・傾いずれにも用いヤマは傾にのみ用いる」お
よび「ハヤシは平にのみ用いヤマは平・傾いずれにも用
いる」の意味である。これらも種々の内容のものをまと
めたものであるが，いずれもすでに述べたような考え方
にもとづいて分i類してある。
　平一NR，十一HAYASIは長野，大阪，徳島・高知
に全部で5地点見られるが，このうち7427．24以外の地
点のものは質問文Aの回答がHAYASIで，質問文
Bの回答は，7460．39が「ハヤシでない（主に傾斜地に言
う）」，7436．68が「平地はハヤシでない」，6571．63が「ハ
ヤシでない。平地は雑木でもモリ」，5624．85が「平地が
ない」とあったものである。7427．24のものは，Aが
NAMIKIであるためにBは質問していないが，　Dに
ハヤシは「木の生えた山」の意味であるとあったものを，
ハヤシー傾斜地と認めたものである。
　平一YAMA，傾一HAYASI・YAMAのものは
6545．19，6576．32，6610．77の3地点に見られるが，この
うち，6545．19のものは，A－YAMA，　B一ヤマであ
る，D一ハヤシは「木の若生えの山林」とあり，6576．32
のものは，A－YAMA，　B一ヤマである，　D一ハヤシは
「傾斜地林」，さらに，6610．77のものは，A－YAMA・
MICINOOKU，　B一「ヤマである」，　D一ハヤシは「傾〔
斜地の山林の一部」を意味するとあったので，これらを
この見出しに該当すると認めて分類した。
　平一NR，傾一HAYASI・YAMAのものは埼玉，
愛知，島根の各地に計4地点見られるが，これらは，ハ
ヤシ・ヤマの語につ、・て「共に平地ではない」（5685．37）
もしくは「この付近に平地林はない」（6412．91，6422．93，
6640．34）とあったものである。
　以上に述べたように，「平地はハヤシではない」（ハヤ
シは傾斜地林のみを言弓）と明記してある地点が各地に
存在することは，A一ハヤシ，　B一「ハヤシでない」と
ある場合に平一HAYASI，傾一NRと認めるという本
図作成上の原則が，地点によっては実は適用できなかっ
たのかもしれないことを示していると言えよう。
　平一HAYASI・YAMA，傾一NRのものは0779．03
にあるが，これは，A－HAYASI・MICURIN，　B一
「アラヤマ（開墾前のはやし），全部平；地だったからハヤ
シだ」とあるもので，その意味するところが判然としな
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いが，回答内容から見てハヤシ・アラヤマが少なくとも
平地林を指してはいるが，それが傾斜地林をも指すかど
うかは疑問であるのでこの見出しとした。
　平一NR，傾一NRのものは，大部分199図でハヤシ・
ヤマ両度以外の語形が分布する地点のものであるが，そ
のほか，AがハヤシまたはヤマであってBが無回答のも
の（ただし，無回答であっても，調査地点が平地・傾斜
地いずれかであるという注記のあるものはそれぞれに分
類したことはすでに述べた）や，「植林がハヤシ，自然林
がヤマ」などとあって平地・傾斜地に関して何も報告し
ていないものなどをこの見出しに含めてある。
　さて，全国を大観すると，縦向き，または横向きの線
符号を与えた，ハヤシまたはヤマが平地林・傾斜地林の
いずれをも意味する地点が北海道から琉球まで広く分布
している。これに次いで目立つのは，長方形のべた符号
を与えた，ハヤシが平地林またはヤマが傾斜地林を意味
する地点および，長方形の組み合わせ符号を与えた，
平一ハヤシ，傾一ヤマの地点で，これらは北海道から宮
崎までの各地に分布するが，九州南部から琉球にかけて
はまったく見られず，また，北海道・東北および九州北
部などでも，この種の分布が比較的まばらであることが
注目される。
　199図の解説で述べたように，ヤマは本来「人里を離
れ，生活にかかわりのある木などがある転所」を意味し
た語であると思われるが，本図における分布から見て，
平地・傾斜地の区別も本来は無いものであろう。それが
とくに傾斜地林を意味するようになったのは，ひとつに
はヤマが「山」「山岳」の意味でも用いられることと関係が
あり，また，ひとつには，平地が畑や水田として開発さ
れた結果，平地林が次第に少なくなりつつあることにも
よるのであろうが，一方，ヤマより後に生まれて広がっ
たと見られるハヤシの存在と相互に関連があるのではな
いかと思われる。
　199図の解説で述べたようにハヤシはヤマとは多少
ニュアンスを異にする呼称であり，これも本来は平地・
傾斜地という意味内容にかかわりのないものであろう
が，ハヤシがとくに平地林を意味する地点は，各地で，
ヤマが傾斜地林を意味する地点に接して分布している．か
ら，ヤマが「山」の意味に引かれて傾斜地林を指すように
なったことと並行してハヤシが平地林を意味するように
なったとも考えられる。すなわち，ハヤシがヤマの領域
に侵入した際，ヤマとハヤシの意味内容が近接していた
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ために両者の区別が曖昧になり，そのため新たに何らか
の意味の区別をする必要が生じて，ヤマー傾斜地林，ハ
ヤシー平地林となったと言えようか。なお，この項目で
は質問内容を平地・傾斜地に限定しているが，もし，ハ
ヤシとヤマの意味の区分について，別の角度から各地で
詳細な調査を行なえば，おそらく，種々の内容の回答が
得られるのではないかと思われる。
　なお，平一HAYASI，傾一NRおよび平一NR，
傾一YAMAのものは，平一HAYASI，傾一YAMA
に近い性格のものであって，さきに述べた回答内容から
見て，調査のしかたいかんでは，NRの部分にYAMA
やHAYASIの語が得られる揚合が多いと思われる。
　HAYASIがとくに傾斜地林のほうを意味する地点
が存在する理由は明らかでないが，ひとつには，すでに
述べたように，その地域に平地林がない場合があったこ
とと関係があり，地点によっては，そこに平地林を意味
するハヤシ・ヤマ以外の語形が存在するためであるかも
しれない。
　この図においてハヤシおよびヤマが平地林・傾斜地林
のいずれをも指す地域が全国的に広く見られるというこ
とは，意味の面から標準語を規定する揚合にも，それぞ
れの語の意味に関する地域性を考慮する必要があること
を示していると言えよう。 ゆ
?
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